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出版履歴
マニュアルの出版の日付と部品番号は、 そのマニュアルの最新の版数を示しています。 出版の日
付は、 最新版ができるたびに変更します。 内容の小さな変更に対しては、 増刷の際に対応し、 出
版日の変更は行いません。 マニュアルの部品番号は、 改訂が行われるたびに変更します。

新版の作成は、 記載内容の訂正またはドキュ メン ト製品の変更にと もなって行われます。 お手元
のマニュアルが最新のものか否かは、 当社の営業担当または購入された販売会社にお問い合わせ
ください。 詳細については、 HPの営業担当にお問い合わせください。

表 1 出版履歴

部品番号 出版年月 製品

B6960-92109 2004年 10月 Data Protector リ リース  
A.05.50

B6960-96033           2006年 7月              Data Protector リ リース  
A.06.00
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表記法
表 2

字体 説明 例

『マニュアル』 マニュアル名または書籍名 詳細は、 『HP OpenView Storage Data 
Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド』 を
参照して ください。

Italic コマンドの入力時に指定する必要
がある変数

プロンプ トで、 次のよ うに入力します。
rlogin your_name

このと き、 your_name にはログイン名を指
定します。

Bold、 ゴシック体 用語 Data Protector Cell Managerは ...

入力 ユーザーが入力する必要があるテ
キス ト

プロンプ トで、 次のよ うに入力します。
ls -l

コンピュータ文字 コンピュータディ スプレイの項目 次のシステムメ ッセージが表示されます。

Are you sure you want to remove 
current group?

コマンド名 grep コマンドを使用して、 ...

ファ イル名とディ レク ト リ名 /usr/bin/X11

プロセス名 Data Protector Inet が実行中かど うか
チェッ ク します。

ウ ィ ンド ウ / ダイアログボッ クス名 [バックアップ オプション ] ダイアログ 
ボッ クスで ...

マン ページ名 詳細は、 omnibのマン ページを参照して く
ださい。

強調 強調表示 次の手順に従う必要があ り ます。

キーキャップ キーボードのキー Return を押します。 

[ボタン ] ユーザーインタフェースのボタン [OK] をク リ ッ ク します。

[適用 ] ボタンをク リ ッ ク します。
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Data Protectorでは、 ク ロスプラ ッ ト フォーム (Windows と UNIX) のグラフ ィカル ユーザー  
インタフェースを提供します。 Data Protectorのグラフ ィカル ユーザー インタフェースについ
ては、 オンラインヘルプを参照して ください。

図 1 Data Protector グラフ ィ カル ユーザー インタフ ェース
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当社へのお問い合わせについて

概要

Data Protector の概要については、 以下のWeb サイ トでご覧いただけます。

http://www.hp.com/go/dataprotector (英語版 )
http://h50146.www5.hp.com/products/storage/software/dataprotector/index.html (日本語版 )

テクニカル サポート

テクニカル サポート情報については、 HP エレク ト ロニッ ク  サポート  センタの下記のWebサイ
ト をご覧ください。

http://www.itrc.hp.com

Data Protectorの最新のパッチ情報については、 以下をご覧ください。

http://www.itrc.hp.com

当社では他社製のハード ウェアおよびソフ ト ウェアのサポートは行っており ません。 他社製製品
のサポートは各ベンダーにお問い合わせください。

ドキュ メン トに関するご意見

ドキュ メ ン トに関するお客様のご意見を基に、 お客様のご要望を理解し、 ご要望に沿ったドキュ
メン トの開発に努めていきたいと思っており ます。 ドキュ メン トに関するご意見は、 当社の以下
のドキュ メン ト専用サイ トへお送り ください。

storagedocs.feedback@hp.com

ト レーニング情報

HP OpenViewに関して現在可能な ト レーニングの情報については、 下記の HP OpenViewの
Webサイ ト をご覧ください。

http://www.openview.hp.com/training/ (米国 )
http://www.hp.com/jp/education (日本 )

上記のサイ トに リ ンクする と、 ト レーニング ク ラスのスケジュールや、 カスタマ サイ トでの ト
レーニング、 ク ラス登録などに関する情報をご覧いただけます。

http://www.hp.com/go/dataprotector
http://h50146.www5.hp.com/products/storage/software/dataprotector/index.html
http://www.itrc.hp.com
http://www.itrc.hp.com
mailto:storagedocs.feedback@hp.com
http://www.openview.hp.com/training/
http://www.hp.com/jp/education
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Data Protectorのドキュ メン ト
Data Protectorのドキュ メン トは、 マニュアルとオンライン  ヘルプの形式で提供されます。

マニュアル

Data Protectorのマニュアルは印刷形式と PDF形式で提供されます。 PDF ファ イルは Data 
Protectorのセッ ト アップ時にWindowsの場合は User Interface コンポーネン ト を、 UNIX
の場合は OB2-DOCS コンポーネン ト を選択してインス トールします。 PDF ファ イルをインス
トールする と、 マニュアルはWindows では <Data_Protector_home>¥docsディ レク ト リ 、

UNIX では、 /opt/omni/doc/ja (日本語版 )、 /opt/omni/doc/C/ (英語版 )ディレク ト リに保
存されます。 また以下の URL でも PDF形式のマニュアルを入手できます。
http://www.hp.com/support/manuals (英語版 )
http://www.hp.com/jp/manual/ (日本語版 )

『HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト  ガイド 』

このマニュアルでは、 Data Protectorのコンセプ ト を解説する と と もに、 Data Protectorの動作
原理を詳細に説明しています。 手順を中心に説明しているオンライン ヘルプとあわせてお読み
ください。

『HP OpenView Storage Data Protector インストールおよびライセンス ガイド 』

このマニュアルでは、 お使いの環境のオペレーティング システムとアーキテクチャを考慮した
上での Data Protector ソフ ト ウェアのインス トール方法を説明しています。 また、 Data 
Protectorのアップグレード方法や、 環境に適したライセンスの取得方法についても説明してい
ます。

『HP OpenView Storage Data Protector ト ラブルシューテ ィ ング ガイド 』

このマニュアルでは、 Data Protectorの使用中に起こ り う る問題に対する ト ラブルシューティン
グの方法について説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector 障害復旧 ガイド』

このマニュアルでは、 障害復旧の計画、 準備、 テス ト、 および実行方法について説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド』

このマニュアルでは、 さまざまなデータベースやアプリ ケーシ ョ ンをバッ クアップおよび復元す
るための Data Protectorの構成方法や使用方法を説明しています。 このマニュアルは、 バッ ク
アップ管理者やオペレータを対象と しています。 このマニュアルには以下の 4種類のバージ ョ ン
が提供されています。

http://www.hp.com/support/manuals
http://www.hp.com/support/manuals
http://www.hp.com/jp/manual/
http://www.hp.com/jp/manual/
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• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Microsoft アプ リ ケー
シ ョ ン : SQL Server、 Exchange Server、 Exchange Server、 Volume Shadow Copy 
Service』

このマニュアルでは、 Microsoft アプ リ ケーシ ョ ン (Microsoft Exchange Server 2000/2003、
Microsoft SQL Server 7/2000/2005、 および Volume Shadow Copy Service) に対応する
Data Protectorの統合ソフ ト ウェアついて説明します。

• 『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Oracle、 SAP』

このマニュアルでは、 Oracle、 SAP R3、 SAP DBに対応する Data Protectorの統合ソフ ト
ウェアについて説明します。

• 『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for IBM Applications: Informix, 
DB2, and Lotus Notes/Domino』

このマニュアルでは、 IBMのアプリ ケーシ ョ ン (Informix Server、 IBM DB2、 および
Lotus Notes/Domino Server) に対応する Data Protectorの統合ソフ ト ウェアについて説明
します。

• 『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for Sybase, Network Node 
Manager, and Network Data Management Protocol』

このマニュアルでは、 Sybase、 Network Node Manager、 Network Data Management 
Protocolおよび VMwareに対応する Data Protectorの統合ソフ ト ウェアについて説明しま
す。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView』

このマニュアルでは、 HP OpenView Service Information PortalおよびHP OpenView 
Reporterに対応する Data Protector統合ソフ ト ウェアのインス トール、 構成、 使用方法につい
て説明します。 このマニュアルは、 バッ クアップ管理者を対象と しています。 OpenView アプリ
ケーシ ョ ンを使用して Data Protectorのサービス管理を行う方法を説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView 
Operations for UNIX』

このマニュアルでは、 UNIX版の HP OpenView Operations (OVO)、 HP OpenView Service 
Navigator、 および HP OpenView Performance (OVP) を使用して Data Protector環境の健全性
と性能を監視および管理する方法について説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Integration Guide for HP OpenView 
Operations for Windows』
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このマニュアルでは、 Windows版の HP OpenView Operations (OVO)、 HP OpenView Service 
Navigator、 および HP OpenView Performance (OVP) を使用して Data Protector環境の健全性
と性能を監視および管理する方法について説明します。

マニュアルには、 以下の 2つのバージ ョ ンがあ り ます。

• OVO 7.1x、 7.2x用

• OVO 7.5用

『HP OpenView Storage Data Protector ゼロ ダウンタイム バックアップ コンセプ ト  ガイ
ド』

このマニュアルでは、 Data Protectorゼロ  ダウンタイム バッ クアップと インスタン ト  リ カバリ
のコンセプ トについて解説する と と もに、 ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ環境における Data 
Protectorの動作原理を詳細に説明します。 手順を中心に説明している 『HP OpenView Storage 
Data Protector Zero Downtime Backup Administrator’s Guide』 および 『HP OpenView 
Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』 とあわせてお読みくださ
い。

『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Administrator’s 
Guide』

このマニュアルでは、 HP StorageWorks Virtual Array、 HP StorageWorks Enterprise Virtual 
Array、 EMC Symmetrix Remote Data Facilityおよび TimeFinder、 HP StorageWorks Disk 
Array XPに対応する Data Protector統合ソフ ト ウェアのインス トール、 構成、 使用方法につい
て説明します。 このマニュアルは、 バッ クアップ管理者やオペレータを対象と しています。 ファ
イルシステムやディ スク  イ メージのゼロ  ダウンタイム バッ クアップ、 インスタン ト  リ カバリお
よび復元についても説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime Backup Integration Guide』

このマニュアルでは、 Oracle、 SAP R/3、 Microsoft Exchange Server 2000/2003、 および
Microsoft SQL Server 2000データベースのゼロ  ダウンタイム バッ クアップ、 インスタン ト  リ
カバリ、 および標準復元を行うための、 Data Protectorの構成方法および使用法について説明し
ます。 また、 Microsoft Volume Shadow Copy Service を使用してバッ クアップおよび復元を行
うための、 Data Protectorの構成方法および使用法についても説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector MPE/iX System User Guide』

このマニュアルでは、 MPE/iX ク ラ イアン トの構成方法と MPE/iXデータのバッ クアップおよび
復元方法を説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Media Operations User's Guide』
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このマニュアルでは、 オフラインのス ト レージ メディアの追跡方法と管理方法を説明します。
このマニュアルは、 システムの保守とバッ クアップを担当するネッ ト ワーク管理者を対象と して
います。 アプリ ケーシ ョ ンのインス トールと構成、 日常のメディア操作、 およびレポート作成の
タスクについて説明します。

『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ トウェア ノート  
および リファレンス』

このマニュアルでは、 HP OpenView Storage Data Protector A.06.00の新機能を説明していま
す。 また、 サポート される構成 (デバイス、 プラ ッ ト フォーム、 オンライン  データベースの統
合、 SAN、 ZDB)、 必要なパッチ、 制限事項、 既知の問題と対応策についても説明しています。
サポート される構成の 最新情報については以下の URL を参照して ください。
http://www.hp.com/support/manuals (英語 )

この他に 4冊の 『Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  およびリ ファレンス』 があ り、
以下の内容を説明しています。 

• OVO UNIX の統合

• OVO 7.1x/7.2x Windows の統合

• OVO 7.5 Windows の統合

• Media Operations

オンライン ヘルプ

Data ProtectorはWindowsおよび UNIXの各プラ ッ ト フォーム用にオンライン ヘルプ ( コンテ
キス ト依存ヘルプ ([F1] キー ) および [ヘルプ ] ト ピッ ク ) を備えています。

http://www.hp.com/support/manuals
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ドキュ メン トマップ

略称

以下の表は、 ドキュ メン トマップに使用されている略称の説明です。 マニュアルのタイ トルに
は、 すべて先頭に 「HP OpenView Storage Data Protector」 が付きます。

略称 マニュアル

CLI Command Line Interface Reference Guide

Concepts コンセプ ト  ガイ ド

DR 障害復旧 ガイ ド

GS スタート アップ ガイ ド

Help オンライン ヘルプ

IG-IBM Integration Guide—IBM Applications

IG-MS インテグレーシ ョ ン ガイ ド—Microsoft アプ リ ケーシ ョ
ン

IG-O/S インテグレーシ ョ ン ガイ ド —Oracle、 SAP R/3、 
SAP DB/MaxDB

IG-OV Integration Guide—HP OpenView Service 
Information Portal/OpenView Reporter

IG-OVOU Integration Guide—HP OpenView Operations, UNIX

IG-OVOW Integration Guide—HP OpenView Operations 7.1x, 
7.2x, Windows

IG-OVOW Integration Guide—HP OpenView Operations 7.5, 
Windows

IG-Var Integration Guide—Sybase, Network Node Manager, 
NDMP and VMware

Install インス トールおよびライセンス  ガイ ド

MO GS Media Operations Getting Started Guide
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マップ

以下の表は、 各種情報がどのドキュ メン トに記載されているかを示したものです。 黒く塗りつぶ
されたセルのドキュ メン ト を最初に参照してください。

MO RN Media Operations Product Announcements, Software 
Notes, and References

MO UG Media Operations User Guide

MPE/iX MPE/iX System User Guide

PA Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および 
リ ファレンス

Trouble ト ラブルシューティング ガイ ド

ZDB Admin ZDB Administrator's Guide

ZDB Concpt ゼロ  ダウンタイム バッ クアップ コンセプ ト  ガイ ド

ZDB IG ZDB Integration Guide
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バッ クアップ X X X X X X X X X X X
CLI X

コンセプ ト / テクニッ ク X X X X X X X X X X X X X

障害復旧 X X X

インス トール /
アップグレード

X X X X X X X X X X

インスタン ト  リ カバリ X X X X X

ラ イセンス X X X X

制限事項 X X X X X X X X X X

新機能 X X X

計画方針 X X X X

略称 マニュアル
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統合

以下の統合に関する詳細については、 該当するマニュアルを参照して ください。

手順 / タスク X X X X X X X X X X X X X X

推奨事項 X X X X

必要条件 X X X X X X X X X X

復元 X X X X X X X X X X

サポート  マ ト リ クス X

サポート される構成 X

ト ラブルシューティング X X X X X X X X X X

統合ソフ トウェア マニュアル

HP OpenView Operations (OVO) IG-OVOU、
IG-OVOW

HP OpenView Reporter (OVR) IG-OV

HP OpenView Reporter Light IG-OVOW

HP OpenView Service Information Portal 
(OVSIP)

IG-OV

HP StorageWorks Disk Array XP すべての ZDB

HP StorageWorks Enterprise Virtual Array 
(EVA)

すべての ZDB

HP StorageWorks Virtual Array (VA) すべての ZDB

IBM DB2 UDB IG-IBM

Informix IG-IBM

Lotus Notes/Domino IG-IBM

Media Operations MO User

MPE/iX System MPE/iX

Microsoft Exchange Servers IG-MS、 ZDB IG
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Microsoft Exchange Single Mailbox IG-MS

Microsoft SQL Servers IG-MS、 ZDB IG

Microsoft Volume Shadow Copy Service (VSS) IG-MS、 ZDB IG

NDMP Server IG-Var

Network Node Manager (NNM) IG-Var

Oracle IG-O/S

Oracle ZDB ZDB IG

SAP DB IG-O/S

SAP R/3 IG-O/S、 ZDB IG

Sybase IG-Var

Symmetrix (EMC) すべての ZDB

VMware IG-Var

統合ソフ トウェア マニュアル
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このマニュアルについて
『HP OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Oracle、 SAP』 では、
Data Protector と Oracleや SAP アプリ ケーシ ョ ンとの構成方法および使用方法について説明し
ます。

対象読者

このマニュアルは、 ネッ ト ワークのバッ クアップに関して計画、 設定、 保守を担当するバッ ク
アップ管理者を対象にしています。 またこのマニュアルは、 以下の知識があるユーザーを対象と
して作成されています。

• Data Protectorの基本機能

• データベース管理

Data Protectorの概念については、 『HP OpenView Storage Data Protector コンセプ ト  ガイ ド』
で説明しています。 このマニュアルに目を通し、 Data Protector の基礎知識と基準について十分
に理解を深めていただく こ とをお勧めします。
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この章の構成

このマニュアルは、 以下の章で構成されています。

第 1章 1 ページの 「Oracle と Data Protectorの統合」

第 2章 141 ページの 「SAP R/3 と Data Protectorの統合」

第 3章 247 ページの 「SAP DBやMaxDB と Data Protector との統合」

用語集 このマニュアルで使用する用語の定義

以下に示すデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンと Data Protectorの統合については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector インテグレーシ ョ ン ガイ ド  - Microsoft アプリ ケーシ ョ ン : 
SQL Server、 Exchange Server、 Exchange Server、 Volume Shadow Copy Service』 で説明し
ます。

• Microsoft SQL Server

• Microsoft Exchange Server

• Microsoft Volume Shadow Copy Service

以下に示すデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンと Data Protectorの統合については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector Integration Guide for IBM Applications: Informix, DB2, 
and Lotus Notes/Domino』 で説明します。

• Informix Server

• IBM DB2 UDB

• Lotus Notes/Domino Server

以下に示すデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンと Data Protectorの統合については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector Integration Guide for Sybase, Network Node Manager, and 
Network Data Management Protocol』 で説明します。

• Sybase

• Network Node Manager

• Network Data Management Protocol

• VMware
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以下に示すデータベース  アプ リ ケーシ ョ ンと Data Protector ZDBの統合またはオペレーティン
グ システム サービスについては、 『HP OpenView Storage Data Protector Zero Downtime 
Backup Integration Guide』 で説明します。

• Oracle

• SAP R/3

• Microsoft SQL Server

• Microsoft Volume Shadow Copy Service

• Microsoft Exchange Server
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1 Oracle と Data Protectorの統合



Oracle と Data Protectorの統合
この章の内容

第 1 章2

この章の内容

この章では、 Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアの構成方法、 および使用方法を説明
します。

この章の構成は、 以下に示すとおりです。

3 ページの 「はじめに」

5 ページの 「統合ソフ ト ウェアの概念」

11 ページの 「統合ソフ ト ウェアの構成」

35 ページの 「Oracleバッ クアップの構成」

54 ページの 「Oracleデータベースのバッ クアップ」

69 ページの 「Oracleデータベースの復元」

109 ページの 「Oracleのバッ クアップと復元のモニター」

111 ページの「UNIXおよび OpenVMS システムにおける Data Protector Oracle用統合ソフ
ト ウェア削除後の Oracleの使用」

113 ページの 「Oracle RMAN メ タデータ と Data Protectorのメディア管理 データベースの
同期化」

114 ページの 「 ト ラブルシューティング」
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はじめに

Data Protector では、 Oracleサーバのインスタンスをオンラインおよびオフラインでバッ ク
アップするこ とができます。 オンライン バッ クアップから復旧するには、 Oracleサーバの各イ
ンスタンスを ARCHIVELOGモードで実行する必要があ り ます。

このオンライン バッ クアップという概念は普及しています。 オンライン  バッ クアップは、 オフ
ラインとい う概念とは対照的に、 アプ リ ケーシ ョ ンの高可用性を求めるビジネス要件に対応して
います。 オンライン バッ クアップ中はデータベースをそのまま使用できますが、 オフライン  
バッ クアップ中はアプリ ケーシ ョ ンでデータベースを使用するこ とはできません。 

バックアップの種類

Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアでは、 以下の種類のバッ クアップが可能です。

• データベース全体または一部のオンライン バッ クアップ

• オンライン増分バッ クアップ (Oracleの差分増分バッ クアップ 1～ 4)

• データベース全体のオフライン バッ クアップ

• アーカイブ REDO ログのみのバッ クアップ

• Oracle リ カバリ  カタログのバッ クアップ

• Oracle制御ファ イルのバッ クアップ

• (Oracle 10gの場合 ) フラ ッシュ  リカバリ領域内のリカバリ  ファイルのバッ クアップ

フラ ッシュ  リ カバリ領域にある以下のリ カバリ  ファ イルがバッ クアップされます。

— フルおよび増分バッ クアップ セッ ト

— 制御ファイル自動バッ クアップ (使用している場合は SPFILE も含む )

— アーカイブ REDO ログ

— データファ イルのコピー、 制御ファイルのコピー

フラ ッシュバッ ク  ログ、 最新の制御ファ イル、 およびオンライン REDO ログはバッ クアッ
プされません。

• (Oracle Data Guard環境の場合 ) スタンバイ  データベースのバッ クアップ
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復元の種類

Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアでは、 以下の復元が可能です。

• データベースの全体または一部の復元

• 特定の日時の状態へのデータベースの復元

• 増分バッ クアップからの復元

• データベースのバッ クアップ元とは異なるホス トへの復元

• バッ クアップ元とは異なる場所へのデータファ イルの復元

• データベースの復元前のカタログの復元

• 一連の増分バッ クアップからの復元

データベースの複製

Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアでは、 プロダクシ ョ ン データベースの複製が可能
です。
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統合ソフ トウェアの概念

Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアによ り、 Data Protector と Oracleデータベース管
理ソフ ト ウェアが統合されます。 Oracle側からみた場合、 Data Protectorはメディア管理ソフ
ト ウェアと して機能します。 また、 Data Protector側からみた場合、 Oracleデータベース管理
システムは、 Data Protectorが制御する メディアを使用する、 バッ クアップ対象のデータ  ソー
ス とみなすこ とができます。

コンポーネン ト

バッ クアップ プロセス と復元プロセスに関係するソフ ト ウェア コンポーネン トは、 以下のとお
りです。

• Oracle Recovery Manager (RMAN)

• Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェア

統合ソフ トウェアの機能概要

Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェア エージェン ト (ob2rman.pl)は RMAN と連携し
て動作し、 Oracle ターゲッ ト  データベースに対する次の動作全般を管理します。 

• バッ クアップ (バッ クアップと コピー )

• 復旧 (復元、 復旧、 複製 )

統合ソフ トウェアの動作の仕組み

Ob2rman.pl によって RMANが実行され、 これによって、 ターゲッ ト  データベース上の Oracle
サーバ プロセス と連携し、 バッ クアップ、 復元、 復旧が実行されます。 RMANによ り、 リ カバ
リ  カタログ (情報が格納されている Oracleの中央レポジ ト リ )や特定のターゲッ ト  データベー
スの制御ファイルにあるターゲッ ト  データベースに関する必要な情報が管理されます。

ob2rman.plから RMANに提供される主な情報は次のとおりです。

• 割り当てられた RMANチャネル数

• RMANチャネルの環境パラ メータ

• バッ クアップまたは復元されるデータベース  オブジェク ト上の情報
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バッ クアップの場合、 ob2rman.plは Oracle ターゲッ ト  データベースのビューを使用して、
バッ クアップ用の論理的なターゲッ ト  データベース  オブジェク ト ( テーブルスペース ) と物理的
なターゲッ ト  データベース  オブジェク ト (データファ イル )に関する情報を取得します。

復元の場合、 ob2rman.plは現在の制御ファイルまたはリ カバリ  カタログ (使用されている場合
) を使用して、 復元用のオブジェク トに関する情報を取得します。

Data Protector と RMAN との統合ソフ ト ウェアを使って、 Oracleの制御ファイル、 データファ
イル、 およびアーカイブ REDO ログをバッ クアップおよび復元するこ とができます。 

Oracleサーバ プロセスから Data Protectorへのインタフェースは、 Data Protectorの Oracle
用統合Media Management Library (MML)によって提供されます。 MMLは、 General Media 
Agentへのデータの読み書きを可能にするルーチンの集ま りです。

Data Protector では、 メディア デバイス と直接データをやり と りするだけでなく、 スケジュー
ル設定、 メディア管理、 ネッ ト ワーク経由のバッ クアップ、 モニタ リ ング、 対話型バッ クアップ
も行えます。

統合ソフ トウェアによって処理される Oracleバックアップの種類

この統合ソフ ト ウェアを使って、 Oracleのフル バッ クアップと増分バッ クアップ (最大増分レ
ベル 4) を実行できます。

Oracleのフル バッ クアップと増分レベル 0のバッ クアップを使用する と、 すべてのデータ  ブ
ロ ッ クがデータファ イルごとにバッ クアップされます。 Oracleの増分バッ クアップ ( レベル 1以
上 ) を使用する と、 前回のバッ クアップ後に変更されたデータ  ブロ ッ クのみがバッ クアップされ
ます。

フル バッ クアップと増分レベル 0のバッ クアップの違いは、 増分 0バッ クアップはそれよ り後
の増分バッ クアップのベースになる という こ とです。 したがって、 バッ クアップ仕様でフル バッ
クアップを選択した場合、 Data Protector では常に Oracleの増分 0バッ クアップが実行されま
す。

フル バッ クアップは、 バッ クアップに含めるデータファ イル数とは関係なく、 単一のデータ
ファ イルごとにバッ クアップできます。 バッ クアップの対象となるデータは、 バッ クアップの種
類 ( フル バッ クアップまたは増分バッ クアップ )に関係なく、 Oracleによって選択され、 管理さ
れます。

Oracleの増分バッ クアップでは、 差分または累積を指定できます。 デフォルトでは、 Data 
Protectorは Oracleの差分増分バッ クアップを実行します。 Data Protectorによって作成され
るデフォルトの RMAN スク リプ ト を変更するこ とで、 累積バッ クアップを指定するこ と もでき
ます。 差分および累積の Oracleバッ クアップの詳細については、 『Oracle Recovery Manager 
User's Guide』 を参照して ください。
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注記 Oracle で指定されているバッ クアップの種類に関係なく、 Data Protectorデータ
ベース内では Oracleバッ クアップが常にフル バッ クアップと して扱われます。
これは、 Data Protectorの増分バッ クアップの概念と Oracleの増分バッ クアップ
の概念に違いがあるためです。

Oracleサーバのインスタンスのすべてのデータファイルと現在の制御ファイルを含むバッ ク
アップを、 データベース全体のバッ クアップと呼びます。

これらの機能は、 Oracle ターゲッ ト  データベースのオンライン バッ クアップとオフライン バッ
クアップのどちらにも使用できます。 ただし、 バッ クアップ セッシ ョ ンの開始前と終了後に
テーブルスペースなどのバッ クアップ オブジェク ト を適切な状態に切り替える必要があ り ます。 
オンライン バッ クアップの場合は、 データベースのインスタンスが ARCHIVELOGモードになっ

ていなければなり ません。 オフライン バッ クアップの場合は、 バッ クアップ仕様の実行前および
実行後オプシ ョ ンを使って、 バッ クアップ オブジェク トがバッ クアップ用に準備されていなけれ
ばなり ません。

Data Protectorバッ クアップ仕様は、 バッ クアップ オプシ ョ ン、 RMAN用コマンド、 実行前お
よび実行後コマンド、 メディアとデバイスに関する情報からな り ます。

Data Protectorバッ クアップ仕様を使えば、 バッ クアップを構成し、 その後同じ仕様を繰り返し
使用できます。 また、 スケジュール設定したバッ クアップは、 バッ クアップ仕様を使わなければ
実行できません。

Oracle ターゲッ ト  データベースのバッ クアップと復元は、 Data Protector ユーザー インタ
フェース、 RMANユーティ リ ティ、 または Oracle Enterprise Managerユーティ リ ティから実
行できます。

Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアの構成の中心はMMLです。 MMLによって、
Oracleサーバ プロセスは Data Protectorにコマンドを発行するこ とができ、Oracle ターゲッ ト  
データベース  ファ イルの一部または全体のバッ クアップや復元が可能になり ます。 これは、 主
にメディアやデバイス とデータを直接やり と りするこ とに制限を加えるこ とを目的と していま
す。 

バックアップの流れ

Data Protectorのスケジュール設定済みバッ クアップや対話型バッ クアップは、 Data Protector 
Backup Session Managerによって開始されます。 Backup Session Managerは、 バッ クアップ
仕様を読み込み、 特定のユーザーの Oracleサーバ上で ob2rman.pl コマンドを起動します。 こ

のユーザーは、 Data Protectorの Oracleバッ クアップ仕様のオーナーと して定義されている必
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要があ り ます。 次に、 ob2rman.plがバッ クアップを開始する環境を整え、 RMANバッ クアッ
プ コマンドを発行します。 RMANは Oracleサーバ プロセス と通信し、 指定されたコマンドを
実行します。 

Oracleサーバ プロセスは、 MML経由でバッ クアップを初期化します。 MMLによって、 Data 
Protector Backup Session Manager との接続が確立されます。 Backup Session Managerは、
General Media Agent を起動し、 MML と General Media Agent との間の接続を確立します。
その後、 バッ クアップ プロセスをモニターします。

Oracleサーバ プロセスは、 データをディ スクから読み取って、 MML と General Media Agent
経由でバッ クアップ デバイスに送信します。

RMANは、 バッ クアップに関する情報を リ カバリ  カタログ (使用している場合 )か Oracle ター
ゲッ ト  データベースの制御ファイルのどちらかに書き込みます。

バッ クアップ セッシ ョ ン中に出力されたメ ッセージは、 Backup Session Managerに送信され、
バッ クアップ セッシ ョ ンに関する メ ッセージと情報が、 Backup Session Managerによって
IDBに書き込まれます。

バッ クアップ デバイスへのデータの書き込みは、 Data Protectorの General Media Agentに
よって行われます。

復元の流れ

復元セッシ ョ ンは以下を使用して開始できます。

• Data Protector GUI

• RMAN CLI

• Oracle Enterprise Manager GUI

どのオブジェク トが復元対象であるかを指定する必要があ り ます。

Data Protectorのユーザー インタフェースからの復元処理は、 Data Protector Restore Session 
Manager (RSM)が ob2rman.pl コマンドを起動するこ とによ り開始されます。 次に、
Ob2rman.plが復元を開始する環境を整え、 RMAN復元コマンドを発行します。 RMANは、 リ
カバリ  カタログ (使用されている場合 ) または制御ファ イルをチェッ ク し、Oracleバッ クアップ 
オブジェク トに関する情報を収集します。 また、 復元を初期化する Oracleサーバ プロセス と
MML経由で通信を行います。 MMLは、 Restore Session Manager との接続を確立して、 必要
なオブジェク ト とバージ ョ ンに関する情報を送信します。
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Restore Session Managerは、 IDB をチェッ ク して、 適切なデバイス と メディアを検索し、
General Media Agent を起動します。 次に、 MML と General Media Agent間の接続を確立し
て、 復元セッシ ョ ンをモニターし、 復元セッシ ョ ンに関する メ ッセージと情報を IDBに書き込
みます。

General Media Agentは、 バッ クアップ デバイスからデータを読み込み、 MML経由で Oracle
サーバ プロセスにデータを送信します。 このデータは、 Oracleサーバ プロセスによって、 ディ
スクに書き込まれます。

Oracle用統合ソフ ト ウェアの概念と、 データおよび制御の流れを 9 ページの図 1-1に示します。
また、 関連する用語を図の下の表に示します。

図 1-1 Data Protector Oracle用統合ソフ トウェアの概念

Oracle 10gデータベース  ファ イルを ASM構成の一部に加えるこ と もできます。 これらは、 フ
ラ ッシュ  リ カバリ領域に配置できます。
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凡例

SM Data Protector Session Manager。 バッ クアップ セッシ ョ ン中は Data 
Protector Backup Session Manager、 復元セッシ ョ ン中は Data Protector 
Restore Session Manager とな り ます。 

RMAN Oracle Recovery Manager。

Data Protector MML Data Protectorの Oracle用統合Media Management Library。 MMLは、
Oracleサーバと Data Protector との間のデータ転送を可能にするルーチンの
集ま りです。

Backup API Oracle で定義されているアプ リ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング インタフェース。

IDB Data Protectorのセッシ ョ ンに関するすべての情報 ( セッシ ョ ン メ ッセージ、
オブジェク ト 、 データ、 使用デバイスおよびメディアなど )が書き込まれま
す。 

MA Data Protectorの General Media Agent。 メディア デバイスに対してデータ
の読み書きを実行します。
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統合ソフ トウェアの構成

前提条件

• このマニュアルは、Oracleデータベースの管理と Data Protectorの基本機能に関して十分な
知識があるユーザーを対象と して作成されています。

• Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアを使用するには、 ライセンスが必要です。 ライ
センスの詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライ
センス  ガイ ド』 を参照して ください。

• 統合を開始する前に、Oracleサーバおよび Data Protector システムが正し く インス トールお
よび構成されているこ とを確認して ください。 詳細については、 以下のドキュ メン ト を参照
して ください。

— サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォーム、 デバイスなどに関する最新の情報

については、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト
ウェア ノート  および リ ファレンス』 または
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

— 各種アーキテクチャへの Data Protectorのインス トール方法、および Data Protectorの
Oracle用統合ソフ ト ウェアのインス トール方法については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector インス トールおよびライセンス  ガイ ド』 を参照して ください。

— Oracleの概念とバッ クアップおよび復旧の方法については、『Oracle Recovery Manager 
User’s Guide and References』 を参照して ください。

— Recovery Managerの構成および使用方法と Oracleにおけるバッ クアップの用語および
概念については、 『Oracle Backup and Recovery Guide』 を参照して ください。

— Oracle Enterprise Manager を使ったバッ クアップと復元の詳細、および SQL*Plusにつ
いては、 『Oracle Enterprise Manager User’s Guide』 を参照して ください。

• Oracleサーバ ソフ ト ウェアがインス トールされ、 Oracle ターゲッ ト  データベースがオープ
ン状態またはマウン ト状態になっている必要があ り ます。

• Oracle リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合は、 このデータベースが適切に構成
されオープンされている必要があ り ます。

• Oracleターゲッ ト  データベース と リ カバリ  カタログ (使用する場合)に対して、Oracleネッ ト  
サービスが適切に構成され、 実行されている必要があ り ます。

http://www.hp.com/support/manuals
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その他の接続オプシ ョ ンの詳細については、 『Oracle Recovery Manager User’s Guide and 
References』 を参照して ください。

これらの前提条件の確認方法については、 114 ページの 「 ト ラブルシューティング」 を参照
して ください。 

Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアは、 バッ クアップおよび復元に RMAN を使用
する点に注意して ください。 ターゲッ ト  データベースへの RMAN接続には、 専用のサーバ 
プロセスが必要です。 ターゲッ ト  データベースが共有サーバ向けに構成されている場合に、
RMANがディ スパッチャに接続されないよ うにするために、 RMANが使用するネッ ト  サー
ビス名は、 接続文字列の CONNECT_DATA属性内に (SERVER_DEDICATED)が含まれていなけ

ればなり ません。

• Windows では、Oracle ターゲッ ト  データベース と Oracle リ カバリ  カタログが別々のシステ
ムにインス トールされている場合、 Oracle ターゲッ ト  データベースがインス トールされて
いるシステムの Data Protector Inetサービス  アカウン トは、 両方のシステム上の
Administrators グループのメンバである ド メ イン アカウン ト と して構成する必要があ り ま
す。 Data Protector Inetサービス  アカウン トの変更方法については、 オンライン ヘルプの
検索キーワード 「変更 , Data Protector Inet アカウン ト 」 で表示される内容を参照してくだ
さい。

• OpenVMSでは、 ク ラ イアン トのネッ ト ワーク  エイ リ アス名を確認します。 Data Protector 
Oracle用統合ソフ ト ウェア エージェン トの検出もれを回避するために、 (エイ リ アスもあわ
せて ) フル ク ラ イアン ト名を指定するこ とをお勧めします。

• (Oracle 10gのみ )フラ ッシュ  リ カバリ領域内のリ カバリ  ファ イルを正し くバッ クアップする
ためには、 フラ ッシュ  リ カバリ領域が適切に構成されていなければなり ません。

• Real Application Cluster (RAC)の場合、 各ノードにアーカイブ ログを格納するための専用
のディ スクが必要になり ます。 このディ スクは、 他のすべての RAC ノードに NFS マウン ト
されていなくてはな り ません。

ただし、 アーカイブ ログが NFS マウン ト されたディ スク上にない場合、 アーカイブ ログの
バッ クアップ仕様を変更する必要があ り ます。 詳細は、 129 ページの 「RAC上のアーカイブ 
ログのバッ クアップを実行できない」 を参照して ください。 

制限事項

• RMANパラ メータ  オプシ ョ ン MAXPIECESIZEはサポート されていません。 これは、 Data 
Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアでは、 バッ クアップ中に作成された複数のバッ ク
アップ ピースを復元するこ とはできないためです。
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• Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアは、フラ ッシュ  リ カバリ領域への、ターゲッ ト  
データベースの RMANディ スク  バッ クアップはサポート していません。 フラ ッシュ  リ カバ
リ領域からバッ クアップ デバイスへのバッ クアップのみをサポート しています。 ただし、
RMAN スク リプ ト を作成するこ とによ り、 Data Protectorによるフラ ッシュ  リ カバリ領域
からバッ クアップ デバイスへのファ イル バッ クアップの前後に、 ターゲッ ト  データベース
をフラ ッシュ  リ カバリ領域にバッ クアップするこ とは可能です。 このスク リプ トは、 バッ ク
アップ仕様の作成時に [実行前 ] または [実行後 ]オプシ ョ ンを使って指定できます。

• Open VMS では、ユーザー名が <Any>でグループ名が <Any>の Data Protector adminユー
ザーしか構成できません。 この制限事項は、 Open VMS ではユーザー グループ名の概念が
存在しないこ とによるものです。

• Oracle Data Guardの場合 : 

— プライマ リ  データベースを構成せずに、 スタンバイ  データベースだけを構成するこ とは
できません。

— スタンバイ  データベースの物理的なバッ クアップのみがサポート されています。

— スタンバイ構成には、 リ カバリ  カタログ データベースが必要です。

— すべてのデータベースのOracleデータベース識別子 (DBID)が、Data Protectorセル内で
一意でなければなり ません。

— Oracle Data Guard環境での RMANによるバッ クアップ、 復元、 復旧、 および複製の詳
細については、 Oracleのマニュアルを参照して ください。

作業を開始する前に

✓ Data Protector で使用するデバイス と メディアを構成します。

✓ Oracleサーバ システムと Cell Manager との間の通信が正常かど うかをテス ト します。
Oracleサーバ システム上で Data Protectorによるファ イルシステムのバッ クアップと復元
を構成して実行してみてください。

✓ Data Protectorがバッ クアップに使用する Oracleデータベース  ユーザーを特定します。この
ユーザーには SYSDBA権限が付与されていなければなり ません。 たとえば、 データベース作

成時に生成される Oracle ユーザー sysなどを使用して ください。

Oracle ユーザー権限の詳細については、 Oracleのマニュアルを参照して ください。
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クラスター対応クライアン ト

Data Protector CLI を使用する場合は、 Data Protectorの環境変数 OB2BARHOSTNAMEに仮想

サーバ名を設定する必要があ り ます。 Oracleサーバ システム上で、 以下のよ うに変数を設定し
て ください。

Windows: set OB2BARHOSTNAME=<virtual_server_name>

UNIX: export OB2BARHOSTNAME=<virtual_server_name>

RACの場合 : バッ クアップおよび復元を実行するすべてのノード上で、 Oracleデータベースを
構成する必要があ り ます。

RAC使用の HP-UXの場合 : 仮想ホス ト名を使用する場合は、 仮想 IP と仮想ホス ト名のパラ
メータのみを含むMC/ServiceGuardパッケージを作成し、 これを各 RAC ノードに配布して く
ださい。

UNIX システム上での Oracle と Data Protector Oracle用統合 Media 
Management Library (MML) とのリンク

Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアを使用するには、 Data Protector Oracleサーバ シ
ステム上で、 Oracleサーバ ソフ ト ウェアと MML とを手動でリ ンク させる必要があ り ます。 

MMLは、 Oracleサーバが Data Protector を使用してデバイスを読み書きする際に、 Oracle
サーバによって呼び出されます。

重要 Oracleサーバ システム上の Data Protector Oracle用統合ソフ ト ウェアをアンイ
ンス トールしても、 Oracleサーバ ソフ ト ウェアから MMLへのリ ンクはそのまま
残り ます。 この リ ンクを削除するには、 Oracleバイナリ を再リ ンクする必要があ
り ます。 これを行わないと、 統合ソフ ト ウェアを削除した後で Oracleサーバを開
始できな くな り ます。 統合ソフ ト ウェアの リ ンクの削除については、 111 ページ
の 「UNIXおよび OpenVMS システムにおける Data Protector Oracle用統合ソ
フ ト ウェア削除後の Oracleの使用」 を参照して ください。

MC/ServiceGuard:Oracle を MML と リ ンクする際は、 すべてのノード上でリ ンク して くださ
い。

Oracleサーバ システム上のMMLは、 以下のディ レク ト リ内にあ り ます。

HP-UXおよび Solarisの場合 : /opt/omni/lib

その他の UNIXの場合 : /usr/omni/lib
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MMLのファ イル名はプラ ッ ト フォームによって異なり ます。

以下の手順に従ってください。

1. ディ レク ト リ を <ORACLE_HOME>/libに変更します。

32 ビッ ト版 Oracleの場合 : cd <ORACLE_HOME>/lib

64 ビッ ト版 Oracle 8iの場合 : cd <ORACLE_HOME>/lib64

64 ビッ ト版 Oracle 9i/10gの場合 : cd <ORACLE_HOME>/lib

2. libobk.slファ イル(HP-UXの場合)またはlibobk.soファ イル(Solarisおよびその他のUNIX
の場合 )が、 <ORACLE_HOME>/libディ レク ト リに作成済みである場合のみ、 この手順を実
行します。 そ うでない場合は、 この手順を省略してください。

以下のコマンドを実行します。

HP-UXの場合 : mv libobk.sl libobk.sl.orig 

Solarisおよびその他の UNIXの場合 :mv libobk.so libobk.so.orig

重要 Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアのアンインス トール後も、 その
システムで Oracle を引き続き使用する場合は、 libobk.sl.orig ファ イル
(HP-UXの場合 ) または libobk.so.orig ファ イル (Solarisおよびその他の
UNIXの場合 ) を削除しないでください。

3. 以下のコマンドを実行します。

HP-UXの場合 :

表 1-1 各プラッ ト フォーム上での MMLのファ
イル名

プラ ッ ト フォーム 32 ビッ ト 64 ビッ ト

HP-UX libob2oracle8.sl libob2oracle8_64bit.sl

IA-64上の HP-UX libob2oracle8.so libob2oracle8_64bit.so

Solaris libob2oracle8.so libob2oracle8_64bit.so

AIX libob2oracle8.a libob2oracle8_64bit.a

その他の UNIX libob2oracle8.so libob2oracle8_64bit.so
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• 32 ビッ ト版 :

ln -s /opt/omni/lib/libob2oracle8.sl libobk.sl

• 64 ビッ ト版 :

ln -s /opt/omni/lib/libob2oracle8_64bit.sl libobk.sl

Solaris の場合 :

• 32 ビッ ト版 :

ln -s /optS/omni/lib/libob2oracle8.so libobk.so

• 64 ビッ ト版 :

ln -s /opt/omni/lib/libob2oracle8_64bit.so libobk.so

その他の UNIXの場合 :

• 32 ビッ ト版 :

ln -s /opt/omni/lib/libob2oracle8.so libobk.so

• 64 ビッ ト版 :

ln -s /opt/omni/lib/libob2oracle8_64bit.so libobk.so

OpenVMS システム上での Oracle と MML とのリンク

OpenVMS上で実行している Oracle Server システムの場合は、 MML 
SYS$SHARE:LIBOBK2SHR32_8I.EXE (Oracle8iの場合 ) または SYS$SHARE:LIBOBK2SHR32.EXE 
(Oracle9iの場合 ) を Oracleサーバと リ ンクする必要があ り ます。

Oracle8iのリ ンク

1. $ORACLE_HOME/UTILの下で ORAUSER.COM を実行します。

2. 以下のファ イルを編集します。

• ORA_UTIL:RDBMS_RMAN_NOSHARE.OPT

例

!rdbsm libraries

ora_olb:libvsn8/lib

!ora_rman_mml/lib COMMENT OUT THIS LINE
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ora_olb:libwtc8/lib

ora_olb:libclient8/lib

ora_olb:libcommon8/lib

ora_olb:libgeneric8/lib

ora_olb:libclient8/lib

ora_olb:libcommon8/lib

generic8/libgeneric8/lib

• ORA_RDBMS:LORACLE_64.COM

例

ora_olb:libclient8_64/lib/incl=(kgu),-

‘rdbmslib$$'-

‘plsqllib$$'-

‘rdbmslib$$'-

!ora_rman_mml_64/lib,- COMMENT OUT THIS LINE

ora_olb:libnro8_64/lib,-

‘network$$'-

ora_olb:libtrace8_64/lib,-

‘oracoreSS'-

‘cart64$$'-

ora_olb:libslax8_64/lib,-

‘utl$$'-

‘oracore$$'-

sys$input/options

SYS$SHARE:LIBOBK2SHR32_8I.EXE/SHARE,- ADD THIS LINE

• ORA_UTIL:LOUTL.COM

例

$nonSharedLink:

$'loutl_link_cmd$$'/alpha/nouserlibrary'dotrace$$"map$$"mapextra$$"

image$$'=

‘filename$$'switch$$"userlink$$'/sysexe -
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‘p2',-

ora_olb:libclient8/lib,-

ora_olb:libsql8/lib,-

‘ocis$$'-

‘fastupi$$'-

‘network$$'-

rdbmslib_noshare$$'-

‘oracore$$'-

‘network$$'-

‘rdbmslib_noshare$$'-

‘otracelib$$'-

‘oracore$$'-

‘rdbmslib_noshare$$'-

‘oracore$$'-

‘useroption$$'-

sys$input/opt

SYS$SHARE:LIBOBK2SHR32_8I.EXE/SHARE,- ADD THIS LINE

sys$share:decc$shr/share

!Temporary:fixup readonly attributes between compiler versions

psect_attr = $readonly$,pic,shr

3. Oracleサーバ システム上で、 Oracleデータベース  インスタンスをシャ ッ ト ダウンします。

4. ORA_INSTALL:ORACLEINS を起動するこ とによ り、ORA_RDBMS:実行可能ファイルを再リ ンク
します。

$@ORA_INSTALL:ORACLEINS

Oracle Installation Startup Menu

Options:

1. Create a new ORACLE system.

2. Upgrade your system from the Oracle distribution tape.

3. Reconfigure existing products, manage the database, or load demo tables.

4. Exit.

オプシ ョ ン 3 を選択して ください。 
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注記 データベースをアップグレード、 構成、 管理する と きや、 デモ テーブルを
ロードする と きは、 事前に ORA_UTIL:ORAUSER.COM を実行して ください。 イ

ンスタンスを作成した場合は、 次のコマンドを実行します。 

ORA_DB:ORAUSER_<DB_NAME>.COM <SID> <setup_node>.

ルート  ディ レク ト リの入力を求める メ ッセージが表示されたら、
DISK$ORADISK_ODS5:[ORACLE8.HOME1] と入力します。

注記 セーブセッ トから製品をロードする場合は、 セーブセッ トが格納されている
ド ラ イブやディ レク ト リ を入力します。 リモート  デバイスからロードする場
合は、 ユーザー名とパスワードを含めないでください。 詳細については、
OpenVMSに関する Oracleのマニュアルを参照して ください。

メ イン メニューに戻ったら、 オプシ ョ ン [Software Installation and Upgrade Menu]

を選択して ください。 以下が表示されます。

Software Installation and Upgrade Menu

1. Select Licensed Products to Load

2. Select Build Configuration Options

3. Load and Build Selected Licensed Products

4. Build Selected Licensed Products

1 を入力して ください。

RDBMSに割り当てられた番号を入力するこ とによ り、 表示される製品の一覧から使用許諾
製品を選択します。 

メニューを終了します。 [Software Installation and Upgrade Menu]が表示されます。 

ビルド構成オプシ ョ ンを選択するため、 [2] と入力します。 [Select Configuration 

Options] メニューが表示されます。

RDBMSに割り当てられた番号を入力します。 RDBMS構成オプシ ョ ンを次のよ うに選択し
ます。

1. System or Group Installation?[S/G] S

2. ORACLE Image Identifier?[@6] V817

3. Include Distributed database option?[Y/N] Y
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4. Include Context option?[Y/N] Y

5. Include Object Support option?[Y/N] Y

6. Include Spatial Data option?[Y/N] Y

7. Include Data Partitioning option?[Y/N] Y

8. Include Parallel Server option?[Y/N] Y

9. Include Java Aurora external option?[Y/N] N 

Yのマークの付いたオプシ ョ ンが選択されます。

メニューを終了して、 [Select Configuration Options]に戻り ます。 構成する製品の番

号を入力して ください (18が RDBMSに対応します )。 [Software Installation and 
Upgrade Menu]で、 選択した使用許諾製品 (RDBMS) をビルドするため 4 と入力します。

再リ ンク  プロセスが開始されます。 

注記 VMS INSTALLユーティ リ ティ を使用して リ ンク された製品の既知のファ イル 
エン ト リ を作成するには、 ORA_INSTALL:ORA_INSUTL.COM を実行します。 詳

細については、 OpenVMSに関する Oracleのマニュアルを参照して くださ
い。

再リンク後の作業

1. Oracleデータベースを開始します。

2. GUI (24 ページの 「Oracleデータベースの構成」 ) を使用して ORACLE8I を構成してから、
次の RMAN スク リプ ト を実行して MML (SBT) インタフェースのテス ト を行います。

run {

 allocate channel ‘dummy' type ‘SBT_tape';

 release channel ‘dummy';

}

SBT を介したチャネル割り当てが成功したら、 再リ ンクは適切に実行されています。

Oracle9iのリ ンク

1. Oracle RMANがセッ ト アップされ、 アクセス可能であるこ とを確認します。 このため、 以
下の RMAN スク リプ ト を使用してテス ト  バッ クアップを実行してみます。

{ 

 allocate channel d1 type disk;
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 backup tablespace system;

 release channel d1;

}

Oracleのバッ クアップに RMAN をすでに使用している場合は、 この手順は省略可能です。

2. MML LIBOBK2SHR32.EXEが SYS$SHARE:ディ レク ト リ内にあるこ とを確認します。

注記 SYS$SHARE:LIBOBK2SHR32.EXEの論理定義は $DEFINE/SYSTEM DP_SBT 

SYS$SHARE:LIBOBK2SHR32.EXEです。

以上で、 MML を RMAN と と もにバッ クアップに使用する準備が整いました。 RMANの使用方
法については、 Oracleのマニュアルを参照して ください。

再リンク後の作業

MML (SBT) インタフェースをテス トするため、 GUI (24 ページの 「Oracleデータベースの構
成」 を参照 ) を使用して Oracle9i を構成します。

UNIXおよび OpenVMS上での Oracleユーザーの構成

UNIXおよび OpenVMS上で Oracleバッ クアップ セッシ ョ ンを開始するユーザーは、 Oracle
サーバが実行されているシステムに、 オペレーティング システム ログオンする必要があ り ます。

さ らに、 このユーザーは Oracleデータベースのバッ クアップや復元を行う こ とができます。 
Data Protector で Oracleデータベースのバッ クアップを開始するには、 このユーザーが Data 
Protectorバッ クアップ仕様のオーナーでなくてはな り ません。

このユーザーは、 バッ クアップ仕様のオーナーと して、 Data Protectorの admin または

operatorのユーザー グループに追加されなければなり ません。 Open VMSで、 ユーザー名が
<Any>でグループ名が <Any>の Data Protector adminユーザーを構成します。

UNIX上では、 Oracleサーバ システムで以下のコマンドを実行する と、 このユーザーを識別で
きます。

ps -ef|grep ora_pmon_<DB_NAME>

または
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ps -ef|grep ora_lgwr_<DB_NAME>

図 1-2 Oracleユーザーの照会

前述の例では、 ユーザー oraは Oracleデータベース内において、 Oracleデータベースのバッ ク
アップと復元を行うための十分な権限を持っています。 したがって、 このユーザーを対応する
Data Protector ユーザー グループ (admin または operator)に追加し、 バッ クアップ仕様の
オーナーにしなければなり ません。 これによって、 このユーザーは Data Protector を使って
Oracleデータベースをバッ クアップするこ とができるよ うにな り ます。 

重要 また、 Oracleサーバ上の rootユーザーは (UNIXの場合のみ )、 Data Protector
の admin または operatorユーザー グループに所属している必要があ り ます。

ユーザーをユーザー グループに追加する方法については、 オンライン ヘルプの検索キーワード
「追加、 Data Protector ユーザー」 で表示される内容を参照して ください。

この 2つのユーザーを Data Protectorの admin または operatorユーザー グループに追加する
と、 このユーザー アカウン トの下で、 Data Protector での Oracleデータベースのバッ クアップ
実行に必要なすべての権限を備えた状態で Data Protectorのセッシ ョ ンを開始するこ とができ
るよ うにな り ます。

MC/ServiceGuard: ク ラスター環境では、 両方のユーザー (Oracle ユーザーと rootユーザー )
を、 仮想サーバおよびク ラスター内のすべての物理ノード と仮想ノードで Data Protector admin
または operator グループに登録してください。

2人以上の Oracleユーザーが同じ ID を持っている場合、 その 2人を Data Protector admin ま
たは operatorユーザー グループに登録する必要があ り ます。

OpenVMS 

OpenVMS上で Oracle ユーザーを構成するには、 以下の手順に従ってください。 

1. Oracle 9i

ORAUSER.COM ファ イルと ORATAB ファ イルの場所を変更します。

• ORAUSER.COM
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ORAUSER.COMの現在の場所に合わせて、 $PIPE@DKA0:[ORACLE]ORAUSER.COM > NLA0:

を変更します。 たとえば、 ORAUSER.COMが DKC0:[ORACLE9i]内にある場合は、 次のよ

うに変更して ください。

$PIPE@DKC0:[ORACLE9i]ORAUSER.COM > NLA0:

• ORATAB

ORATABの現在の場所に合わせて、 $DEFINE/NOLOG/JOB ORATAB_LOC 

DKA0:[ORACLE]ORATAB を変更します。 たとえば、 ORATABが DKC0:[ORACLE9i]内にあ

る場合は、 次のよ うに変更して ください。

$DEFINE/NOLOG/JOB ORATAB_LOC DKCF0:[ORACLE9i]ORATAB

Oracle 8i

OMNI$ROOT:[BIN]DP_ORA8I_RENAME.COM コマンドを実行します。 これによ り、 必要な

Oracle8i実行可能ファイルが更新されます。

2. Oracle 8i/9i 

OMNI$ROOT:[LOG]LOGIN.COMの次の行をコ メン ト解除します。

$DEFINE /NOLOG /SYSTEM  DP_SBT SYS$SHARE:LIBOBK2SHR32.EXE

$@OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$CLI_SETUP.COM

$@OMNI$ROOT:[BIN.PERL]PERL_SETUP.COM

$DEFINE /process PERL_ENV_TABLES "LNM$PROCESS", "LNM$JOB", "LNM$SERVER", 
"LNM$GROUP", "LNM$SYSTEM"

3. Oracle 8i/9i 

同一の OpenVMS システム上で Media Agent と Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト
ウェア エージェン ト を実行する場合は、 MCR AUTHORIZEユーティ リ ティ を使用して、
omniadminユーザーのグループ ID を DBAに変更してください。

a. 権限のあるユーザーと してログインします。

b. 以下を実行します。

$set def sys$system

$mcr authorize

UAF>show onmiadmin

UAF>show oracle

c. Oracleユーザーと omniadminユーザーのユーザー アカウン ト を比較します。 ユーザー 
アカウン トが異なる場合は、 以下を実行します。
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UAF>modify omniadmin/UIC=UID show

d. グループ IDの変更を確認します。

4. Oracle 8i/9i 

Oracle用統合ソフ ト ウェア エージェン ト用の CLI コマンドを使用する場合は、
OMNI$ROOT:[LOG]LOGIN.COM を実行します。

5. Oracle 8i/9i 

-key Oracle8エン ト リが OMNI$ROOT:[CONFIG.CLIENT]ONMI_INFOに含まれているこ と

を確認します。 たとえば次のよ うにな り ます。

-key oracle8 -desc "Oracle Integration" -nlsset 159 -nlsId 12172 -flags 
0x7 -ntpath "" -uxpath "" -version A.06.00

エン ト リが存在していない場合は、 OMNI$ROOT:[CONFIG.CLIENT]OMNI_FORMATからコピー

します。 そ うでないと、 Oracle用統合ソフ ト ウェアが OpenVMS ク ライアン トにインス
トールされているものと して表示されません。

ヒン ト OpenVMS システム上のプロセス (OMNI$I*) とサブプロセス (OMNI$ADMIN_*)の
ステータスを確認するには、 次のコマンド  プロシージャを使用します。

$@OMNI$ROOT:[BIN}OMNI$DIAGNOSE.COM

このコマンド  プロシージャでは、 アクティブな親プロセス、 ジ ョブ名のセッシ ョ
ン、 およびログファ イル名が表示されます。

Oracleデータベースの構成

Oracleデータベースの構成作業とは、 バッ クアップ開始の環境を整えるこ とを意味します。
Oracle ホーム ディ レク ト リ などの環境パラ メータ とデータベースへの接続文字列は、 Cell 
Manager上の Data Protector Oracle構成ファ イルに保存されます。 構成を行う間、 データベー
スはオープンになっている必要があ り ます。 構成作業は、 Oracleデータベースごとに行う必要
があ り ます。

リ カバリ  カタログが作成され、 リ カバリ  カタログ データベースに Oracle ターゲッ ト  データ
ベースがまだ登録されていない場合は、 構成中に登録が行われます。

Oracleデータベースの構成には、 Data Protectorの GUI または CLI を使用します。
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Data Protector GUIの使用

Oracleデータベースのバッ クアップ仕様を初めて作成する と きには、 データベースの構成が必
要です。 36 ページの 「Data Protectorの Oracleバッ クアップ仕様の作成」 の説明に従って作業
を開始し、 手順 5で以下のよ うに操作します。

1. [Configure Oracle]ダイアログ ボッ クス と [一般 ]ページで、Oracleサーバのホーム ディ
レク ト リのパス名を指定します。

図 1-3 Oracleの構成 - [一般 ] タブ (Windows)

図 1-4 Oracleの構成 - [一般 ] タブ (UNIX)
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2. [プライマリ ]ページで、 プライマ リ  データベースへのログイン情報を入力します。

このユーザーには SYSDBA権限が付与されていなければなり ません。

[サービス ]に、 プライマ リ  データベース  インスタンスのためのネッ ト  サービス名を入力
します。 バッ クアップは、 このデータベース  インスタンスが存在するシステム上で実行され
ます。

ネッ ト  サービス名を指定する各データベース  インスタンスは、 Data Protector MML と リ ン
ク されていなければなり ません。 つま り、 これらのデータベース  インスタンスが実行されて
いる個々のシステム上に、 Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トが
インス トールされている必要があ り ます。

RACの場合 :プライマ リ  データベースのためのすべてのネッ ト  サービス名を、 カンマで区
切って指定します。 各ネッ ト  サービスの名前は、 特定のデータベース  インスタンスに解決
されなければなり ません。

注記 Oracle Net を使用して RMAN接続を複数のインスタンスに分配するネッ ト  
サービスの名前を指定するこ とはできません。 ネッ ト  サービスを介した
RMAN接続では、 各ネッ ト  サービスは 1つのインスタンスだけを指さなけれ
ばなり ません。

図 1-5 Oracleの構成 - [ プライマリ ] タブ
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3. [ カタログ ]ページを開き、プライマ リ  データベースの制御ファイルを使用する場合は、[ リ
カバリ カタログの代わりにターゲッ ト データベースの制御ファイルを使用 ] を選択します。

バッ クアップ履歴の RMAN レポジ ト リ と して リ カバリ  カタログ データベースを使用する場
合は、 [ リカバリ カタログを使用 ] を選択し、 リ カバリ  カタログへのログイン情報を指定し
ます。

Oracle Data Guardの場合 : スタンバイ  データベースをバッ クアップする場合は、 リ カバ
リ  カタログを使用しなければなり ません。

指定するユーザーは、 リ カバリ  カタログのオーナーでなければなり ません。

[サービス ]に、 リ カバリ  カタログのためのネッ ト  サービス名を入力します。

図 1-6 Oracleの構成 - [ カタログ ] タブ

4. Oracle Data Guardの場合 : スタンバイ  データベースをバッ クアップする場合は、 スタン
バイ  データベースも構成する必要があ り ます。 

[スタンバイ ] タブを開いて [スタンバイ データベースの構成 ] を選択し、 スタンバイ  デー
タベースに対するログイン情報を入力します。

[サービス ]に、 スタンバイ  データベース  インスタンスのためのネッ ト  サービス名を入力
します。
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ネッ ト  サービス名を指定する各データベース  インスタンスは、 Data Protector MML と リ ン
ク されていなければなり ません。 つま り、 これらのデータベース  インスタンスが実行されて
いる個々のシステム上に、 Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トが
インス トールされている必要があ り ます。

RACの場合 : スタンバイ  データベースのためのすべてのネッ ト  サービス名を、 カンマで区
切って指定します。 各ネッ ト  サービスの名前は、 特定のデータベース  インスタンスに解決
されなければなり ません。

注記 Oracle Net を使用して RMAN接続を複数のインスタンスに分配するネッ ト  
サービスの名前を指定するこ とはできません。 ネッ ト  サービスを介した
RMAN接続では、 各ネッ ト  サービスは 1つのインスタンスだけを指さなけれ
ばなり ません。

図 1-7 Oracleの構成 - [ スタンバイ ] タブ

5. [OK] をク リ ッ ク します。

Oracleデータベースが構成されます。 GUI を終了するか、 39ページの手順 6のバッ クアップ仕
様の作成に進んでください。
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Data Protector CLIの使用

注記 OpenVMSで、 Data Protector CLI を呼び出すには、 次のコマンドを実行しま
す。 $@OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$CLI_SETUP.COM

1. UNIXの場合のみ :rootユーザーまたは 21 ページの「UNIXおよびOpenVMS上でのOracle
ユーザーの構成」 の手順で識別される Oracle ユーザーと して、 Oracleサーバ システムにロ
グインします。

2. Oracleサーバ システム上で、 以下のディ レク ト リに移動します。

Windowsの場合 : <Data_Protector_home>\bin

HP-UXおよび Solarisの場合 : /opt/omni/lbin

その他の UNIXの場合 : /usr/omni/bin/

OpenVMSの場合 : OMNI$ROOT:[BIN]

以下のコマンドを実行します。

Windowsの場合 :

perl -I..\lib\perl util_oracle8.pl -config -dbname <DB_NAME> -orahome 

<ORACLE_HOME> <PRIMARY_DB_LOGIN> [<CATALOG_DB_LOGIN>] 
[<STANDBY_DB_LOGIN>][-client <CLIENT_NAME>]

UNIXおよび OpenVMSの場合 :

util_oracle8.pl -config -dbname <DB_NAME> -orahome <ORACLE_HOME> 

<PRIMARY_DB_LOGIN> [<CATALOG_DB_LOGIN>] [<STANDBY_DB_LOGIN>][-client 
<CLIENT_NAME>]

こ こで、

PRIMARY_DB_LOGINには、 次の内容を指定します。

 -prmuser <PRIMARY_USERNAME>

 -prmpasswd <PRIMARY_PASSWORD>

 -prmservice <primary_net_service_name_1>, [<primary_net_service_name_2>, 
...]

CATALOG_DB_LOGIN には、 次の内容を指定します。

 -rcuser <CATALOG_USERNAME>
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 -rcpasswd <CATALOG_PASSWORD>

 -rcservice <catalog_net_service_name>

STANDBY_DB_LOGIN には、 次の内容を指定します。

 -stbuser <STANDBY_USERNAME>

 -stbpasswd <STANDBY_PASSWORD>

 -stbservice <standby_net_service_name_1>, [<standby_net_service_name_2>, 
...]

Oracle Data Guardの場合 : スタンバイ  データベースをバッ クアップする場合は、
<STANDBY_DB_LOGIN>情報を提供する必要があ り ます。 スタンバイ  データベースのバッ クアッ
プには、 リ カバリ  カタログを使用しなければなり ません。 そのため、 <CATALOG_DB_LOGIN>情
報も入力して ください。

パラ メータの一覧

<CLIENT_NAME> データベースの構成先となる Oracleサーバ システムの名前。 これを指定する
必要があるのは、 ク ラスター環境の場合のみです。

RACの場合 : ノード名または Oracle リ ソース  グループの仮想サーバ名を指
定します。 仮想サーバ名は、 HP-UX上でのみ使用可能です。

Oracle Data Guardの場合 :プライマ リ  システムまたはセカンダ リ ( スタン
バイ ) システムの名前を指定します。

<DB_NAME> 構成するデータベースの名前。

<ORACLE_HOME> Oracle Server ホーム ディ レク ト リのパス名。

<PRIMARY_USERNAME> <PRIMARY_PASSWORD> ターゲッ ト  データベースまたはプライマ リ  デー
タベースへのログインに使用するユーザー名とパスワード。 このユーザーには
SYSDBA権限が付与されていなければなり ません。

<primary_net_service_name_1> [,<primary_net_service_name_2>, ...] プライマ リ  
データベースのためのネッ ト  サービス名。

RACの場合 :各ネッ ト  サービスの名前は、 特定のデータベース  インスタンス
に解決されなければなり ません。

<CATALOG_USERNAME> <CATALOG_PASSWORD> リ カバリ  カタログへのログインに使用するユー
ザー名とパスワード。 このパラ メータは省略可能です。 バッ クアップ履歴の
RMAN レポジ ト リ と して リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合にの
み指定します。
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<catalog_net_service_name> リ カバリ  カタログのためのネッ ト  サービス名。

<STANDBY_USERNAME> <STANDBY_PASSWORD> このオプシ ョ ンは、 Oracle Data Guard環境でス
タンバイ  データベースをバッ クアップする場合に使用します。 スタンバイ  
データベースへのログインに使用するユーザー名とパスワードを指定します。

<standby_net_service_name_1> [,<standby_net_service_name_2>, ...] スタンバイ  
データベースのためのネッ ト  サービス名。

例

以下の例は、 HP-UX または Solaris上での Oracleデータベースの構成と、 Oracle Data Guard
環境におけるそのデータベース用のリ カバリ  カタログを示したものです。

この例では、 以下の名前を使用しています。

データベース名 :oracl

プライマ リ  ユーザー名 :system

プライマ リ  パスワード :manager

プライマ リ  ネッ ト  サービス名 1:netservice1

プライマ リ  ネッ ト  サービス名 2:netservice2

リ カバリ  カタログ ユーザー名 :rman

リ カバリ  カタログ パスワード :manager

リ カバリ  カタログ ネッ ト  サービス名 :catservice

スタンバイ  ユーザー名 :system

スタンバイ  パスワード :manager

スタンバイ  ネッ ト  サービス名 1:netservicesb1

スタンバイ  ネッ ト  サービス名 2:netservicesb2

構文

/opt/omni/lbin/util_oracle8.pl -config -dbname oracl \ -orahome 

/app10g/oracle10g/product/10.1.0 -prmuser system \ -prmpasswd manager 

-prmservice netservice1,netservice2 \ rcuser rman -rcpasswd manager -rcservice 
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catservice \ -stbuser system -stbpasswd manager -stbservice \ 

netservicesb1,netservicesb2 -zdb_method BACKUP_SET -pfile \ 
/app10g/oracle10g/product/10.1.0/dbs/pfile.ora

SQL*Plus、 TNS リ スナ、 または RMAN を起動する前に変数をエクスポートする必要がある場
合は、 それらの変数を Data Protector Oracle グローバル構成ファイルの Environmentセク

シ ョ ンに定義しなければなり ません。 または Data Protector GUI を使用します。

構成後に行われる処理

util_oracle8.pl コマンドが Oracleサーバ システム上で起動されます。 このコマンドによ り、
Data Protector Oracle構成ファイル内に構成パラ メータが保存されます。

リ カバリ  カタログを選択した場合は、 util_oracle8.plによって Oracle RMAN コマンドが起
動され、 ターゲッ ト  データベースがリ カバリ  カタログに登録されます。

Oracleデータベースの構造に関するすべての情報が、 Oracleデータベースの制御ファ イルから
リ カバリ  カタログに伝達されます。

構成のチェ ック

Oracleデータベースのバッ クアップ仕様を少なく と も 1つ作成する と、 データベースの構成
チェッ クが可能にな り ます。 Data Protector CLI を使用する場合は、 バッ クアップ仕様は必要あ
り ません。

Data Protector GUIの使用

1. コンテキス ト  リ ス トで [バックアップ ] を選択します。

2. Scopingペインで、 [バックアップ仕様 ]、 [Oracle Server]の順に展開します。バッ クアッ

プ仕様をク リ ッ ク して、 データベースをチェッ クするサーバを表示します。

3. サーバを右ク リ ッ ク し、 [構成のチェック ] をク リ ッ ク します。

重要 UNIXの場合は、 GUI を使用したチェッ クでは結果が正常である と報告されて
も、 バッ クアップに失敗しているこ とがあ り ます。 この現象は、 バッ クアップ 
オーナーが Oracleの rootユーザーまたは 21 ページの 「UNIXおよび
OpenVMS上での Oracle ユーザーの構成」 の説明に従って識別される Oracle
ユーザーではない場合に発生します。
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Data Protector CLIの使用

1. UNIXの場合のみ :Oracleサーバ システムに、Oracleユーザーまたは rootユーザーと してロ

グインします。

2. 以下のディ レク ト リに移動します。

Windowsの場合 : <Data_Protector_home>\bin

HP-UXおよび Solarisの場合 : /opt/omni/lbin

その他の UNIXの場合 :/usr/omni/bin/

OpenVMSの場合 : OMNI$ROOT:[BIN]

以下のコマンドを実行します。

Windowsの場合 :

perl -I..\lib\perl util_oracle8.pl -CHKCONF -dbname <DB_NAME>

UNIXおよび OpenVMSの場合 :

util_oracle8.pl -CHKCONF -dbname <DB_NAME>

エラー発生時の処理  エラーが発生した場合は、 そのエラーの番号が *RETVAL*<error_number>

の形式で表示されます。

エラーの説明を見るには、 以下のよ うに操作します。

Windowsの場合 :Cell Manager上で、 <Data_Protector_home>\help\enu\Trouble.txt

ファ イルを調べます。

HP-UXおよび Solarisの場合 :以下のコマンドを実行します。

/opt/omni/lbin/omnigetmsg 12 <error_number>

その他の UNIXの場合 : 以下のコマンドを実行します。

/usr/omni/bin/omnigetmsg 12 <error_number>

OpenVMSの場合 :以下のコマンドを実行します。

$@OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$CLI_SETUP.COM
$@OMNIGETMSG 12 <error_number>
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重要 UNIXの場合は、 *RETVAL*0 と表示されても、 バッ クアップに失敗しているこ と
があ り ます。 この現象は、 バッ クアップ オーナーが Oracleの rootユーザーまた

は 21 ページの 「UNIXおよび OpenVMS上での Oracle ユーザーの構成」 の説明
に従って識別される Oracle ユーザーではない場合に発生します。 

Data Protector GUIの使用

1. コンテキス ト  リ ス トで [バックアップ ] を選択します。

2. Scopingペインで、 [バックアップ仕様 ]、 [Oracle Server]の順に展開します。バッ クアッ

プ仕様をク リ ッ ク して、 データベースをチェッ クするサーバを表示します。

3. サーバを右ク リ ッ ク し、 [構成のチェック ] をク リ ッ ク します。

重要 UNIXの場合は、 GUI を使用したチェッ クでは結果が正常である と報告されて
も、 バッ クアップ セッシ ョ ンを開始しよ う とする とエラー コード 12:8300が返

されるこ とがあ り ます。 この場合、 セッシ ョ ンは開始されません。 詳細は、 114 
ページの 「 ト ラブルシューティング」 を参照して ください。
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Oracleバックアップの構成

Oracleバッ クアップを構成するには、 以下の手順に従ってください。

1. バッ クアップに使用するデバイスを構成します。 手順については、 オンライン ヘルプの検索
キーワード 「構成 , デバイス」 で表示される内容を参照してください。

2. バッ クアップに使用する メディア プールと メディアを構成します。 手順については、 オンラ
イン ヘルプの検索キーワード 「作成 , メディア プール」 で表示される内容を参照して くださ
い。

3. Data Protectorの Oracleバッ クアップ仕様を作成します。 36 ページの 「Data Protectorの
Oracleバッ クアップ仕様の作成」 を参照して ください。

OpenVMS

Open VMS では、 CLI を使用して Data Protectorの作業を実行する場合、 事前に次のコマンド
を実行します。

$@OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$CLI_SETUP.COM

このコマンド  プロシージャは、 Data Protector CLI を呼び出すために必要な記号を定義します。
このコマンドは、 インス トール時に CLIオプシ ョ ンを選択する と インス トールされます。 この
コマンド  プロシージャは、 LOGIN.COMから、 すべての CLIユーザーに対して実行します。

クラスター対応クライアン ト

ク ラスター環境でオフラインバッ クアップを行う場合は、 事前に Oracleデータベース  リ ソース
をオフラインにし、 バッ クアップ後にオンラインに戻して ください。 オフラインとオンラインの
切り替えには、 特定のバッ クアップ仕様でク ライアン ト  システムの実行前コマンド と実行後コマ
ンドに Oracleの fscmd コマンド行インタフェース  コマンドを使用するか、 または Cluster 
Administrator を使用します。

テンプレートの新規作成

バッ クアップ テンプレート を使用する と、 多数のバッ クアップ仕様に同じオプシ ョ ンのセッ ト
を適用できます。 ユーザー独自のテンプレート を作成するこ とで、 要望に応じたオプシ ョ ンも指
定できます。



Oracle と Data Protectorの統合
Oracleバックアップの構成

第 1 章36

バッ クアップ テンプレート を使えば、 すべてのオプシ ョ ンを繰り返し指定する必要がなく、 簡
単な操作ですべてのオプシ ョ ンをバッ クアップ仕様に適用できます。 テンプレートは必要に応じ
て作成し、 デフォルトのテンプレート も使用できます。 

定義済みのテンプレート を使用する場合、 詳細については 36 ページの 「Data Protectorの
Oracleバッ クアップ仕様の作成」 を参照して ください。

新しいバッ クアップ テンプレート を作成するには、 次の操作を行います。

1. Data Protector Managerで、 [バックアップ ] コンテキス ト を選択します。

Scopingペインで、 [バックアップ ]、 [テンプレート ]の順に展開し、 次に [Oracle Server]

を右ク リ ッ ク します。

2. [テンプレートの追加 ] をク リ ッ ク します。 ウ ィザードの指示に従ってテンプレートに適切な

バッ クアップ オプシ ョ ンを定義します。

Data Protectorの Oracleバックアップ仕様の作成

Oracleバッ クアップ仕様を作成するには、 以下の手順に従ってください。

1. コンテキス ト  リ ス トで [バックアップ ] をク リ ッ ク します。

2. Scopingペインで [バックアップ仕様]を展開し、[Oracle Server]を右ク リ ッ ク して、[バッ

クアップの追加 ] をク リ ッ ク します。

3. [バックアップの新規作成 ]ダイアログ ボッ クスで、 [Blank Oracle Backup] をダブルク
リ ッ ク して定義済みオプシ ョ ンを使用せずにバッ クアップ仕様を作成するか、 以下の定義済
みテンプレートのいずれかを使用します。

Archive アーカイブ REDO ログをバッ クアップします。

Archive_Delete アーカイブ REDO ログをバッ クアップし、 バッ クアッ
プ後にアーカイブ REDO ログを削除します。

Whole_Online データベースのインスタンス とアーカイブ REDO ログ
をバッ クアップします。

Whole_Online_Delete データベースのインスタンス とアーカイブ REDO ログ
をバッ クアップし、 バッ クアップ後にアーカイブ
REDO ログを削除します。

Database_Archive データベースのインスタンス とアーカイブ REDO ログ
をバッ クアップします。
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Database_Switch_Archive データベースのインスタンスをバッ クアップした後、 オ

ンライン REDO ログを切り替えてアーカイブ REDO ロ
グをバッ クアップします。

Database_Switch_ArchiveDel データベースのインスタンスをバッ クアップした後、 オ
ンライン REDO ログを切り替えてアーカイブ REDO ロ
グをバッ クアップし、 その後アーカイブ REDO ログを
削除します。

Direct_Database データベースのインスタンス と制御ファ イルをバッ ク

アップします。

SMB_Proxy_Database プロキシー コピーの方法を使用して、 データベースの
インスタンスおよび制御ファイルを ZDB ( スプリ ッ ト  
ミ ラーまたはスナップシ ョ ッ ト )モードでバッ クアップ
します。

SMB_BackupSet_Database バッ クアップ セッ トの方法を使用して、 データベース
のインスタンスおよび制御ファイルを ZDB (スプ リ ッ ト  
ミ ラーまたはスナップシ ョ ッ ト )モードでバッ クアップ
します。

[OK] をク リ ッ ク します。

4. [ クライアント ]で、Data Protectorの Oracle用統合ク ライアン ト を選択します。ク ラスター
環境では、 仮想サーバの名前を選択して ください。

RACの場合 : ノードまたは Oracle リ ソース  グループの仮想サーバを選択します。 仮想サー
バは、 HP-UX上でのみ選択可能です。

Oracle Data Guardの場合 :プライマ リ  システムまたはセカンダ リ ( スタンバイ ) システ
ムを選択して ください。

[アプリケーション データベース ]に、 バッ クアップするデータベースの名前を入力します。

データベース名は、 次のコマンドで取得できます。

SQL> select name from v$database;

注記 シングルインスタンス構成では、 通常、 データベース名とそのデータベース
のインスタンスの名前は同一になり ます。 この場合は、 インスタンス名の使
用も可能です。 インスタンス名は、 次のコマンドで取得できます。

SQL>select instance_name from v$instance;
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RACの場合 :すべてのインスタンスについて、 データベース名は同一である点に注意してく
ださい。

UNIXの場合のみ :Oracleユーザーのユーザー名とユーザー グループを入力します。 ユー
ザーの識別方法については、 21 ページの 「UNIXおよび OpenVMS上での Oracle ユーザー
の構成」 を参照して ください。

図 1-8 Oracleサーバ システムの指定 (Windows)
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図 1-9 Oracleサーバ システムの指定 (UNIX)

[次へ ] をク リ ッ ク します。

5. Oracleデータベースが Data Protector で使用できるよ うに構成されていない場合は、
[Oracleの構成 ]ダイアログ ボッ クスが表示されます。 24 ページの 「Oracleデータベース
の構成」 の説明に従って、 Data Protector で使用できるよ うに Oracleデータベースを構成
して ください。

6. バッ クアップする Oracleデータベース  オブジェク ト を選択します。

たとえば、 1つのテーブルスペースを選択して、 個別にバッ クアップするこ と もできます。
ただし、 データベースの完全なオンライン バッ クアップを行うには、 ARCHIVELOGS を選択
する必要があ り ます。

Oracle 10gの場合 : アーカイブ ログは、 フラ ッシュ  リ カバリ領域に配置できます。 この場
合は、 バッ クアップ対象に FLASH RECOVERY AREA を選択すれば、 ARCHIVELOGS を選択す

る必要はあ り ません。
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Oracle Data Guard (10g)の場合 :データベースがスタンバイ接続で構成されている場合
は、 スタンバイ  データベースの制御ファ イルをバッ クアップできます。 この制御ファイル
は、 スタンバイ  データベースの復元時に使用できます。

注記 データベースがリ カバリ  カタログを使用している場合は、 バッ クアップ仕様
で別の操作を指定していない限り、 各データベースのバッ クアップ後にリ カ
バリ  カタログがデフォルトでバッ クアップされます。

図 1-10 バックアップ オブジェク トの選択

[次へ ] をク リ ッ ク します。

7. バッ クアップに使用するデバイスを選択します。 [プロパティ ] をク リ ッ ク し、デバイスの同

時処理数、 メディア プール、 および事前割り当てポ リシーを設定します。 上記オプシ ョ ンの
詳細については、 [ヘルプ ] をク リ ッ ク して参照して ください。

また、 バッ クアップ セッシ ョ ン中にバッ クアップの追加コピー ( ミ ラー ) を作成するかど う
かを指定するこ と もできます。 [ ミ ラーの追加 ] または [ ミ ラーの削除 ] をク リ ッ ク して必

要な数だけ ミ ラーを設定します。 ミ ラーごとに別々のバッ クアップ デバイスを選択します。
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オブジェク トの ミ ラー機能の詳細については、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「オブ
ジェク ト  ミ ラー」 で表示される内容を参照して ください。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

8. バッ クアップ オプシ ョ ンを設定します。

[バックアップ仕様オプション ] と [共通アプリケーション オプション ]の詳細については、

オンライン ヘルプを参照して ください。

Oracle Data Guardの場合 : スタンバイ  データベースをバッ クアップする場合は、 [アプ
リケーション固有オプション ]ダイアログ ボッ クスで [スタンバイ データベースをバック

アップする ] を選択する必要があ り ます。

[アプリケーション固有オプション ] (図 1-11)の詳細については、44 ページの表 1-2 またはオ
ンライン ヘルプを参照してください。

ヒン ト Oracle 10gのフラ ッシュ  リ カバリ領域からテープにデータをバッ クアップす
る場合は、 フラ ッシュ  リ カバリ領域へのバッ クアップを実行する RMAN ス
ク リプ トの場所を、 [実行前 ] または [実行後 ]テキス ト  ボッ クスに指定で
きます。 このスク リプ トは、 テープへの Data Protector Oracle用統合バッ ク
アップの開始前 ([実行前 ]に指定した場合 ) または終了後 ([実行後 ]に指定

した場合 )に必ず実行されます。
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図 1-11 Oracle固有のオプシ ョ ン

[次へ ] をク リ ッ ク します。

9. 必要に応じて、 バッ クアップのスケジュールを設定します。 詳細は、 58 ページの 「バッ ク
アップ スケジュールの設定」 を参照して ください。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

10. バッ クアップ仕様を保存します。Oracleバッ クアップ仕様は、すべて Oracle グループに保存

するこ とをお勧めします。
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重要 バッ クアップ仕様の名前やその他のラベルに DEFAULT という単語を含めるこ

とはできません。 DEFAULTは予約語と して扱われます。 Oracle では、 バッ
クアップ ピースにピ リオドを使用できません。 Oracleチャネルのフォーマッ
トはバッ クアップ仕様の名前から作成されるため、 バッ クアップ仕様名には
ピ リオドを含めないでください。

図 1-12 バックアップ仕様の保存

[OK] をク リ ッ ク します。

バッ クアップを開始するには、 54 ページの 「Oracleデータベースのバッ クアップ」 を参照
して ください。

11. UNIXの場合は、 保存した後で、 バッ クアップ仕様のオーナーが、 指定した Oracle ユーザー
であるこ とを確認して ください。 このユーザーについての詳細は、 21 ページの 「UNIXおよ
び OpenVMS上での Oracle ユーザーの構成」 を参照して ください。

12. 新し く作成して保存したバッ クアップ仕様の内容は、 [バックアップ ] コンテキス ト内の、指

定したバッ クアップ仕様のグループの下で確認できます。 バッ クアップ仕様は、 Cell 
Manager上の以下のファ イルに格納されます。

Windowsの場合 : 
<Data_Protector_home>\Config\server\Barlists\Oracle8\<Backup_Specificatio
n_Name>

UNIXの場合 : /etc/opt/omni/server/barlists/oracle8/<Backup_Spec_Name>
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13. バッ クアップ仕様はテス トするこ とをお勧めします。 詳細については、 51 ページの 「統合ソ
フ ト ウェアのテス ト 」 を参照して ください。

表 1-2 Oracleバックアップ オプシ ョ ン

[ リカバリ カタロ

グ自動バックアッ
プの使用を不可能
にする ]

デフォルトでは、 Data Protectorはすべてのバッ クアップ 
セッシ ョ ンで リ カバリ  カタログをバッ クアップします。 こ
のオプシ ョ ンを選択する と、 リ カバリ  カタログのバッ ク
アップが無効になり ます。

[Data Protector 
管理コントロール 

ファイルのバック
アップを使用不可
能にする ]

デフォルトでは、 Data Protectorは Data Protector で管理
されている制御ファイルをすべてのバッ クアップ セッシ ョ
ンでバッ クアップします。 このオプシ ョ ンを選択する と、
Data Protectorで管理されている制御ファイルのバッ ク
アップが無効になり ます。

[スタンバイ デー

タベースをバック
アップする ]

Oracle Data Guardの場合 : このオプシ ョ ンは、 データ
ベースがスタンバイ接続で構成されている場合に適用され
ます。 デフォルトでは、 RMANはプライマ リ  システム上
のデータベース  ファ イルとアーカイブ REDO ログをバッ
クアップします。 このオプシ ョ ンを選択する と、 スタンバ
イ  システム上のデータベース  ファ イルとアーカイブ ログ
のバッ クアップが可能になり ます。 ただし、 スタンバイ  サ
イ トでは、 スタンバイ  データベースの構成後に作成された
アーカイブ ログしかバッ クアップできません。 スタンバイ  
データベース  インスタンスの構成前に作成されたアーカイ
ブ ログは、 プライマ リ  データベース上でバッ クアップす
る必要があ り ます。

最新の制御ファイルまたはスタンバイ用の制御ファイル
は、 依然と してプライマ リ  システムからバッ クアップされ
る点に注意してください。

[RMANスクリプト
]

Data Protector Oracleバッ クアップ仕様の Oracle RMAN
スク リプ ト  セクシ ョ ンを編集できます。 スク リプ トは、
バッ クアップ仕様作成時に選択したバッ クアップ仕様やそ
の設定などを反映して Data Protectorによって作成されま
す。 スク リプ トは、 バッ クアップ仕様の保存後に初めて編
集可能になり ます。 RMAN スク リプ ト  セクシ ョ ンの編集方
法については、 46 ページの 「Oracle RMAN スク リプ トの
編集」 を参照してください。
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UNIX上での実行前および実行後スクリプ トの例

実行前の例

以下は、 Oracle インスタンスをシャ ッ ト ダウンするスク リプ トの例を示したものです。

#!/bin/sh

export ORACLE_HOME=$2

export ORACLE_SQLNET_NAME=$1

if [ -f $ORACLE_HOME/bin/sqlplus ]; then

$ORACLE_HOME/bin/sqlplus << EOF

connect sys/manager@$ORACLE_SQLNET_NAME as sysdba

shutdown

EOF

echo "Oracle database \"$DB_NAME\" shut down."

exit 0

else

echo "Cannot find Oracle SQLPLUS

($ORACLE_HOME/bin/sqlplus)."

exit 1

[実行前 ]、 [実行

後 ]

Oracleサーバ システム上で ob2rman.plによ りバッ ク

アップの開始前 ([実行前 ]オプシ ョ ン ) または終了後 ([
実行後 ]オプシ ョ ン )に起動するコマンドまたは RMAN ス
ク リプ ト を指定します。 RMAN スク リプ トには拡張子
.rmanが付いていなければなり ません。 二重引用符を使用

しないでください。

たとえば、 Oracle インスタンスをシャ ッ ト ダウンまたは開
始するためのスク リプ ト を指定できます。 UNIXの場合の
詳細は、 45 ページの 「UNIX上での実行前および実行後ス
ク リプ トの例」 を参照してください。

コマンドまたは RMAN スク リプ トのパス名を指定してく
ださい。

OpenVMSの場合 : コマンド (OMNI$ROOT:[BIN])のパス
名を指定してください。

表 1-2 Oracleバックアップ オプシ ョ ン (続き )
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fi

実行後の例

以下は、 Oracle インスタンスを開始するスク リプ トの例を示したものです。

#!/bin/sh

export ORACLE_HOME=$2

export ORACLE_SQLNET_NAME=$1

if [ -f $ORACLE_HOME/bin/sqlplus ]; then

$ORACLE_HOME/bin/sqlplus << EOF

connect sys/manager@$ORACLE_SQLNET_NAME as sysdba

startup

EOF

echo "Oracle database \"$DB_NAME\" started."

exit 0

else

echo "Cannot find Oracle SQLPLUS

($ORACLE_HOME/bin/sqlplus)."

exit 1

fi

Oracle RMAN スクリプ トの編集

RMAN スク リプ トは、 Oracle オブジェク トの実際のバッ クアップのために Data Protectorバッ
クアップ仕様が開始された時に使用されます。

RMAN スク リプ トのセクシ ョ ンは、 バッ クアップ仕様が保存されるか、 または [編集 ]ボタン

をク リ ッ ク して手動で編集されるまで、 バッ クアップ仕様ファイルには記述されません。 

Data Protector Oracleバッ クアップ仕様が保存された後でのみ、 RMAN スク リプ ト  セクシ ョ ン
を編集するこ とができます。

制限事項

Data Protectorバッ クアップ仕様の RMAN スク リプ ト  セクシ ョ ンを編集する際は、 以下の制限
事項に注意してください。
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• Oracleの自動構成規則ではなく、 Oracleの手動構成規則を使う必要があ り ます。 この自動構
成規則は Oracle 9iから導入されました。

• 二重引用符 (")は使用できません。 単一引用符を使用してください。

• デフォルトでは、Data Protector で作成された RMAN スク リプ トには、以下の 1つまたは複
数のオブジェク ト をバッ クアップするための手順が含まれています。

— データベース、テーブルスペース、 またはデータ  ファ イル (1番目のバッ クアップ コマン
ド )

— アーカイブ ログ (2番目のバッ クアップ コマンド )

— Oracle 10gの場合はフラ ッシュ  リ カバリ領域 (3番目のバッ クアップ コマンド )

— 制御ファイル (最後のバッ クアップ コマンド )

RMAN スク リプ ト と、 上に挙げたバッ クアップ オブジェク トのすべての組み合わせが、
Data Protector自体のスク リプ ト と して認識され、 結果エリ アの [ ソース ]でバッ クアップ

対象のオブジェク トの選択を変更するこ とができます。

RMAN スク リプ トに手動入力された追加のバッ クアップ コマンドが含まれている場合 ( た
とえば、 1番目のバッ クアップ コマンドにすでに含まれているデータベースをバッ クアップ
するコマンドが、 2番目のバッ クアップ コマンドに含まれている場合 )、 オブジェク ト選択
は無効とな り、 [ ソース ] タブは表示のみ可能とな り ます。

Oracle RMAN スク リプ ト を編集する場合、 [アプリケーション固有オプション ] ウ ィ ンド ウ (42 
ページの図 1-11 を参照 )の [編集 ] をク リ ッ ク し、 スク リプ ト を編集して [保存 ] をク リ ッ ク

してスク リプ トへの変更を保存します。

Oracle RMANのコマンドに関する詳細は、 『Oracle Recovery ManagerUser’s Guide and 
References』 を参照して ください。

Data Protector RMAN スクリプ トの構造

Data Protectorによって作成される RMAN スク リプ トのセクシ ョ ンの構成要素を以下に示しま
す。 49 ページの 「RMAN スク リプ トの例」 も参照して ください。

• Oracle チャネルの割り当てと割り当てられた各チャネルに対する Oracle環境パラ メータの
定義。

割り当てられるチャネル数は、 バッ クアップ用に選択されたすべてのデバイスの同時処理数
の合計と同じになり ます。
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注記 バッ クアップ仕様を一度保存する と、 同時処理数を変更しても RMAN スク リ
プ トで割り当てられるチャネル数は変わり ません。 これは、 RMAN スク リプ
ト を手動で編集する必要があ り ます。

重要 Windows システムでは、 最大 32 または 64(デバイスがローカルの場合 )の
チャネルを割り当てるこ とができます。 計算された数がこの制限を越える場
合、 RMAN スク リプ ト を手動で編集して割り当てられるチャネル数を減らし
て ください。

RMAN スク リプ ト を編集して Oracleチャネルを手動で定義した場合は、 以下の形式で環境
変数を追加する必要があ り ます。

parms 'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8, OB2APPNAME=<DB_NAME>, 
OB2BARLIST=<Backup_Specification_Name>)';

• 選択したバッ クアップ オブジェク トの種類に応じて、 データベース インスタンス全体を
バックアップするための RMANの backup文、 または、 テーブルスペース、 データファイ
ル、 フラ ッシュ  リカバリ領域をバックアップするための任意の RMAN コマンドの組み合わ
せ。 backup文は以下で構成されます。

— Oracleのバッ クアップ ファ イルの形式は、 以下のとおりです。

format '<Backup_Specification_Name><<DB_NAME>_%s:%t:%p>.dbf' database;

注記 Oracleのバッ クアップ ファ イル形式を手動で定義した り、 または RMAN
スク リプ ト を編集して変更する場合、 ユーザーの定義した任意の組み合わ
せの Oracleの代入変数を必須の %s:%t:%p代入変数および <DB_NAME>

に追加できます。

— RMANの datafile <tablespace_name>*<datafile_name> コマンド。

• アーカイブ REDO ログがバッ クアップ対象に選択された場合は、 Oracle アーカイブ ログの
バックアップに使用する RMAN backup文。 

適切なテンプレートが選択されているか、 または文が手動で追加されている場合、 アーカイ
ブ REDO ログのバッ クアップ前にオンライン REDO ログを切り替えるための RMAN sql
文。

sql 'alter system archive log current';
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backup文は以下で構成されます。

— Oracleのバッ クアップ ファ イルの形式は、 以下のとおりです。

format '<Backup_Specification_Name><DB_NAME>_%s:%t:%p>.dbf'

注記 Oracleのバッ クアップ ファ イル形式を手動で定義した り、 または RMAN
スク リプ ト を編集して変更する場合、 ユーザーの定義した任意の組み合わ
せの Oracleの代入変数を必須の %s:%t:%p代入変数および <DB_NAME>

に追加できます。

— RMANの archivelog all コマンド。

適切なテンプレートが選択されているか、 または文が手動で追加されている場合、 アーカイ
ブ REDO ログのバッ クアップ後にアーカイブ REDO ログを削除するための RMAN文。

archivelog all delete input;

• 制御ファイルがバッ クアップ対象に選択された場合は、 Oracle制御ファイルのバックアッ
プに使用する RMAN backup文。 backup文は以下で構成されます。

— Oracleのバッ クアップ ファ イルの形式は、 以下のとおりです。

format '<Backup_Specification_Name><<DB_NAME>_%s:%t:%p>.dbf' current 
controlfile;

注記 Oracleのバッ クアップ ファ イル形式を手動で定義した り、 または RMAN
スク リプ ト を編集して変更する場合、 ユーザーの定義した任意の組み合わ
せの Oracleの代入変数を必須の %s:%t:%p代入変数および <DB_NAME>

に追加できます。

— RMANの current controlfile コマンド。

RMAN スクリプ トの例

以下に Blank Oracle Backupテンプレート を基に Data Protectorによって作成された RMAN
スク リプ トのセクシ ョ ンの例を示します。 全データベースのインスタンスの選択箇所の後に表示
されます。

run {

allocate channel 'dev_0' type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=DIPSI,OB2BARLIST=New1)';
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allocate channel 'dev_1' type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=DIPSI,OB2BARLIST=New1)';

allocate channel 'dev_2' type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=DIPSI,OB2BARLIST=New1)';

backup incremental level <incr_level>

format 'New1<DIPSI_%s:%t:%p>.dbf'

database

;

backup format 'New1<DIPSI_%s:%t:%p>.dbf' archivelog all;

backup format 'New1<DIPSI_%s:%t:%p>.dbf' current controlfile

;

}

バックアップされたオブジェク トのコピーの作成

Oracle多重化モード

Oracleは、 多重化モードをサポート しています。 この多重化モードでは、 バッ クアップされた
すべてのオブジェク トのコピーを別々のバッ クアップ デバイスに対して作成できます。 多重化
機能を有効にするには、 以下の手順を実行して ください。

1. 以下のコマンドを RMAN スク リプ トに記述してから、 チャネル コマンドを割り当ててくだ
さい。

set duplex=<on | 2 | ... >

重要 複数のチャネルを割り当てた場合、 元のオブジェク ト と コピーされたオブ
ジェク トのバッ クアップは同じ メディアに作成されます。 これを防ぐには、
多重化モードで行うバッ クアップ時に使用する割り当て済みチャネルは 1つ
だけにして ください。

2. 以下のパラ メータを、 バッ クアップ用の各形式の文字列に記述します。

%c

3. バッ クアップに使用する各デバイスの同時処理数を 1に設定します。

4. 次の式に従って、 MIN と MAX とい う負荷調整パラ メータを設定します。
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<多重化コピー数 >*<割り当てチャネル数 >

例

多重化を 2に設定し、 割り当てチャネルを 1にしてバッ クアップを実行する場合、 MIN と
MAXパラ メータは 2に設定してください。

重要 MIN と MAX負荷調整パラ メータを小さい値に設定する と、 バッ クアップがハング

します。 

負荷調整パラ メータ MINおよび MAX を大きい値に設定する と、 元のオブジェク ト

と コピーされたオブジェク トのバッ クアップが、 同じ メディアに作成されるこ と
があ り ます。

統合ソフ トウェアのテスト

バッ クアップ仕様を作成して保存した後、 実際のバッ クアップを行う前にバッ クアップ仕様をテ
ス ト して ください。 テス トでは、 統合ソフ ト ウェアを構成する Oracle と Data Protectorの両方
のソフ ト ウェアを検証します。 また、 構成も同時にテス ト されます。

テス トでは、 統合ソフ ト ウェアを構成する Oracle と Data Protectorの両方のソフ ト ウェアを
チェッ ク し、 Oracle と Data Protector との通信が確立しているこ と、 データ転送が正常に行わ
れるこ と、 リ カバリ  カタログ (使用している場合 ) または制御ファイルのいずれかに ト ランザク
シ ョ ンが記録されるこ とを確認します。

メディア保護、 バッ クアップ ユーザー、 バッ クアップ ステータスなど、 バッ クアップに関する
詳細情報は、 Data Protectorデータベース と Oracle制御ファイルに登録されます。 テス ト  バッ
クアップ仕様の [Protection]オプシ ョ ンは [None]に設定してください。

Data Protector GUI を使用したテスト

Oracleバッ クアップ仕様のバッ クアップをテス トするには、 以下の手順を実行します。

1. Data Protector Managerで、 [バックアップ ] コンテキス ト を選択します。

2. Scopingペインで、 [バックアップ ]、 [バックアップ仕様 ]の順に展開します。 [Oracle 

Server] を展開してプレビュー対象のバッ クアップ仕様を右ク リ ッ ク します。



Oracle と Data Protectorの統合
Oracleバックアップの構成

第 1 章52

3. [バックアップのプレビュー ] をク リ ッ ク します。

図 1-13 バックアップのプレビュー

CLI を使用したテスト

テス トの実行方法は、 Oracleサーバ システム上のコマンド行から実行する方法と、 同じ Data 
Protector セル内にある他の Data Protector ク ラ イアン ト  システム上のコマンド行から実行する
方法 ( ただし、 システムに Data Protector ユーザー インタフェースがインス トールされている
場合 )があ り ます。

注記 OpenVMSで、 Data Protector CLI を呼び出すには、 次のコマンドを実行しま
す。 $@OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$CLI_SETUP.COM

omnib コマンドを -test_barオプシ ョ ン付きで実行します。 以下のコマンドを実行します。
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• Windowsの場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnib -oracle8_list 
<backup_specification_name> -test_bar 

• HP-UXおよび Solarisの場合 : /opt/omni/bin/omnib -oracle8_list \ 
<backup_specification_name> -test_bar 

• その他の UNIX システムの場合 : /usr/omni/bin/omnib -oracle8_list \ 
<backup_specification_name> -test_bar

• OpenVMSの場合 : $omnib -oracle8_l qist <backup_specification_name> 
-test_bar

ob2rman.pl コマンドが起動され、 BACKUP VALIDATE DATABASE RMAN コマンドが起動されま
す。
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Oracleデータベースのバックアップ

データベースのバッ クアップには 2通りの方法があ り ます。 1つはオフライン (整合性のある
データベース  バッ クアップ )、 も う 1つは オンライン (整合性のないデータベース  バッ クアッ
プ )です。 後者は、 ホッ ト  バッ クアップと も呼ばれます。 オンライン バッ クアップから整合性の
ある状態に戻るには、 特に注意が必要です。

いずれのバッ クアップ方法を取るかは、 いくつかの要因によって決ま り ます。 たとえば、 データ
ベースを常に開かれた状態にし、 使用可能であるよ うにしておかなければならないよ うな場合、
選択肢はオンライン バッ クアップに限られます。 一方、 データべースを一定の時間オフライン
にできる場合は、 データベース全体のオフライン  バッ クアップを定期的に実行した上で、 使用
頻度の高いテーブルスペースのオンライン バッ クアップを補足的に行います。

Oracleのオフライン バックアップ

データベースのオフライン バッ クアップは、 ある時点で整合性をもつデータファ イルと制御
ファ イルのバッ クアップです。 整合性を保ったままバッ クアップを実行するには、 データベース
を正し く終了し、 データベースが閉じているかマウン ト されている状態でファイルをバッ クアッ
プします。

データベースが閉じている場合、 Data Protector ファ イルシステムのバッ クアップ仕様を使用し
て、 Oracle ターゲッ ト  データベースのオフライン バッ クアップを実行できます。 この場合、
Data Protector Disk Agentが使用されます。

データベースがマウン ト されている場合は、 Data Protectorの Oracleバッ クアップ仕様 (Data 
Protectorが RMAN スク リプ ト を自動生成して実行するためのバッ クアップ仕様 ) を使用できま
す。 この場合、 Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェア コンポーネン トが使われます。

通常は、 すべてのデータファ イルと制御ファ イルを含む、 データベース全体のオフライン  バッ
クアップを実行します。 また、 必要に応じてパラ メータ  ファ イルを含めるこ と もできます。 

データベース全体のオフライン バッ クアップは、 以下の手順で実行します。

1. データベースを正し くシャ ッ ト ダウンします。

ABORT オプシ ョ ンを使ってシャ ッ ト ダウンしないでください。

2. RMAN を使ってバッ クアップする場合は、 データベースをマウン ト します。

3. すべてのデータファ イル、 制御ファイル、 およびオプシ ョ ンでパラ メータ  ファ イルをバッ ク
アップします。

4. 通常のオンライン モードでデータベースを再起動します。
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Oracleのオンライン バックアップ

オフライン バッ クアップに対して、 オンライン バッ クアップは、 データベースをオープンした
まま実行されます。

データベースが開いている状態でバッ クアップする と、 バッ クアップの実行中にも、 データベー
スの変更やディ スクへの書き込みが行われるため、 データの整合性は保たれません。 データベー
スの変更は、 オンライン REDO ログにも書き込まれます。 ARCHIVELOGモードで実行されている
データベースは、 オンライン REDO ログをアーカイブできます。 復元時には、 復元プロセスの
一部と して、 この機能を使ってデータベースを整合性のある状態に戻す必要があ り ます。

オンライン バッ クアップを行う場合は、 データベースを整合性のある状態に戻すために以下の
作業が必要です。

1. データベース  ファ イル (整合性のないファ イル ) をディ スクに復元します。

2. データベースを復旧します。 この作業にはアーカイブ REDO ログの適用が必要です。 この操
作は Oracle側で行います。

Oracleのオンライン データベース  バッ クアップは、 Oracleの RMANユーティ リ ティ、 または
Data Protector GUI を使って実行できます。 GUI を使用する場合は、 Data Protector GUIに入
力されたデータに基づいて Data Protectorが RMAN スク リプ ト を自動的に生成して実行しま
す。 Oracleのオンライン バッ クアップ中は、 Oracle ターゲッ ト  データベースをオープンしたま
ま、 テーブルスペース、 データファ イル、 制御ファ イル、 アーカイブ REDO ログがバッ クアッ
プされます。 

データベースを ARCHIVELOGモードで実行して、 現在のオンライン REDO ログがアーカイブ
REDO ログへアーカイブされるよ うにする必要があ り ます。

重要 Oracle オンライン バッ クアップを実行する前に、 データベースが ARCHIVELOG

モードで実際に実行されているか確認して ください。 これは、 Oracleサーバ シス
テム上で SQL*Plus を起動して以下のコマンドを実行するこ とによ り確認できま
す。

archive log list;

Oracle ターゲッ ト  データベースが ARCHIVELOGモードで実行されていない場合は、 次の操作を

実行してください。

SPFILE を使用している場合 :

1. データベースをシャ ッ ト ダウンします。

2. データベースをマウン ト します。 
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3. SQL*Plus を起動して以下のコマンドを入力します。

alter database archivelog; 

alter database open;

alter system archive log start SCOPE=SPFILE;

PFILE を使用している場合 :

1. データベースをシャ ッ ト ダウンします。

2. PFILEの設定を次のよ うに変更して、 アーカイブ ログを有効にします。

log_archive_start = true

3. データベースをマウン ト します。 

4. SQL*Plus を起動して以下のコマンドを入力します。

alter database archivelog; 

alter database open;

Oracle Data Guardの場合 :以下の場合は、 アーカイブ ログのバッ クアップ後に生成された
アーカイブ ログを、 将来のバッ クアップ時に RMANが認識できるよ うに、 手動でカタログ登録
する必要があ り ます。

• プライマ リ またはスタンバイの制御ファ イルを再作成した場合。RMANは、 どのアーカイブ 
ログをバッ クアップする必要があるかの判断に制御ファイルを使用するため、 アーカイブ ロ
グの再カタログ化が必要にな り ます。

• フェイルオーバー後に、 プライマ リ  データベースの役割がスタンバイに変わった場合。 デー
タベースの役割が変わる と、 マウン ト されている制御ファイルのバージ ョ ン時刻がリセッ ト
されるため、 アーカイブ ログの再カタログ化が必要になり ます。

アーカイブ REDO ログを手動でカタログ化するには、 RMAN コマンドの CATALOG 

ARCHIVELOG '<archive_log_file_name>'; を使用します。

以上の手順が終了する と、 以下のどの方法でも Oracleデータベースのオンライン バッ クアップ
を実行できます。

バックアップ方法

• Data Protector スケジューラを使って、既存の Oracleバッ クアップ仕様のバッ クアップ スケ
ジュールを設定します。 58 ページの 「バッ クアップ スケジュールの設定」 を参照して くださ
い。
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• Data Protector GUI またはData Protector CLI を使用して、既存のOracleバッ クアップ仕様
の対話型バッ クアップを開始します。 59 ページの 「対話型バッ クアップの実行」 を参照して
ください。

• Oracleサーバ上で Oracle Recovery Manager または Oracle Enterprise Manager を使って、
バッ クアップを開始します。 61 ページの 「RMAN を使用した Oracleバッ クアップの開始」
を参照して ください。

バックアップ手順

Data Protector ユーザー インタフェースを使って、 バッ クアップを開始する と、 以下のよ うな
処理が行われます。

1. Data Protectorによ り、ク ラ イアン ト上で ob2rman.plが実行されます。このコマンドによ り

RMANが起動され、 Oracle RMANバッ クアップ コマンド  スク リプ トが RMAN コマンドの
標準入力に送信されます。

2. Oracle RMANは Oracleサーバに通信し、Oracleサーバは、MML インタフェースを経由して
Data Protector を呼び出してバッ クアップを開始します。

3. バッ クアップ セッシ ョ ン中には、 Oracleサーバがディ スクから読み取ったデータが Data 
Protectorに送信され、 バッ クアップ デバイスに書き込まれます。

Data Protectorのバッ クアップ セッシ ョ ンからのメ ッセージと Oracleによって生成される
メ ッセージは、 Data Protectorデータベースに記録されます。

Oracle リ カバリ  カタログは、 バッ クアップ仕様で別の操作を指定していない限り、 各 Oracle
ターゲッ ト  データベースのバッ クアップ完了後に自動的にバッ クアップされます。 Data 
Protectorの ob2rman.plは、 Oracleの標準のエクスポート  ユーティ リ テ ィ を使って、 Oracle
リ カバリ  カタログをファ イルへエクスポート し、 そのファ イルが Data Protectorによってバッ
クアップされます。

リカバリ  カタログのデータの削除

リ カバリ  カタログを使って Oracleデータベースをバッ クアップする と、 データベースのバッ ク
アップ、 復元、 および復旧に関する情報がすべて リ カバリ  カタログに登録されます。 この情報
は、 復元時に RMANによって使用されます。 このデータがバッ クアップされている メディアを
上書きまたはフォーマッ トする場合は、 Data Protectorデータベースからオブジェク トが自動的
にエクスポート されます。 このと き、 RMANにログオンして、 リ カバリ  カタログのデータを手
動で削除する必要があ り ます。 リ カバリ  カタログのデータの削除方法については、 『Oracle 
Recovery ManagerUser’s Guide and References』 を参照して ください。
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バックアップ スケジュールの設定

スケジュール設定の詳細については、 オンライン  ヘルプの検索キーワード 「スケジュール バッ
クアップ」 で表示される内容を参照して ください。

バッ クアップ スケジュールは、 ユーザーの要望に合わせてカスタマイズできます。 データベー
スを継続的にオンラインにしておく必要がある場合は、 アーカイブ REDO ログのバッ クアップ
を含めて頻繁にバッ クアップする必要があ り ます。 アーカイブ REDO ログは、 特定の時点へ復
旧する場合に必要です。

たとえば、 バッ クアップを毎日行い、 オンライン REDO ログとアーカイブ REDO ログを複数作
成して、 複数の場所に保存するこ と もできます。 

本番で使用するデータベースのバッ クアップには、 以下のよ うなスケジュール設定が考えられま
す。

• フル バッ クアップ (毎週 )

• 増分バッ クアップ (毎日 )

• アーカイブ ログのバッ クアップ (必要に応じて )

Oracleバッ クアップ仕様のスケジュールを設定するには、 以下の手順に従ってください。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scopingペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]、[Oracle Server]の順に展開し

ます。

3. スケジュール設定するバッ クアップ仕様をダブルク リ ッ ク し、[スケジュール ] タブをク リ ッ

ク します。

4. [スケジュール]ページでカレンダー上の日付を選択し、[追加]をク リ ッ ク して[バックアップ

のスケジュール ]ダイアログ ボッ クスを開きます。

5. [繰り返し ]、[時間オプション ]、[繰り返しオプション ]、および [セッション オプション ]を

指定します。
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バッ クアップの種類には、 フル バッ クアップまたは増分バッ クアップがあ り ます。 増分レベ
ルは、 最大増分 4 まで使用できます。 59 ページの図 1-14 を参照して ください。 増分バッ ク
アップのレベルの詳細については、 RMANのマニュアルを参照して ください。

図 1-14 バックアップのスケジュール設定

[OK] をク リ ッ ク し、 [適用 ] をク リ ッ ク して、 変更内容を保存します。

対話型バックアップの実行

対話型バッ クアップは、 バッ クアップ仕様を作成し、 保存した後であればいつでも実行できま
す。 Data Protector GUI または CLI を使用できます。

GUI を使用したバックアップの開始

Data Protector GUI を使用して Oracleデータベースの対話型バッ クアップを開始するには、 以
下の手順を実行します。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。
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2. Scopingペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]、[Oracle Server]の順に展開し

ます。

3. バッ クアップ仕様を右ク リ ッ ク し、 [バックアップ開始 ] を選択します。

4. [バックアップ開始]ダイアログ ボッ クスで、[バックアップの種類] と [ネッ トワーク負荷]の

オプシ ョ ンを選択します。 これらのオプシ ョ ンの詳細については、 [ヘルプ ] をク リ ッ ク し

て ください。

5. バッ クアップの種類には、 フル バッ クアップまたは増分バッ クアップがあ り ます。 増分レベ
ルは、 最大増分 4 まで使用できます。 59 ページの図 1-14 を参照して ください。 増分バッ ク
アップのレベルの詳細については、 RMANのマニュアルを参照して ください。

6. [OK] をク リ ッ ク します。

図 1-15 対話型バックアップの開始

CLI を使用したバックアップの開始

1. Oracleサーバ上で、 以下のディ レク ト リに移動します。

Windowsの場合 : <Data_Protector_home>\bin

HP-UXおよび Solarisの場合 : /opt/omni/bin

その他の UNIXの場合 : /usr/omni/bin
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OpenVMSの場合 :CLI をセッ ト アップするには、 次のコマンドを実行します。

$@OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$CLI_SETUP.COM 

2. 以下のコマンドを実行します。

omnib -oracle8_list <backup_specification_name> [-barmode 

<Oracle8Mode>][list_options]

ist_optionsには、 以下の各オプシ ョ ンを指定できます。

-protect {none | weeks n | days n | until date | permanent}

-load {low | medium | high}

-crc

-no_monitor

 Oracle8Mode = { -full | -incr1 | -incr2 | -incr3 | -incr4}

詳細については、 omnibのマンページを参照してください。

例

Oracleバッ クアップ仕様 RONA を使ってバッ クアップを開始するには、 以下のコマンドを実行し

ます。

omnib -oracle8_list RONA 

RMAN を使用した Oracleバックアップの開始

RMAN を使って Oracleバッ クアップを開始するには、 Oracleのバッ クアップ仕様を作成する
必要があ り ます。

Oracleのバッ クアップ仕様の作成方法については、 35 ページの 「Oracleバッ クアップの構成」
を参照して ください。

RMAN を使って Oracleバッ クアップを開始するには、 以下の手順を実行します。

1. バッ クアップ仕様で指定されている Oracle ターゲッ ト  データベースに接続します。

リ カバリ  カタログを使用する場合は、 以下のコマンドを実行します。

Oracle 9i/10g:

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target 
<Target_Database_Login> catalog <Recovery_Catalog_Login> 
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• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target <Target_Database_Login> 
catalog <Recovery_Catalog_Login>

• OpenVMSの場合 :

a. $@OMNI$ROOT:[LOG]LOGIN.COM を使用して ORAUSER.COM を実行します。

b. $rman target <target_connect_string> catalog 

<catalog_connect_string> を実行します。

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

リ カバリ  カタログを使用しない場合は、 以下のコマンドを実行します。

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target <Target_Database_Login> 
nocatalog

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target <Target_Database_Login> 
nocatalog

• OpenVMSの場合 :

a. $@OMNI$ROOT:[LOG]LOGIN.COM を使用して ORAUSER.COM を実行します。

b. $rman target <target_connect_string> nocatalog を実行します。

ターゲッ ト  データベース ログイン

ターゲッ ト  データベース  ログイン情報は、 <user_name>/<password>@<service>の形式
をと り ます。

こ こで、

<user_name>は、 Oracle Serverおよびその他のユーザーに対して公開されるユーザー名で
す。 各ユーザー名にはパスワードが関連付けられており、 Oracle ターゲッ ト  データベース
に接続するにはユーザー名とパスワードの両方を入力する必要があ り ます。 このユーザーに
は Oracleの SYSDBA権限または SYSOPER権限が付与されていなければなり ません。

<password>には、 Oracleパスワード  ファ イル (orapwd)内に指定したのと同じパスワード
を指定しなければなり ません。 パスワードは、 データベースを管理するユーザーの認証に使
用されます。

<service>には、 ターゲッ ト  データベースのための SQL*Netサーバ プロセスの識別に使
用される名前を指定します。
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リカバリ  カタログ ログイン

リ カバリ  カタログ データベースのログイン情報は、 <user_name>/<password>@<service>
の形式をと り ます。

ユーザー名およびパスワードの説明は、 ターゲッ ト  データベースへのログイン情報の説明と
同じです。 こ こに指定する Oracle ユーザーは、 Oracle リ カバリ  カタログのオーナーでなけ
ればならない点に注意してください。

<service>には、 リ カバリ  カタログ データベースのための SQL*Netサーバ プロセスの識
別に使用される名前を指定します。 

2. Oracleチャネルを指定します。

チャネルを指定する と、 RMANによって Oracle ターゲッ ト  データベースのバッ クアップ、
復元、 復旧を行う Oracleサーバ プロセスが起動されます。 たとえば次のよ うにな り ます。

allocate channel 'dev_0' type 'disk';

または

allocate channel 'dev_1' type 'sbt_tape';

上記で 1番目のコマンドはディ スクへ直接バッ クアップする場合、 2番目のコマンドはテー
プへ直接バッ クアップする場合の例です。 なお、 2番目のコマンドで Data Protectorによっ
てテープへのバッ クアップが行われるのは、 Data Protectorが Oracle と リ ンク されている
場合です。

複数の allocate channel コマンドを実行した場合、 RMANは、 複数のログオン セッシ ョ
ンを確立し、 複数のバッ クアップ セッ ト を同時に実行します。 バッ クアップ コマンドおよ
び復元コマンドの並行化は、 RMANの内部で処理されます。 

重要 Windows では、 最大 32 または 64(デバイスがローカルの場合 )のチャネル
を割り当てるこ とができます。

Data Protectorバッ クアップ メディアを使用するには、 チャネル タイプと して SBT_TAPE

を指定します。

3. parmsオペランドを次の形式で指定します。

parms'ENV(OB2BARTYPE=Oracle8, OB2APPNAME=<DB_NAME>,OB2BARLIST=<backup_ 
specification_name>)';

RMAN スク リプ トは、 上記パラ メータをこの形式で指定しなければ機能しません。
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4. format を指定します。

format '<backup_specification><<DB_NAME>_%s:%t:%p>.dbf'

%s:%t:%p と Oracleデータベース名が必要ですが、 バッ クアップ仕様をお勧めします。

たとえば、 bspec1 という名前のバッ クアップ仕様を作成して保存し、 Oracle インスタンス
inst1によって指定された Oracleデータベースをバッ クアップする場合は、 以下のよ うに
入力します。

format 'bspec1<inst1_%s:%t:%p>.dbf'

代入変数の詳細については、 『Oracle Recovery ManagerUser’s Guide and References』 を
参照して ください。 Oracleチャネルの形式によって、 どの Oracleバッ クアップ仕様を使っ
てバッ クアップを実行するかが決ま り ます。

5. オプシ ョ ンで、 backup incremental level を指定します。

Data Protector フル バッ クアップは、 Oracle RMAN スク リプ トで増分レベル 0 を指定した
場合と同じバッ クアップ操作を実行します。 どちら も、 今まで使用されたブロ ッ クをすべて
バッ クアップします。

このオプシ ョ ンは、 バッ クアップを以降の増分バッ クアップのベースと して使用する場合に
必要です。

RMAN を使ってバッ クアップを実行するには、 <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから以下のコマン
ドを実行するこ とによ り、 RMAN を起動します ( リ カバリ  カタログを使用する場合 )。

Oracle 9i/10g:

• Windowsの場合 : bin\rman target <Target_Database_Login> catalog 
<Recovery_Catalog_Login>

• UNIXの場合 : bin/rman target <Target_Database_Login> catalog 
<Recovery_Catalog_Login>

• OpenVMSの場合 :

1. $@OMNI$ROOT:[LOG]LOGIN.COM を使用して ORAUSER.COM を実行します。

2. $rman target <target_connect_string> catalog <catalog_connect_string>を
実行します。

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。
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RMAN スクリプ トの例

RMAN>プロンプ トで実行する必要がある RMAN スク リプ トの例を以下にいくつか示します。

単一チャネルのバックアップ

バッ クアップ仕様 ora1 を使って、 Oracle インスタンス ORACL をバッ クアップするには、 以下

のコマンド  シーケンスを入力します。

run {

allocate channel 'dev_0' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

backup

incremental level 0

format 'oracl1<ORACL_%s:%t>.dbf' database;

}

3つのチャネルの並行バックアップ

同じバッ クアップ仕様に対し、 3つのチャネルを並行して使用するこ とによ り、 データベースを
バッ クアップする場合、 RMANバッ クアップ スク リプ トは以下のよ うにな り ます。

run {

allocate channel 'dev_0' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_1' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_2' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)';

backup

incremental level 0

format 'ora1<ORACL_%s:%t>.dbf' database;

}

すべてのアーカイブ ログとテーブルスペースのバックアップ

アーカイブ REDO ログと、 前回 3つの並行チャネルを使ってバッ クアップしたテーブルスペー
ス SYSTEM と RONA、 およびバッ クアップ仕様 ora1 をバッ クアップする場合は、 RMAN ス
ク リプ トは以下のよ うにな り ます。

run {
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allocate channel 'dev_0' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_1' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_2' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)';

backup

incremental level 0

format 'ora1<ORACL_%s:%t>.dbf'

tablespace SYSTEM, RONA

sql 'alter system archive log current'

format 'ora1<ORACL_%s:%f:%p>.dbf'

archivelog all;

}

特定のアーカイブ ログのバックアップ

5番から 105番までのアーカイブ REDO ログをすべてバッ クアップし、 インスタンス ora1の

バッ クアップ完了後削除するには、 以下のスク リプ ト を実行します。

run {

allocate channel 'dev_0' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_1' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_2' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)';

backup

(archivelog sequence between 5 and 105 delete input

format 'ora1<ORACL_%s:%t:%p>.dbf');

}

バッ クアップに失敗した場合は、 ログは削除されません。

フラ ッシュ  リカバリ領域のバックアップ

3つの並行チャネルとバッ クアップ仕様 ora1 を使って Oracle 10gのフラ ッシュ  リ カバリ領域
をバッ クアップする場合は、 RMAN スク リプ トは以下のよ うにな り ます。

run {
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allocate channel 'dev_0' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_1' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_2' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)';

backup

format 'ora1<ORACL_%s:%t>.dbf'

recovery area;

}

バックアップ仕様に制御ファイルを含める

システムのテーブルスペースの最初のデータファ イルがバッ クアップされる と、 自動的に現在の
制御ファイルがバッ クアップされます。 現在の制御ファイルは、 明示的にバッ クアップに含める
こ と も、 個別にバッ クアップするこ と もできます。 テーブルスペース COSTSのバッ クアップ後

に現在の制御ファ イルを含めるには、 以下のスク リプ ト を実行します。

run {

allocate channel 'dev_0' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_1' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_2' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)';

backup

format 'ora1<ORACL_%s:%t>.dbf'

(tablespace COSTS current controlfile);

}

壊れたブロックを含めたバックアップ

maxcorrupt コマンドでは、 特定のバッ クアップが失敗する前に RMANによって許可される 1
データファ イルあた りの壊れたブロ ッ ク数を指定できます。 

バッ クアップ仕様 ora1で、 データベースをバッ クアップし、 データファ イル

/oracle/data1.dbs (UNIX システムの場合 ) または C:\oracle\data1.dbs (Windows システ
ムの場合 )の壊れたブロ ッ クを最大 10個まで許可する場合は、 RMAN スク リプ トは以下のよ う
にな り ます。
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UNIXの場合 :

run {

set maxcorrupt for datafile

'/oracle/data1.dbs' to 10;

allocate channel 'dev_0' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_1' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_2' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)';

backup

incremental level 0

format 'ora1<ORACL_%s:%t>.dbf'

database;

}

Windowsの場合 :

run {

set maxcorrupt for datafile

'C:\oracle\data1.dbs' to 10;

allocate channel 'dev_0' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_1' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)'; 

allocate channel 'dev_2' type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=ORACL,OB2BARLIST=ora1)';

backup

incremental level 0

format 'ora1<ORACL_%s:%t>.dbf'

database;

}
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Oracleデータベースの復元

データベース  オブジェク トは、 以下のいずれかの方法で復元できます。

• Data Protector GUI。 71 ページの「Data Protector GUI を使用した Oracleの復元」を参照し
て ください。

• RMAN。 92 ページの 「RMAN を使用した Oracleデータベースの復元」 を参照して ください。

復元可能な項目

Data Protectorの GUI または RMAN を使用して、 以下のデータベース  オブジェク ト を復元す
るこ とができます。

• 制御ファイル

• データファ イル

• テーブルスペース

• データベース

• リ カバリ  カタログ データベース

データベースの複製

Data Protectorの GUI を使用する と、 プロダクシ ョ ン データベースの複製も可能です。 84 ペー
ジの 「Oracleデータベースの複製」 を参照して ください。



Oracle と Data Protectorの統合
Oracleデータベースの復元

第 1 章70

MS Cluster Server クライアン ト

ク ラスター対応の Oracleサーバの復元を開始する前に、 クラスター アド ミニストレータ  ユー
ティ リ ティ を使うなどして、 Oracle Database リ ソースをオフラインにします。 図 1-16 を参照し
て ください。

図 1-16 Oracle リソース グループをオフラインにする

Oracle リ ソース  グループに [ フェイルバックの禁止 ]オプシ ョ ンが設定されており、

<DB_NAME>.world リ ソース (Oracle Database リ ソース )に [Do not restart]オプシ ョ ンが

設定されているこ とを確認します。

図 1-17 プロパティのチェ ック
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MC/ServiceGuard クライアン ト

仮想ホス トで実行したバッ クアップからデータベースを復元する場合、 RMAN スク リプ トで
OB2BARHOSTNAME環境変数を設定してください。 たとえば次のよ うにな り ます。

run{

allocate channel dev1 type 'sbt_tape' 
parms'ENV=(OB2BARHOSTNAME=virtual.domain.com)';

restore datafile '/opt/ora9i/oradata/MAKI/example02.dbf';

release channel dev1;

}

前提条件

• データベースの復元先または複製先となるシステム上には、 Oracleのインスタンスを作成し
ておく必要があ り ます。

• データベース全体を復元する場合はデータベースが Mount状態になっている必要があ り、 制

御ファイルを復元するか、 またはデータベースの複製を実行する場合は、 データベースが
NoMount状態になっている必要があ り ます。

Data Protector GUI を使用した Oracleの復元

復元のため RMAN スク リプ トが、 GUI で行われた選択に基づいて必要なコマンドで生成されま
す。 追加のアクシ ョ ンを実行したい場合、 RMAN復元スク リプ トは編集できませんが、 RMAN
自体から手動で実行するこ とができます。

障害復旧におけるデータベース項目の復元

障害復旧時には、 データベース  オブジェク ト を特定の順序で復元する必要があ り ます。 下の一
覧は、 どの順序でデータベース項目を復元しなければならないかを示しています。 障害復旧以外
の通常時は、 データベース項目を任意の順序で復元するこ とが可能です。

• リ カバリ  カタログが使用された場合 :

1. リ カバリ  カタログ データベースを復元する ( これが消失している場合 )

2. 制御ファイルを復元する

3. データベース全体またはデータ項目全体を復元する

• リ カバリ  カタログが使用されなかった場合 :
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— Oracle 8i:

136 ページの 「リ カバリ  カタログが失われ、 制御ファ イルを Data Protector で管理され
ているバッ クアップから復元するこ とができない」 を参照して ください。

— Oracle 9i/10g:

1. 自動バッ クアップから制御ファ イルを復元します。 

利用可能な制御ファ イルの自動バッ クアップがない場合は、 136 ページの 「リ カバ
リ  カタログが失われ、 制御ファイルを Data Protectorで管理されているバッ クアッ
プから復元するこ とができない」 を参照して ください。 

2. データベースまたはデータ項目を復元します。

データベースの状態の変更

データベース項目の復元またはデータベースの複製を実行する場合は、 データベースが正しい状
態になっているこ とを事前に確認する必要があ り ます。

データベースを正しい状態にするには、 以下のコマンドを実行して ください。

sqlplus /nolog

SQL>connect <user>/<password>@<service> as sysdba;

SQL>shutdown immediate;

データベースを NoMount状態にするには、 以下のコマンドを実行して ください。

SQL>startup nomount;

データベースを Mount状態にするには、 以下のコマンドを実行して ください。

表 1-3 データベースの状態

復元対象の項目 データベースの状態

制御ファイル、 データベース
の二重化

NoMount (開始されてい
る状態 )

その他のすべての項目a

a. 復元するテーブルスペースまたはデータファ イル
が少数の場合は、 復元するテーブルスペースまた
はデータファイルをオフラインにしてデータベー
スをオープン状態にするこ とができます。

Mount
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SQL>startup mount;

リカバリ  カタログ データベースの復元

Oracle リ カバリ  カタログ データベースは、 Oracle エクスポート  ユーティ リ ティでバイナリ  
ファ イルにエクスポート された後、 Data Protectorによってバッ クアップされます。 このファ イ
ルは、 ディ スクに復元した後、 Oracle インポート  ユーティ リ ティで Oracleデータベースにイン
ポートする必要があ り ます。 Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアでは、 この処理を自
動化する機能を提供しています。 

リ カバリ  カタログ データベースを復元するには以下の手順を実行します。

1. リ カバリ  カタログ データベースが Open状態であるこ とを確認します。

2. Data Protector GUIで、 [復元 ] コンテキス ト を選択します。

3. [復元オブジェク ト ]の下で[Oracle Server]、リ カバリ  カタログを復元するデータベースの
存在するク ライアン トの順に展開し、 そのデータベースをク リ ッ ク します。

4. [復元アクション]ド ロ ップダウン リ ス トから [RMANレポジト リの復元を実行]を選択します。 

結果エリ アで、 [ リカバリ カタログ ] を選択します。
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リ カバリ  カタログのログイン情報を変更する場合は、 [ リカバリ カタログ ] を右ク リ ッ ク

し、 [プロパティ ] をク リ ッ ク します。 [ リカバリ カタログの設定 ]ダイアログ ボッ クスで、
リ カバリ  カタログへのログイン情報を指定します。

図 1-18 [ リカバリ  カタログの設定 ] ダイアログ ボックス

5. [オプション ]ページで、 以下の内容を設定します。

[ユーザー名 ] と [ユーザー グループ ]に、 リ カバリ  カタログ データベースに対するユー
ザー名とパスワードを指定します。

[セッション ID] ド ロ ップダウン リ ス トからセッシ ョ ン ID を選択します。 

詳細は、 87 ページの 「復元、 復旧、 複製のオプシ ョ ン」 を参照して ください。

6. [復元 ] をク リ ッ ク します。 

制御ファイルの復元に進みます。
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制御ファイルの復元

制御ファイルには、 データベースの構造に関するすべての情報が格納されます。 制御ファイルが
失われた場合は、 制御ファイルを最初に復元しなければ、 データベースのほかのどの部分も復元
できません。 データベースを NoMount状態にします。

制御ファイルの復元は、 そのバッ クアップの種類に従い、 以下の方法で行います。

• Data Protectorで管理された制御ファイル バッ クアップから復元する ([CONTROLFILE FROM 
DP MANAGED BACKUP])

[Data Protector管理コントロール ファイルのバックアップを使用不可能にする ]オプシ ョ ン

が選択されていなければ、 バッ クアップ セッシ ョ ンの最後で ob2rman.plによって制御ファ

イルが自動的にバッ クアップされています。

この復元オプシ ョ ンでは、 リ カバリ  カタログは不要です。

制御ファイル (ctrl<DB_NAME>.dbf)は、 以下の場所に復元されます。

Windowsの場合 : <Data_Protector_home>\tmp

HP-UXおよび Solarisの場合 : /var/opt/omni/tmp

その他の UNIXの場合 : /usr/opt/omni/tmp

OpenVMSの場合 : OMNI$ROOT:[TMP]

復元後、 以下のスク リプ ト を実行します。

run{
allocate channel 'dev0' type disk;
restore controlfile from '<TMP_FILENAME>';
release channel 'dev0';
}

こ こで、 <TMP_FILENAME>は、 ファ イルが復元された場所です。

• RMAN自動バッ クアップから復元する ([CONTROLFILE FROM RMAN AUTOBACKUP])

この復元方法は、 Oracle 8iでは使用できません。 

制御ファイルが RMANによって自動的にバッ クアップされており、 リ カバリ  カタログは使
用できません。
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重要 RMAN自動バッ クアップが正し く構成されており、 適切なバッ クアップ バー
ジ ョ ンが使用可能であるこ とを確認して ください。 復元中に RMAN自動バッ
クアップ セッシ ョ ンが見つからなければ、 処理は中断されます。 RMAN自動
バッ クアップのセッ ト アップ方法については、 Oracle 9i/10gのマニュアルを
参照して ください。

• RMANバッ クアップ セッ トから復元する ([CONTROLFILE FROM RMAN BACKUPSET])

リ カバリ  カタログが必要です。

• Oracle Data Guard (10gのみ )の場合 :RMANバッ クアップ セッ トからスタンバイ制御
ファ イルを復元する ([STANDBY CONTROL FILE FROM RMAN BACKUPSET])

スタンバイ  データベースを復元する (複製を使用しない )場合は、 この種類の制御ファイル
を復元する必要があ り ます。

この復元方法は、 Oracle 10g のスタンバイ構成の場合で、 かつバッ クアップ仕様内で
[CONTROL FILE FOR STANDBY]データベース  オブジェク ト を選択した場合にのみ使用可能
です。

バッ クアップ セッシ ョ ンには、 複数の種類の制御ファ イル バッ クアップが含まれるこ とがあ り
ます。

制御ファイルの復元手順は、 以下のとおりです。

1. sqlplus ウ ィンド ウを開き、 データベースを NoMount状態にします。 72 ページの 「データ
ベースの状態の変更」 を参照して ください。

2. Data Protector GUIで、 [復元 ] コンテキス ト を選択します。

3. [復元オブジェク ト ]の下で [Oracle Server]、制御ファ イルを復元するデータベースの存在

するク ライアン トの順に展開し、 そのデータベースをク リ ッ ク します。

4. [復元アクション]ド ロ ップダウン リ ス トから [RMANレポジト リの復元を実行]を選択します。 

結果エリ アで、 復元する制御ファ イルを選択します。

5. [オプション]ページの[クライアント ] ド ロ ップダウン リ ス トから、Data ProtectorのOracle
用統合ソフ ト ウェア エージェン ト (ob2rman.pl)の開始先となるク ラ イアン ト を選択しま
す。 選択されたものとは別のデータベースに制御ファ イルを復元する場合は、 [設定 ] をク

リ ッ ク し、 そのターゲッ ト  データベースへのログイン情報を指定してください。

その他の復元オプシ ョ ンを設定します。 87 ページの 「復元、 復旧、 複製のオプシ ョ ン」 を参
照して ください。
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6. [復元 ] をク リ ッ ク します。

Oracleデータベース  オブジェク トの復元に進みます。

Oracleデータベース オブジェク トの復元

Oracleデータベース  オブジェク ト を復元する前に、 最新バージ ョ ンの リ カバリ  カタログ データ
ベース と制御ファ イルが存在するこ とを確認します。 これらには、 データベースの構造情報が格
納されています。 これらのファ イルの最新バージ ョ ンがない場合は、 73 ページの 「リ カバリ  カ
タログ データベースの復元」 および 75 ページの 「制御ファ イルの復元」 の説明に従って、 これ
らを復元して ください。

Oracleデータベース  オブジェク ト を復元するには、 以下の手順に従ってください。

1. Oracle Data Guardの場合 : スタンバイ  データベースを復元する場合は、 管理復旧プロセ
ス ( ログ適用サービス ) を停止します。

SQL> ALTER DATABASE RECOVER MANAGED STANDBY DATABASE CANCEL;

2. データベースをマウン ト状態にします。 72 ページの 「データベースの状態の変更」 を参照し
て ください。

3. Data Protector GUIで、 [復元 ] コンテキス ト を選択します。

4. [復元オブジェク ト ]の下で[Oracle Server]、データベース  オブジェク ト を復元するデータ
ベースの存在するク ライアン トの順に展開し、 そのデータベースをク リ ッ ク します。

5. 実行する復元の種類を [復元アクション ] ド ロ ップダウン リ ス ト から選択します。 オプシ ョ ン
の詳細については、 87 ページの 「復元、 復旧、 複製のオプシ ョ ン」 を参照して ください。
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重要 [復元と復旧を実行 ] または [復旧のみを実行 ] を選択しなかった場合は、

RMAN を使用してデータベース  オブジェク ト を手動で復旧する必要があ り ま
す。 詳細は、 92 ページの 「RMAN を使用した Oracleデータベースの復元」
を参照して ください。

図 1-19 [ ソース ]ページ

6. 結果エリ アで、 復元するオブジェク ト を選択します。

データファ イルを復元する場合は、 ファ イルを新しい場所に復元できます。 データベース  オ
ブジェク ト を右ク リ ッ ク して、 [別名で復元 ] をク リ ッ ク し、 [別名で復元 ]ダイアログ 
ボッ クスに、 データファ イルの新しい復元場所を指定してください。

Oracle Data Guardの場合 :プライマ リ  データベースをスタンバイ  データベースのバッ
クアップから復元するか、 スタンバイ  データベースをプライマ リ  データベースのバッ ク
アップから復元する場合は、 データファ イルの場所が異なるこ とがあ り ます。 [別名で復元 ]

ダイアログ ボッ クスで、 各データファ イルの適切な復元場所を指定してください。
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ヒン ト 同じこ とを、 DB_FILE_NAME_CONVERT初期化パラ メータでも設定できます。 
このパラ メータは、 すべてのターゲッ ト  データファ イルを取得し、 それらを
適切に変換します。

7. [オプション]ページの[クライアント ] ド ロ ップダウン リ ス トから、Data ProtectorのOracle
用統合ソフ ト ウェア エージェン トの開始先となるク ラ イアン ト を選択します。 選択されたも
のとは別のデータベースにデータベース  オブジェク ト を復元する場合は、 [設定 ] をク リ ッ

ク し、 そのターゲッ ト  データベースへのログイン情報を指定してください。

Oracle Data Guardの場合 :プライマ リ  データベースを復元する場合は、 プライマ リ  
データベースへのログイン情報を指定してください。 スタンバイ  データベースを復元する場
合は、 スタンバイ  データベースへのログイン情報を指定してください。 指定しなければ、 選
択したデータベースのログイン情報が使用されます。
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その他の復元オプシ ョ ンを設定します。 87 ページの 「復元、 復旧、 複製のオプシ ョ ン」 を参
照して ください。

図 1-20 [ オプシ ョ ン ]ページ

8. [デバイス ]ページで、復元に使用するデバイスを選択します。デフォルトでは、バッ クアッ

プ時に使用したデバイスが復元用デバイス と して選択されますが、 別のデバイスを使用する
こ と も可能です。 項目の復元に使用するデバイスを変更するには、 目的のデバイスを選択
し、 [変更 ] をク リ ッ ク します。
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[デバイス ]ページの詳細については、 [F1] キーを押して説明を参照して ください。 

図 1-21 [デバイス ]ページ

9. [復元 ] をク リ ッ ク します。

復元後に、 以下の手順を実行します。

1. データベースを正しい状態にします。

[ ソース ]ページで [復元と復旧を実行 ] または [復旧のみを実行 ] を選択した場合、 データ

ベースが Data Protector によって自動的に Open状態に切り替えられます。

2. Oracleデータベースの復元と復旧をある特定の時点まで行う場合は、 セッシ ョ ンが正常に終
了したら、 リ カバリ  カタログにデータベースの新しいインカネーシ ョ ンを登録するために、
データベースを リセッ ト します。

以下のよ うに、 RMAN を使用してターゲッ トおよびリ カバリ  カタログ データベースに接続
し、 データベースを リセッ ト します。

Oracle 9i/10g:
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rman target <Target_Database_Login> catalog <Recovery_Catalog_Login>RMAN> 
RESET DATABASE;
RMAN> exit

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

3. Data Protectorによるデータベース  オブジェク トの復旧を選択しておらず、 すべてのアーカ
イブ REDO ログがディ スク上にある場合は、 データベースの復元後に以下の手順を実行し
ます。

コマンド行ウ ィンド ウを開き、 以下のコマンドを実行します。

sqlplus /nolog

SQL>recover database;

SQL>connect <user>/<password>@<service> as sysdba;

SQL>alter database open;

4. Oracle Data Guardの場合 : スタンバイ  データベースを復元し、 すべてのアーカイブ
REDO ログがディ スク上にある場合は、 管理復旧プロセス ( ログ適用サービス ) を再開しま
す。

SQL> ALTER DATABASE RECOVER MANAGED STANDBY DATABASE DISCONNECT;

テーブルスペースとデータファイルの復元

テーブルスペース とデータファ イルを復元するには、 以下の手順に従ってください。

1. コマンド行ウ ィンド ウを開き、データベースが Open状態であれば、以下のコマンドを実行し

ます。

sqlplus /nolog

SQL>connect <user>/<password>@<service> as sysdba;

SQL>alter database datafile '<datafile name>' offline;

テーブルスペースを復元する場合は、 次のコマンドを実行します。

SQL>alter tablespace '<tablespace name>' offline;

2. 復元が完了したら、 以下の手順で、 データファ イルとテーブルスペースをオンラインに戻し
ます。

コマンド行ウ ィンド ウを開き、 以下のコマンドを実行します。

sqlplus /nolog
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SQL>connect <user>/<password>@<service> as sysdba

データファ イルを復元する場合は、 次のコマンドを実行します。

SQL>alter database datafile '<datafile name>' online;

テーブルスペースを復元する場合は、 次のコマンドを実行します。

SQL>alter tablespace <tablespace name> online;

Oracle Data Guard環境での Oracleデータベースの復元と復旧

プライマリ  データベースの復元と復旧

プライマ リ  データベースは、 プライマ リ  データベースまたはスタンバイ  データベースのいずれ
で実行されたバッ クアップからでも復元や復旧が行えます。 データベースの復元や復旧の手順
は、 スタンドアロン構成の場合とほとんど同じです。 詳細は、 71 ページの 「Data Protector GUI
を使用した Oracleの復元」 を参照して ください。

スタンバイ  データベースの復元と復旧

スタンバイ  データベースは、 プライマ リ  データベースまたはスタンバイ  データベースのいずれ
のバッ クアップからでも復元や復旧が行えます。 データベースの復元や復旧の手順は、 スタンド
アロン構成の場合とほとんど同じです。 詳細は、 71 ページの 「Data Protector GUI を使用した
Oracleの復元」 を参照して ください。

復旧に必要なアーカイブ REDO ログ ファ イルがディ スク上になく、 テープ上にしか存在しない
場合は、 RMAN を使用して、 復元されたデータファ イルを、 スタンバイ  データベースに最後に
適用されたログよ り大きいシーケンス番号の SCN/logに復旧してください。

UNTIL_SCN を取得します。

SQL> SELECT MAX(NEXT_CHANGE#)+1 UNTIL_SCN FROM V$LOG_HISTORY LH, V$DATABASE DB WHERE 
LH.RESETLOGS_CHANGE#=DB.RESETLOGS_CHANGE# AND LH.RESETLOGS_TIME = DB.RESETLOGS_TIME;

復旧に必要なアーカイブ REDO ログがディ スク上にある場合は、 破損したデータファ イルのみ
を復元して、 REDO適用プロセスを再開して ください。

スタンバイ  データベース全体が破損した場合は、 データベースの複製を実行するほうがよ り効
率的です (復元する必要のある破損したデータファ イルやテーブルスペースの数が少ない場合を
除く )。

データベースの複製は、 以下の場合にも実行します。

• プライマ リ  データベースの制御ファ イルが復元または再作成された場合
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• プライマ リ  データベースに対してポイン ト  イン タイム復旧が実行された場合

• データベースの役割のフェイルオーバーが発生した場合

Oracleデータベースの複製

プロダクシ ョ ン データベースの複製を実行する と、 以下のものが作成されます。

• プロダクシ ョ ン (プライマ リ )データベース と同じ DBID を持つスタンバイ  データベース。こ
れによ り、 以下のこ とが可能にな り ます。

— 新しいスタンバイ  データベースの作成。

— 以下の状況が発生した場合に、 スタンバイ  データベースの再作成。

— スタンバイ  データベース全体が破損した場合

— プライマ リ  データベースの制御ファ イルが復元または再作成された場合

— プライマ リ  データベースに対してデータベースのポイン ト  イン タイム復旧が実行さ
れた場合

— データベース  ロールの切り替えまたはフェイルオーバーが発生した場合

• 固有の DBID を持つ独立したコピー。 このコピーは、 データ  マイニングやテス トに使用でき
ます。

制限事項

• プライマ リ  データベースのプロキシー コピー バッ クアップを使用したデータベースの複製
はサポート されていません。

前提条件

• プライマ リ  データベース全体をアーカイブ ログと と もにバッ クアップする必要があ り ます。 

• 前回のフル バッ クアップ以降はテープにバッ クアップされておらず、 かつ、 複製に必要な
アーカイブ ログがある場合、 このログは、 ターゲッ ト  システム (プロダクシ ョ ン データ
ベースの複製先となるシステム )上と同じパス名で、 複製システム上でも使用可能でなけれ
ばなり ません。

• 補助インスタンスのネッ ト  サービス名を構成する必要があ り ます。
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• ターゲッ ト  データベースが存在するのと同じシステム上でデータベースを複製する場合は、
初期化パラ メータ *_PATH、 *_DEST、 DB_FILE_NAME_CONVERT、 および

LOG_FILE_NAME_CONVERT をすべて適切に指定しなければなり ません。 これによ り、 ター

ゲッ ト  データベース  ファ イルが複製データベース  ファ イルで上書きされるのを防止できま
す。

制限事項

• ターゲッ ト  データベースまたはプロダクシ ョ ン データベースが存在するのと同じシステム
上でデータベース ( スタンバイ  データベース以外 ) を複製する場合、 複製データベースが
ターゲッ ト  データベース と同じ Oracle ホーム ディ レク ト リに存在している と きには、 ター
ゲッ ト  データベース と複製データベースに同じデータベース名を使用できないこ とに注意し
ます。 また、 複製データベースがターゲッ ト  データベース とは異なる Oracle ホーム ディ レ
ク ト リに存在している場合は、 複製データベースの名前を、 同じ Oracle ホーム ディ レク ト
リ内の他のデータベースの名前と異なるものにする必要があ り ます。

プロダクシ ョ ン データベースを複製する場合は、 以下の手順を実行します。

1. 選択したデータベースの複製先となるク ラ イアン ト上で、Oracleの補助データベース  インス
タンスをマウン ト状態にします。 72 ページの 「データベースの状態の変更」 を参照して くだ
さい。

2. Data Protector GUIのコンテキス ト  リ ス トで、 [復元 ] を選択します。

3. [復元オブジェク ト ]の下で、[Oracle Server]、プロダクシ ョ ン データベースの存在するク
ライアン トの順に展開し、 複製対象のプロダクシ ョ ン データベースをク リ ッ ク します。 こ う
したク ラ イアン トがいくつも存在する場合は、 Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェ
ア エージェン ト (ob2rman.pl)の開始先にするク ライアン ト を選択します。

4. [復元アクション ] ド ロ ップダウン リ ス トから [複製を実行 ] を選択します。 

5. [オプション]ページの[クライアント ] ド ロ ップダウン リ ス トから、Data ProtectorのOracle
用統合ソフ ト ウェア エージェン ト (ob2rman.pl)の開始先となるク ラ イアン ト を選択しま
す。 

[設定 ] をク リ ッ ク して、 補助データベースへのログイン情報を指定します (ユーザー名、
パスワード、 ネッ ト  サービス名 )。 ログイン情報が設定されていないと、 複製セッシ ョ ンは
失敗します。

[ユーザー名 ] と [ユーザー グループ ]に、 Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェア 
エージェン トが使用する OSDBA アカウン トのユーザー名とユーザー グループを指定します。

[並列処理数 ]に、 データベースの複製に割り当てる RMAN補助チャネルの数を指定しま
す。
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複製オプシ ョ ンを設定します。 詳細は、 89 ページの 「重複オプシ ョ ン」 を参照するか、 また
は [F1] キーを押して説明を参照して ください。

( スタンバイ用ではない )新しいデータベース  コピーを作成する場合は、 複製されたデータ
ベースに対して指定した期限までの復旧が実行されるよ うに、 [復旧の期限 ]オプシ ョ ンも

指定して ください。

図 1-22 Oracleの重複オプシ ョ ン

6. [復元 ] をク リ ッ ク します。
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作成されたスタンバイ  データベースは、 マウン ト状態のままになっています。 管理復旧プロセ
ス ( ログ適用サービス ) を手動で開始してください。

RMAN コマンドを使用してデータベースを複製する方法については、 Oracleのマニュアルを参
照して ください。

復元、 復旧、 複製のオプシ ョ ン

復元アクシ ョ ン オプシ ョ ン

こ こでは、 [ ソース ]ページ上の各オプシ ョ ンについて説明します。 このページでは、 GUI を使
用して実行する復元と復旧の組み合わせを定義できます。

Data Protector用語と しての 「復元」 は、 データファ イルを復元するこ とを意味します。 ユー
ザーは、 どのデータベース、 テーブルスペース、 またはデータファ イルを復元するかを選択し、
復元をどの時点の状態まで行うかを選択するこ とができます。 「復旧」 とは、 REDO ログを適用
するこ とを意味します。 ユーザーは、 前回のバッ クアップの時点までのすべての REDO ログを
適用できるほか、 SCN番号または logseqに基づいてどの REDO ログを適用するかを選択する
こ と もできます。

[復元を実行 ]

このオプシ ョ ンは、 Data Protector を使用してデータベース  オブジェク トの
復元のみを実行し、 復旧は行わない場合に選択します。 復元が終了したら、
RMAN を使用してデータベースを手動で復旧する必要があ り ます。 RMAN を
使用してデータベースを復旧する方法については、 92 ページの 「RMAN を使
用した Oracleデータベースの復元」 を参照して ください。

[復元と復旧を実行 ]

このオプシ ョ ンは、 Data Protector を使用してデータベース  オブジェク トの
復元と復旧の両方を実行する場合に選択します。

[復旧のみを実行 ]

このオプシ ョ ンは、 Data Protector を使用してデータベース  オブジェク トの
復旧のみを実行する場合に選択します。

[RMAN レポジト リの復元を実行 ]

このオプシ ョ ンを使用する と、 [ ソース ]ページからデータベース  オブジェク
トにアクセスできない場合に、 リ カバリ  カタログまたは制御ファイルを復元
できます。 

[複製を実行 ]
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このオプシ ョ ンは、 プロダクシ ョ ンデータベースを複製する場合に使用しま
す。 

一般的なオプシ ョ ン

[ クライアン ト ]

このオプシ ョ ンは、 Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェア エージェン
ト (ob2rman.pl)の開始先となる ク ライアン ト を指定します。

[設定 ]

[設定 ] をク リ ッ ク して、 選択したデータベース  オブジェク トの復元または複
製対象のターゲッ ト  データベース (復元と復旧の場合 ) または補助データベー
ス (複製の場合 )へのログイン情報 (ユーザー名、 パスワード、 ネッ ト  サービ
ス名 ) を指定します。

復元または復旧の場合にこれが指定されていないと、 選択したク ライアン ト上
に存在する選択したデータベースのログイン情報が使用されます。

複製の場合にこれが指定されていないと、 複製セッシ ョ ンは失敗します。

[ユーザー名 ] (UNIX システムのみ )

このフ ィールドには、 Oracle ユーザー名を入力します。 このユーザーは、
Oracleの DBA グループに所属している必要があ り ます。

[ユーザー グループ ] (UNIX システムのみ )

[ユーザー名 ] フ ィールドに入力したユーザーの所属先のグループを入力しま

す。 これは、 Oracleの DBA グループでなければなり ません。

注記 ユーザー名とユーザー グループは、 バッ クアップ所有権の定義
に一致している必要があ り ます。 このユーザとその特定方法の
詳細については、 21 ページの 「UNIXおよび OpenVMS上で
の Oracle ユーザーの構成」 を参照して ください。

[復元モード ]

このド ロ ップダウン リ ス トでは、 どの種類の復元を実行するかを指定できま
す。 以下のオプシ ョ ンがあ り ます。

• [通常 ]
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バージ ョ ン A.05.00 よ り古い Data Protectorで、 通常のバッ クアップま
たは ZDB をバッ クアップ セッ トの方法を使用して実行した場合は、 この
オプシ ョ ンを使用します。

• [プロキシー コピー ]

Oracle RMANのプロキシー コピー方法を使用して作成された Oracle
バッ クアップ (Data Protectorバージ ョ ン A.05.10で作成された Oracle 
8i/9iの ZDB など ) を復元する場合は、 このオプシ ョ ンを使います。

復旧のみを実行する場合、 このオプシ ョ ンは無効です。

[並列処理数 ]

このフ ィールドでは、 バッ クアップ デバイスからの読み取りが可能な並行
データ  ス ト リーム数を指定します。 この値を指定しなかった場合、 デフォル
ト値の 1が使用されます。

[復元モード ]で [通常 ] を選択した場合、 復元パフォーマンスを最適化する

には、 バッ クアップ時と同じ数のデータ  ス ト リームを指定します。 たとえば、
バッ クアップの同時処理数を 3に設定した場合は、 並行データ  ス ト リーム数
も 3に設定します。 なお、 並行データ  ス ト リーム数を高く設定しすぎる と、
メモ リ消費が過剰になり、 リ ソース不足を招く こ とがあ り ます。

重複オプシ ョ ン

[複製を実行 ] を選択した場合にのみ使用可能です。

[ スタンバイ用 ]

スタンバイ  データベースを作成するにはこのオプシ ョ ンを選択します。

デフォルトで選択されます。

[DORECOVER]

[スタンバイ用 ] を選択した場合にのみ使用可能です。

データベースの作成後に RMANによ りデータベースを復旧する場合には、 こ
のオプシ ョ ンを選択します。

[データベース名 ]
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新しいデータベース  コピーを作成するにはこのオプシ ョ ンを選択します。 テ
キス ト  ボッ クスにデータベースの名前を入力してください。 こ こに入力する
名前は、 補助データベース  インスタンスの開始に使用した初期化パラ メータ  
ファ イル内の名前と一致しなければなり ません。 デフォルトでは、 現在選択し
ているターゲッ ト  データベースの名前が設定されます。

[NOFILENAMECHECK]

RMANによる、 ターゲッ ト  データファ イルが複製されたデータファ イルと同
じ名前を共有しているかど うかのチェッ クを無効化するには、 このオプシ ョ ン
を選択します。

ターゲッ ト  データファ イルと複製されたデータファ イルの名前が同じである
が、 別のシステム上に存在する場合は、 このオプシ ョ ンを選択します。

デフォルトでは選択されません。

復元と復旧のオプシ ョ ン

[復元の期限 ]

このオプシ ョ ンをド ロ ップダウン リ ス トから選択する と、 指定した時点で不
完全である復旧に対応するバッ クアップに選択を制限できます。

• [現在 ]

このオプシ ョ ンは、 最新のフル バッ クアップを復元する場合に選択しま
す。 デフォルトではこのオプシ ョ ンが選択されます。

• [選択した時刻 ]

このオプシ ョ ンでは、 どの時刻までのデータベースを復元するのかを正確
に指定します。 Data Protectorは、 復旧に使用できるバッ クアップを、 指
定した時刻まで復元します。

• [選択した logseq/ スレッ ド番号 ]

logseq番号は、 REDO ログのシーケンス番号です。 このオプシ ョ ンでは、
復元する REDO ログの上限となる特定の REDO ログ シーケンス番号とス
レッ ド番号を指定します。 Data Protectorは、 復旧に使用できるバッ ク
アップを、 指定したログ シーケンス番号まで復元します。

• [選択した SCN番号 ]
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このオプシ ョ ンでは、 どの SCN番号まで復元を実行するのかを指定しま
す。 Data Protectorは、 復旧に使用できるバッ クアップを、 指定した
SCN番号まで復元します。

[復旧の期限 ]

このオプシ ョ ンをド ロ ップダウン リ ス トから選択する と、 どの時点の状態ま
で復旧を実行するかを指定できます。

• [現在 ]

Data Protectorによ り RMANが起動され、 すべてのアーカイブ REDO ロ
グを適用するこ とによ りデータベースは最新の時点に復旧されます。 デ
フォルトではこのオプシ ョ ンが選択されます。

• [選択した時刻 ]

このオプシ ョ ンでは、 アーカイブ ログを適用する正確な時刻を指定しま
す。

• [選択した logseq/ スレッ ド番号 ]

logseq番号は、 REDO ログのシーケンス番号です。 このオプシ ョ ンでは、
復旧する REDO ログの上限となる特定の REDO ログ シーケンス番号とス
レッ ド番号を指定します。

• [選択した SCN番号 ]

このオプシ ョ ンでは、 どの SCN番号まで復旧を実行するのかを指定しま
す。

ログを リセッ トする場合は、 データベースも リセッ ト します。 リセッ ト しない
と、 Oracleは次のバッ クアップ処理ですでにリセッ ト されたログを使用しよ
う とするため、 バッ クアップが失敗します。 ターゲッ トおよびリ カバリ  カタロ
グ データベースにログインし、 以下を実行します。

Oracle 9i/10g:

rman target <Target_Database_Login> catalog 

<Recovery_Catalog_Login>

RMAN> RESET DATABASE;

RMAN> exit

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。
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[復旧後にデータベースを開く ]

復旧を実行した後、 データベースをオープンします。

[ ログをリセッ ト ]

データベースをオープンした後に、 アーカイブ ログを リセッ ト します。

以下の場合、 ログは必ずリセッ ト して ください。

• 不完全な復旧の後。

• 復旧または復元と復旧に制御ファ イルのバッ クアップが使用される場合。

次の場合は、 ログはリセッ ト しないでください。

• 完全な復旧の後で、 復旧または復元と復旧に制御ファ イルのバッ クアップ

が使用されない場合。 

• プライマ リ  データベース上で、 スタンバイ  データベースにアーカイブ ロ
グが使用されている場合。 ただし、 アーカイブ ログを リセッ トする必要が
ある場合は、 スタンバイ  データベースを再作成してください。

[復元の期限 ]オプシ ョ ンを [現在 ]に設定している と きにログを リセッ ト し

た場合、 警告が表示され、 制御ファイルのバッ クアップを復元に使用する場合
にのみログを リセッ トすべきこ とが通知されます。

注記 Oracle では、 [ログをリセッ ト ]オプシ ョ ンでデータベースが

オープンされた後、 すぐに完全なバッ クアップを行う こ とが推
奨されています。

RMAN を使用した Oracleデータベースの復元

Oracle システムに対して、 Data Protectorはメディア管理ソフ ト ウェアと して機能します。 し
たがって、 RMAN を復元に使用できます。

この項では、 復元の実行方法の例についてのみ説明します。 この例は、 復元が必要などのよ うな
状況にも適用できるわけではあ り ません。

以下の作業の実行方法については、 『Oracle Recovery ManagerUser’s Guide and References』
を参照して ください。

• データベース、 テーブルスペース、 制御ファ イル、 データファ イルの復元と復旧

• データベースの複製
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以下の場合について、 復元例を示します。

• 95 ページの 「データベース全体の復元および復旧の例」

• 97 ページの 「ポイン ト  イン タイム復元の例」

• 99 ページの 「テーブルスペースの復元および復旧の例」

• 101 ページの 「データファ イルの復元および復旧の例」

• 104 ページの 「アーカイブ ログの復元の例」

Oracle制御ファ イルの復元と復旧の手順は、 中央レポジ ト リ と して リ カバリ  カタログと制御
ファ イルのどちらを使用しているか、 また使用している Oracleデータベースのバージ ョ ンに
よって微妙に異なり ます。 制御ファイルの復元方法の詳細は、 『Recovery ManagerUser’s Guide 
and References』 を参照して ください。

Oracleデータベースの復元準備

Oracleデータベースの復元は、 データベースがマウン ト  モードになっている場合に実行可能で
す。 ただし、 テーブルスペースまたはデータファ イルの復元を行う場合は、 Oracleデータベー
スの一部のみがオフラインに設定できます。

前提条件

Oracleデータベースの復元を開始する前に、 以下の要件を満たす必要があ り ます。

• リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合は、 そのデータベースがオープンしている
こ とを確認して ください。 データベースをオンラインにできない場合は、 そのリ カバリ  カタ
ログ データベースを復元する必要があ り ます。 リ カバリ  カタログ データベースの復元方法
については、 69 ページの 「Oracleデータベースの復元」 を参照して ください。

• 制御ファイルが使用可能でなくてはなり ません。 制御ファ イルが使用できない場合は復元す
る必要があ り ます。 詳細については、 『Oracle Recovery ManagerUser’s Guide and 
References』 を参照して ください。 

リ カバリ  カタログ データベースまたは制御ファイルの復元をする場合、 この復元をまず実
行して ください。 そ う しないと、 Oracleデータベースの他の部分の復元はできません。 

リ カバリ  カタログ データベースまたは制御ファイルが適切な場所にあるこ とが確実な場合
は、 リ カバリ  カタログ データベースを開始します。

• 以下の環境変数が設定されているこ とを確認して ください。

✓ ORACLE_BASE
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✓ ORACLE_HOME

✓ ORACLE_TERM

✓ DB_NAME

✓ PATH

✓ NLS_LANG

✓ NLS_DATE_FORMAT

Windowsの例

ORACLE_BASE=<Oracle_home>

ORACLE_HOME=<Oracle_home>\product\10.1.0

ORACLE_TERM=hp

DB_NAME=PROD

PATH=$PATH:<Oracle_home>\product\10.1.0\bin

NLS_LANG=american

NLS_DATE_FORMAT='Mon DD YYYY HH24:MI:SS'

UNIXの例

ORACLE_BASE=/opt/oracle

ORACLE_HOME=/opt/oracle/product/10.1.0

ORACLE_TERM=hp

DB_NAME=PROD

PATH=$PATH:/opt/oracle/product/10.1.0/bin

NLS_LANG=american

NLS_DATE_FORMAT='Mon DD YYYY HH24:MI:SS'

OpenVMSの例

ORACLE_HOME=DKA400:[ORACLE9I]

ORACLE_TERM=hp
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DB_NAME=PROD

• /etc/oratab ファ イルに以下の行が含まれているかを確認します。

Windowsの場合 : PROD:<Oracle_home>\product\10.1.0:N

UNIXの場合 : PROD:/opt/oracle/product/10.1.0:N

OpenVMSの場合 : 

— Oracle 9i:

<oracle_home>/oratab

TEST:/DKA400/ORACLE9I:N
CAT:/DKA400/ORACLE9I:N

— Oracle 8i:

<oracle_home>/rdbms/ORA_RDBMS_SIDS.DAT

VMS1 TEST TEST
VMS1 CAT CAT

最後の文字によって、 ブート アップ時にデータベースを自動的に起動する (Y)か、 しない
(N)かが決定されます。

例で使用する接続文字列

下の例では、 以下の接続文字列が使われています。

• ターゲッ ト  データベースへのターゲッ ト接続文字列 :

sys/manager@PROD

sysはユーザー名、 managerはパスワード、 PRODはネッ ト  サービス名です。

• リ カバリ  カタログ データベースへのリ カバリ  カタログ接続文字列 :

rman/rman@CATAL

rmanはユーザー名とパスワード、 CATALはネッ ト  サービス名です。

データベース全体の復元および復旧の例

データベース全体を復元および復旧するには、 すべてのアーカイブ ログを復元して適用する必
要があ り ます。 データベース全体を復元および復旧するには、 次の手順を実行します。

1. Oracle RMANにログインします。
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リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合は、 以下のコマンドを実行します。

Oracle 9i/10g:

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL

• OpenVMSの場合 : rman target sys/manager@PROD sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CAT

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

リ カバリ  カタログ データベースを使用しない場合は、 以下のコマンドを実行します。

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD nocatalog

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD nocatalog

• OpenVMSの場合 :rman target sys/manager@PROD nocatalog

2. データベース全体の復元と復旧を開始します。

run{

allocate channel 'dev1' type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=<DB_NAME>)';

restore database;

recover database;

sql 'alter database open';

release channel 'dev1';

}

スク リプ ト をファ イルに保存し、 このファ イルを使ってデータベース全体の復元を実行するこ と
もできます。 この場合の手順は、 次のとおりです。

1. /var/opt/omni/tmpディ レク ト リ (UNIX システムの場合 ) または
<Data_Protector_home>\tmpディ レク ト リ (Windows システムの場合 )に、 ファ イル
restore_database を作成します。

2. データベース全体の復元を開始します。



Oracle と Data Protectorの統合
Oracleデータベースの復元

第 1 章 97

リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合は、 以下のコマンドを実行します。

Oracle 9i/10g:

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL cmdfile=<Data_Protector_home>\tmp\restore_datafile

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL cmdfile=/var/opt/omni/tmp/restore_datafile

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

リ カバリ  カタログ データベースを使用しない場合は、 以下のコマンドを実行します。

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD nocatalog 
cmdfile=<Data_Protector_home>\tmp\restore_datafile

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD nocatalog 
cmdfile=/var/opt/omni/tmp/restore_datafile

ポイン ト  イン タイム復元の例

ポイン ト  イン タイム復元を実行するには、 特定の日時のアーカイブ ログを復元し、 適用する必
要があ り ます。 データベースのポイン ト  イン タイム復元および復旧を実行するには、 以下の手
順に従ってください。

1. Oracle RMANにログインします。

リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合は、 以下のコマンドを実行します。

Oracle 9i/10g:

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL

• OpenVMSの場合 : rman target sys/manager@PROD sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CAT

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

リ カバリ  カタログを使用しない場合は、 以下のコマンドを実行します。
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• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD nocatalog

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD nocatalog

• OpenVMSの場合 :rman target sys/manager@PROD nocatalog

2. ポイン ト  イン タイム復元を開始します。

run{

allocate channel 'dev1' type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=<DB_NAME>)';

set until time 'Mar 14 2004 11:40:00';

restore database;

recover database;

sql 'alter database open';

release channel 'dev1';

}

3. ポイン ト  イン タイム復元を実行した後、 リ カバリ  カタログ内のデータベースを リセッ トす
る必要があ り ます。

スク リプ ト をファ イルに保存し、 このファ イルを使ってポイン ト  イン タイム復元を実行するこ
と もできます。

1. /var/opt/omni/tmp または <Data_Protector_home>\tmpディ レク ト リに、 ファ イル

restore_PIT を作成します。

2. ポイン ト  イン タイム復元を開始します。

リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合は、 以下のコマンドを実行します。

Oracle 9i/10g:

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL cmdfile=<Data_Protector_home>\tmp\restore_PIT

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL cmdfile=/var/opt/omni/tmp/restore_PIT

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

リ カバリ  カタログを使用しない場合は、 以下のコマンドを実行します。
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• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD nocatalog 
cmdfile=<Data_Protector_home>\tmp\restore_PIT

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD nocatalog 
cmdfile=/var/opt/omni/tmp/restore_PIT

テーブルスペースの復元および復旧の例

喪失した表や破損した表がある場合は、 テーブルスペース全体を復元および復旧する必要があ り
ます。 テーブルスペースを復元する場合、 データベースの一部だけをオフラインに設定できま
す。 したがって、 データベースを mountモードにする必要はあ り ません。 リ カバリ  カタログ 
データベース と制御ファ イルのどちらを使っても、 テーブルスペースは復元および復旧できま
す。 以下の手順に従ってください。

1. Oracle RMANにログインします。

リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合は、 以下のコマンドを実行します。

Oracle 9i/10g:

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL

• OpenVMSの場合 : rman target sys/manager@PROD sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CAT

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

リ カバリ  カタログを使用しない場合は、 以下のコマンドを実行します。

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD nocatalog

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD nocatalog

• OpenVMSの場合 :rman target sys/manager@PROD nocatalog

2. テーブルスペースの復元および復旧を開始します。

• データベースがオープンされている場合、 テーブルスペースを復元および復旧するスク

リプ トは、 以下の形式にしてください。

run{
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allocate channel <dev1> type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=<DB_NAME>)';

sql 'alter tablespace TEMP offline immediate';

restore tablespace TEMP;

recover tablespace TEMP;

sql 'alter tablespace TEMP online';

release channel dev1;

}

• データベースがマウン ト されている場合、 テーブルスペースを復元および復旧するスク

リプ トは、 以下の形式にしてください。

run{

allocate channel <dev1> type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=<DB_NAME>)';

restore tablespace 'TEMP';

recover tablespace 'TEMP';

release channel <dev1>;

}

スク リプ ト をファ イルに保存し、 このファ イルを使ってテーブルスペース全体の復元を実行する
こ と もできます。

1. /var/opt/omni/tmpディ レク ト リ (UNIX システムの場合 ) または
<Data_Protector_home>\tmpディ レク ト リ (Windows システムの場合 )に、 ファ イル
restore_TAB を作成します。

2. テーブルスペースの復元を開始します。

リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合は、 以下のコマンドを実行します。

Oracle 9i/10g:

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL cmdfile=<Data_Protector_home>\tmp\restore_TAB

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL cmdfile=/var/opt/omni/tmp/restore_TAB

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。
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リ カバリ  カタログを使用しない場合は、 以下のコマンドを実行します。

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD nocatalog 
cmdfile=<Data_Protector_home>\tmp\restore_TAB

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD nocatalog 
cmdfile=/var/opt/omni/tmp/restore_TAB

データファイルの復元および復旧の例

データファ イルを復元および復旧する場合、 オフラインにできるのはデータベースの一部のみで
す。 

データファ イルを復元および復旧するには、 以下の手順に従ってください。

1. Oracle RMANにログインします。

リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合は、 以下のコマンドを実行します。

Oracle 9i/10g:

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL

• OpenVMSの場合 : rman target sys/manager@PROD sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CAT

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

リ カバリ  カタログ データベースを使用しない場合は、 以下のコマンドを実行します。

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD nocatalog

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD nocatalog

• OpenVMSの場合 :rman target sys/manager@PROD nocatalog

2. データファ イルの復元および復旧を開始します。

• データベースがオープンされている場合、 データファ イルを復元するスク リプ トは、 以

下の形式にして ください。
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UNIXの場合

run{

allocate channel dev1 type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=<DB_NAME>)';

sql "alter database datafile 
''/opt/oracle/data/oradata/DATA/temp01.dbf'' offline";

restore datafile '/opt/oracle/data/oradata/DATA/temp01.dbf';

recover datafile '/opt/oracle/data/oradata/DATA/temp01.dbf';

sql "alter database datafile '/opt/oracle/data/oradata/DATA/temp01.dbf' 
online";

release channel dev1;

}

Windowsの場合

run{

allocate channel dev1 type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=<DB_NAME>)';

sql "alter database datafile ''C:\oracle\data\oradata\DATA\temp01.dbf'' 
offline";

restore datafile 'C:\oracle\data\oradata\DATA\temp01.dbf';

recover datafile 'C:\oracle\data\oradata\DATA\temp01.dbf';

sql "alter database datafile ''C:\oracle\data\oradata\DATA\temp01.dbf'' 
online";

release channel dev1;

}

• データベースがマウン ト されている場合、 データファ イルを復元および復旧するスク リ

プ トは、 以下の形式にして ください。

UNIXの場合

run{

allocate channel dev1 type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=<DB_NAME>)';

restore datafile '/opt/oracle/data/oradata/DATA/temp01.dbf';
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recover datafile '/opt/oracle/data/oradata/DATA/temp01.dbf';

release channel dev1;

}

Windowsの場合

run{

allocate channel dev1 type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=<DB_NAME>)';

restore datafile '<Oracle_home>\data\oradata\DATA\temp01.dbf';

recover datafile '<Oracle_home>\data\oradata\DATA\temp01.dbf';

release channel dev1;

}

スク リプ ト をファ イルに保存し、 このファ イルを使ってデータファ イルの復元を実行するこ と も
できます。

1. /var/opt/omni/tmpディ レク ト リ (UNIX システムの場合 ) または
<Data_Protector_home>\tmpディ レク ト リ (Windows システムの場合 )に § ファ イル
restore_dbf を作成します。

2. データファ イルの復元を開始します。

リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合は、 以下のコマンドを実行します。

Oracle 9i/10g:

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL cmdfile=/var/opt/omni/tmp/restore_dbf

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL cmdfile=<Data_Protector_home>\tmp\restore_dbf

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

リ カバリ  カタログ データベースを使用しない場合は、 以下のコマンドを実行します。

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD nocatalog 
cmdfile=<Data_Protector_home>\tmp\restore_dbf
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• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD nocatalog 
cmdfile=/var/opt/omni/tmp/restore_dbf

アーカイブ ログの復元の例

アーカイブ ログを復元するには、 以下の手順に従います。

1. Oracle RMANにログインします。

リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合は、 以下のコマンドを実行します。

Oracle 9i/10g:

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL

• OpenVMSの場合 : rman target sys/manager@PROD sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CAT

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

リ カバリ  カタログ データベースを使用しない場合は、 以下のコマンドを実行します。

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD nocatalog

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD nocatalog

• OpenVMSの場合 :rman target sys/manager@PROD nocatalog

2. アーカイブ ログの復元を開始します。

run{

allocate channel dev1 type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=<DB_NAME>)';

restore archivelog all;

release channel dev1;

}

スク リプ ト をファ イルに保存し、 このファ イルを使ってアーカイブ ログの復元を実行するこ と
もできます。
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1. /var/opt/omni/tmpディ レク ト リ (UNIX システムの場合 ) または
<Data_Protector_home>\tmpディ レク ト リ (Windows システムの場合 )に § ファ イル
restore_arch を作成します。

2. アーカイブ ログの復元を開始します。

リ カバリ  カタログ データベースを使用する場合は、 以下のコマンドを実行します。

Oracle 9i/10g:

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL cmdfile=<Data_Protector_home>\tmp\restore_arch

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD catalog 
rman/rman@CATAL cmdfile=/var/opt/omni/tmp/restore_arch

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

リ カバリ  カタログ データベースを使用しない場合は、 以下のコマンドを実行します。

• Windowsの場合 : <ORACLE_HOME>\bin\rman target sys/manager@PROD nocatalog 
cmdfile=<Data_Protector_home>\tmp\restore_arch

• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/bin/rman target sys/manager@PROD nocatalog 
cmdfile=/var/opt/omni/tmp/restore_arch

CLI を使用した Oracleの復元

リカバリ  カタログの復元

Data Protector では、 Oracle リ カバリ  カタログの論理バッ クアップを含むバイナリ  ファ イルを
復元できます。 このバイナリ  ファ イルは、 Oracle Exportユーティ リ ティ を使って作成されま
す。 また、 このユーティ リ ティは Oracleデータベースを読み取って、 バイナリ  ファ イルに出力
を書き込みます。 このファ イルは、 書き込み完了後に Data Protectorによってバッ クアップさ
れます。 

Oracle Importユーティ リ ティ を使う と、 このファ イルをディ スクに復元した後に Oracleデー
タベースにインポートするこ とができます。

Oracle リ カバリ  カタログを復元するには、 以下の手順を実行します。
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1. Oracle リ カバリ  カタログ データベースにログインします。 リ カバリ  カタログ データベース
が存在するこ と、 また リ カバリ  カタログが存在しないこ とを確認します。 必要であれば、
RMAN コマンド DROP CATALOGでリ カバリ  カタログを削除します。

Oracle リ カバリ  カタログのオーナーを特定します。 必要であれば、 Oracle ユーザーを作成
します。

UNIX では、 Data Protectorは、 Oracleのリ カバリ  カタログへのログイン情報を Data 
Protector Oracle構成ファイルから決定します。

2. 環境変数 OB2APPNAME を設定します。 この変数の値は、 Oracle リ カバリ  カタログではなく
ターゲッ ト  データベースの名前 (DB_NAME)に設定する必要があ り ます。

Windowsの場合 : set OB2APPNAME=<DB_NAME>

UNIXの場合 :

• sh型のシェルを使用している場合は、 以下のコマンドを実行します。

OB2APPNAME="<DB_NAME>"

export OB2APPNAME

• csh型のシェルを使用している場合は、 以下のコマンドを実行します。

setenv OB2APPNAME "<DB_NAME>"

OpenVMSの場合 : $DEFINE/log/process ob2appname <DB_NAME>

3. 以下のコマンドを実行します。

Windowsの場合 :<Data_Protector_home>\binディ レク ト リから :

perl -I..\lib\perl ob2rman.pl -restore_catalog -session <Session_ID> 
[-apphost <application_hostname>]

HP-UXおよび Solarisの場合 :

/opt/omni/lbin/ob2rman.pl -restore_catalog -session <session_ID> 
[-apphost <application_hostname>]

その他の UNIXの場合 :

/usr/omni/bin/ob2rman.pl -restore_catalog -session <session_ID> [-apphost 

<application_hostname>]

OpenVMSの場合 :
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$@OMNI$ROOT:[BIN]OMNI$CLI_SETUP.COM
$ob2rman-restore_catalog -session <session_ID> [-apphost 

<application_hostname>]

バッ クアップ セッシ ョ ンの Session_ID を入力します。 オブジェク ト  コピーの場合には、
コピー セッシ ョ ン ID ではなく、 オブジェク トのバッ クアップ ID (オブジェク トのバッ ク
アップ セッシ ョ ン ID と同じ ) を入力します。

他のデバイスを使用した復元

Data Protector では、 Oracle データベース  オブジェク ト を、 バッ クアップに使用したデバイス
以外にも復元するこ とができます。

これらのデバイスは、 /etc/opt/omni/server/cell/restoredev ファ イル (UNIX システムの
場合 ) または <Data_Protector_home>\Config\server\Cell\restoredev ファ イル

(Windows システムの場合 )に、 次の形式で指定します。

"DEV 1" "DEV 2"

こ こで、

DEV 1 には元のデバイス、 DEV 2には新しいデバイスを指定します。

Windowsの場合、 このファ イルは UNICODE形式でなくてはなり ません。

このファ イルは、 使用後、 削除して ください。

例

DAT1 とい う名前のデバイスに Oracle オブジェク トがバッ クアップされている と します。 これら
を DAT2 とい う名前のデバイスから復元するには、 restoredev ファ イルに次のエン ト リ を指定

します。

"DAT1" "DAT2"

障害復旧

障害復旧は、 複数のメーカーの製品に関係する非常に複雑なプロセスです。 それだけに、 障害復
旧が正し く実行されるかど うかは関係するすべてのメーカーに依存します。 障害復旧の際、 以下
に示す情報をガイ ド ラ インと して使用して ください。

障害復旧に対する準備方法については、 データベースやアプリ ケーシ ョ ン メーカーの指示に
従ってください。 Data Protector を使ってシステムの障害復旧を行う方法は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector 障害復旧ガイ ド』 を参照して ください。
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以下に、 アプリ ケーシ ョ ンの一般的な復旧手順を示します。

1. オペレーティング システムの復旧を完了します。

2. データベースやアプリ ケーシ ョ ンのインス トール、 構成、 初期化を行い、 Data Protector メ
ディア上のデータをシステムにロード します。 データベースの準備に必要な手順の詳細につ
いては、 各データベースやアプリ ケーシ ョ ンのマニュアルを参照して ください。

3. データベースやアプリ ケーシ ョ ン サーバに、必要な Data Protector ク ライアン ト  ソフ ト ウェ
アがインス トールされ、 データベースやアプリ ケーシ ョ ンに適した構成になっているこ とを
確認します。 この章の手順に従ってください。 また、 Data Protectorの Oracle用復元 GUI
を使用してデータベース項目を復元する方法については、 このマニュアルの 71 ページの
「Data Protector GUI を使用した Oracleの復元」 を参照して ください。

4. 復元を開始します。 復元が完了したら、 データベースやアプリ ケーシ ョ ンのメーカーの指示
に従って、 データベースを再びオンラインにするために必要な追加手順を行います。
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Oracleのバックアップと復元のモニター

バッ クアップ中には、 システム メ ッセージが Data Protectorモニターに送信されます。 Data 
Protector ユーザー インタフェースがインス トールされている Data Protector ク ライアン トであ
れば、 ネッ ト ワーク内のどのク ライアン トからでも、 バッ クアップ セッシ ョ ンをモニターする
こ とができます。

現在のセッシ ョ ンのモニター

Data Protector GUI を使用して実行中のセッシ ョ ンをモニターするには、 以下の手順に従って
ください。

1. コンテキス ト  リ ス トで [モニター ] をク リ ッ ク します。

結果エリ アに、 現在実行中のすべてのセッシ ョ ンが表示されます。

2. モニターしたいセッシ ョ ンをダブルク リ ッ ク します。

セッシ ョ ンのクリア

完了あるいは中断したすべてのセッシ ョ ンを [モニター ] コンテキス トの結果エリ アから削除す

るには、 以下の手順を実行します。

1. Scopingペインで、 [現在のセッション ] をク リ ッ ク します。

2. [アクション ] メニューで、[セッションのクリア ]を選択します。あるいはツールバーの [セッ

ションのクリア ]アイコンをク リ ッ ク します。

完了あるいは中断した特定のセッシ ョ ンを現在のセッシ ョ ン リ ス トから削除するには、 その
セッシ ョ ンを右ク リ ッ ク して [ リストから削除 ] を選択します。 

注記 Data Protector GUI を再起動した場合、 完了あるいは中断したすべてのセッシ ョ
ンは自動的に [モニター ] コンテキス トの結果エリ アから削除されます。 

モニター ツール

バッ クアップおよび復元の進行状況も、 以下の SQL文を使って Oracle ターゲッ ト  データベー
スに照会するこ とでモニターできます。

select * from v$SESSION_LONGOPS where compnam='dbms_backup_restore';
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完了または中断したセッシ ョ ンの詳細については、 「以前のセッシ ョ ンの表示」 を参照して くだ
さい。

以前のセッシ ョ ンの表示

Data Protector GUI を使用して以前のセッシ ョ ンを表示するには、 以下の手順を実行します。

1. コンテキス ト  リ ス トで [内部データベース ] をク リ ッ ク します。

2. Scopingペインで、 [セッション ] を展開し、 IDBに保存されているすべてのセッシ ョ ンを表
示します。 

セッシ ョ ンは日付でソート されています。 各セッシ ョ ンは、 YY/MM/DD書式の日付と一意
の番号からなるセッシ ョ ン ID で識別されます。

3. セッシ ョ ンを右ク リ ッ ク して [プロパティ ] を選択し、 セッシ ョ ンの詳細を表示します。

4. [一般 ]、[ メ ッセージ ]、または [ メディア ] タブをク リ ッ ク して、それぞれセッシ ョ ンについ

ての一般情報、 セッシ ョ ンのメ ッセージ、 またはこのセッシ ョ ンで使われる メディアについ
ての情報を表示します。

Oracleのバッ クアップ セッシ ョ ンと復元セッシ ョ ンに関する詳細情報は、 Oracleサーバ システ
ム上の以下のログにも書き込まれます。

• Data Protectorは、 次の場所にログを書き込みます。

Windowsの場合 : <Data_Protector_home>\log\oracle8.log

HP-UXおよび Solarisの場合 : /var/opt/omni/log/oracle8.log

その他の UNIXの場合 : usr/omni/log/oracle8.log

OpenVMSの場合 : OMNI$ROOT:[LOG]ORACLE8.LOG

• Oracleは <Oracle user dump directory>\sbtio.log ファ イルにログを書き込みます。



Oracle と Data Protectorの統合
UNIXおよび OpenVMS システムにおける Data Protector Oracle用統合ソフ トウェア削除後の

Oracleの使用

第 1 章 111

UNIXおよび OpenVMS システムにおける Data Protector Oracle用
統合ソフ トウェア削除後の Oracleの使用

Oracleサーバ システム上の Data Protector Oracle用統合ソフ ト ウェアをアンインス トールして
も、 Oracleサーバ ソフ ト ウェアから MMLへのリ ンクはそのまま残り ます。 この リ ンクを削除
するには、 Oracleバイナリ を再リ ンクする必要があ り ます。 これを行わないと、 統合ソフ ト
ウェアを削除した後で Oracleサーバを開始できな くな り ます。

Oracleサーバ システム上の Data Protector Oracle用統合ソフ ト ウェアをアンインス トールした
後は、 111 ページの 「HP-UX システム上の Data Protector Oracle用統合ソフ ト ウェアのリ ンク
削除」 または 111 ページの 「Solarisおよびその他の UNIX システム上の Data Protector 
Oracle用統合ソフ ト ウェアのリ ンク削除」 に説明されている手順に従ってください。

HP-UX システム上の Data Protector Oracle用統合ソフ トウェアのリンク削除

HP-UX システム上の Data Protector Oracle用統合ソフ ト ウェアのリ ンクを削除するには、 次の
手順に従います。

1. ディ レク ト リ を <ORACLE_HOME>/libに変更します。

cd <ORACLE_HOME>/lib (32 ビッ ト Oracleの場合 )

cd <ORACLE_HOME>/lib64 (64 ビッ ト Oracle 8iの場合 )

cd <ORACLE_HOME>/lib (64 ビッ ト Oracle 9i/10gの場合 )

2. <ORACLE_HOME>/libディ レク ト リに libobk.sl.origファ イルが存在する場合は、以下のコ

マンドを実行します。

mv libobk.sl.orig libobk.sl

libobk.sl.origは、 統合ソフ ト ウェアの構成前から存在していた Oracle ソフ ト  リ ンクで
す。

Solarisおよびその他の UNIX システム上の Data Protector Oracle用統合ソフ
トウェアのリンク削除

Solarisおよびその他の UNIX システム上の Data Protector Oracle用統合ソフ ト ウェアのリ ン
クを削除するには、 以下の手順に従います。

1. ディ レク ト リ を <ORACLE_HOME>/libに変更します。
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cd <ORACLE_HOME>/lib (32 ビッ ト Oracleの場合 )

cd <ORACLE_HOME>/lib64 (64 ビッ ト Oracle 8iの場合 )

cd <ORACLE_HOME>/lib (64 ビッ ト Oracle 9i/10gの場合 )

2. <ORACLE_HOME>/libディ レク ト リに libobk.so.origファ イルが存在する場合は、以下のコ

マンドを実行します。

mv libobk.so.orig libobk.so

libobk.so.origは、 統合ソフ ト ウェアの構成前から存在していた Oracle ソフ ト  リ ンクで
す。

OpenVMS システム上の Data Protector Oracle用統合ソフ トウェアのリンク削
除

Oracle 8i

デフォルトの リ ンク手順を使用して、 Oracle 8iバイナリ を再リ ンク します。 詳細については、
Oracleのマニュアルを参照して ください。

Oracle 9i

OpenVMS上で動作する Oracle 9iの場合は、 Oracleサーバ上で Data Protectorの Oracle用統
合ソフ ト ウェアをアンインス トールした後に Oracle 9iバイナリ を再リ ンクする必要はあ り ませ
ん。
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Oracle RMAN メ タデータと Data Protectorのメディア管理 
データベースの同期化

こ こでは、 Oracle RMAN メ タデータ と Data Protector のメディア管理データベースを同期化す
る方法を説明します。

RMAN メ タデータには、 ターゲッ ト  データベースに関する情報が保持されています。 RMAN
は、 この情報をすべてのバッ クアップ、 復元、 および保守操作に使用します。 メ タデータは、 リ
カバリ  カタログ データベース と制御ファイルのどちらにも保存できます。

Oracle側でテープ バッ クアップや復元を利用するには、 Data Protectorのメディア管理機能が
必要です。

Data Protectorには、 独自のデータ保護ポ リシーがあ り ますが、 これは Oracle RMAN メ タデー
タ と自動的には同期化されません。 両方のカタログを同期化するには、 RMAN を使って以下の
コマンドを実行します。

allocate channel for maintenance type 'sbt_tape' parms 
'ENV=(OB2MAINTENANCE=1)';

crosscheck backup completed after "TO_DATE('01/13/06 10:30:00','MM/DD/YY 
HH24:MI:SS')";

release channel;

RMANは、 レポジ ト リ内のすべてのバッ クアップをチェッ ク し、 各バッ クアップが利用可能か
ど うかを MMDBに照会します。 照会結果に応じて、 バッ クアップに期限切れまたは利用可能の
マークを付けます。 上の例では、 MMDBによ り期限切れと報告されているバッ クアップを削除
せずに、 期限切れと してマークしているこ とに注意して ください。 

リ カバリ  カタログ データベースから期限の切れたバッ クアップ オブジェク ト を削除するには、
RMAN を使用して以下のコマンドを実行します。

delete expired backup;

リ カバリ  カタログの保守の詳細については、 『Oracle8i Oracle Recovery ManagerUser’s Guide 
and References』 を参照して ください。

ヒン ト 同期化は、 以下のタイ ミ ングで実行するこ とをお勧めします。

• Oracleオブジェク トが格納されている メディアを Data Protector でインポー
ト またはエクスポート した後

• Oracleオブジェク トが格納されている メディアの保護期限が切れたと き
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ト ラブルシューテ ィング

この項では、 Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアに関する一般的な確認および検証事
項の一覧と、 この統合ソフ ト ウェア使用時に発生する可能性がある問題を挙げて説明します。

Data Protector全般に関する ト ラブルシューティング情報については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector ト ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

作業を開始する前に

✓ 最新の Data Protectorパッチがインス トールされているこ とを確認します。 確認方法につい
ては、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「パッチ」 で表示される内容を参照してくださ
い。

✓ Data Protector全般に関する制限事項、 既知の問題とその回避方法については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ
ファレンス』 を参照して ください。

✓ サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォームなどに関する最新の情報については、

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

UNIX システムにおける Data Protectorの Oracle用統合ソフ トウェア削除後の
Oracleの使用

Oracleサーバ システム上の Data Protector Oracle用統合ソフ ト ウェアをアンインス トールして
も、 Oracleサーバ ソフ ト ウェアから MMLへのリ ンクはそのまま残り ます。 この リ ンクを取り
除くには、 Oracleバイナリ を再構築 (Oracle 8) または再リ ンク (Oracle 8i/9i/10g)する必要があ
り ます。 これを行わないと、 統合ソフ ト ウェアを削除した後で Oracleサーバを開始できな くな
り ます。

Oracleサーバを再び使用可能にする方法については、 111 ページの 「UNIXおよび OpenVMS
システムにおける Data Protector Oracle用統合ソフ ト ウェア削除後の Oracleの使用」 を参照し
て ください。

http://www.hp.com/support/manuals
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一般的なト ラブルシューテ ィング

Oracle 8iから Oracle 9iへのアップグレード後、 Data Protector Oracle用統合ソフ トウェアの
使用中に Data Protectorが 「12:8422」 エラーを報告する

問題

Oracle 8i を Oracle 9iにアップグレード した後、 Oracle インスタンスの構成中またはバッ ク
アップ中に以下のエラーが返されます。

*RETVAL*8422

対策

Oracle 8i svrmgrlバイナリ を、 Data Protectorが検出しないよ う別の名前に変更します。
Oracle 8iから Oracle 9iへのアップグレード処理では、 Oracle 8iの svrmgrlバイナリは削除さ

れず、 パーミ ッシ ョ ンが変更されます。 svrmgrlバイナリの名前を変更すれば、 Data Protector
は本来使用すべき Oracle 9iの sqlplus を使用できるよ うにな り、 操作は正常に終了します。

統合ソフ トウェアに関連する Oracle側の前提条件のチェ ック (UNIX システムの
場合 )

以下の手順の詳しい実行方法については、 Oracleのマニュアルを参照して ください。

1. 以下の手順に従い、 Oracle ターゲッ ト  データベースにアクセスできること と、 そのデータ
ベースがオープンされていることを確認します。

<ORACLE_HOME > と <DB_NAME> を以下のよ うにエクスポート します。

• sh型のシェルを使用している場合は、 以下のコマンドを入力します。

ORACLE_HOME="<ORACLE_HOME>"

export ORACLE_HOME

DB_NAME="<DB_NAME>"

export DB_NAME

• csh型のシェルを使用している場合は、 以下のコマンドを入力します。

setenv ORACLE_HOME "<ORACLE_HOME>"

setenv DB_NAME "<DB_NAME>"
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SQL*Plus を <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから起動します。

bin/sqlplus /nolog

SQL*Plus を起動して以下のコマンドを入力します。

connect <Target database login>;

select * from dba_tablespaces;

exit

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracle ターゲッ ト  データベースをオープンします。

2. 以下の方法で、リカバリ  カタログ (使用している場合 )にアクセスできるかどうかを検証しま
す。

115 ページの手順に従って、 <ORACLE_HOME> と <DB_NAME> をエクスポート します。

SQL*Plus を <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから起動します。

bin/sqlplus /nolog

SQL*Plus を起動して以下のコマンドを入力します。

connect <Recovery_Catalog_Login>

select * from rcver;

exit

上記が正し く実行されなかった場合は、 リ カバリ  カタログを開きます。

3. TNS リスナが、 Oracle ターゲッ ト  データベースと リカバリ  カタログ データベースに対し
て正し く構成されていることを確認します。 これは適切なネッ トワーク接続の確立に必要で
す。

115 ページの手順に従って <ORACLE_HOME> をエクスポート します。

リ スナを <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから起動します。

bin/lsnrctl status <service>

exit

上記が正し く実行されなかった場合は、 TNS リ スナを起動し、 Oracleのマニュアルで、
TNS構成ファ イル (LISTENER.ORA) の作成方法に関する項を参照して ください。

115 ページの手順に従って <ORACLE_HOME> をエクスポート します。
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SQL*Plus を <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから起動します。

bin/sqlplus /nolog

SQL*Plus を起動して以下のコマンドを入力します。

connect <Target_Database_Login>

exit

続いて、 以下のよ うに入力します。

connect <Recovery_Catalog_Login>

exit

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracleのマニュアルで、 TNS構成ファ イル 
(TNSNAMES.ORA) の作成方法に関する項を参照して ください。

4. Oracle ターゲッ ト  データベースと リカバリ  カタログ データベースが、システム権限を使っ
てリモート接続できるよう構成されているかどうかを検証します。

115 ページの手順に従って、 <ORACLE_HOME> をエクスポート します。

SQL*Plus を <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから起動します。

bin/sqlplus /nolog

SQL*Plus を起動して以下のコマンドを入力します。

connect <Target_Database_Login> as SYSDBA

exit

続いて、 以下のよ うに入力します。

bin/sqlplus connect <Recovery_Catalog_Login> as SYSDBA

exit

SYSDBAの代わりに SYSOPER を使って、 上記の手順を繰り返します。

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracleのマニュアルを参照し、 パスワード  ファ イ
ルの設定と、 init<DB_NAME>.ora ファ イル内の関連パラ メータの設定を行ってください。

5. リカバリ  カタログを使用する場合は、 ターゲッ ト  データベースがリカバリ  カタログに登録
されているかどうかを検証します。

115 ページの手順に従って <ORACLE_HOME> をエクスポート し、 SQL*Plus を起動します。

bin/sqlplus /nolog
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SQL*Plus を起動して以下のコマンドを入力します。

connect <Recovery_Catalog_Login>;

select * from rc_database;

exit

上記が正し く実行されなかった場合は、 Data Protector を使って構成を行うか、 または
Oracle マニュアルのリ カバリ  カタログ データベースへの Oracle ターゲッ ト  データベース
の登録方法に関する項目を参照してください。 

6. RMAN チャネル タイプのディスクを使って、 ディスクへ直接バックアップと復元を実行で
きるかどうかを検証します。

リ カバリ  カタログを使用する場合は、 以下の手順に従います。

115 ページの手順に従って <ORACLE_HOME> をエクスポート し、 RMAN を起動します。

Oracle 9i/10g:

bin/rman target <Target_Database_Login> catalog <Recovery_Catalog_Login> 
cmd_file=rman_script

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

リ カバリ  カタログを使用しない場合は、 以下の手順に従います。

115 ページの手順に従って <ORACLE_HOME> をエクスポート し、 RMAN を起動します。 
bin/rman target <Target_Database_Login> nocatalog cmd_file=rman_script

RMAN スク リプ トの例は、 以下のとおりです。

run {allocate channel 'dev0' type disk;

backup tablespace <tablespace_name>

format '<ORACLE_HOME>/tmp/<datafile_name>';}

バッ クアップが正常に終了したら、 以下の復元スク リプ ト を実行し、 バッ クアップしたテー
ブルスペースを復元します。

run {

allocate channel 'dev0' type disk;

sql 'alter tablespace <tablespace_name> offline immediate';

restore tablespace <tablespace_name>;

recover tablespace <tablespace_name>;
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sql 'alter tablespace <tablespace_name> online'

release channel 'dev0';

}

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracleのマニュアルで、 RMAN を使用してディ ス
クへのバッ クアップと復元を直接実行する方法の詳細を確認して ください。

統合ソフ トウェアに関連する Oracle側の
前提条件のチェ ック (Windows システムの場合 )

以下の手順の詳しい実行方法については、 Oracleのマニュアルを参照して ください。

1. 以下の手順に従い、 Oracle ターゲッ ト  データベースにアクセスできること と、 そのデータ
ベースがオープンされていることを確認します。

<ORACLE_HOME> と <DB_NAME> を設定します。

SQL*Plus を <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから起動します。

sqlplus /nolog

SQL*Plus を起動して以下のコマンドを入力します。

connect <user>/<password>@<service> as sysdba

select * from dba_tablespaces;

exit

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracle ターゲッ ト  データベースをオープンします。

2. 以下の方法で、リカバリ  カタログ (使用している場合 )にアクセスできるかどうかを検証しま
す。

 <ORACLE_HOME> と <DB_NAME>を設定します。

SQL*Plus を <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから起動します。

sqlplus /nolog

SQL*Plus を起動して以下のコマンドを入力します。

connect <Recovery_Catalog_Login>

select * from rcver;

exit
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上記が正し く実行されなかった場合は、 リ カバリ  カタログを開きます。

3. TNS リスナが、 Oracle ターゲッ ト  データベースと リカバリ  カタログ データベースに対し
て正し く構成されていることを確認します。 これは適切なネッ トワーク接続の確立に必要で
す。

 <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから次のコマンドを実行します。

bin\lsnrctl status <service>

上記が正し く実行されなかった場合は、 TNS リ スナを起動し、 Oracleのマニュアルで、
TNS構成ファ イル ((LISTENER.ORA))の作成方法に関する項を参照して ください。

リ スナ プロセスは、 Windowsデスク ト ップから開始できます。 コントロール パネルで、 [
管理ツール ]、 [サービス ]の順に選択します。

図 1-23 Oracle リスナのステータスのチェ ック

a. [サービス]ウ ィンド ウで各リ スナ サービスのステータスが[開始]になっているこ とを確

認します。 まだ開始していないリ スナ サービスがある場合は、 そのリ スナ サービスを手
動で開始する必要があ り ます。

b. <ORACLE_HOME>で以下のコマンドを実行します。

sqlplus /nolog

SQL*Plus を起動して以下のコマンドを入力します。

connect <Recovery_Catalog_Login>

exit



Oracle と Data Protectorの統合
ト ラブルシューテ ィング

第 1 章 121

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracleのマニュアルで、 TNS構成ファ イル 
(TNSNAMES.ORA) の作成方法に関する項を参照して ください。

4. Oracle ターゲッ ト  データベースと リカバリ  カタログ データベースが、システム権限を使っ
てリモート接続できるよう構成されているかどうかを検証します。

<ORACLE_HOME>ディ レク ト リ を設定します。

SQL*Plus を <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから起動します。

bin\sqlplus /nolog

SQL*Plus を起動して以下のコマンドを入力します。

connect <Target_Database_Login> as SYSDBA

exit

以下のよ うに、 リ カバリ  カタログに接続します。

bin\sqlplus connect <Recovery_Catalog_Login> as SYSDBA

exit 

SYSDBAの代わりに SYSOPER を使って、 上記の手順を繰り返します。

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracleのマニュアルを参照し、 パスワード  ファ イ
ルの設定と、 init<DB_NAME>.ora ファ イル内の関連パラ メータの設定を行ってください。

5. リカバリ  カタログを使用する場合は、 ターゲッ ト  データベースがリカバリ  カタログに登録
されているかどうかを検証します。

bin\sqlplus

SQL*Plus を起動して以下のコマンドを入力します。

connect <Recovery_Catalog_Login>;

select * from rc_database;

exit

上記が正し く実行されなかった場合は、 Data Protector を使って構成を行うか、 または
Oracle マニュアルのリ カバリ  カタログ データベースへの Oracle ターゲッ ト  データベース
の登録方法に関する項目を参照してください。 

6. RMAN チャネル タイプのディスクを使って、 ディスクへ直接バックアップと復元を実行で
きるかどうかを検証します。

リ カバリ  カタログを使用する場合は、 以下の手順に従います。
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<ORACLE_HOME> を設定し、 <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから RMAN を起動します。

Oracle 9i/10g:

bin\rman target <Target_Database_Login> catalog <Recovery_Catalog_Login> 
cmd_file=rman_script

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

リ カバリ  カタログを使用しない場合は、 以下の手順に従います。

<ORACLE_HOME> を設定し、 <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから RMAN を起動します。

bin\rman target <Target_Database_Login> nocatalog cmd_file=rman_script

RMAN スク リプ トの例は、 以下のとおりです。

run {allocate channel 'dev0' type disk;

backup tablespace <tablespace_name>

format '<ORACLE_HOME>\tmp\<datafile_name>';}

バッ クアップが正常に終了したら、 以下の復元スク リプ ト を実行し、 バッ クアップしたテー
ブルスペースを復元します。

run {

allocate channel 'dev0' type disk;

sql 'alter tablespace <tablespace_name> offline immediate';

restore tablespace <tablespace_name>;

recover tablespace <tablespace_name>;

sql 'alter tablespace <tablespace_name> online'

release channel 'dev0';

}

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracleのマニュアルで、 RMAN を使用してディ ス
クへのバッ クアップと復元を直接実行する方法の詳細を確認して ください。
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UNIX システムでの構成に関する問題

重要 前項の手順を実行する段階で何らかのエラーが生じた場合は、 Oracleのサポート
担当部署に連絡して ください。 Data Protectorの Oracle構成のチェッ クを開始す
る前に、 以下の各テス ト を行う こ とが必要です。

1. Data Protector ソフ トウェアが正し く インス トールされているかどうかを検証します。

詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス  ガ
イ ド』 を参照して ください。

2. Data ProtectorのOracle用統合Media Management Library (MML)がOracleの実行可
能ファイルにリンクしていることを確認します。

以下のコマンドを使用して、 libob2oracle8.sl (libob2oracle8_64bit.sl) ファ イルが
Oracle 8の実行可能ファイルにリ ンク しているかど うかを確認します。 HP-UX IA-64およ
び Solaris システムではMMLの拡張子は .so、 AIX では .a となるこ とに注意して くださ

い。

115 ページの手順に従って、 <ORACLE_HOME> と <DB_NAME> をエクスポート します。

HP-UXの場合 :

/usr/bin/chatr <ORACLE_HOME>/bin/oracle (32 ビッ ト Oracle)

/usr/ccs/bin/ldd <ORACLE_HOME>/bin/oracle (64 ビッ ト Oracle)

Solarisの場合 :

/usr/bin/ldd -s <ORACLE_HOME>/bin/oracle

その他の UNIXの場合 :

/usr/bin/ldd -s <ORACLE_HOME>/bin/oracle

IBM AIX システムの場合 :

/usr/bin/dump -H <ORACLE_HOME>/bin/oracle (32 ビッ ト Oracle)

/usr/bin/dump -H -X64 <ORACLE_HOME>/bin/oracle (64 ビッ ト Oracle)

Linux システムの場合 :

/usr/bin/ldd <ORACLE_HOME>/bin/oracle

出力には、 Oracle実行可能ファイルがそれぞれMML を必要と しているこ とが、 記述されて
いなければなり ません。
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HP-UX上のコマンド出力の抽出例を以下に示します。

bin/oracle:

   shared executable

   shared library dynamic path search:

    SHLIB_PATH enabled second

    embedded path disabled first Not Defined

   shared library list:

    static /opt/omni/lib/libob2oracle8.sl(libob2oracle8_64bit.sl)

    dynamic /usr/lib/librt.2

    dynamic /usr/lib/libnss_dns.1

    dynamic /usr/lib/libdld.2

SHLIB_PATH エン ト リで始まる行は、 上記の例で示したとおりにして ください。 この行が
異なる場合は、 MMLのダイナミ ッ ク  パスを以下の手順で有効にして ください。

/usr/bin/chatr +s enable <ORACLE_HOME>/bin/oracle

Solaris、 HP-UX (64 ビッ ト )、 およびその他の UNIX システムの場合は、 HP-UX (32 ビッ
ト )の場合の SHLIB_PATH ではなく、 LD_LIBRARY_PATH を使用して ください。

その他の UNIX システム上のコマンド出力の抽出例を以下に示します。

図 1-24 その他の UNIX システム上での ldd コマンドによる出力

3. Oracleサーバ システムのファイルシステム バックアップを実行します。

Oracleサーバ システムのファ イルシステム バッ クアップを実行するこ とによ り、 Oracle
サーバと Data Protector Cell Manager システム間の通信に関して起こ り得る問題を回避す
るこ とができます。 

Oracleサーバ システムのファ イルシステム バッ クアップが正常に終了しない場合は、 オン
ライン データベース  バッ クアップの ト ラブルシューティングを開始しないでください。

ファ イルシステムのバッ クアップ方法についての詳細は、 オンライン  ヘルプの検索キーワー
ド 「標準バッ クアップ手順」 で表示される内容を参照してください。

4. 現在使用されているユーザー アカウン トの権限を確認します。
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使用しているユーザー アカウン トで、 Data Protectorによる Oracleのバッ クアップおよび
復元が実行できなければなり ません。 testbar2ユーティ リ テ ィ を使って権限をチェッ ク し

て ください。

/opt/omni/bin/testbar2 -perform:checkuser (HP-UX システムと Solaris システムの
場合 )

/usr/omni/bin/testbar2 -perform:checkuser ( その他の UNIX システムの場合 )

ユーザー アカウン トが必要な権限をすべて保持している場合は、 [正常 ] メ ッセージが画面
上に表示されるだけです。 21 ページの 「UNIXおよび OpenVMS上での Oracle ユーザーの
構成」 も参照して ください。

5. システム エラーをチェ ックします。

Oracleサーバ システム上の /var/opt/omni/log/debug.log ファ イル (HP-UX システムと
Solaris システムの場合 ) または /usr/omni/log/debug.log ファ イル ( その他の UNIX シ
ステムの場合 )でシステム エラーが報告されます。

Windows システムでの構成に関する問題

重要 前項の手順を実行する段階で何らかのエラーが生じた場合は、 Oracleのサポート
担当部署に連絡して ください。 Data Protectorの Oracle構成のチェッ クを開始す
る前に、 以下の各テス ト を行う こ とが必要です。

1. Data Protector ソフ トウェアが正し く インス トールされているかどうかを検証します。

詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス  ガ
イ ド』 を参照して ください。

2. Data ProtectorのOracle用統合Media Management Library (MML)がロード されている
ことを確認します。

セッ ト アップが完了したら、 Oracleサービスを再開し、 以下の手順で MML 
(<Drive_Label>:\<%SystemRoot%>\system32\orasbt.dll)がロード されているこ とを確
認する必要があ り ます。 以下の手順に従ってください。

a. <DriveLabel>:\<%SystemRoot%>\system32ディ レク ト リに移動し、 orasbt.dll を右ク
リ ッ ク します。

b. [プロパティ] を選択し、[orasbt.dllのプロパティ] ウ ィンド ウの [バージョン ] タブを

ク リ ッ ク します。 [説明 ] フ ィールドをチェッ ク し、 ラ イブラ リ  ファ イルが Data 
Protector統合ソフ ト ウェアの一部と して記述されているこ とを確認します。
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3. Oracleサーバ システムのファイルシステム バックアップを実行します。

Oracleサーバ システムのファ イルシステム バッ クアップを実行するこ とによ り、 Oracle
サーバと Data Protector Cell Manager システム間の通信に関して起こ り得る問題を回避す
るこ とができます。 

Oracleサーバ システムのファ イルシステム バッ クアップが正常に終了しない場合は、 オン
ライン データベース  バッ クアップの ト ラブルシューティングを開始しないでください。

ファ イルシステムのバッ クアップ方法についての詳細は、 オンライン  ヘルプの検索キーワー
ド 「標準バッ クアップ手順」 で表示される内容を参照してください。

4. 以下に示す手順で、 inetの起動パラメータを確認します。

Oracleサーバ システム上で [Data Protector Inet]サービスの起動パラ メータをチェッ ク
します。 以下の手順に従ってください。

a. コントロール パネルで、 [管理ツール ]、 [サービス ] を順に選択します。

b. [サービス ] ウ ィ ンド ウで、[Data Protector Inet]、[スタートアップ ] を順に選択しま

す。 

サービスは、 特定のユーザー アカウン トで実行する必要があ り ます。 同じユーザーが
Data Protector adminのユーザー グループに割り当てられているこ と も確認します。

図 1-25 Inet起動パラメータのチェ ック

5. システム エラーをチェ ックします。
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システム エラーは、 Oracleサーバ システムの <Data_Protector_home>\log\debug.log

ファ イルに記録されます。

UNIX システムにおけるバックアップに関する問題

この段階では、 前項の検証手順をすべて実行している必要があ り ます。 前項の検証手順の終了後
に、 以下の手順を実行します。

1. Oracleサーバの構成をチェ ックします。

構成をチェッ クするには、 rootユーザーまたは 21 ページの 「UNIXおよび OpenVMS上で
の Oracle ユーザーの構成」 の説明に従って識別されたユーザーと して、 Oracleバッ クアッ
プ サーバ システムにログインします。 識別された Oracle ユーザーと rootユーザーは、

Data Protectorの admin グループまたは operator グループにも追加する必要があ り ます。 
次に、 32 ページの 「構成のチェッ ク」 の手順に従って構成を確認します。

2. testbar2ユーティ リテ ィ を使って、 Data Protectorの内部データ転送を検証します。

testbar2ユーティ リ ティ を実行する前に、 Oracleサーバ システムで Cell Manager名が正
し く定義されているかを検証します。 Cell Manager システムの名前が記述されている
/etc/opt/omni/client/cell_server ファ イル (HP-UX システムと Solaris システムの場
合 ) または /usr/omni/config/cell/cell_server ファ イル ( その他の UNIX システムの
場合 ) をチェッ ク します。 その後で以下のコマンドを実行します。

HP-UX システムと Solaris システムの場合

/opt/omni/bin/testbar2 -type:Oracle8 -appname:<DB_NAME> 
-bar:<backup_specification_name> -perform:backup

その他の UNIX システムの場合

/usr/omni/bin/testbar2 -type:Oracle8 -appname:<DB_NAME> 
-bar:<backup_specification_name> -perform:backup

Data Protector Managerに移動し、 Data Protectorの [モニター ] コンテキス トの [詳細 ]

ボタンをク リ ッ ク して、 testbar2ユーティ リ テ ィから報告されたエラーをチェッ ク します。

統合ソフ ト ウェアの Data Protector側に問題がある と メ ッセージに表示された場合は、 以下
の手順を実行します。

Oracleバッ クアップ仕様を作成し、 nullデバイスまたはファ イルにバッ クアップを行いま
す。 バッ クアップが正常に終了した場合は、 バッ クアップ デバイスに関連した問題の可能性
があ り ます。 デバイスの ト ラブルシューティングについては、 『HP OpenView Storage Data 
Protector ト ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。
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Oracle 9iのバックアップ時に Data Protectorから 「Export of the Recovery Catalog 
Database failed.」 のメ ッセージが返される

問題

Data Protector モニターに以下のエラーが示されます。

EXP-00008:ORACLE error 6550 encountered

ORA-06550:line 1, column 13:

PLS-00201:identifier 'SYS.LT_EXPORT_PKG' must be declared

ORA-06550:line 1, column 7:

PL/SQL:Statement ignored

EXP-00083:The previous problem occurred when calling SYS.LT_EXPORT_PKG.schema_info_exp

. exporting statistics

Export terminated successfully with warnings.

[Major] From:ob2rman.pl@machine "MAKI"  Time: 10/01/01 16:07:53

Export of the Recovery Catalog Database failed.

対策

SQL*Plus を起動し、 以下の手順で LT_EXPORT_PKGに実行権限を付与します (実行前にユー
ザー sysに SYSDBA権限が付与されているこ とを確認して ください )。

sqlplus 'sys/<password>@CDB as sysdba'

SQL> grant execute on sys.lt_export_pkg to public;

異常終了したバッ クアップ セッシ ョ ンを再起動します。

Data Protectorから 「共有メモリを割り当て /関連付けできません」 という メ ッセージが返され
る

問題

バッ クアップが失敗し、 次のエラー メ ッセージが表示されます。

共有メモリを割り当て /関連付けできません (IPCは共有メモリ セグメントを割り当てることができません )

システム エラー :[13] パーミ ッションが拒否されました ) => 中止しています。
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対策

メモ リのウ ィンド ウイングが適切に行われるよ うに /opt/omni/.omnirc ファ イル内の

OB2SHMEM_IPCGLOBAL omnircオプシ ョ ンを 1に設定し、 失敗したバッ クアップ セッシ ョ ンを
再開します。 omnircオプシ ョ ンの使い方の詳細については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector ト ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

ポイン ト  イン タイム復元および復旧後、 バックアップに失敗する

問題

ポイン ト  イン タイム復元と復旧を実行した後、 バッ クアップが失敗し以下のエラーが表示され
る

RMAN-06004:ORACLE error from recovery catalog database:RMAN-20003:target 
database incarnation not found in recovery catalog

対策

以下のよ うに、 RMAN を使用してターゲッ トおよびリ カバリ  カタログ データベースに接続し、
データベースを リセッ ト します。

Oracle 9i/10g:

rman target <Target_Database_Login> catalog <Recovery_Catalog_Login>

RMAN> RESET DATABASE;

RMAN> exit

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

RAC上のアーカイブ ログのバックアップを実行できない

問題

RAC で、 アーカイブ ログが NFS マウン ト されたディ スク上にインス トールされていません。
アーカイブ ログのバッ クアップは実行できません。

対策

各アーカイブ ログのバッ クアップ仕様を以下のよ うに編集します。 

• 各ノードに allocate channel コマンドを追加します。 
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• 各インスタンスに接続するためのコマンドを追加します。 接続パラ メータの形式は、
<username>/<passwd>@<INSTANCE> と します。

たとえば、 2つのノードを使用している場合、 バッ クアップ仕様は以下のよ うにな り ます。

run{

allocate channel 'dev_0' type 'sbt_tape'

 parms 'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=<DB_NAME>,OB2BARLIST=RAC_arch)' 
connect <username>/<passwd>@<INSTANCE 1>;

allocate channel 'dev_2' type 'sbt_tape'

 parms 'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=<DB_NAME>,OB2BARLIST=RAC_arch)' 
connect <username>/<passwd>@<INSTANCE 2>;

backup

 format 'RAC_arch<QU_%s:%t:%p>.dbf'

 archivelog all;

}

Windowsにおけるバックアップに関する問題

この段階では、 前項の検証手順をすべて実行している必要があ り ます。 前項の検証手順の終了後
に、 以下の手順を実行します。

1. Oracleサーバの構成をチェ ックします。

Oracleサーバの構成をチェッ クする方法については、 32 ページの 「構成のチェッ ク」 を参
照して ください。

2. testbar2ユーティ リテ ィ を使って、 Data Protectorの内部データ転送を検証します。

testbar2ユーティ リ ティ を実行する前に、 Oracleサーバ システムで Cell Manager名が正
し く定義されているかを検証します。 Cell Manager システムの名前が記述されている
<Data_Protector_home>\Config\client\cell_server ファ イルを確認します。 次に以
下のコマンドを実行します。

<Data_Protector_home>\bin\testbar2 -type:Oracle8 -appname:<DB_NAME> 
-bar:<backup_specification_name> -perform:backup

Data Protector Managerに移動し、 Data Protectorの [モニター ] コンテキス トの [詳細 ]

ボタンをク リ ッ ク して、 testbar2ユーティ リ テ ィから報告されたエラーをチェッ ク します。
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統合ソフ ト ウェアの Data Protector側に問題がある と メ ッセージに表示された場合は、 以下
の手順を実行します。

Oracleバッ クアップ仕様を作成し、 nullデバイスまたはファ イルにバッ クアップを行いま
す。 バッ クアップが正常に終了した場合は、 バッ クアップ デバイスに関連した問題の可能性
があ り ます。 デバイスの ト ラブルシューティングについては、 『HP OpenView Storage Data 
Protector ト ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

Oracle 9i/10gのバックアップ時に SYS.LT_EXPORT_PKG.schema_inf_exp を呼び出すと、
Data Protector によってエラーが報告される

問題

Data Protector モニターに以下のエラーが示されます。

EXP-00008:ORACLE error 6550 encountered

ORA-06550:line 1, column 13:

PLS-00201:identifier 'SYS.LT_EXPORT_PKG' must be declared

ORA-06550:line 1, column 7:

PL/SQL:Statement ignored

EXP-00083:The previous problem occurred when calling SYS.LT_EXPORT_PKG.schema_info_exp

. exporting statistics

Export terminated successfully with warnings.

[Major] From:ob2rman.pl@machine "MAKI"  Time: 10/01/01 16:07:53

Export of the Recovery Catalog Database failed.

対策

SQL*Plus を起動し、 以下の手順で LT_EXPORT_PKGに実行権限を付与します (実行前にユー
ザー sysに SYSDBA権限が付与されているこ とを確認して ください )。

sqlplus 'sys/<password>@CDB as sysdba'

SQL> grant execute on sys.lt_export_pkg to public;

異常終了したバッ クアップ セッシ ョ ンを再起動します。
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ポイン ト  イン タイム復元および復旧後、 バックアップに失敗する

問題

ポイン ト  イン タイム復元と復旧を実行した後、 バッ クアップが失敗し以下のエラーが表示され
る

RMAN-06004:ORACLE error from recovery catalog database:RMAN-20003:target 
database incarnation not found in recovery catalog

対策

以下のよ うに、 RMAN を使用してターゲッ トおよびリ カバリ  カタログ データベースに接続し、
リ カバリ  カタログにデータベースの新しい状態を登録するために、 データベースを リセッ ト し
ます。

Oracle 9i/10g:

rman target <Target_Database_Login> catalog <Recovery_Catalog_Login>

RMAN> RESET DATABASE;

RMAN> exit

Oracle 8i:

上記の構文で、 catalogの代わりに rcvcat を使用します。

復元に関する問題

この段階では、 前項の検証手順をすべて実行している必要があ り ます。 前項の検証手順の終了後
に、 以下の手順を実行します。

1. バックアップ メディアにオブジェク トが存在するかどうかを検証します。

この検証を行うには、 Oracleサーバ システムで以下のコマンドを実行します。

• HP-UXおよび Solarisの場合 : /opt/omni/bin/omnidb -oracle8 "<object_name>" 
-session "<Session_ID>" -media

• その他の UNIXの場合 : /usr/omni/bin/omnidb -oracle8 "<object_name>" 
-session "<Session_ID>" -media (other UNIX systems)

• Windowsの場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnidb -oracle8 
"<object_name>" -session "<Session_ID>" -media
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コマンドの出力には、 指定した Oracle オブジェク トに関する詳細、 このオブジェク ト を含
むバッ クアップ セッシ ョ ンのセッシ ョ ン ID、 使用したメディアのリ ス トが表示されます。
omnidb コマンドの詳細な構文については、 このコマンドのマンページを参照して ください。

2. 復元セッシ ョ ンのシミ ュレーシ ョ ン

復元するオブジェク トに関する情報が分かれば、 Data Protectorの testbar2ユーティ リ

ティ を使って、 復元をシ ミ ュレートできます。

testbar2 を実行する前に、 Oracleサーバで Cell Manager名が正し く定義されているかを
検証します。 Cell Manager システムの名前が記述されている
/etc/opt/omni/client/cell_server ファ イル (HP-UX システムと Solaris システムの場
合 )、 /usr/omni/config/cell/cell_server ファ イル ( その他の UNIX システムの場合
)、 または <Data_Protector_home>\Config\client\cell_server ファ イル (Windows
システムの場合 ) をチェッ ク します。

testbar2ユーティ リ ティ を使って、 Data Protectorの内部データ転送をテス ト します。

HP-UXおよび Solarisの場合

/opt/omni/bin/testbar2
-type:Oracle8 
-appname:<DB_NAME>
-perform:restore
-object:<object_name>
-version:<object_version>
-bar:<backup_specification_name>

その他の UNIXの場合

/usr/omni/bin/testbar2
-type:Oracle8 
-appname:<DB_NAME>
-perform:restore
-object:<object_name>
-version:<object_version>
-bar:<backup_specification_name>

Windowsの場合

<Data_Protector_home>\bin\testbar2 -type:Oracle8
-appname:<DB_NAME>
-perform:restore
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-object:<object_name>
-version:<object_version>
-bar:<backup_specification_name>

重要 objectオプシ ョ ンには、 ホス ト名を指定しないでください。 ホス ト名は、

testbar2から自動的に渡されます。

「正常」 という メ ッセージだけが画面に表示されます。 そ うでない場合は、 Data Protector
の [モニター ] コンテキス トの [詳細 ]ボタンをク リ ッ ク して、 testbar2ユーティ リ ティ

から報告されたエラーをチェッ ク します。

統合ソフ ト ウェアの Data Protector側に問題がある と メ ッセージに表示された場合は、 以下
の手順を実行します。

omnidb コマンドを実行し、 データベース内のオブジェク ト を表示します。

3. データベースが正しい状態になっていることを確認します。

Data Protector GUIでデータベース項目を復元しよ う と したと きに GUIがハングした場合
は、 以下のいずれかの方法で対処してみてください。 

• 制御ファイルを復元する場合は、データベースが NoMount 状態になっている必要があ り

ます。 

コマンド  ウ ィ ンド ウを開き、 次のコマンドを実行します。

sqlplus /nolog

SQL>connect <user>/<password>@<service> as sysdba

SQL>shutdown immediate

SQL>startup nomount

• データファ イルを復元する場合は、 データベースが Mount 状態になっている必要があ り

ます。

コマンド  ウ ィ ンド ウを開き、 次のコマンドを実行します。

sqlplus /nolog

SQL>connect <user>/<password>@<service> as sysdba

SQL>shutdown immediate

SQL>startup mount

4. 環境変数を確認します。
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データベース項目を新しいホス トに復元する と きに、 次のメ ッセージが表示されるこ とがあ
り ます。 

バイナリ util_orarestが見つかりません。 リモート ホストから情報を取得できません。

この問題を解決するには、 以下の手順に従って ください。

a. Data Protector を閉じます。

b. Cell Managerのあるシステムで環境変数を設定します。

OB2_ORARESTHOSTNAME = <target Oracle host>

c. Data Protector を再起動して、 データベース項目の復元を再試行します。

d. 復元が完了したら、 Data Protector を閉じて、 次の環境変数を再設定します。

OB2_ORARESTHOSTNAME = <empty>

e. Data Protector を再起動します。

5. RMAN CLI を使ってデータベース項目の復元を再試行します。

Data Protector GUIでデータベース項目を復元しよ う と している と きに解決できない問題が
生じた場合は、 RMAN CLI を使ってデータベース項目を復元してみてください。

CLIの使い方については、 92 ページの 「RMAN を使用した Oracleデータベースの復元」 を
参照して ください。

6. Data Protector GUI を使用してバックアップ セッシ ョ ンを復旧および復元した後で、 デー
タベースを手動で Open状態にして ください。

バッ クアップ セッシ ョ ンの復旧および復元に Data Protector GUI を使用する と、 次のエ
ラー メ ッセージが返されるこ とがあ り ます。

Oracle Error:ORA-1589:must use RESETLOGS or NORESETLOGS option for 
database open.

このエラーが発生した場合は、 SQLplus ウ ィンド ウを開き、 以下のコマンドを実行します。

sqlplus /nolog

SQL>connect <user>/<password>@<service> as sysdba

SQL>alter database open noresetlogs;

上のコマンドでエラーを解決できない場合は、 次のコマンドを実行してみてください。

SQL>alter database open resetlogs;
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問題

Linux上で復元対象と して Oracle 9iデータベースをブラウズする と、 「バイナリ
util_orarestが見つかり ません」 とい うエラー メ ッセージが表示される

Linux上で復元対象と して Oracle9iデータベースをブラウズする と、 次のエラー メ ッセージが
表示されるこ とがあ り ます。

バイナリ util_orarestが見つかりません。 リモート ホストから情報を取得できません。

対策

以下のコマンドを実行します。

/usr/omni/bin/util_orarest.exe -objs0 <DB_NAME>

コマンドのコア ダンプが作成された場合は、 libcのバージ ョ ンが 2.3.2-23 またはそれ以降で

あるこ とを確認して ください。 これで問題は解決されるはずです。

問題

Linux上で復元対象と して Oracle 9iデータベースをブラウズする と、 「バイナリ
util_orarestが失敗しました」 とい うエラー メ ッセージが表示される

Linux上で復元対象と して Oracle9iデータベースをブラウズする と、 次のエラー メ ッセージが
表示されるこ とがあ り ます。

バイナリ util_orarestが失敗しました。 リモート ホストから情報を取得できません。

対策

以下のよ うに、 util_orarest.exeユーティ リ ティ を新しい util_orarest9.exeユーティ リ

ティで置き換えます ( この 2つのユーティ リ ティは、 共に Linux上の /usr/omni/binディ レク

ト リにあ り ます )。

1. util_orarest.exeの名前を util_orarest.exe.origに変更する

2. util_orarest9.exeの名前を util_orarest.exeに変更する

問題

リ カバリ  カタログが失われ、 制御ファ イルを Data Protector で管理されているバッ クアップか
ら復元するこ とができない
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リ カバリ  カタログ、 RMAN自動バッ クアップ機能が使用されていません (Oracle 9i/10g)。 制御
ファ イルは Data Protector で管理されるバッ クアップから復元するこ とはできません。 有効な
制御ファイルのバッ クアップは、 テープ上にあ り ます。

対策

• Oracle 8iの場合、 以下の SQL スク リプ ト を使用して RMANバッ クアップ セッ トから制御
ファ イルを復元します。

DECLARE

  devtype varchar2(256);

  done boolean;

BEGIN

  devtype:=dbms_backup_restore.deviceallocate('sbt_tape',
params=>'ENV=(OB2BARTYPE=Oracle8,OB2APPNAME=<DB_NAME>,OB2BARHOSTNAME=<hos
tname>)');

  dbms_backup_restore.restoresetdatafile;

  dbms_backup_restore.restorecontrolfileto('/tmp/tmp.cf');

  dbms_backup_restore.restorebackuppiece('<backup piece 
handle>',done=>done);

END;

<backup piece handle>については、 Data Protectorの内部データベースおよび以前の
バッ クアップ セッシ ョ ンのセッシ ョ ン出力を検索します。

以下の RMAN スク リプ トで、 制御ファ イルをコピーし、 データベースをマウン ト して復元
し、 データベースの復旧を実行します。

run {

allocate channel 'dev_0' type disk;

replicate controlfile from '/tmp/foo.cf';

sql 'alter database mount';

set until time 'MMM DD YY HH24:MM:SS';

restore database;

recover database;

SQLalter database open resetlogs;

release channel 'dev_0';
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}

こ こで、 復元された制御ファイルのバッ クアップ後に作成されたバッ クアップがあれば、 こ
れを手動で登録する必要があ り ます。 その後、 復元手順を続行します。

• Oracle 9i/10g場合、 RMANバッ クアップ セッ トから制御ファ イルを復元し、 データベース
をマウン ト して復元し、 データベースの復旧を実行します。

run {

allocate channel 'dev_0' type 'sbt_tape';

restore controlfile from '<backup piece handle>';

sql 'alter database mount';

set until time 'MMM DD YY HH24:MM:SS';

restore database;

recover database;

SQLalter database open resetlogs;

release channel 'dev_0';

}

こ こで、 復元された制御ファイルのバッ クアップ後に作成されたバッ クアップがあれば、 こ
れを手動で登録する必要があ り ます。 その後、 復元手順を続行します。

<backup piece handle>については、 Data Protectorの内部データベースおよび以前の
バッ クアップ セッシ ョ ンのセッシ ョ ン出力を検索します。

問題

スレッ ドのローカル ス ト レージとなる共有ライブラ リ をロードできない

この問題は HP-UX 11.11上の Oracle 8iで発生します。

復元時に、 Data Protector がスレッ ドのローカル ス ト レージとなる共有ライブラ リ を動的に
ロード しよ う とする と、 次のよ うなエラーが表示されます。

Can't dlopen() a library containing Thread Local 
Storage:<ORACLE_HOME>/JRE/lib/PA_RISC/native_threads/libjava.sl

この問題は、 Radius Authentication Adapterがインス トールされている と きに発生します。 こ
の場合、 libclntsh.slが、 ローカル ス ト レージとなるライブラ リ libjava.sl と動的にリ ン

ク されるからです。
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対策

Radius Authentication Adapter をアンインス トールして、 libclntsh.slのダイナミ ッ ク  ラ イ
ブラ リの リ ス トから libjava.sl を削除します。 Radius Authentication Adapter をアンインス
トールする方法については、 OracleMetaLink, DOC ID: 113395.1 を参照して ください。
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2 SAP R/3 と Data Protectorの統合
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この章の内容

この章では、 Data Protectorの SAP R/3用統合ソフ ト ウェアの構成方法、 および使用方法を説
明します。

この章の構成は、 以下に示すとおりです。

143 ページの 「はじめに」

145 ページの 「前提条件および制限事項」

147 ページの 「統合ソフ ト ウェアの概念」

156 ページの 「Data Protector SAP R/3 構成ファ イル」

163 ページの 「統合ソフ ト ウェアの構成」

176 ページの 「SAP R/3バッ クアップの構成」

193 ページの 「SAP R/3データベースのバッ クアップ」

202 ページの 「SAP R/3データベースの復元」

210 ページの 「SAP R/3 のバッ クアップと復元のモニター」

212 ページの 「 ト ラブルシューティング」

236 ページの 「SAP R/3データベースの復元例」
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はじめに

Data Protectorでは、 SAP R/3 Database Server との統合によ り、 使用している SAP R/3デー
タベースをオンラインのままバッ クアップできます。 

SAP R/3 システムで Oracle データベースを使用している場合は、 Data Protectorの SAP R/3用
統合ソフ ト ウェアをバッ クアップに使用できます。 SAP でほかのデータベースを使用している
場合は、 そのデータベース用の Data Protector統合ソフ ト ウェア (Informix用など ) を使用する
必要があ り ます。

この統合でサポート されているプラ ッ ト フォームの最新情報は、 『HP OpenView Storage Data 
Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 または
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

オンライン バッ クアップという概念は、 アプリ ケーシ ョ ンの高可用性という ビジネス  ニーズに
対応しており、 現在では広く受け入れられています。 バッ クアップ中もデータベースはオンライ
ンでつながっており、 アクティブな状態で使用できます。 バッ クアップは迅速かつ効果的に行わ
れるので、 データベース性能への影響が最小限に抑えられます。

統合ソフ ト ウェアにおいて、 SAP R/3の部分は、 データ  ス ト レージ管理ユーティ リ ティ と して
機能します。 これらのユーティ リ ティは、 SAP R/3バッ クアップ インタフェース と適合する
Data Protector実行可能ファイル backint を介して Data Protector と通信します。

利点

Data Protector を SAP R/3 Database Server と組み合わせて使用する と、 SAP R/3 を単独で使
用する場合に比べ、 以下のよ う な利点があ り ます。

• すべてのバッ クアップ処理の集中管理

バッ クアップ処理を集中管理するこ とができます。 これは、 大規模な事業環境では特に重要
です。

• バッ クアップ管理

バッ クアップ処理中または処理後にバッ クアップ済みデータを複製して、 バッ クアップの
フォールト  ト レランスを向上したり、 データのセキュ リ テ ィ と可用性を強化したり、 ボール
ティングの目的で使用した りするこ とができます。

• メディア管理

Data Protectorは、 高度なメディア管理システムを備えています。 すべてのメディアや各メ
ディアのステータスの ト ラ ッキングを行ったり、 保存データの保護設定、 操作の完全な自動
化や、 デバイスやメディアの編成および管理を行った りするこ とができます。

http://www.hp.com/support/manuals
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• スケジュール設定

Data Protectorには、 スケジューラが組み込まれており、 バッ クアップを自動で、 定期的に
行えます。 この Data Protector スケジューラによ り、 指定した時刻に無人でバッ クアップを
実行できます。

• ローカル バッ クアップとネッ ト ワーク  バッ クアップ

SAP R/3バッ クアップを構成する際、 デバイスの位置はユーザーに対して完全に透過的で
す。 デバイスは、 ネッ ト ワークに接続されている SAP R/3 Database Server またはその他の
任意の Data Protector ク ラ イアン トへ接続できます。

• デバイスのサポート

Data Protectorは、 スタンドアロン ド ラ イブから複雑なマルチド ライブ ラ イブラ リ まで、
幅広いデバイスをサポート しています。 サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォーム、
デバイスなどに関する最新の情報については、 『HP OpenView Storage Data Protector 
Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 または
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

• レポート

Data Protectorには、 バッ クアップ環境に関する情報のレポート を作成する機能があ り ま
す。 レポートは、 特定の時点で生成するよ うにスケジュールするこ と もできれば、 事前定義
のイベン ト (バッ クアップ セッシ ョ ンの終了やマウン ト要求など )の発生時に生成するよ う
に設定するこ と もできます。

• モニター

Data Protectorでは、 Data Protectorユーザー インタフェースがインス トールされているシ
ステムであれば、 どのシステムからでも、 実行中のセッシ ョ ンをモニターし、 また、 完了し
たセッシ ョ ンを確認するこ とができます。

すべてのバッ クアップ セッシ ョ ンは、 組み込み IDBにログと して記録されます。 これらの
ログに記録された履歴情報は、 後からバッ クアップ処理の内容を確認する際に役立ちます。

http://www.hp.com/support/manuals
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前提条件および制限事項

この項では、 統合ソフ ト ウェアを使用する前に理解しておく必要のある前提条件および制限事項
を示します。

前提条件

• SAP R/3 で Oracleデータベースを使用しているこ と。SAP でほかのデータベースを使用して
いる場合は、 そのデータベース用の Data Protector統合ソフ ト ウェア (Informix用など ) を
使用する必要があ り ます。

• Data Protectorの SAP R/3用統合ソフ ト ウェアを使用するには、 ライセンスが必要です。 ラ
イセンスの詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびラ
イセンス  ガイ ド』 を参照して ください。

• まず最初に、 SAP R/3 Database Serverおよび Data Protector システムがすでにインス トー
ルされており、 適切に構成されているこ とを確認して ください。 詳細については、 以下のド
キュ メン ト を参照して ください。

— サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォーム、 デバイスなどに関する最新の情報

については、 『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト
ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 または
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

— 各種アーキテクチャへの Data Protectorのインス トール方法、 および Data Protectorの
SAP R/3用統合ソフ ト ウェアのインス トール方法については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector インス トールおよびライセンス  ガイ ド』 を参照して ください。

— SAP R/3データベースのインス トール /構成方法や SAP R/3バッ クアップ /復元ツール
(BRBACKUP、 BRRESTORE、 BRARCHIVE)については、 『SAP R/3 System Online 
Documentation』 を参照して ください。

• バッ クアップ時にこの統合ソフ ト ウェアからターゲッ ト Oracleデータベースに接続する と き
に使用する  Oracleデータベース  ユーザーには、 SYSDBA権限が付与されていなければなり
ません。 Oracleのユーザー権限の詳細については、 Oracle のマニュアルを参照してくださ
い。

Oracleサーバ上のオペレーティング システムの rootユーザーは、 Data Protectorの admin

または operatorのユーザー グループに属している必要があ り ます。 

http://www.hp.com/support/manuals
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制限事項

Data Protector全般に関する制限事項の一覧については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参照して くだ
さい。 こ こでは、 この統合ソフ ト ウェアに関する制限事項について説明します。

• オブジェク ト固有の実行前コマンド と実行後コマンドには二重引用符 (" ") を使わないでくだ
さい。

• InternalユーザーでRMANを使用してSAP R/3のオフライン バッ クアップを構成しないで
ください。 バッ クアップが行えなくな り ます。
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統合ソフ トウェアの概念

この統合ソフ ト ウェアでは、 SAP R/3バッ クアップ ユーティ リ ティ (BRTOOLS) と Data 
Protector を統合します。 SAP R/3バッ クアップ ユーティ リ ティは、 SAP R/3 Database Server
と メディア管理アプリ ケーシ ョ ン (Data Protector など )間のインタフェース と して機能します。
このユーティ リ ティ を使用する と、 以下に示すよ う な SAP R/3データ  オブジェク トのバッ ク
アップや復元を行えます。

• データファ イル

• 制御ファイル

• オンライン REDO ログ

• オフライン ( アーカイブ ) REDO ログ

• SAP R/3 ログ ファ イル /パラ メータ  ファ イル

SAP R/3 Database Serverは Oracleデータベースの最上部で実行されるため、 SAP R/3 のバッ
クアップ オブジェク ト と Oracleのバッ クアップ オブジェク トはよ く似ています。 この 2つの
バッ クアップ オブジェク トの主な違いは、 SAP R/3バッ クアップ ユーティ リ ティがデータベー
スを Data Protectorに認識されないよ う隠す点です。 SAP R/3 のバッ クアップ オブジェク トは、
プレーンなテキス ト形式のファイルとみなされます。

バージョ ン  4.5 以降の SAP R/3バッ クアッ プ ユーティ リ ティ では、 Oracleデータファ イルの
バッ クアップに Data Protectorの Oracle用統合ソフト ウェア ( これ以降 backintモード と 呼ぶ )
を使用できるほか、Oracle Recovery Manager ( これ以降 RMANモード と 呼ぶ )を使って Oracle 
データファ イルを直接バッ クアップするこ と も可能です。 RMANでは増分バッ クアップをサポー
ト しているため、 バッ クアップの所要時間と バッ クアップ データの量を大幅に低減するこ と がで
きます。

SAP R/3バックアップ ユーティ リテ ィ

SAP R/3バッ クアップ ユーティ リ テ ィには、 以下のものがあ り ます。

• BRBACKUP

制御ファイル、 データファ イル、 オンライン REDO ログ ファ イルのオンライン バッ クアッ
プおよびオフライン バッ クアップを行います。 また、 特定のバッ クアップ セッシ ョ ンに関
するプロファ イルやログも保存します。

• BRARCHIVE
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Oracleによってアーカイブ用ディ レク ト リに書き込まれたオフライン ( アーカイブ ) REDO
ログをバッ クアップします。

• BRRESTORE

BRBACKUPや BRARCHIVE ユーティ リ ティでバッ クアップされたデータを復元します。

これらのバッ クアップ ユーティ リ ティ を起動するには、 Data Protector を使って直接起動する
方法と、 SAP R/3管理ユーティ リ ティの SAPDBA を使って対話形式で起動する方法があ り ま
す。

注記 Data Protectorは、 -aおよび -bオプシ ョ ンを除く、 すべての SAP R/3バッ ク
アップ ユーティ リ ティをサポート しています。 Data Protector で -aおよび -bオ

プシ ョ ンもサポート されるよ うにするには、 OB2BRTNOSECU omnirc変数を 1に

設定します。 omnirc ファ イルの詳細については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector Zero Downtime Backup Administrator’s Guide』 を参照して ください。

Data Protector統合ソフ トウェア

Data Protector統合ソフ ト ウェアは、 149 ページの図 2-1 に示すコンポーネン トで構成されてい
ます。

• backintプログラム。Data Protector ソフ ト ウェアと SAP R/3バッ クアップ ・復元ツールと
の間のバッ クアップ インタフェースの働きをします。

バッ クアップ セッシ ョ ン時は、 BRBACKUP または BRARCHIVEで起動され、 復元セッ
シ ョ ン時は BRRESTOREで起動されます。

• sapbackプログラム。 実際にファ イルのバッ クアップを行うプログラムです。

• saprestプログラム。 実際にファ イルの復元を行うプログラムです。

• Data Protector と Oracleサーバ ソフ ト ウェアは、Data Protectorデータベース  ラ イブラ リに
よ り リ ンク されます。 これが必要になるのは、 SAP R/3 を RMANモードでバッ クアップす
る場合のみです。

• omnisap.exeプログラム。Data Protector はこのプログラムを使って SAP R/3バッ クアップ 
ツールを起動します。

• testbar2ユーティ リ ティ。 統合ソフ ト ウェアの Data Protector側の部分を検査します。

• util_sap.exeプログラム。 Data Protectorはこのプログラムを使って統合ソフ ト ウェアを
構成します。 
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• Cell Manager システム上に維持される構成ファイル。Data Protectorがバッ クアップや復元
を実行するのに必要なデータが保存されています。

図 2-1 SAP R/3バックアップの概念

凡例

SM Data Protector Session Manager－ バッ クアップ時は Data Protector 
Backup Session Manager、 復元時は Data Protector Restore Session 
Manager

データベース  ラ イブラ リ  SAP R/3 Server プロセス と Data Protectorの間のインタフェース

IDB IDB には、 Data Protectorセッシ ョ ンに関する情報 ( セッシ ョ ン メ ッセージ、
オブジェク ト 、 データ、 使用されたデバイス、 メディアの情報など ) が保存さ
れます。

MA Data Protector General Media Agent

SAP R/3のアーキテクチャ

バッ クアップ モード (backint モードまたは RMAN モード )に応じて、 2通りのバッ クアップ シ
ナリオが考えられます。
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backint を使用した場合のバックアップの流れ

backint モードでバッ クアップを行う場合、 バッ クアップ セッシ ョ ンの流れは以下のよ うにな り
ます。 詳細については、 図 2-2 を参照して ください。

注記 backint モードでは、 増分バッ クアップを実行できません。

図 2-2 SAP R/3のアーキテクチャ :backint モード

凡例

BSM Data Protector Backup Session Manager

RSM Data Protector Restore Session Manager
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BMA Data Protector Backup Media Agent

RMA Data Protector Restore Media Agent

GUI/CLI Data Protectorユーザー インタフェース

1. バッ クアップ セッシ ョ ンの開始方法には、 Data Protector GUI を使用する方法と、 SAP R/3
ユーティ リ ティを使って対話形式で開始する方法があ り ます。

Data Protectorユーザー インタフェース ( またはスケジューラ ) を使ってバッ クアップ セッ
シ ョ ンを開始する と、 Backup Session Manager (BSM)が起動されます。 BSMは、 適切な
Data Protectorのバッ クアップ仕様を読み取り、 デバイスが使用可能かど うかを確認した
後、 SAP R/3 Database Server上の omnisap.exeプログラムを起動します。

omnisap.exeプログラムは、 適切な環境変数をエクスポート して、 BRBACKUP または
BRARCHIVEユーティ リ ティを起動します。 これらのユーティ リ ティは、 1回目の backint
コマンドを起動します。 BRBACKUPユーティ リ ティで backint コマンドを起動した場合
は、 Oracle ターゲッ ト   データベースのデータファ イルと制御ファイルがバッ クアップされ、
BRARCHIVEユーティ リ ティで起動した場合は、 アーカイブ REDO ログ ファ イルがバッ ク
アップされます。 

SAPDBA プログラムを使って対話型バッ クアップを開始した場合は、 BRBACKUP または
BRARCHIVEユーティ リ ティは直接起動されます。

2. BRBACKUPは以下を行います。

• バッ クアップの種類 (オンラインまたはオフライン )に応じて Oracle ターゲッ ト  データ
ベースの状態を自動的に変更 (起動または終了 ) します。

• バッ クアップ前に、 Oracle ターゲッ ト  データベースを ARCHIVELOGモードに切り替えま

す。

アーカイブ REDO ログ ファ イルが、 Oracleによってアーカイブ用ディ レク ト リに書き
込まれ、 その後 BRARCHIVE でバッ クアップされます。

• バッ クアップ セッシ ョ ン時にバッ クアップ ファ イルやバッ クアップ ID などの情報を
BRBACKUP ログに記録します。 復元時にデータベース  ファ イルやアーカイブ REDO
ログ ファ イルの保存場所が分かるよ う、 これらのファ イルが使用可能になっていなけれ
ばなり ません。

• backint を使ってオンライン バッ クアップを行う場合に、 テーブルスペースモード
(BEGIN / END BACKUP) を設定します。
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テーブルスペースモードを設定する と、 SAP R/3は、 テーブルスペースがバッ クアップ
される直前にテーブルスペースをバッ クアップ モードにし、 バッ クアップが完了する と
すぐに通常のモードに戻します。 これによ り、 テーブルスペースがバッ クアップ モード
となる時間が最小限に抑えられます。

3. backint プログラムは、 Cell Managerから SAP R/3の構成を取得し、 バッ クアップ対象の
ファイルをサブセッ トに分け (同時処理数が 1 よ り大き く設定されている場合 )、 各サブ
セッ トに対して sapbackプログラムを起動します。 それぞれの sapbackプロセスが BSM
に接続される と、 BSMは対応するク ライアン ト  システムの General Media Agent を起動し
て sapbackプロセス と General Media Agent間の接続を確立します。

この時点でデータ転送が開始されます。 sapbackプロセスは、 ディ スクからデータを読み込

み、 読み込んだデータを General Media Agent に送信します。 すべての sapbackプロセス

が終了する と、 直ちに 1回目の backintプログラムが終了し、 親プロセスである
BRBACKUP または BRARCHIVE ユーティ リ ティに制御が返されます。

BRBACKUP または BRARCHIVE コマンドが、 2回目の backint コマンドを起動します。
このコマンドは、 BRBACKUPで起動した場合は SAP R/3 ログ ファ イルとパラ メータ  ファ
イルをバッ クアップし、 BRARCHIVE コマンドで起動した場合はアーカイブ REDO ログを
バッ クアップします。 バッ クアップ対象のこれらのファイルは 1回目の backint コマンドの
起動後に作成されたものです。

新しいアーカイブ REDO ログが作成された場合、 これらのログがバッ クアップされ、 別の
backint コマンドが起動されます。 新しいアーカイブ REDO ログが作成されなかった場合、
SAP R/3 ログ ファ イルとパラ メータ  ファ イルがバッ クアップされ、 BRBACKUP を使って、
2回目の backint プログラムが起動されます。

したがって、 BRBACKUP コマンドによって起動される backint コマンドは 2回分だけなの
に対し、 BRARCHIVEによって起動される backint コマンドは 3回分以上になる場合があ
り ます。

アーカイブ ログがバッ クアップされている と、 omnisapによ り制御ファイルのコピーが
SAPBACKUP変数で定義されたディ レク ト リに作成されます。 この変数が設定されていな
い場合には、 /var/opt/omni/tmp (UNIX) または <Data_Protector_home>\tmp 
(Windows)に作成されます。 次に backintユーティ リ ティによ り、 sapbackup で制御ファ イ
ルがバッ クアップされます。

注記 Data Protector を使用して 1回のセッシ ョ ンで起動できる sapback プロセスの総
数は、 256以内に制限されています。
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4. すべての sapbackプロセスが完了する と、General Media Agentはデータの転送を終了しま
す。 すべての General Media Agent がデータ転送を終了する と、 BSMはタイムアウ ト
(SmWaitForNewClient omnirc グローバル変数 )で設定された時間待機し、 この期間内に
backint が起動されなかった場合は、 バッ クアップ セッシ ョ ンを終了します。

Recovery Manager を使用した場合のバックアップの流れ

RMANモードでのバッ クアップ セッシ ョ ンは、 手順 3 が backintモード と異なり ます。 詳細に
ついては、 154 ページの図 2-3 を参照して ください。

BRBACKUPによって RMAN を起動されます。 RMANは、 Oracleサーバ プロセスを経由して
Data Protectorデータベース  ラ イブラ リに接続されます。 データベース  ラ イブラ リによって、
Data Protector BSM に接続され、 BSMによって General Media Agentが起動され、 Oracle
サーバと General Media Agentの間の接続が確立されます。

この時点でデータ転送が開始します。 Oracleサーバが General Media Agent にデータを送信し、
General Media Agentがデータを メディアに書き込みます。
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Oracle ターゲッ ト  データベースのデータファ イルがメディアに書き込まれる と、 それぞれの
Oracleサーバ プロセスが終了し、 それに引き続いて RMANが終了します。 これによ り、 バッ
クアップの制御が BRBACKUP に戻されます。 BRBACKUPは、 最初の backint コマンドを起
動して、 Oracle ターゲッ ト  データベースの制御ファイルと SAP R/3 ログ ファ イルをバッ クアッ
プします。 アーカイブ ログは、 backint モードの場合と同様にバッ クアップされます。

図 2-3 SAP R/3のアーキテクチャ :RMAN モード

凡例

BSM Data Protector Backup Session Manager

BMA Data Protector Backup General Media Agent

GUI/CLI Data Protectorのユーザー インタフェース
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backint を使用した場合の復元の流れ

SAP R/3 の復元の開始方法には、 Data Protector を使用する方法と、 SAP R/3ユーティ リ ティ を
使って対話型の復元を開始する方法があ り ます。 ただし、 Data Protector を使用した場合は、 標
準のファイルシステムしか復元されません。

backint モードで復元を行う場合、 復元セッシ ョ ンの流れは以下のよ うにな り ます。

1. SAPDBA ユーティ リ ティ を使って復元対象のオブジェク ト を選択します。

2. BRRESTOREは、 まずファイルを復元するのに十分な空きディ スク  スペースがあるかど う
かを確認します。 次に、 1回目の backint コマンドを起動して Oracle ターゲッ ト  データ
ベースのデータファ イルを復元します。 backint コマンドは、 SAP R/3 の構成ファイルを読
み取って復元対象のファイルをサブセッ トに分け (同時処理数が 1 よ り大き く設定されてい
る場合 )、 各サブセッ トに対して saprestプロセスを起動します。

1回目の saprestプロセスが Data Protector Restore Session Manager (RSM) を起動し、
以降の saprestプロセスがその RSMに接続します。 また saprestプロセスは、 指定され

たオブジェク トがバッ クアップされているかど うかも確認します。

RSMは復元デバイスが使用できるこ とを確認して、 General Media Agent を起動し、
saprestプロセス と General Media Agent の接続を確立します。 この段階でデータの転送
が開始されます。 データはメディアから復元先のディ スクに送信されます。 接続されている
すべての saprestプロセスが終了する と、 General Media Agentは直ちに終了します。

3. すべての General Media Agentが終了される と、 RSMはタイムアウ ト
(SmWaitForNewClient グローバル変数 )で設定された時間待機し、 この期間内に backint
が起動されなかった場合は、 復元セッシ ョ ンを終了します。

Recovery Manager を使用した場合の復元の流れ

RMANモードでの復元セッシ ョ ンは、 以下のよ うに、 手順 2が backint モード と異な り ます。

BRRESTOREによって、 Oracle ターゲッ ト  データベースのデータファ イルを復元するために
RMANが起動されます。 RMANは、 Oracleサーバ プロセスを経由して Data Protectorデータ
ベース  ラ イブラ リに接続されます。
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Data Protector SAP R/3 構成ファイル
Data Protectorは、 構成された各 SAP R/3 インスタンスごとに、 SAP R/3用統合ソフ ト ウェア
のパラ メータを Cell Manager上の以下のファイルに保存します。

• UNIXの場合 : 
/etc/opt/omni/server/integ/config/SAP/<client_name>%<ORACLE_SID>

• Windowsの場合 : 
<Data_Protector_home>\Config\Server\Integ\Config\Sap\<client_name>%<ORACL
E_SID>

保存されるパラ メータは、 以下のとおりです。

• Oracle ホーム ディ レク ト リ

• ターゲッ ト  データベースへの暗号化接続文字列

• BRTOOLS ホーム ディ レク ト リ

• バッ クアップの開始前にエクスポートする必要がある変数

• 同時処理数と負荷調整 (バッ クアップ仕様ごと )、 RMANバッ クアップ用のチャネル数

• 速度パラ メータ (特定のファ イルのバッ クアップに要する時間 - 秒単位 )

• 手動負荷調整パラ メータ

構成パラ メータは、 以下のタイ ミ ングで Data Protector SAP R/3構成ファイルに書き込まれま
す。

• 統合ソフ ト ウェアの構成中

• バッ クアップ仕様の作成中

• 構成パラ メータの変更時

重要 構成ファイルの作成時には、 バッ クアップに関する問題が発生しないよ うに、 こ
こに示す構文と表記法を正確に守ってください。

注記 このファ イルの Environmentセクシ ョ ン (サブリ ス ト )では、 以下のよ うに、 ほ
かの環境変数を参照してパラ メータをセッ ト アップするこ とができます。
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SAPDATA_HOME=${ORACLE_HOME}/data

構文

Data Protector SAP R/3構成ファ イルの構文は、 以下のとおりです。

ORACLE_HOME='<ORACLE_HOME>';

ConnStr='<ENCODED_CONNECTION_STRING_TO_THE_TARGET_DATABASE>';

BR_directory='<BRTOOLS_HOME>;

SAPDATA_HOME='<SAPDATA_HOME>';

Environment={

[<ENV var1>='<value1>';]

[<ENV var2>='<value2>';

  ...]

}

SAP_Parameters={<bckup_spec_name>=('-concurrency <# of concurrency>' | '-time_balance' 
| '-load_balance' | '-manual_balance' | '-channels <#_of_RMAN_channels>');

}

speed={

AVERAGE=1;

'<filename>'=<# of seconds needed to backup this file>;

}

compression={'<filename>'=<size of the file in bytes after the compression>;

}

manual_balance={<backup_specifiaction_name>={'<filename>'=<device_number>;

}

 }

例

ファ イルのサンプルを以下に示します。

ORACLE_HOME='/app/oracle805/product'; 
ConnStr='EIBBKIBBEIBBFIBBGHBBOHBBQDBBOFBBCFBBPFBBCFBBIFBBGFBBDGBBBFBBCFBBDFBBCFBB';

BR_directory='/usr/sap/ABA/SYS/exe/run'; SAPDATA_HOME='/sap';

Environment={  }
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 SAP_Parameters={

  sap_weekly_offline=('-concurrency 1','-no_balance');

  sap_daily_online=('-concurrency 3','-load_balance');

  sap_daily_manual=('-concurrency 3','-manual_balance');

 }

 speed={

  AVERAGE=203971;

'/file1'=138186;

'/file2'=269756;

 }

 compression={

'/file1'=1234;

'/file2'=5678;

 }

 manual_balance={

  sap_daily_manual={

'/file1'=1; /* file 1 is backed up by the first sapback */

'/file2'=2; /* file 2 is backed up by the second sapback */

'/file3'=1; /* file 3 is backed up by the first sapback */

'/file4'=1;

  }

 }

Data Protector SAP R/3構成ファイル パラメータの設定、 取得、 表示、 および
削除 (CLI を使用 )

Data Protectorの SAP R/3構成ファイル パラ メータは、 通常、 以下のタイ ミ ングで Data 
Protector SAP R/3構成ファ イルに書き込まれます。

• Data Protector内での SAP R/3 インスタンス構成後

• 新しいバッ クアップ仕様の作成後

• 時間別負荷調整アルゴ リ ズムを使うバッ クアップの完了後
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util_cmd コマンド

このコマンドを使う と、 Data Protector SAP R/3 ク ラ イアン ト上で Data Protector SAP R/3構
成ファイル パラ メータを設定、 取得、 および表示できます。 パラ メータを設定するには
util_cmd -putopt、 取得するには util_cmd -getopt、 一覧表示するには util_cmd 

-getconf をそれぞれ使います。 このコマンドは、 <Data_Protector_home>\binディ レク ト

リ (Windows システムの場合 )、 /opt/omni/lbinディ レク ト リ (HP-UX システムと Solaris シ
ステムの場合 )、 または /usr/omni/binディ レク ト リ ( その他の UNIX システムの場合 )に用
意されています。

クラスター対応クライアン ト

ク ラスター環境では、 コマンド行 ( ク ラ イアン ト上 )から util_cmd コマンドを実行する前に、

仮想ホス ト名と して環境変数 OB2BARHOSTNAME を設定しておく必要があ り ます。

OB2BARHOSTNAME変数は、 以下のよ うに設定します。

• UNIXの場合 export OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

• Windowsの場合 set OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

util_cmdの構文

util_cmd コマンドの構文は、 以下のとおりです。

util_cmd -getconf[ig] SAP <sap_instance> [-local <filename>]

util_cmd -getopt[ion] [SAP <sap_instance>] <option_name> [-sub[list] 

<sublist_name>] [-local <filename>]

util_cmd -putopt[ion] [SAP <sap_instance>] <option_name> [<option_value>] 
[-sub[list] <sublist_name>] [-local <filename>]

こ こで、

<option_name> － パラ メータの名前。

<option_value> － パラ メータの値。

[-sub[list] <sublist_name>] －構成ファイル内でパラ メータの書き込み先または取得元と
なるサブリ ス ト を指定します。

[-local <filename>] － 以下のいずれかを指定します。

• -getconf[ig]オプシ ョ ンを使用した場合、 コマンド出力の書き込み先となるファ イル名を

指定します。 -localオプシ ョ ンを省略する と、 出力は標準出力に書き込まれます。
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• -getopt[ion]オプシ ョ ンを使用した場合、 パラ メータ とその値の取得元となるファ イル名

を指定します。 取得されたパラ メータ とその値は、 標準出力に書き込まれます。 -localオ

プシ ョ ンを省略する と、 パラ メータ とその値は Data Protector SAP R/3構成ファ イルから取
得され、 標準出力に書き込まれます。

• -putopt[ion]オプシ ョ ンを使用した場合、 コマンド出力の書き込み先となるファ イル名を

指定します。 -localオプシ ョ ンを指定しないと、 出力は Data Protector SAP R/3構成ファ
イルに書き込まれます。

注記 option_valueパラ メータに数値を指定する場合、 この数値は単一引用符で囲み、

さ らに二重引用符で囲んでください。

戻り値

util_cmd コマンドでは、 各処理の実行後に短いステータス  メ ッセージが表示され、 標準エラー
に書き込まれます。 これらのメ ッセージは、 以下のとおりです。

• 構成の読み込み /書き込み操作が正常に実行されました。

このメ ッセージは、 要求されたすべての処理が正常に完了した場合に表示されます。

• 構成オプション / ファイルが見つかりません。

このメ ッセージは、 指定した名前のオプシ ョ ンが構成ファイルに含まれていないか、 または
-local と して指定したファイル名が存在しない場合に表示されます。

• 構成の読み込み /書き込み操作に失敗しました。

このメ ッセージは、 致命的なエラーが起きた場合に表示されます。 たとえば、 Cell Manager
が使用できないか、 または Data Protector SAP R/3用構成ファイルが Cell Manager で見つ
からない場合などです。

パラメータの設定

Data Protectorの OB2OPTSパラ メータ と Oracleの NLS_LANGパラ メータを SAP R/3 インスタ
ンス ICEに対して設定するには、 Data Protector SAP R/3 ク ラ イアン ト上で以下のコマンドを
使用します。

Windowsの場合

<Data_Protector_home>\bin\util_cmd -putopt SAP ICE OB2OPTS '-debug 1-200 
INSTANCE.txt' -sublist Environment
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<Data_Protector_home>\bin\util_cmd -putopt SAP ICE NLS_LANG 
'AMERICAN_AMERICA.US7ASCII' -sublist Environment 

<Data_Protector_home>\bin\util_cmd -putopt SAP ICE NLS_LANG "'10'" -sublist 
Environment 

HP-UX および Solarisの場合

/opt/omni/lbin/util_cmd -putopt SAP ICE OB2OPTS '-debug \ 
1-200 INSTANCE.txt' -sublist Environment

/opt/omni/lbin/util_cmd -putopt SAP ICE NLS_LANG \ 
'AMERICAN_AMERICA.US7ASCII' -sublist Environment

/opt/omni/lbin/util_cmd -putopt SAP ICE BR_TRACE "'10'" -sublist Environment

/usr/omni/bin/util_cmd -putopt SAP ICE OB2OPTS '-debug \ 
1-200 INSTANCE.txt' -sublist Environment

その他の UNIXの場合

/usr/omni/bin/util_cmd -putopt SAP ICE NLS_LANG \ 
'AMERICAN_AMERICA.US7ASCII' -sublist Environment

/usr/omni/bin/util_cmd -putopt SAP TOR BR_TRACE "'10'" -sublist Environment

パラメータの取得

SAP R/3 インスタンス ICEの OB2OPTSパラ メータの値を取得するには、 Data Protector SAP 
R/3 ク ラ イアン ト上で以下のコマンドを使用します。

• Windowsの場合 <Data_Protector_home>\bin\util_cmd -getopt SAP ICE OB2OPTS 
-sublist Environment

• HP-UXおよび Solarisの場合 /opt/omni/lbin/util_cmd -getopt SAP ICE OB2OPTS 

-sublist \ Environment

• その他のUNIXの場合/usr/omni/bin/util_cmd -getopt SAP ICE OB2OPTS -sublist \ 
Environment

パラメータの一覧表示

SAP R/3 インスタンス ICEの Data Protector SAP R/3構成ファイル パラ メータを一覧表示する
には、 Data Protector SAP R/3 ク ラ イアン ト上で以下のコマンドを使用します。

• Windowsの場合 :<Data_Protector_home>\bin\util_cmd -getconf SAP ICE
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• HP-UXおよび Solarisの場合 :/opt/omni/lbin/util_cmd -getconf SAP ICE

• その他の UNIXの場合 :/usr/omni/bin/util_cmd -getconf SAP ICE

パラメータの削除

SAP R/3 インスタンス ICEの OB2OPTSパラ メータの値を削除するには、 Data Protector SAP 
R/3 ク ラ イアン ト上で以下のコマンドを使用します。

• Windowsの場合 :<Data_Protector_home>\bin\util_cmd -putopt SAP ICE OB2PTS 
-sublist Environment 

• HP-UXおよび Solarisの場合 :/opt/omni/lbin/util_cmd -putopt SAP ICE OB2OPTS 
-sublist Environment

• その他のUNIXの場合 :/usr/omni/bin/util_cmd -putopt SAP ICE OB2OPTS -sublist 
Environment
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統合ソフ トウェアの構成

構成の概要

Data Protectorの SAP R/3用統合ソフ ト ウェアを構成するには、 以下の手順を行います。

1. SAP R/3 データベース  ファ イルのバッ クアップにOracle Recovery Managerを使用する場合
は、 Data Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアをインス トールして構成します。 Data 
Protectorの Oracle用統合ソフ ト ウェアを構成したら、 Oracle Recovery Manager を使用し
て Data Protector Oracleバッ クアップ テス トの実施をお勧めします。

2. SAP R/3 ユーザーを構成します (UNIX システムのみ )。

3. SAP R/3 Database Server を構成します。

Data Protector での SAP R/3ユーザーの構成 (UNIX システムのみ )

UNIX システムで、 SAP R/3バッ クアップ セッシ ョ ンを開始するには、 ユーザーは SAP R/3 
Database Serverが実行中のオペレーティング システムにログオンする必要があ り ます。

さ らに、 このユーザーは Oracleデータベース  に登録されており、 オペレーティング システム識
別を経由して SAP R/3 によ り確認されなければなり ません。

これは、 Oracle Serverはこのよ う なユーザー アカウン トから開始されたアプリ ケーシ ョ ンに対
して接続情報を要求するこ とはせず、 そのユーザーがデータベースに登録されているかど うかの
みをチェッ クするこ とを意味しています。

各種の接続タイプ、 Oracleデータベース管理者の役割と権限、 および注意が必要なセキュ リ
ティ問題については、 SAP R/3および Oracleのマニュアルを参照して ください。

以上の設定が終了する と、 このユーザーによる SAP R/3データベースのバッ クアップおよび復
元が可能になり ます。 Data Protector を使用した SAP R/3データベースのバッ クアップを開始
するには、 このユーザーが Data Protectorバッ クアップ仕様のオーナーになる必要があ り ます。

このユーザーは、 バッ クアップ仕様のオーナーと して、 Data Protector の admin または

operatorのユーザー グループに追加する必要があ り ます。

このよ うなユーザーは、 sapsys グループの ora<SID>ユーザーです。 SAP R/3 Database 
Server システム上で次のコマンドを実行して、 このよ う なユーザーを確認するこ と も可能です。

ps -ef|grep ora_pmon_<ORACLE_SID>

または
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ps -ef|grep ora_lgwr_<ORACLE_SID>

図 2-4 Oracleユーザーの照会

上の例からわかる とおり、 oraユーザーは、 SAP R/3データベースをバッ クアップおよび復元す
るのに十分な特権を、 SAP R/3データベース内に持っています。 そのため、 このユーザーを対応
する Data Protectorユーザー グループ (admin または operator)に追加し、 さ らにバッ クアッ
プ仕様のオーナーにして、 Data Protector を使用して SAP R/3データベースをバッ クアップで
きるよ うにする必要があ り ます。

重要 さ らに、 SAP R/3サーバ上のオペレーティング システムの rootユーザーも、

Data Protectorの adminのユーザー グループまたは operatorのユーザー グ
ループのいずれかに追加しておく必要があ り ます。

このよ うに上記の 2つのユーザーが追加される と、 このユーザー アカウン トは、 Data Protector
を使用した SAP R/3データベースのバッ クアップに必要なすべての特権を備えた状態で、 Data 
Protector セッシ ョ ンを開始できるよ うにな り ます。

場合によっては、 SAP管理者はセキュ リ ティ をよ り強化して、 特定のユーザー アカウン ト (SAP
管理者など )のみ復元を実行するよ うにできます。 このよ うな場合も、 そのユーザーを Data 
Protectorユーザーと して構成し、 operator グループまたは admin グループに追加しなければ

なり ません。

ユーザーをユーザー グループに追加する方法については、 オンライン ヘルプの検索キーワード
「追加 ユーザー」 で表示される内容を参照してください。

SAP R/3 Database Serverの構成

作業を開始する前に

Data Protectorで SAP R/3 Database Server (Data Protectorのセル内のク ライアント  システム )
のテスト 用ファ イルシステム  バッ クアップを構成して実行しておく こ と をお勧めします。

エラーが発生した場合でも、 この種類のバッ クアップに対して問題解決を行う方が、 統合ソフ ト
ウェア自体に対して問題解決を行う よ りはるかに容易です。
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ファ イルシステム バッ クアップのテス トには、 Disk Agent を SAP R/3 Database Serverへイン
ス トールする作業も含まれます。 テス トが目的であれば、 どのデバイスを使用しても構いませ
ん。 標準的なファイルシステム バッ クアップを構成します。 このと き、 バッ クアップ対象と して
指定するディ レク ト リは 1つで構いません。 SAP R/3 Database Serverへの部分的な復元もテス
ト します。

ファ イルシステムのバッ クアップ方法についての詳細は、 オンライン ヘルプの検索キーワード
「標準バッ クアップ手順」 で表示される内容を参照してください。

SAP R/3 Database Server を構成するこ とは、 バッ クアップを実行する環境を準備するこ とを意
味します。 Oracleのホーム ディ レク ト リや Oracle ターゲッ ト  データベースへの接続文字列な
どの環境パラ メータは Cell Managerに保存されます。 構成を行う間、 データベースはオンライ
ンになっている必要があ り ます。

Windows/UNIX上のクラスター対応クライアン ト

各クラスター ノード上で Data Protectorの omnirc ファ イルを編集し、 SAPLOCALHOST変数
にクラスター ノード名を指定する必要があ り ます。 omnirc ファ イルの例を以下に示します。

# SAP R/3 related entries for clustering

#

SAPLOCALHOST=<cluster_node_name>

注記 SAPLOCALHOST変数が Data Protector SAP R/3構成ファイルの Environmentセ

クシ ョ ンで定義されていないこ とを確認して ください。 詳細については、 156 
ページの 「Data Protector SAP R/3 構成ファ イル」 を参照して ください。

UNIX上のクラスター対応クライアン ト

Data Protector SAP R/3の構成ファイルは Cell Manager上に存在するため、 Data Protector 
SAP R/3用統合ソフ ト ウェアは 1つのク ラスター ノード上にのみ構成してください。 統合ソフ
ト ウェアを構成する際には、 仮想ホス ト名を使用して ください。 ただし、 その他のすべてのノー
ド上で Data Protector backint インタフェースへのリ ンクを作成する必要があ り ます。 リ ンク
の作成には、 他のすべてのノード上で以下のコマンドを入力します。

ln -s /opt/omni/lbin/backint \ /usr/sap/<ORACLE_SID>/sys/exe/run

ク ラスター環境では、 環境変数 OB2BARHOSTNAME をコマンド行 ( ク ラ イアン ト上 )から構成を実
行する前に、 仮想ホス ト名と して定義する必要があ り ます。 OB2BARHOSTNAME変数は、 以下のよ

うに設定します。
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• UNIXの場合 :export OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

• Windowsの場合 : set OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

仮想サーバと ク ラスター内のすべてのノードに対して、 SAP R/3 グループの dbaユーザーを
Data Protectorに追加します。

ユーザーをユーザー グループに追加する方法については、 オンライン ヘルプの検索キーワード
「追加 ユーザー」 で表示される内容を参照してください。

また、 MC/SG ク ラスターに Data Protector Cell Manager をインス トールして構成する場合の
Data Protector Cell Managerパッケージ構成の詳細は、 オンライン ヘルプの索引キーワード
「MC/ServiceGuard統合ソフ ト ウェア」 で表示される内容を参照してください。

Windows上のクラスター対応クライアン ト

Data Protector SAP R/3構成ファ イルは Cell Manager上に存在するため、 ク ラ イアン トの構成
は、 SAP R/3サーバ 1台につきク ラスター ノードのいずれか 1つに対してのみ実行する必要が
あ り ます。

ただし、 その他のすべてのノード上で、 Data Protector backintプログラムを正しい場所に手
動でコピーする必要があ り ます。 その他のすべてのノード上で、
<Data_Protector_home>\bin\backint.exe を SAP R/3バッ クアップ ユーティ リ ティが保存
されているディ レク ト リにコピーします。

注記 各 SAP R/3 インスタンスは、 個別に構成する必要があ り ます。

注記 Oracleおよび SAP R/3関連の環境変数を使用する場合は、 SAP R/3 Database 
Server上で Oracleデータベース と SAP R/3データベースが正し く機能するよ う
に設定して ください (Oracleの NLS_LANG環境変数など )。 詳細は、 Oracleおよ
び SAP R/3のマニュアルを参照して ください。

Data Protector Inetユーザー アカウン ト (Windowsの場合 )

Windowsの場合、 SAP管理者アカウン トで、 Data Protector Inetサービスのサービス  スター
ト アップ アカウン ト を設定します。 Data Protector Inetサービス  スタート アップ アカウン ト
を構成するには、 [ コントロール パネル ]から [管理ツール ]、 [サービス ]の順に選択します。

Inet サービスをダブルク リ ッ ク して構成します。 このユーザーは、 SAP R/3 インスタンスが稼
働しているシステムの ORA_DBA ローカル グループに属している必要があ り ます。
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SAP R/3 Database Server を構成するには、 <Data_Protector_home>\bin\util_sap.exe コ
マンド (Windows システムの場合 )、 /opt/omni/lbin/util_sap.exe コマンド (HP-UXおよび
Solaris システムの場合 )、 または /usr/omni/bin/util_sap.exe コマンド ( その他の UNIX シ
ステムの場合 ) を使用します。

Windowsの場合、 構成作業は SAP R/3 Database Server上でローカルに開始できるほか、 同じ
Data Protector セルに所属している任意の Data Protector Windows ク ラ イアン トから Data 
ProtectorのWindows用 GUI を使用して リモートに開始するこ と もできます。

util_sap.exe コマンド

SAP R/3 Database Serverの構成に必要な情報を取得するには、 util_sap.exe コマンドを使い
ます。 このコマンドの機能と構文は、 以下のとおりです。

• 特定のシステム上の Oracle インスタンスを一覧表示する。

util_sap.exe -APP

• 特定の Oracle インスタンスに所属するテーブルスペースを一覧表示する。

util_sap.exe -OBJS0 <ORACLE_SID>

• Oracle インスタンスの特定のテーブルスペースに所属するデータベース  ファ イルを一覧表示
する。

util_sap.exe -OBJS1 <ORACLE_SID> <TABLESPACE>

CLIの使用 - UNIX システムのみ

UNIX上で SAP R/3 Database Server を構成するには、 SAP R/3 Database Server上でルート
特権を使用して、 次のコマンドを実行します。

注記 各インスタンスは個別に構成しなければなり ません。

util_sap.exe -CONFIG <ORACLE_SID> <ORACLE_HOME> \ 

<targetdb_connection_string> <SAPTOOLS_DIR> \ [<SAPDATA_HOME>](各パラ メータの意
味は、 下記参照 )

• <ORACLE_SID>

構成する Oracleデータベースのインスタンス名です。

• <ORACLE_HOME>
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Oracleバイナリがインス トールされているディ レク ト リです。

• <targetdb_connection_string>

ターゲッ ト  データベースに対する <user_name>/<password>@<service>形式のログイン

情報です。 詳細は G-1ページの 「用語集」 を参照して ください。

<user_name>は、 Oracle Serverおよびその他のユーザーに対して公開されるユーザー名で
す。 各ユーザーはパスワードによって確認され、 Oracleデータベースに接続するにはユー
ザー名とパスワードの両方を入力する必要があ り ます。 このユーザーは、 バッ クアップ時に
デフォルトで brbackupおよび brarchiveによ り使用されます。 バッ クアップ時に別のユー
ザーを指定するには、 BR Backup SAP R/3バッ クアップ オプシ ョ ンの -u <user_name> を

指定します。 182 ページの 「SAP R/3固有のバッ クアップ オプシ ョ ン」 を参照して くださ
い。

注記 <user_name>ユーザーは、 バッ クアップ中に ps -ef コマンドを実行する と表示

されます。

• <SAPTOOLS_DIR>

SAP R/3バッ クアップ ユーティ リ テ ィが保存されているディ レク ト リです。 SAP では、 ア
プリ ケーシ ョ ンがク ラスター対応である場合、 SAP R/3バッ クアップ ユーティ リ ティをク ラ
スター内の両方のローカル ノードにインス トールするこ とを推奨しています。

• <SAPDATA_HOME>

SAP R/3データベース  ファ イルがインス トールされているディ レク ト リです。 このパラ メー
タは省略可能です。 デフォルトでは、 <ORACLE_HOME>が設定されます。

GUIの使用

SAP R/3 Database Serverのインスタンスを構成するには、 Data Protector GUI を使って以下
の手順を行ってください。

1. Data Protector Managerで、 [バックアップ ] コンテキス ト を選択します。

2. Scopingペインで [バックアップ ]、[バックアップ仕様]の順に展開し、[SAP R/3]を右ク リ ッ

ク します。

3. [バックアップの追加]をク リ ッ ク します。[バックアップの新規作成]ダイアログ ボッ クスで
[Blank SAP Backup]テンプレート またはあらかじめ定義されているテンプレート をダブル

ク リ ッ ク します。 
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各バッ クアップ テンプレートのプロパティは、 対応するポップアップ ウ ィンド ウで参照で
きます。

4. ウ ィザードの次のページの結果エリ アで以下の情報を入力します。

• 構成する SAP R/3 Database Serverの名前。 アプリ ケーシ ョ ンがク ラスター対応である
場合、 SAP R/3 リ ソース  グループの仮想サーバを選択します。

• SAP R/3 Database Serverが実行されている Oracle Server インスタンス名
(ORACLE_SID)。
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• UNIXの場合、SAP R/3ユーザーの UNIX ユーザー名とグループ名 (163 ページの「Data 
Protectorでの SAP R/3ユーザーの構成 (UNIX システムのみ )」 参照 ) も入力します。

図 2-5 Windows での SAP R/3 Database Server と Oracle SIDの指定



SAP R/3 と Data Protectorの統合
統合ソフ トウェアの構成

第 2 章 171

図 2-6 UNIX での SAP R/3 Database Server と Oracle SIDの指定
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必要な情報を入力したら、 [次へ ] をク リ ッ ク します。 これまでに構成したこ とのないシス

テムを選択した場合、 構成ウ ィンド ウが表示されます。

図 2-7 Windows での SAP R/3 Database Serverの構成

図 2-8 UNIX での SAP R/3 Database Serverの構成
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5. [SAPの構成 ]ダイアログ ボッ クスで以下の情報を入力します。

• Oracle Server ホーム ディレク ト リ 。 省略する と、 デフォルトの Oracle ホーム ディレク
ト リに設定されます。

• SAP データ  ホーム ディレク ト リ (省略する と、 <ORACLE_HOME>に設定されます )。

• Oracle ターゲッ ト  データベースへの接続文字列。

ログイン用の接続文字列の詳細については、 G-1ページの 「用語集」 を参照して くださ
い。

• SAP R/3バッ クアップ ユーティ リ テ ィの保存先ディレク ト リ 。 デフォルトでは、 これら
のユーティ リ ティは、 \\<SAP_system>\sapmnt\<ORACLE_SID>\sys\exe\runディ レク

ト リ (Windows システムの場合 )、 または /usr/sap/<ORACLE_SID>/SYS/exe/runディ

レク ト リ (UNIX システムの場合 )に保存されます。

どのような処理が実行されるか

構成情報を保存する と、 以下の処理が行われます。

Data Protectorによって SAP R/3 Database Server上で util_sap.exe ファ イルが起動され、

以下の処理が行われます。

1. Cell Manager上のData Protector統合ソフ ト ウェア構成ファ イルに構成パラ メータを保存し
ます。 このファ イルのパスは、
/etc/opt/omni/server/integ/config/SAP/<client_name>%<ORACLE_SID> ファ イル

(UNIX Cell Managerの場合 ) または
<Data_Protector_home>\Config\server\integ\config\sap\<client_name>%<ORACL

E_SID> ファ イル (Windows Cell Managerの場合 )です。

2. UNIXの場合、backint が使用できるよ う、SAP R/3ユーティ リ ティが置かれているディ レク
ト リから /opt/omni/lbin (HP-UX システムと Solaris システムの場合 ) または
/usr/omni/bin ( その他の UNIX システムの場合 )への UNIX ソフ ト  リ ンクを作成します。

3. Windowsの場合、backint プログラムを <Data_Protector_home>\binディ レク ト リから
SAP R/3バッ クアップ ユーティ リ テ ィ と同じディ レク ト リにコピーします。

SAP R/3構成のチェ ッ ク  - Data Protector GUI

SAP R/3 Database Serverの構成を確認するには、 以下の手順を行います。

1. SAP R/3 Database Server システムを右ク リ ッ ク します。
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2. [構成のチェック ...] をク リ ッ ク します。

構成が正常に行われた場合は、 統合ソフ ト ウェアが正常に構成されたこ とを示すメ ッセージ
が表示されます。

注記 チェ ッ ク中にはターゲッ ト  データベースをオンラインにしておく必要があ り
ます。

特定の SAP R/3 Database Server用に作成、 保存されているバッ クアップ仕様の構成も
チェ ッ クできます。 以下の手順に従ってください。

1. Data Protector Managerで、 [バックアップ ] コンテキス ト を選択します。 

Scopingペインで、 [バックアップ ]、 [バックアップ仕様 ]、 [SAP R/3]の順に展開します。

2. 結果エリアでバッ クアップ仕様をダブルク リ ッ ク して、 [プロパティ ] を選択します。

3. [ ソース ]プロパティ  ページで SAP R/3 Database Serverの名前を右ク リ ッ ク し、 [構成の
チェック ] をク リ ッ ク します。

図 2-9 SAP R/3構成のチェ ッ ク
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SAP R/3 Database Server を右ク リ ッ ク して [構成 ] を選択する と、 SAP R/3 Database Server
を (再 )構成できます。

SAP R/3構成のチェ ッ ク  - Data Protector コマンド行インタフェース

SAP R/3 の構成をチェ ッ クするには、 ク ラ イアン ト上で以下のコマンドを起動します。

util_sap.exe -CHKCONF <ORACLE_SID> 

Data Protectorでは、 構成中に指定され保存された情報をも とに SAP R/3 Database Server に
接続し、 構成を検証します。

 エラーが検出された場合は、 そのエラーの番号が *RETVAL*<error number>の形式で表示さ
れます。

UNIXの場合、 エラーに内容を取得するには、 /opt/omni/lbin/omnigetmsg 12 <error 
number> コマンド (HP-UX システムおよび Solaris システムの場合 )、 または
/usr/omni/bin/omnigetmsg 12 <error number> コマンド ( その他の UNIX システムの場合
) を起動します。
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SAP R/3バックアップの構成
SAP R/3バッ クアップを構成するには、 以下の手順を実行してください。

1. バッ クアップに使用するデバイスを構成します。 手順については、 オンライン ヘルプの検索
キーワード 「構成、 デバイス」 で表示される内容を参照してください。

2. バッ クアップに使用する メディア プールと メディアを構成します。 手順については、 オンラ
イン ヘルプの検索キーワード 「作成 , メディア プール」 で表示される内容を参照して くださ
い。

3. Data Protector SAP R/3のバッ クアップ仕様を作成します。 176 ページの 「Data Protector 
SAP R/3 のバッ クアップ仕様の作成」 を参照して ください。

4. SAP R/3 Database Server上のパラ メータ  ファ イルを作成または修正します。 185 ページの
「SAP R/3 Database Server上のパラ メータ  ファ イルの作成または修正」 を参照して くださ
い。

テンプレートの新規作成

バッ クアップ テンプレート を使って、 複数のバッ クアップ仕様に同じオプシ ョ ンのセッ ト を適
用できます。 ユーザー独自のテンプレート を作成するこ とで、 要望に応じたオプシ ョ ンも指定で
きます。

バッ クアップ テンプレート を使えば、 すべてのオプシ ョ ンを繰り返し指定する必要がなく、 簡
単な操作ですべてのオプシ ョ ンをバッ クアップ仕様に適用できます。 テンプレートは必要に応じ
て作成し、 デフォルトのテンプレート も使用できます。

新しいバッ クアップ テンプレート を作成するには、 Data Protector Managerで以下の作業を行
います。

1. コンテキスト リストで、 [バックアップ ] を選択します。

2. Scopingペインで [テンプレート ] を展開して [SAP R/3] を右ク リ ッ ク します。

3. [テンプレートの追加 ] をク リ ッ ク します。 ウ ィザードの指示に従ってテンプレートに適切な

バッ クアップ オプシ ョ ンを定義します。

また、 既存の定義済みテンプレート を変更するこ と もできます。

Data Protector SAP R/3のバックアップ仕様の作成

SAP R/3バッ クアップ仕様を作成するには、 以下の手順に従ってください。
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1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scopingペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]の順に展開します。[SAP R/3] を右

ク リ ッ ク した後、 [バックアップの追加 ] をク リ ッ ク します。 [バックアップの新規作成 ]ダ

イアログ ボッ クスが表示されます。

3. [バックアップの新規作成 ]ダイアログ ボッ クスで、[Blank SAP Backup] をダブルク リ ッ ク
して、 定義済みオプシ ョ ンを使用せずにバッ クアップ仕様を作成するか、 以下の定義済みテ
ンプレートのいずれかを使用します。

Brarchive_CopyDeleteSave オフライン REDO ログの 2次コピーを作成して保存し、
バッ クアップ後にそれらを削除し、 新たに作成された
REDO ログをアーカイブします。

Brarchive_Save オフライン REDO ログをバッ クアップします。

Brarchive_SaveDelete オフライン REDO ログをバッ クアップし、 バッ クアッ
プ後にそれらを削除します。

Brarchive_SecondCopyDelete アーカイブ済みのオフライン REDO ログの 2次コピー
を作成し、 バッ クアップ後にそれらを削除します。

Brbackup_Offline backint を使用してシャ ッ ト ダウンされたデータベース
をバッ クアップします。

Brbackup_Online アクティブなデータベースをバッ クアップします。 バッ

クアップには、 util_fileデバイス  タイプが使用されま
す。 バッ クアップの全セッシ ョ ンの間、 テーブルスペー
スはすべてバッ クアップ モードにあ り ます ( ロ ッ ク され
ます )。 このテンプレート を使用して、 データベース全
体、 特定のテーブルスペース、 またはデータファ イルを
バッ クアップできます。

Brbackup_Util_File_Online アクティブなデータベースをバッ クアップします。 各

テーブルスペースはバッ クアップ直前にバッ クアップ 
モードに切り替えられ、 バッ クアップ直後にバッ クアッ
プから切り離されます。 その結果、 アーカイブしたログ 
ファ イルの増加分は、 util_fileデバイス  タイプを用いた
バッ クアップに比べて少なくな り ます。 ただし、 データ
ベースが多数の小さなファ イルからなる場合、 バッ ク
アップによ り多くの時間がかかり ます。

Brbackup_RMAN_Offline Oracle RMAN を使用してシャッ ト ダウンされたデータ
ベースをバッ クアップします。



SAP R/3 と Data Protectorの統合
SAP R/3バックアップの構成

第 2 章178

Brbackup_RMAN_Online アクティブなデータベースをバッ クアップします。 テー
ブルスペースは、 Oracle RMAN を使用したバッ クアッ
プ全体が完了するまでロ ッ ク されます。

[OK] をク リ ッ ク します。

4. 結果エリ アに、 以下の情報を入力します。

• [クライアント ]ド ロ ップダウン リ ス ト で、バッ クアップの対象とする SAP R/3 Database 
Server を選択します。 アプリ ケーシ ョ ンがク ラスター対応である場合、 SAP R/3 リ ソー
ス  グループ (Windowsの場合 ) またはパッケージ (UNIXの場合 )の仮想サーバを選択し
ます。

• [アプリケーション データベース ] ド ロ ップダウン リ ス ト で、SAP R/3 Database Server
が実行されている Oracleサーバのインスタンス名 (ORACLE_SID) を選択します。

• UNIXの場合、163 ページの「Data Protectorでの SAP R/3ユーザーの構成 (UNIXシステ
ムのみ )」 で説明されているよ うに、 SAP R/3 ユーザー名とそのグループ名も入力しま
す。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

5. SAP R/3 Database Serverが構成されている場合は、[ ソース ]ダイアログ ボッ クスが表示さ
れます。 未構成の場合は、 構成するよ う メ ッセージが表示されます。 詳細については、 164 
ページの 「SAP R/3 Database Serverの構成」 を参照して ください。
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6. [ ソース ]プロパティ  ページで、 バッ クアップ対象のデータベース  オブジェク ト を選択しま
す。 データベース  オブジェク トには、 アーカイブ ログ、 テーブルスペース、 データファ イル
が含まれます。

図 2-10 バックアップ オブジェク トの選択

REDO ログをアーカイブする理由については、 182 ページの 「REDO ログをアーカイブす
る理由」 を参照して ください。 またバッ クアップ オブジェク トの詳細についてはオンライン  
ヘルプを参照してください。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

7. バッ クアップに使用するデバイスを選択します。 [プロパティ ] をク リ ッ ク し、 デバイスの同

時処理数、 メディア プール、 および事前割り当てポ リシーを設定します。 上記オプシ ョ ンの
詳細については、 [ヘルプ ] をク リ ッ ク して参照して ください。
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また、 バッ クアップ セッシ ョ ン中にバッ クアップの追加コピー ( ミ ラー ) を作成するかど う
かを指定するこ と もできます。 [ ミ ラーの追加 ] または [ ミ ラーの削除 ] をク リ ッ ク して必要

な数だけ ミ ラーを設定します。 ミ ラーごとに別々のバッ クアップ デバイスを選択します。

オブジェク トの ミ ラー機能の詳細については、 オンライン  ヘルプの検索キーワード 「オブ
ジェク ト  ミ ラー」 で表示される内容を参照してください。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

8. バッ クアップ オプシ ョ ンを選択します。

[バックアップ仕様オプション ] と [共通アプリケーション オプション ]の詳細については、

オンライン ヘルプを参照してください。

[アプリケーション固有のオプション ] (SAP R/3に固有のバッ クアップ オプシ ョ ン )の詳細
については、 182 ページの 「SAP R/3固有のバッ クアップ オプシ ョ ン」 またはオンライン 
ヘルプを参照してください。

図 2-11 SAP R/3のバックアップ オプシ ョ ン
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[次へ ] をク リ ッ ク します。

9. 必要に応じて、 バッ クアップのスケジュールを設定します。 詳細は、 195 ページの 「バッ ク
アップ スケジュールの設定」 を参照して ください。

[次へ ] をク リ ッ ク します。

10. バッ クアップ仕様を保存します。 SAP R/3 のバッ クアップ仕様はすべて [SAP] グループに保

存するこ とをお勧めします。

図 2-12 バックアップ仕様の保存

[OK] をク リ ッ ク します。

バッ クアップを開始するには、 193 ページの 「SAP R/3データベースのバッ クアップ」 を参
照して ください。

11. UNIXの場合、 保存後、 バッ クアップ仕様のオーナーが、 指定した SAP R/3 ユーザーである
こ とを確認して ください。 このユーザーについての詳細は、 163 ページの 「Data Protector
での SAP R/3 ユーザーの構成 (UNIX システムのみ )」 を参照して ください。

12. 新し く作成して保存したバッ クアップ仕様の内容は、 [バックアップ ] コンテキス ト内の、指

定したバッ クアップ仕様のグループの下で確認できます。 バッ クアップ仕様は、 Cell 
Manager上の以下のファイルに格納されます。

• UNIXの場合 :/etc/opt/omni/server/barlists/sap/<Backup_Spec_Name>

• Windowsの場合
:<Data_Protector_home>\Config\server\Barlists\SAP\<Backup_Specificatio
n_Name>

13. バッ クアップ仕様はテス トするこ とをお勧めします。 詳細については、 191 ページの 「統合
ソフ ト ウェアのテス ト 」 を参照して ください。
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バッ クアップ仕様を保存する と、 並列処理やバランス調整の種類に関する情報を保存している
SAP構成も自動的に SAP R/3 Database Serverに保存されます。

バッ クアップ オプシ ョ ンをすべて指定した後であれば、 バッ クアップ仕様を編集できます。

注記 バッ クアップの並列処理数 (SAP R/3 データベースのバッ クアップ時のス ト リー
ム数 )は、 自動的に設定されます。 負荷調整を使用している場合は、 SAP R/3 
バッ クアップ仕様で定義されている同時処理数の合計値がバッ クアップの並列処
理数とな り ます。 負荷調整の詳細については、 オンライン ヘルプの索引キーワー
ド 「負荷調整」 で表示される内容を参照してください。

SAP R/3 システムのデータベース  システムは、 ARCHIVELOGモードで動作する必要があ り ます。
このモードに設定する と、 まだ保存していないオンライン REDO ログ ファ イルへの上書きを防
ぐこ とができます。 アーカイブ ディレク ト リは、 容量不足にならないよ うに、 定期的に空の状
態にする必要があ り ます。

REDO ログをアーカイブする理由

REDO ログ ファ イルをアーカイブする理由は、 以下に示すとおりです。

• 障害発生時には、関連する REDO ログ ファ イルがすべて利用可能になっていなければ、デー
タベースを整合性のある状態に復旧するこ とができません。

• データファ イルのオンライン バッ クアップは、 関連する REDO ログ ファ イルが存在しなけ
れば、 役立ちません。 したがって、 オンライン バッ クアップ中に生成された REDO ログ 
ファ イルは、 BRBACKUP を実行した直後にアーカイブする必要があ り ます。

SAP R/3固有のバックアップ オプシ ョ ン

SAP R/3固有のバッ クアップ オプシ ョ ンは、 Data Protector GUI を使って [アプリケーション

固有オプション ] ウ ィ ンド ウで指定します。 このウ ィンド ウを開くには、 SAP R/3バッ クアップ
仕様の [オプション ]プロパティ  ページで [拡張 ] タブをク リ ッ ク します。

[ ログ ファイル ] backint のログ ファ イルのパス名を指定します。 バッ クアッ
プ セッシ ョ ンに関する情報はすべて Data Protector によっ
てデータベースに保存されるため、 デフォルトでは、 このロ
グ ファ イルは生成されません。 ローカル ロギングを有効に
したい場合は、 このパラ メータにログ ファ イルのパス名を
指定して ください。
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[BRバックアップ ] BRBACKUP コマンドのオプシ ョ ンを入力します。
BRBACKUP コマンドのオプシ ョ ンの詳細については、
『SAP R/3 System Online Documentation』 を参照して くだ
さい。 たとえば、 オンライン バッ クアップを行う場合は、
-t online と入力します。

デフォルト  ユーザー (通常は、 system)以外のユーザーの
場合は、 -u <user_name> と入力します。

[バックアップ オブジェク ト ] バッ クアップ仕様を保存する と、 omnisap.exeから  
BRBACKUP コマンドに渡される文字列がこのフ ィールド
に示されます。

[BR アーカイブ ] BRARCHIVE コマンドのオプシ ョ ンを入力します。 
BRARCHIVE コマンドのオプシ ョ ンの詳細については、
『SAP R/3 System Online Documentation』 を参照して くだ
さい。

[バランス調整 ]:[負荷別 ] すべてのバッ クアップ デバイス上のデータの量がほぼ同じ
になるよ うに、 サブセッ ト内のファ イルをサイズに基づいて
グループ化します。 各サブセッ トは 1つの Data Protector 
sapbackプログラムによってバッ クアップされます。 これ

によ り、 すべてのサブセッ ト を同時にバッ クアップできま
す。

バッ クアップ デバイスでハードウェア圧縮を使用している
場合にこのオプシ ョ ンを設定する と、 ディ スク上でのサイズ
とは異なるサイズでファイルがメディアにバッ クアップされ
ます。 この違いを Data Protectorが認識できるよ うに、 メ
ディア上のバッ クアップ ファ イルのサイズを Data 
Protector SAP R/3 構成ファイルの compressionセクシ ョ

ンに指定して ください。 この手順の詳細については、 156 
ページの 「Data Protector SAP R/3 構成ファ イル」 を参照
して ください。

[バランス調整 ]:[時間別 ] すべてのバッ クアップ デバイスに要する時間がほぼ同じに
なるよ うにサブセッ ト内のファイルをグループ化します。
バッ クアップ デバイスの動作完了までの時間は、 ファ イル
の種類やバッ クアップ デバイスの速度、 さ らにマウン ト  プ
ロンプ ト などの外的な条件に依存します。 したがって、 この
オプシ ョ ンの効果が最も高くなるのは、 同じ質の大規模なラ
イブラ リ を使用している環境の場合です。 各サブセッ トは 1
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つの Data Protector sapbackプログラムによってバッ ク
アップされます。 これによ り、 同じ種類のサブセッ ト をすべ
て同時にバッ クアップできます。Data Protector では、 Cell 
Manager上の Data Protector統合ソフ ト ウェア構成ファイ
ルの speedセクシ ョ ンにバッ クアップ速度情報が自動的に

保存されます。 この情報は、 バッ クアップ時間の最適化に使
用されます。

オンライン バッ クアップの場合や、 バッ クアップ デバイス
によって速度が大き く異なる場合は、 この種類の負荷調整を
使用してもファ イルが最適にグループ化されない可能性があ
り ます。

[バランス調整 ]:[手動 ] 手動負荷調整では、 ファ イルをサブセッ トにグループ化する

処理と、 これらのサブセッ ト を特定のデバイスを使用して
バッ クアップする処理を完全に手動で制御して、 バッ クアッ
プを最適化するこ とができます。 詳細については、 189 ペー
ジの 「サブセッ ト内のファイルの手動負荷調整」 を参照して
ください。

[バランス調整 ]:[ なし ] 負荷調整を行いません。 Oracleの内部データベース構造に
記録されているのと同じ順序でファ イルがバッ クアップされ
ます。 順序をチェッ クするには、 Oracle Server Manager 
SQL コマンドの select * from dba_data_files を使い

ます。

[実行前 ] バッ クアップ前に SAP R/3 Database Server上で起動する
オブジェク トの実行前コマンドをオプシ ョ ンと共に指定しま
す。 Data Protectorの omnisap.exeで起動されるコマンド

やスク リプ トは、 <Data_Protector_home>\binディレク

ト リ (Windows システムの場合 )、 /opt/omni/binディ レク
ト リ (HP-UX システムと Solaris システムの場合 )、 または
/usr/omni/binディ レク ト リ ( その他の UNIX システムの
場合 )に置いてください。 バッ クアップ仕様には、 ファ イル
名のみ指定してください。

[実行後 ] バッ クアップ後に SAP R/3 Database Server上で起動する
オブジェク トの実行後コマンドをオプシ ョ ンと共に指定しま
す。 Data Protectorの omnisap.exeで起動されるコマンド

やスク リプ トは、 <Data_Protector_home>\binディレク

ト リ (Windows システムの場合 )、 /opt/omni/binディ レ
ク ト リ (HP-UX システムと Solaris システムの場合 )、 また
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は /usr/omni/binディレク ト リ ( その他の UNIX システム
の場合 )に置いてください。 バッ クアップ仕様には、 ファ イ
ル名のみ指定してください。

[バックアップ モード ] 使用する RMANバッ クアップの種類を指定します。 データ
ベース全体ではなく、 テーブルスペースがバッ クアップ対象
と して構成されている場合、 このオプシ ョ ンは無効になり ま
す。

[すべて ] を指定する と、 RMANがデータベース全体を
バッ クアップします。 [ フル ] を指定する と、 RMANはフ
ル バッ クアップ ( レベル 0) を実行し、 RMAN増分バッ ク
アップを可能にします。

[デフォルトの RMAN チャンネルを使用 ] バッ クアップの同時処理数の値を入力します。 この
値は、 初期化パラ メータ  ファ イルで設定されているパラ
メータ値よ り優先して適用されます。

このオプシ ョ ンは、 SAP R/3 で Oracle ターゲッ ト  データ
ベースのバッ クアップに RMANが使用されている場合のみ
有効です。

[データベース外のオブジェク ト ] このオプシ ョ ンは、 SAP R/3環境および Oracle環境の非
データベース  ファ イルをすべて保存対象にします。 以下の
ディ レク ト リ  ツ リーを保存できます。

/sapmnt/<ORACLE_SID> /usr/sap/<ORACLE_SID>, 
/usr/sap/trans/<ORACLE_HOME>

これらのディ レク ト リは、 別のバッ クアップ セッシ ョ ンで
保存するこ とをお勧めします。

注記 <SAPDATA_HOME>ディ レク ト リのサブディ レク ト リ sapdata<n> と、 saplog ま

たは origlog/mirrlogは保存しないでください。 

その他の Data Protector固有のバッ クアップ オプシ ョ ンの詳細については、 オンライン  ヘルプ
を参照して ください。

SAP R/3 Database Server上のパラメータ  ファイルの作成または修正

SAP R/3 では、 パラ メータ  ファ イルを使って、 特定の SAP R/3バッ クアップ オプシ ョ ンを設定
します (バッ クアップ コマンドでこれらのオプシ ョ ンが設定されていない場合 )。 パラ メータ  
ファ イルのテンプレートは、 SAP R/3 Database Server の以下の場所に用意されています。
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• UNIXの場合 : <ORACLE_HOME>/dbs/init<ORACLE_SID>.sap

こ こで、 <ORACLE_SID>は、 データベースの ID です。

• Windowsの場合 :<ORACLE_HOME>\database\init<ORACLE_SID>.sap

Data Protector SAP R/3用統合ソフ ト ウェア モジュールを SAP R/3のバッ クアップおよび復元
インタフェースに リ ンクするには、 パラ メータ  ファ イルの backup_dev_typeパラ メータを修正

します。

パラ メータ  ファ イルでこのパラ メータが記述されている部分を以下に示します。

# backup device type
# [disk | tape | tape_auto | pipe | pipe_auto | rman_util 
| util_file_online | util_file ]
# default: tape
backup_dev_type = util_file

2種類のオンライン バッ クアップと 2種類のオフライン バッ クアップを実行できます。

• オフライン バッ クアップを開始するには、 BRBACKUP のオプシ ョ ン -t offline と -d 

util_file を指定します。 または、 SAPのパラ メータ  ファ イルで
backup_dev_type = util_file と backup_type = offline を指定します。

• 2種類のオンライン バッ クアップには、 テーブルスペースがバッ クアップ モードになってい
る時間による違いがあ り ます。

BRBACKUPのオプシ ョ ン -t online と -d util_file を指定する と、 SAP R/3はバッ ク
アップが開始される前にすべてのテーブルスペースをバッ クアップ モードに設定し、 バッ ク
アップが終了する と通常のモードに戻します。 SAPのパラ メータ  ファ イルで
backup_dev_type = util_file と backup_type=online を指定しても同じ こ とが行われ

ます。

BRBACKUPのオプシ ョ ン -t online と -d util_file_online を指定する と、 SAP R/3
はバッ クアップが開始される前に個々のテーブルスペースをバッ クアップ モードに設定し、
バッ クアップが終了する と通常のモードに戻します。 SAPのパラ メータ  ファ イルで
backup_dev_type = util_file_online と backup_type=online を指定しても同じこ と

が行われます。

詳細については、 SAP R/3のマニュアルを参照してください。



SAP R/3 と Data Protectorの統合
SAP R/3バックアップの構成

第 2 章 187

Recovery Manager を使用したバックアップ

利点

バージ ョ ン 4.5以降の SAP R/3バッ クアップ ユーティ リ ティでは、 RMANモードで Oracle
データファ イルをバッ クアップできます。 RMANモードは、 ユーザーに対して透過的なモード
です。 ユーザー インタフェースを変更するこ とな く、 新しいオプシ ョ ンがユーザーに提供され
ます。 RMANモードの最大の利点は、 Oracleデータベースの増分バッ クアップが可能なこ とで
す。

RMAN モードによるバッ クアップ手順は、 Oracleデータベースを Data Protectorの Oracle用
統合ソフ ト ウェアでバッ クアップする際の手順によ く似ています。 RMAN を直接使用する場合
は、 以下の制限事項に注意してください。

• RMANでは、 バッ クアップに関する情報を リ カバリ  カタログに保存します。 セキュ リ テ ィ
上の理由によ り、 このカタログは別のデータベースに維持する必要があ り ます。 つま り、 余
分な管理作業が発生します。

• 本稼動データベース と リ カバリ  カタログが損失するなど、 重大な障害が発生した場合のデー
タの復元と復旧が複雑になり ます。 Oracle Support のサポートが必要な場合もあ り ます。
Recovery Manager で管理データを リ カバリ  カタログに保存していなければ、 作成済みの
バッ クアップに基づいてデータベースを復旧するこ とはできません。

重要 Internalユーザーで SAP R/3用統合ソフ ト ウェアが構成されている と、
RAMAN を使った SAP R/3 オフラインバッ クアップは失敗します。 統合ソフ ト
ウェアは、 Systemユーザーで構成してください。

BRBACKUP SAPバッ クアップ ユーティ リ ティに RMAN を統合化するこ とには、 以下のよ う
な重要な利点があ り ます。

• リ カバリ  カタログは使用されません。バッ クアップに関する情報は、制御ファイルと SAP ロ
グ ファ イルに保存されます。 これらの制御ファイルと SAP ログ ファ イルは、 バッ クアップ
を行うたびに保存されます。 データの復元時には、 まず制御ファイルがコピーされ、 その後
でデータファ イルがコピーされます。 障害発生時には、 データファ イルを復元する前に SAP
ログ ファ イルを復元して ください。

• その他の重要なファイルは、 従来どおり backint プログラムによ り自動的にバッ クアップさ
れます。
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• RMANでは、 従来の SAPバッ クアップ方法も引き続き使用できます。 ただし、
BRARCHIVEによるオフライン REDO ログのバッ クアップ、 待機データベース  バッ クアッ
プ、 スプ リ ッ ト  ミ ラー バッ クアップには RMANは使用できません。

SAP R/3バックアップの構成

Oracle RMAN ユーティ リ ティ と と もに SAP R/3 を使用して Oracle ターゲッ ト  データベースの
データファ イルをバッ クアップするには、 Oracleサーバを Data Protectorデータベース  ライブ
ラ リ と リ ンクする必要があ り ます。 詳細については、 14 ページの 「UNIX システム上での
Oracle と Data Protector Oracle用統合Media Management Library (MML) との リ ンク」 を参
照して ください。

SAP R/3バックアップ仕様の作成

RMANによるバッ クアップが可能なバッ クアップ仕様を作成するには、 次の BRBACKUP オプ
シ ョ ンを指定します。

-d rman_util (BRBACKUP を使用 ) または backup_dev_type (SAPパラ メータ  ファ イル ) を
指定します。

注記 BRBACKUPの -dオプシ ョ ンを指定しなければ、 SAPパラ メータ  ファ イルから
デフォルト値が取得されます。 その場合は、 SAPパラ メータ  ファ イル内で
rman_paramsの値が正し く設定されていなければなり ません。

増分バッ クアップを開始する前に、 次のオプシ ョ ンを使用して、 適切なフル バッ クアップが行
われているこ とを確認します。

-m full (BRBACKUP を使用 ) または backup_mode=full (SAPパラ メータ  ファ イル ) を使用
します。

RMAN使用時の増分バックアップ

増分バッ クアップを開始するには、 Data Protector GUI で、 [増分 ]モードを指定するか、 また

はコマンド行インタフェースで以下のよ うに [増分 ]モードを指定します。

omnib -sap_list <SAP_Backup_Specification> -barmode incr
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サブセッ ト内のファイルの手動負荷調整

手動負荷調整では、 ファ イルをグループ化し、 並行してバッ クアップするサブセッ ト を作成する
こ とによ り SAP R/3バッ クアップの性能を詳細に制御するこ とができます。 手動負荷調整を行
う上での注意事項を以下に示します。

• 同じハード  ディ スクからは、 ファ イルを 1度に 1つだけ使用するこ と。

• サブセッ トに含まれるファ イルの数は、 同時処理数、 つま りバッ クアップ仕様で構成されて

いるすべての同時処理デバイスの合計数と同じかそれ以下にします。

• バッ クアップ対象のファイルの一部だけを指定した場合は、 バッ クアップが必要な他のファ

イルは [load balance]オプシ ョ ンを使って リ ス トに自動的に追加されます。 このファ イル 
リ ス トはバッ クアップ前に、 <ORACLE_HOME>/sapbackup/.*.lst ファ イル (UNIX システ
ムの場合 )、 または <SAPDATA_HOME>\sapbackup\*.lst ファ イル (Windows システムの場
合 )に記録されます。

• Cell Manager上の Data Protector統合ソフ ト ウェア構成ファイルの manual_balanceセク

シ ョ ンにファ イルのサブセッ ト を指定します。 このファ イルのパスは、
/etc/opt/omni/server/integ/config/SAP/<client_name>%<ORACLE_SID> (UNIX シス
テムの場合 ) または
<Data_Protector_home>\Config\server\integ\config\sap\<client_name>%<ORACL

E_SID> (Windows システムの場合 )です。 156 ページの 「Data Protector SAP R/3 構成ファ
イル」 を参照して ください。

手動負荷調整用の SAP R/3バックアップ仕様の作成

手動で負荷調整を行う場合は、 SAP R/3バッ クアップ仕様を編集する必要があ り ます。 バッ ク
アップ仕様の保存先のディ レク ト リは、 /etc/opt/omni/server/barlist/sap ディレク ト リ

(UNIX Cell Managerの場合 ) または
<Data_Protector_home>\Config\server\Barlists\SAPディレク ト リ (Windows Cell 
Managerの場合 ) とな り ます。 バッ クアップ仕様では、 どのバッ クアップ セッ ト をどのデバイ
スにバッ クアップするかを定義します。 -restypeオプシ ョ ンに続けて、 特定のデバイスでバッ

クアップするセッ トの ID番号を指定します。

例

ID番号 1、 3、 4で識別される  3 つのサブセッ ト を device2 でバッ クアップするには、 以下のよ
うに指定します。

DEVICE "DEVICE2"

{ 
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  -restype "1 3 4"

}

指定したサブセッ トに含まれるファ イルは、 指定したデバイスだけを使ってバッ クアップされる
こ とに注意して ください。 最適なバッ クアップ性能を得るために、 デバイスに割り当てるセッ ト
数は、 そのデバイスの同時処理数と同じ値に設定してください。

-restypeオプシ ョ ンを使用する場合には、 指定していないサブセッ トはバッ クアップされない

ため、 各デバイスへのバッ クアップの対象となるサブセッ ト をすべて指定する必要があ り ます。
特定のデバイスを使用したバッ クアップの対象と して指定していないサブセッ ト もバッ クアップ
されるよ うに構成するには、 いずれか 1つのデバイスを -restypeオプシ ョ ンなしで構成しま

す。 特定のデバイスを使ったバッ クアップの対象と して指定していないサブセッ トは、 すべてこ
のデバイスにバッ クアップされます。

バッ クアップ仕様は、 使用する前に保存してください。

構成の例

Device_1(同時処理数 2) と Device_2(同時処理数 1)の 2つのデバイスがある と します。 Cell 
Manager 上の Data Protector統合ソフ ト ウェア構成ファイルの manual_balanceセクシ ョ ンに

次の手動調整も指定します。 このファ イルのパスは、
/etc/opt/omni/server/integ/config/SAP/<client_name>%<ORACLE_SID> ファ イル

(UNIX システムの場合 ) または
<Data_Protector_home>\Config\server\integ\config\sap\<client_name>%<ORACLE_S

ID> ファ イル (Windows システムの場合 )です。

manual_balance={

SAP-R3={

fileA=0;

fileB=1;

fileC=0;fileD=2;}}

SAP-R3 という名前のバッ クアップ仕様を作成し、 デバイス Device_1上のファイル fileA、

fileC、 および fileD と、 デバイス Device_2上の fileB をバッ クアップするよ うに構成しま

す。

バッ クアップ仕様の内容は、 以下のよ うにな り ます。

BARLIST "SAP-R3"
OWNER <user> <group> galeja.zimco.com
DEVICE "DEVICE1"
{
  -restype "0 2"
}
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DEVICE "DEVICE2"
{ 
  -restype "1"
}
CLIENT "ORACLE_SID" galeja.zimco.com
{
  -exec omnisap.exe
-args"-brb -t online -m all"
}

統合ソフ トウェアのテスト

バッ クアップ仕様を作成して保存した後、 実際のバッ クアップを行う前にバッ クアップ仕様をテ
ス ト して ください。

Data Protector GUI を使用したテスト

テス ト手順

以下に統合ソフ ト ウェアの Data Protector側のテス ト手順を示します。 このテス トでは、 Data 
Protector内で通信が確立されているこ と、 データ転送が正常に行えるこ と、 ト ランザクシ ョ ン
がリ カバリ  カタログ (使用している場合 ) または制御ファイルに記録されるこ とを確認できま
す。 統合ソフ ト ウェアのテス ト を行うには、 以下の手順に従ってください。

1. Data Protector Managerで [バックアップ ] コンテキス ト を選択します。

2. Scopingペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]、[SAP R/3]の順に展開します。 次
にプレビュー対象のバッ クアップ仕様を右ク リ ッ ク します。

3. ［バックアップのプレビュー］ をク リ ッ ク して ［プレビュー開始］ ダイアログ ボッ クスを表示
します。 実行するバッ クアップの種類とネッ ト ワークの負荷を選択します。 これらのオプ
シ ョ ンについては、 オンライン ヘルプを参照してください。

Data Protector コマンド行インタフェースを使用したテスト

テス トの実行方法は、 SAP R/3 Database Server システムのコマンド行インタフェースから実行
する方法と、 同じセル内にある他の Data Protector ク ラ イアン ト  システム上のコマンド行から
実行する方法 ( ただし、 システムに Data Protector ユーザー インタフェースがインス トールさ
れている場合 )があ り ます。

以下のよ うに、 omnib コマンドを -test_barオプシ ョ ンで実行します。

• HP-UXおよび Solarisの場合 :/opt/omni/bin/omnib -sap_list \ 
<backup_specification_name> -test_bar
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• その他の UNIXの場合 :/usr/omni/bin/omnib -sap_list \ 
<backup_specification_name> -test_bar

• Windowsの場合 :<Data_Protector_home>\bin\omnib -sap_list 
<backup_specification_name> -test_bar

どのような処理が実行されるか

コマンドの実行中には、 セッシ ョ ン メ ッセージが表示され、 以下の処理が行われます。

omnisap.exe プログラムが起動され、 このプログラムによ り Data Protector testbar コマンド
が起動します。 このコマンドによ り、 以下の項目がチェッ ク されます。

• Data Protector内の通信

• SAP R/3バッ クアップ仕様の構文

• デバイスが正し く指定されているかど うか

• 必要なメディアがデバイスに格納されているかど うか
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SAP R/3データベースのバックアップ
SAP R/3データベースのバッ クアップは、 以下のいずれかの方法で実行できます。

バックアップ方法

• Data Protector スケジューラを使って、既存の SAP R/3バッ クアップ仕様のバッ クアップ ス
ケジュールを設定します。 195 ページの 「バッ クアップ スケジュールの設定」 を参照して く
ださい。

• Data Protector GUI または Data Protector コマンド行インタフェースを使用して、 既存の
SAP R/3バッ クアップ仕様の対話型バッ クアップを開始します。 197 ページの 「対話型バッ
クアップの実行」 を参照して ください。

• SAP R/3 Database Server上で brbackupまたは sapdbaコマンドを使って対話型バッ クアッ

プを開始します。 200 ページの 「SAP R/3 コマンドの使用」 を参照して ください。

注記 brbackup または sapdba を使ってバッ クアップ セッシ ョ ンを開始した場合、
セッシ ョ ンの進行状況に関する Data Protector メ ッセージは表示されません。

Data Protectorバッ クアップ セッシ ョ ンからのメ ッセージは Data Protectorデータベースに記
録されます。 また brbackup または sapdba コマンドによって生成される SAP R/3のメ ッセージ
は、 Data Protector を使ってバッ クアップを開始した場合に限り Data Protectorデータベース
に記録されます。

重複した SID

同じセル内で同じ Oracle SID を持つ複数のシステムを同時にバッ クアップするこ とはできませ
ん。

バックアップ モード

Data Protectorの A.03.00 よ り前のバージ ョ ンで使用されている構成可能なバッ クアップ モー
ドは現在の Data Protectorではサポート されていません。 ただし、 これらの機能はテンプレー
ト を使う こ とによ りサポート されます。
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増分バックアップ

増分バッ クアップを開始する前に、 次のオプシ ョ ンを使用して、 適切なフル バッ クアップが行
われているこ とを確認します。 なお、 このオプシ ョ ンは、 バージ ョ ン 4.5以降の SAP ツールを
使用している場合にのみ有効です。

-m full (BRBACKUP使用 ) または backup_mode=full (SAPパラ メータ  ファ イル ) を使用。

増分バッ クアップを開始するには、 Data Protector GUI で [増分モード ] を指定するか、 また

はコマンド行インタフェースで以下のよ うに incr モードを指定します。

omnib -sap_list <SAP_Backup_Specification> -barmode incr

注記 backint モードでは、 増分バッ クアップを実行できません。
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実行中のセッシ ョ ンの中止

実行中の SAP R/3バッ クアップ セッシ ョ ンを中止するには、 [アクション ] メニューの [中止 ]

をク リ ッ ク した後、 中止を確認します。

図 2-13 SAP R/3バックアップ セッシ ョ ンの中止

—

バックアップ スケジュールの設定

スケジュール設定の詳細については、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「スケジュール バッ
クアップ」 で表示される内容を参照してください。

バッ クアップ スケジュールは、 ユーザーの要望に合わせてカスタマイズできます。 データベー
スを継続的にオンラインにしておく必要がある場合は、 アーカイブ REDO ログのバッ クアップ
を含めて頻繁にバッ クアップする必要があ り ます。 アーカイブ REDO ログは、 特定の時点へ復
旧する場合に必要です。
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たとえば、 バッ クアップを毎日行い、 オンライン REDO ログとアーカイブ REDO ログを複数作
成して、 複数の場所に保存するこ と もできます。 

プロダクシ ョ ン データベースのバッ クアップには、 以下のよ うなスケジュール設定が考えられ
ます。

• フル バッ クアップ (毎週 )

• 増分バッ クアップ (毎日 )

• アーカイブ ログのバッ クアップ (必要に応じて )

SAP R/3 のバッ クアップ仕様をスケジュール設定するには、 以下の手順に従ってください。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scopingペインで、 [バックアップ ]、 [バックアップ仕様 ]、 [SAP R/3]の順に展開します。

3. スケジュール設定するバッ クアップ仕様をダブルク リ ッ ク し、[スケジュール ] タブをク リ ッ

ク します。

4. [スケジュール]ページでカレンダー上の日付を選択し、[追加]をク リ ッ ク して[バックアップ

のスケジュール ]ダイアログ ボッ クスを開きます。
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5. [繰り返し ]、[時間オプション ]、[繰り返しオプション ]、および [セッション オプション ]を

指定します。 図 2-14 を参照して ください。

図 2-14 バックアップのスケジュール設定

[OK] をク リ ッ ク し、 [適用 ] をク リ ッ ク して、 変更内容を保存します。

注記 backint モードでは、 増分バッ クアップを実行できません。

対話型バックアップの実行

対話型バッ クアップは、 バッ クアップ仕様を作成し、 保存した後であればいつでも実行できま
す。

GUI を使用したバックアップの開始

Data Protector GUI を使用して SAP R/3データベースの対話型バッ クアップを開始するには、
以下の手順を実行します。
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1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scopingペインで、 [バックアップ ]、 [バックアップ仕様 ]、 [SAP R/3]の順に展開します。

3. バッ クアップ仕様を右ク リ ッ ク し、 [バックアップ開始 ] を選択します。

[バックアップ開始 ]ダイアログ  ボッ クスで、 [バックアップの種類 ]と [ネッ トワーク負荷 ]

のオプショ ンを選択します。 これらのオプショ ンの詳細については、 [ヘルプ ]をク リ ッ ク して

く ださい。

[OK] をク リ ッ ク します。

図 2-15 対話型バックアップの開始

対話型バッ クアップはコマンド行インタフェースから も開始できます。
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クラスター対応クライアン ト

ク ラスター環境では、 コマンド行 ( ク ラ イアン ト上 )からバッ クアップを実行する前に、 仮想ホ
ス ト名と して環境変数 OB2BARHOSTNAME設定しておく必要があ り ます。 OB2BARHOSTNAME変数
は、 以下のよ うに設定します。

• UNIXの場合 :export OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

• Windowsの場合 : set OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

Tru64 クラスター

Tru64 ク ラスター上でバッ クアップを開始するためには、 事前に以下のリ ンクを作成する必要が
あ り ます。

ln － s  /sapfiles/admin/dbs/initsap.dba initSAP.dba

ln － s  /sapfiles/admin/dbs/initsap.ora initSAP.ora

ln － s /sapfiles/admin/dbs/initsap.sap init SAP.sap 

CLI を使用したバックアップの開始

SAP R/3 Database Server システムでディ レク ト リ を /opt/omni/bin (HP-UXおよび Solaris
システムの場合 )、 /usr/omni/bin( その他の UNIX システムの場合 )、 または
<Data_Protector_home>\bin (Windows システムの場合 )に変更し、 以下のコマンドを実行
します。

omnib -sap_list <backup_specification_name> [-barmode 

<SapMode>][list_options]

以下の list_optionsの中から選択できます。

-protect {none | weeks n | days n | until date | permanent}

-load {low | medium | high}

-crc

-no_monitor

SapMode = { -full | -incr}

詳細については、 omnibのマンページを参照して ください。
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例

SAP R/3バッ クアップ仕様 RONA を使ってバッ クアップを開始するには、 以下のコマンドを実行

します。

omnib -sap_list RONA 

SAP R/3 コマンドの使用

brbackup コマンドまたは sapdba コマンドを使って SAP R/3 オブジェク トの対話型バッ クアッ
プを開始する場合、 Data Protectorは SAP R/3のデフォルトのバッ クアップ仕様 SAP-R3 を

使ってバッ クアップを行います。

Data Protector Inetユーザー アカウン ト

Windows では、 少なく と も 1台のデバイスが SAP R/3 Database Server にアタ ッチされており
バッ クアップ仕様に指定されている場合は、 sapdba コマンドを使ってバッ クアップを対話式に

開始する前に、 Data Protector Inetサービスのサービス開始アカウン ト と して自分のログオン 
ユーザー アカウン ト を指定する必要があ り ます。 ただし、 Data Protectorユーザー インタ
フェースを使ってバッ クアップまたは復元を開始する場合には、 この指定は不要です。

Data Protector Inetサービスの開始アカウン ト を構成するには、 以下の手順に従ってくださ
い。

1. コントロール パネルで、 [管理ツール ]、 [サービス ] を順に選択します。

2. Data Protector Inetサービスを選択して再開します。

他のバックアップ仕様を使用してバックアップを開始する

デフォルト以外の SAP R/3バッ クアップ仕様を使ってバッ クアップを開始するには、 前もって、
環境変数 OB2BARLIST に適切な SAP R/3バッ クアップ仕様の名前を設定し、 さ らに、 環境変数
OB2APPNAMEに適切な SAP R/3バッ クアップ システムの ID を設定しておく必要があ り ます。

これらの環境変数を設定するには、 brbackup コマンドまたは sapdba コマンドを入力する前に、

以下のコマンドを入力します。

• UNIXの場合 :

export OB2BARLIST=<backup_specification_name>

export OB2APPNAME=<ORACLE_SID>

• Windowsの場合 :
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set OB2BARLIST=<backup_specification_name>

set OB2APPNAME=<ORACLE_SID>

この環境変数を設定しない場合、 SAP-R3 という名前の Data Protector SAP R/3 バッ クアップ仕
様を指定したものと見なされます。
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SAP R/3データベースの復元
SAP R/3データベースは、 以下のいずれかの方法で復元できます。

• Data Protector GUI またはCLIを使用します。標準のファ イルシステム復元が実行されます。

• SAP R/3 コマンドを使用します。

留意事項

Data Protector GUIおよびコマンド行インタフェースでは、 Oracle RMANで作成されたバッ ク
アップを復元できません。

Data Protectorユーザー インタフェースを使ってデータの復元を開始する前に、 バッ クアップ
されたオブジェク トに関する詳しい情報が必要です。 次項の説明に従って、 データの復元に必要
な情報を照会してください。

brrestore コマンドでは、 制御ファイルとアーカイブ REDO ログ ファ イルの復元用に余分な
ディ スク  スペースが必要になり ます。 このため、 復元を実行する前にディ スク  スペースが不足
してる場合には、 brbackup コマンドでバッ クアップした SAP R/3データを含むファイルシステ
ムの復元が失敗します。 必要となるディ スク  スペースの容量は、 バッ クアップ データのサイズ
に依存します。

ローカライズされた SAP R/3 オブジェク ト名 : 復元対象オブジェク ト を選択したと きに Data 
Protectorで表示されるファ イル名は、 ファ イルシステムに書き込まれている実ファイル名で、
バッ クアップ対象オブジェク トの選択時に表示される SAP R/3名ではあ り ません。 そのため、
名前に非 ASCII文字が含まれている と、 使用するシステムの設定 ( コードページやロケール )に
よっては、 一部の文字がバッ クアップ仕様とは異なる形で表示されるこ とがあ り ます。 この場合
も復元への影響はなく、 処理は適切に実施されます。 ただし、 Windows システム上で、 DBCS
が非 Unicodeプログラム用のデフォルトの Windows文字セッ ト と同じ値に設定されていない場
合は、 復元に失敗するこ とがあ り ます。 詳細は、 213 ページの 「Windows システムでの ト ラブル
シューティング」 を参照して ください。

UNIX では、 エンコーディングを切り替えできるよ うにするために、 GUI を UTF-8 ロケールで
起動する必要があ り ます。

たとえば、 HP-UX システムでは、 データベースのエンコーディングは ja_JP.eucJPに設定さ

れ、 実行されます。 バッ クアップ対象オブジェク ト を選択する と きは、 Data Protectorのエン
コーディングがデータベース と同じ (つま り ja_JP.eucJP)に設定されていれば、 名前は正し く
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表示されます。 しかし復元の場合、 ファ イル名が正し く表示されるのはファイルシステムと同じ
エンコーディングに設定されている と きだけで、 データベースのエンコーディング
(ja_JP.eucJP)では正し く表示されません。 

復元の実行に必要な情報の照会

復元の実行に必要な情報を照会するには、 以下に示す手順に従ってください。

取得する情報に応じて、 以下のコマンドを実行します。

• omnidb -sap

上記のコマンドを実行する と、 SAP R/3オブジェク トの リ ス トが表示されます。

omnidb -sap <object_name>

特定のオブジェク トに関して、 SessionID を含む詳細情報を照会するコマンドです。

Data Protector GUI を使用した復元

Data Protector GUI を使って SAP R/3 オブジェク ト を復元するには、 以下の手順に従ってくだ
さい。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[復元 ] コンテキス ト を選択します。
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2. Scopingペインで、[復元オブジェク ト ]、[SAP R/3]の順に展開し、復元の対象とする SAP 
R/3 Database Server を選択します。 結果エリ アにバッ クアップ オブジェク トの リ ス トが表
示されます。 図 2-16 を参照して ください。

図 2-16 SAP R/3データベース オブジェク トの復元

3. 復元対象のバッ クアップ済み SAP R/3オブジェク ト を選択します。

また、 [検索インターバル ]オプシ ョ ンのド ロ ップダウン リ ス ト  ボタンをク リ ッ クする と、
Data Protectorデータベース内のオブジェク ト  バージ ョ ンをブラウズするための検索イン
ターバルを選択できます。 独自の検索インターバルを設定するには、 ド ロ ップダウン  リ ス ト
で [間隔 ] を選択し、 [開始 :]オプシ ョ ンと [終了 :]オプシ ョ ンを指定し、 最後に [更新

]ボタンをク リ ッ ク します。

4. 復元に必要なメディアとデバイスを選択します。

5. 復元セッシ ョ ンを開始するには、[復元 ] をク リ ッ ク した後 [完了 ] をク リ ッ ク します。また、

[ネッ トワーク負荷 ]や [ レポート レベル ] を選択する場合は、 復元セッシ ョ ンを開始する

前に [次へ ] をク リ ッ ク して ください。



SAP R/3 と Data Protectorの統合
SAP R/3データベースの復元

第 2 章 205

Data Protector CLI を使用した復元

クラスター対応クライアン ト

ク ラスター環境では、 コマンド行 ( ク ラ イアン ト上 )から復元手順を開始する前に、 環境変数
OB2BARHOSTNAME を仮想ホス ト名と して定義しておく必要があ り ます。 OB2BARHOSTNAME変数
は、 以下のよ うに設定します。

• UNIXの場合 :export OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

• Windowsの場合 : set OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

ローカライズされた SAP R/3 オブジェク ト名

バッ クアップ オブジェク トの名前に含まれている文字が現在の言語グループ (Windows の場合 )
またはコードページ (UNIX の場合 )では表示できない場合、 以下のよ うに設定します。

✓ 環境変数 OB2_CLI_UTF8に 1 を設定します。

✓ Windowsの場合のみ : 端末で使用するエンコーディングを UTF8に設定します。

この設定が行われていない場合、 他の Data Protector コマンド (omnirなど )にパラ メータを指
定する と きに、 Data Protector CLI コマンド (omnidbなど )によって返されたバッ クアップ オ
ブジェク ト を使用できな くなる可能性があ り ます。

omnir コマンド

コマンド行インタフェースを使って、 以下のコマンドを実行します。

omnir -sap <Host:Set> -session <SessionID> [-copyid <CopyID>] -tree 

<Filename>

こ こで、 FileNameは次のよ うに指定する必要があ り ます。

Windowsの場合 : ファ イルのフル パス名を UNIX構文 (バッ クスラ ッシュではなく スラ ッシュ
を使用 )によって指定します。 ルート  ディレク ト リ (/)から始ま り、 ド ラ イブ文字、 コロンが続
きます。 例 :-tree /c:/oracle/log.dbf

UNIX の場合 : ファ イルのフル パス名を指定します。 例 :-tree /app/oracle/log.dbf

バッ クアップ セッシ ョ ンの SessionID を入力します。 特定のオブジェク ト  コピーを復元する場
合は、 CopyIDに、 復元に使用するオブジェク ト  コピー (オブジェク ト  ミ ラーまたはオブジェク
ト  コピー ) も指定して ください。 -copyid オプシ ョ ンを指定しなかった場合、 復元に使用する
メディア セッ トが Data Protectorによ りデフォルトで自動的に選択されます。
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例

Windowsの場合 :

omnir -sap computer.company.com:ABA.0 -session 2006/01/23-1 -tree 
/C:/oracle/ABA/sapdata1/btabd_1/btabd_1.dat

UNIXの場合 :

omnir -sap computer.company.com:ABA.0 -session 2006/01/23-1 -tree 
/app/oracle/ABA/sapdata1/btabd_1/btabd_1.dat

復元セッシ ョ ンは、 Data Protectorのモニター ウ ィ ンド ウでモニターできます。 このウ ィンド ウ
には、 必要なメディアに対するマウン ト  プロンプ ト も表示されます。 Data Protectorの omnir

コマンドの詳細については、 UNIXのマンページを参照してください。

ヒン ト 疎ファイルがある場合は、 sparseオプシ ョ ンを指定する と、 復元に要する時間を

短縮できます。

sparseオプシ ョ ンは、 以下のいずれかの方法で設定できます。

• 取得する情報に応じて、以下のコマンドを実行します。SAP sapdba または brrestore コマ

ンドを使用して復元を起動する場合、 export OB2SPARSE=sparse (UNIX システムの場合 )
または set OB2SPARSE=sparse (Windows システムの場合 )

• Data Protector GUIを使って復元を開始する場合は、[復元オプション]ウ ィンド ウで[疎ファ

イルの復元 ] を設定します。

• Data Protectorの omnir コマンドを使って復元を開始する場合は、復元オプシ ョ ン -sparse

を指定します。

SAP R/3 コマンドを使用した復元

sapdba または brrestore コマンド

ターゲッ ト  データベースを復元する場合は、 sapdba または brrestore を使用できます。 この

両コマンドでは、 Data Protectorの backint インタフェースを使用し、 Data Protectorでバッ ク
アップしたファ イルが復元されます。

ターゲッ ト  データベースを復元する前に、 OB2APPNAME変数を以下のよ うに設定して ください。

export OB2APPNAME=<ORACLE_SID> (Unix システムの場合 )

set OB2APPNAME=<ORACLE_SID> (Windows システムの場合 )
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2つの SAP R/3 Database Server上に同じ ORACLE_SID を持つ Oracle Serverのバッ クアップが
ある場合は、 どちらの SAP R/3 Database Server から復元を開始するかを指定する必要があ り
ます。 復元を開始する前に、 OB2HOSTNAME変数に SAP R/3 Database Serverの名前を、 以下の
よ うに設定して ください。

export OB2HOSTNAME=<client_name> (UNIX システムの場合 ) または set 
OB2HOSTNAME=<client_name> (Windows システムの場合 )

sapdba または brrestoreユーティ リ ティの使用手順については、 『SAP R/3 System Online 
Documentation』 を参照して ください。

他のデバイスの使用

Data Protectorでは、 バッ クアップ時に使用したデバイス以外のデバイスを使って復元するこ と
もできます。

Data Protector GUI を使った復元

Data Protector GUI を使って復元を実行する場合、 ほかのデバイスを使用した復元の方法につ
いては、 オンライン ヘルプの索引キーワード 「選択 , 復元対象のデバイス」 で表示される内容を
参照してください。

Data Protector コマンド行インタフェースまたは SAP R/3 コマンドを使った復元

Data Protector コマンド行インタフェースまたは SAP R/3 コマンドを使って復元を実行する場
合は、 /etc/opt/omni/server/cell/restoredev ファ イル (UNIX システムの場合 ) または
<Data_Protector_home>\Config\server\Cell\restoredev ファ イル (Windows システム
の場合 )に以下の形式で新しいデバイスを指定して ください。

"DEV 1" "DEV 2"

こ こで、

DEV 1には元のデバイス、 DEV 2には新しいデバイスを指定します。

このファ イルは、 使用後、 削除して ください。 Windowsの場合、 このファ イルは UNICODE形
式でなくてはなり ません。

例

DAT1 とい う名前のデバイスに SAP R/3 オブジェク トがバッ クアップされている と します。 これ
らを DAT2 という名前のデバイスから復元するには、 restoredev ファ イルに次のエン ト リ を指

定します。
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"DAT1" "DAT2"

障害復旧

障害復旧は、 複数のメーカーの製品に関係する非常に複雑なプロセスです。 それだけに、 障害復
旧が正し く実行されるかど うかは関係するすべてのメーカーに依存します。 障害復旧の際、 以下
に示す情報をガイ ド ラインと して使用して ください。

障害復旧に対する準備方法については、 データベースやアプリ ケーシ ョ ン  メーカーの指示に
従ってください。 Data Protector を使ってシステムの障害復旧を行う方法は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector 障害復旧ガイ ド』 を参照して ください。

以下に、 アプリ ケーシ ョ ンの一般的な復旧手順を示します。

1. オペレーティング システムの復旧を完了します。

2. データベースアプ リ ケーシ ョ ンのインス トール、 構成、 初期化を行い、 Data Protector メ
ディア上のデータをシステムにロード します。 データベースの準備に必要な手順の詳細につ
いては、 各データベースやアプ リ ケーシ ョ ンのマニュアルを参照して ください。

3. データベースやアプリ ケーシ ョ ン サーバに、必要な Data Protector ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェ
アがインス トールされ、 データベースやアプ リ ケーシ ョ ンに適した構成になっているこ とを
確認します。 この章および 「 ト ラブルシューティング」 の項の手順に従ってください。

4. 復元を開始します。 復元が完了したら、 データベースやアプリ ケーシ ョ ンのベンダの指示に
従って、 データベースを再びオンラインにするために必要な追加手順を行います。

制御ファイルの復元

制御ファイルには、 データベースの構造に関するすべての情報が格納されます。 制御ファ イルが
失われた場合は、 制御ファイルを最初に復元しなければ、 データベースのほかのどの部分も復元
できません。

この場合、 以下の手順を実行します。

1. Data Protectorの標準復元手順を使用して制御ファ イルも復元します。

制御ファイル (ctrl<ORACLE_SID>.dbf)はデフォルトで、 SAPBACKUP変数によって定義
されたディ レク ト リに復元されます。 変数が設定されていない場合、 制御ファイルは以下の
ディレク ト リに復元されます。

• /var/opt/omni/tmp (HP-UX システムと Solaris システムの場合 ) 

• /usr/opt/omni/tmp ( その他の UNIX システムの場合 ) 

• <Oracle_home>\tmp (Windows システムの場合 )
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2. 以下のスク リプ ト を実行します。

run{
allocate channnel 'dev0' type disk;
replicate controlfile from '<TMP_FILENAME>';
release channel 'dev0';
}

こ こで、 <TMP_FILENAME>は、 制御ファ イルを復元したフォルダです。
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SAP R/3のバックアップと復元のモニター
Data Protector GUIによ り、 現在 ( または以前 )のバッ クアップ セッシ ョ ンまたは復元セッ
シ ョ ンをモニターできます。 

注記 Admin グループの Data Protectorユーザーと、 モニター ユーザー権限を与えられ
たユーザーだけが、 Data Protector モニター機能へのアクセス権を与えられます。

復元またはバッ クアップの実行時には、 自動的にモニターが実行されます。

現在のセッシ ョ ンのモニター

バッ クアップ中には、 システム メ ッセージが SAP R/3 Database Server と Data Protector モニ
ターの両方に送信されます。 これによ り、 SAPR/3 Database Server またはネッ ト ワーク内の
ユーザー インタフェースがインス トールされている Data Protector ク ラ イアン トから、 バッ ク
アップ セッシ ョ ンをモニターするこ とができます。

メディアがデバイスにロード されていないか、 またはメディアに空き容量がなくマウン ト  プロ
ンプ トが出力されているため、 データを継続してバッ クアップできない場合、 メ ッセージは
SAP R/3 には送信されず、 Data Protector モニターのみに送信されます。 メディアを交換して、
Data Protector内でマウン ト  プロンプ トに対応して ください。

Data Protector GUI を使用して実行中のセッシ ョ ンをモニターするには、 以下の手順に従って
ください。

1. コンテキス ト  リ ス トで [モニター ] をク リ ッ ク します。

結果エリ アに、 現在実行中のすべてのセッシ ョ ンが表示されます。

2. モニターしたいセッシ ョ ンをダブルク リ ッ ク します。

セッシ ョ ンのクリア

完了あるいは中断したすべてのセッシ ョ ンを [モニター ] コンテキス トの結果エリ アから削除す

るには、 以下の手順を実行します。

1. Scopingペインで、 [現在のセッション ] をク リ ッ ク します。

2. [アクション] メニューで、[セッションのクリア]を選択します。 あるいはツールバーの[セッ

ションのクリア ]アイコンをク リ ッ ク します。
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完了あるいは中断した特定のセッシ ョ ンを現在のセッシ ョ ン  リ ス トから削除するには、 その
セッシ ョ ンを右ク リ ッ ク して [ リストから削除 ] を選択します。 

注記 Data Protector GUI を再起動した場合、 完了あるいは中断したすべてのセッシ ョ
ンは、 自動的に [モニター ] コンテキス トの結果エリ アから削除されます。 

完了または中断したセッシ ョ ンの詳細については、 「以前のセッシ ョ ンの表示」 を参照して くだ
さい。

以前のセッシ ョ ンの表示

Data Protector GUI を使用して以前のセッシ ョ ンを表示するには、 以下の手順を実行します。

1. コンテキス ト  リ ス トで [内部データベース ] をク リ ッ ク します。

2. Scopingペインで、 [セッション ] を展開し、 IDBに保存されているすべてのセッシ ョ ンを表
示します。 

セッシ ョ ンは日付でソート されています。 各セッシ ョ ンは、 YY/MM/DD書式の日付と一意
の番号からなるセッシ ョ ン ID で識別されます。

3. セッシ ョ ンを右ク リ ッ ク して [プロパティ ] を選択し、 セッシ ョ ンの詳細を表示します。

4. [一般 ]、[ メ ッセージ ]、または [ メディア ] タブをク リ ッ ク して、それぞれセッシ ョ ンについ

ての一般情報、 セッシ ョ ンのメ ッセージ、 またはこのセッシ ョ ンで使われる メディアについ
ての情報を表示します。
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ト ラブルシューテ ィ ング

この項では、 Data Protectorの SAP R/3用統合ソフ ト ウェアに関する一般的な確認および検証
事項の一覧と、 この統合ソフ ト ウェアの使用時に発生する可能性がある問題を挙げて説明しま
す。

Data Protector全般に関する ト ラブルシューティ ング情報については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector ト ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

作業を開始する前に

✓ 最新の Data Protectorパッチがインス トールされているこ とを確認します。 確認方法につい
ては、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「パッチ」 で表示される内容を参照してくださ
い。

✓ Data Protector全般に関する制限事項、 既知の問題とその回避方法については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ
ファレンス』 を参照して ください。

✓ サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォームなどに関する最新の情報については、

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

一般的なト ラブルシューテ ィ ング

Oracle8iから Oracle9iへのアップグレード後、 Data Protector Oracle用統合ソフ トウェア
の使用中に Data Protectorが 「12:8422」 エラーを報告する

問題

Oracle8i を Oracle9i にアップグレード した後、 Oracle インスタンスの構成中またはバッ クアッ
プ中に以下のエラーが返されます。

*RETVAL*8422

対策

Oracle8i svrmgrlバイナリ を、 Data Protector が検出しないよ う別の名前に変更します。
Oracle8i から Oracle9iへのアップグレード処理では、 Oracle8iの svrmgrlバイナリは削除され

ず、 パーミ ッシ ョ ンが変更されます。 svrmgrlバイナリの名前を変更すれば、 Data Protector
は本来使用すべき Oracle9iの sqlplus を使用できるよ うにな り、 操作は正常に終了します。

http://www.hp.com/support/manuals
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Windows システムでのト ラブルシューテ ィング

統合ソフ トウェアの Oracle側に関する前提条件

以下の手順で、 統合ソフ ト ウェアが正常に動作するよ うに Oracleがインス トールされているか
を確認します。 これらの手順には、 Data Protector コンポーネン トの確認は含まれません。

1. Oracle ターゲッ ト  データベースにアクセスできるか検証し、以下の方法で Oracle ターゲッ
ト  データベースがオープンするかどうかを検証します。

<ORACLE_HOME> と <ORACLE_SID>変数を設定します。

<ORACLE_HOME>ディ レク ト リから Server Manager (Oracle8/8iの場合 ) または SQL Plus 
(Oracle9i の場合 ) を起動します。

bin\svrmgrl (Oracle8/8i)

bin\sqlplus (Oracle9i)

SVRMGR (Oracle8/8i) または SQL (Oracle9i)プロンプ トで以下のよ うに入力します。

connect <user>/<passwd>@<service>

select * from dba_tablespaces;

exit

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracle ターゲッ ト  データベースをオープンします。

2. TNS リスナがOracle ターゲッ ト  データベースに対して正常に構成されているかどうか確認
します。 これは適切なネッ トワーク接続の確立に必要です。

リ スナを <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから起動します。

bin\lsnrctl80 status <service> (Oracle8)

bin\lsnrctl status <service> (Oracle8i/9i)

quit

上記が正し く実行されなかった場合は、 TNS リ スナを起動し、 Oracleのマニュアルで、
TNS構成ファイル (LISTENER.ORA)の作成方法に関する項を参照して ください。
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リ スナ プロセスは、 Windowsデスク ト ップから開始できます。 コントロール パネルで、 [管
理ツール ]、 [サービス ] を順に選択します。

図 2-17 Oracle リスナのステータスのチェ ック

a. [サービス]ウ ィンド ウで各リ スナ サービスのステータスが[開始]になっているこ とを確

認します。 まだ開始していないリ スナ サービスがある場合は、 そのリ スナ サービスを手
動で開始する必要があ り ます。

b. <ORACLE_HOME>ディレク ト リから Server Manager (Oracle8/8iの場合 )またはSQL Plus 
(Oracle9i の場合 ) を起動します。

bin\svrmgrl (Oracle8/8i)

bin\sqlplus (Oracle9i)

SVRMGR (Oracle8/8i) または SQL (Oracle9i)プロンプ トで以下のよ うに入力します。

connect <Target_Database_Login>

exit

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracle マニュアルの TNS構成ファイル
(TNSNAMES.ORA)の作成方法に関する項目を参照してください。

3. RMAN モードでバックアップを実行する場合は、Oracle ターゲッ ト  データベースの構成に
おいて、 システム権限でのリモート接続が可能になっていることを確認します。

223 ページの手順に従って <ORACLE_HOME > を設定し、 <ORACLE_HOME>ディ レク ト リから
Server Manager を起動します。
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bin\svrmgrl

SVRMGRプロンプ トで以下のよ うに入力します。

connect <Target_Database_Login> as SYSDBA;

exit

SYSDBAの代わりに SYSOPER を使って、 上記の手順を繰り返します。 <ORACLE_HOME>ディ

レク ト リ を設定します。

リ カバリ  カタログを使用する場合は、 以下のコマンドを実行します。

bin\rman target <Target_Database_Login> rcvcat <Recovery_Catalog_Login>

リ カバリ  カタログを使用しない場合は、 以下のコマンドを実行します。

bin\rman target <Target_Database_Login> nocatalog 

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracleのマニュアルを参照し、 パスワード  ファ イ
ルの設定と、 init<ORACLE_SID>.ora ファ イル内の関連パラ メータの設定を行ってくださ

い。

統合ソフ トウェアの SAP R/3側に関する前提条件

以下の手順を行って、 統合ソフ ト ウェアが正常に動作するよ うに SAP R/3がインス トールされ
ているかを確認します。 これらの手順には、 Data Protector コンポーネン トの確認は含まれませ
ん。

1. ディスクに対して直接バックアップできるかどうかを確認します。

brbackup -d disk -u <user>/<password>

上記が正し く実行されなかった場合は、 エラー メ ッセージを確認して、 考えられる問題を解
決してから次の手順に進んでください。

2. ディスクに対して直接復元できるかどうかを確認します。

brrestore -d disk -u <user>/<password>

上記が正し く実行されなかった場合は、 エラー メ ッセージを確認して、 考えられる問題を解
決してから次の手順に進んでください。

3. RMAN モードでバックアップを実行する場合は、以下のように、Recovery Manager チャ
ネル タイプのディスクを使って、 ディスクへ直接バックアップと復元を実行できることを確
認します。
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a. 初期化ファイル init<ORACLE_SID>.oraでパラ メータ init を定義する必要があ り ます。

以下のコマンドを実行して ください。

brrestore -d pipe -u <user>/<password> -t online -m all

brrestore -d disk -u <user>/<password>

b. これが失敗した場合は、 SAP R/3 オンライン ヘルプを参照し、 SAP R/3 バッ クアップ 
ユーティ リ ティでディ スクへの直接バッ クアップと復元を実行する方法を学習してくだ
さい。

エラー メ ッセージを確認し、 問題を解決してから次の手順に進んでください。 

4. SAP R/3バックアップ ツールが backint(実際にData Protectorから配布されているプログ
ラム ) を正常に起動することを確認します。

元の backint を移動して、 backint.bat とい う名前のテス ト  スク リプ ト を作成し、 SAP R/3
バッ クアップ ユーティ リ ティが保存されているディ レク ト リに保存します。 このスク リプ ト
には、 以下のエン ト リ を記述して ください。

echo "Test backint called as follows:"

echo "%0%1%2%3%4%5%6%7%8%9"

exit

以下のコマンドを起動します。

brbackup -t offline -d util_file -u <user>/<password> -c

backint の引き数が返された場合、 SAP R/3は backint を使用してバッ クアップを行えるよ う正
し く構成されているこ とを示します。 引き数が返されない場合は、 SAP R/3 を再構成する必要が
あ り ます。

164 ページの 「SAP R/3 Database Serverの構成」 を参照して ください。 

構成に関する問題

重要 前項の手順を行ってから Data Protectorの構成をチェッ ク して ください。

1. Data Protector ソフ トウェアが正し く インス トールされているかどうかを検証します。

詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス  ガ
イ ド』 を参照して ください。

2. SAP R/3 Database Serverのファイルシステム バックアップを実行します。
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SAP R/3 Database Server システムのファ イルシステム バッ クアップを行って、 SAP R/3 
Database Server と Data Protector Cell Manager システムとの間で考えられる通信の問題
を解決します。 

SAP R/3 Database Server システムのファ イルシステム バッ クアップが正常に終了しない限
り、 オンライン データベース  バッ クアップの ト ラブルシューティングを開始しないでくだ
さい。

ファ イルシステムのバッ クアップ方法についての詳細は、 オンライン ヘルプの検索キーワー
ド 「標準バッ クアップ手順」 で表示される内容を参照してください。

3. SAP R/3バックアップ ユーティ リテ ィが共有ディ レク ト リにインス トールされている場合
は、 手順 4に示したように inetの起動パラメータを指定するか、 またはWindowsのアク
セス権を正し く設定する必要があります。

次のコマンドを実行します (デフォルトのディ レク ト リ を使用している場合 )。

dir \\<client_name>\sapmnt\<ORACLE_SID>\SYS\exe\run\brbackup 

または

dir \\<client_name>\<SAPEXE>\brbackup

上記が正し く実行されなかった場合は、 inetの起動パラ メータを設定するか、 または

Windowsのネッ ト ワーク  ディ レク ト リへのアクセス権を正し く設定して ください。

4. コマンド行から Data Protectorのコマンドを実行する場合は、inetの起動パラメータを確認
します。

SAP R/3 Database Server システム上で Data Protector Inetサービスの起動パラ メータを
チェ ッ ク します。 以下の手順に従ってください。

a. コントロール パネルで、 [管理ツール ]、 [サービス ] を順に選択します。

b. Data Protector Inet を選択します。 

[サービス ] ウ ィンド ウで、 [Data Protector Inet]、 [開始 ] を順に選択します。 
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サービスは、 特定のユーザー アカウン トで実行する必要があ り ます。 同じユーザーが
Data Protector adminのユーザー グループに割り当てられているこ と も確認します。

図 2-18 Inet起動パラメータのチェ ック

5. 環境変数をチェ ッ クします。

Oracle Server Manager、 TNS リ スナ、 またはその他の Oracle ユーティ リ ティ を起動する
前に変数をエクスポートする必要がある場合は、 それらの変数を Cell Manager上の Data 
Protector SAP R/3構成ファ イルの Environmentセクシ ョ ンに定義しておいてください。 
156 ページの 「Data Protector SAP R/3 構成ファ イル」 を参照して ください。

6. システム エラーをチェ ッ クします。

システム エラーは、 SAP R/3サーバの <Data_Protector_home>\log\debug.log ファ イ

ルに記録されます。

バックアップに関する問題

この段階では、 前項の検証手順をすべて実行している必要があ り ます。 それでもバッ クアップに
失敗する場合は、 以下の手順を実行します。

1. SAP R/3サーバの構成をチェ ッ クします。

構成をチェ ッ クするには、 SAP R/3 サーバ システムで以下のコマンドを起動します。

<Data_Protector_home>\bin\util_sap.exe -CHKCONF <ORACLE_SID>
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*RETVAL*0は、 構成に問題がないこ とを示します。

2. testbar2ユーティ リテ ィ を使って、 Data Protectorの内部データ転送を検証します。

testbar2ユーティ リ ティを実行する前に、 SAP R/3 Database Server で Cell Manager名
が正し く定義されているかを検証します。 Cell Manager システムの名前が記述されている
<Data_Protector_home>\Config\client\cell_server ファ イルを確認します。 その後

で以下のコマンドを実行します。

<Data_Protector_home>\bin\testbar2 -type:SAP -appname:<ORACLE_SID> 
-bar:<backup_specification_name> -perform:backup

Data Protectorの [モニター ] コンテキス トの [詳細 ]ボタンをク リ ッ ク して、 testbar2

ユーティ リ ティから報告されたエラーをチェ ッ ク します。

統合ソフ ト ウェアの Data Protector側に問題がある と メ ッセージに表示された場合は、SAP 
R/3バッ クアップ仕様を作成して nullデバイスまたはファイルにバッ クアップを行います。
バッ クアップが正常に終了した場合は、 バッ クアップ デバイスに関連した問題の可能性があ
り ます。

デバイスの ト ラブルシューティングについては 『HP OpenView Storage Data Protector ト
ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

テス トが失敗した場合は、 サポート担当へご連絡ください。

3. backint によるバックアップの確認

export OB2BARLIST=<barlist_name>

export OB2APPNAME=<ORACLE_SID>

<Data_Protector_home>\bin\backint.exe -f backup -t file -u <ORACLE_SID> 
-i <input_file> 

こ こで、 <input_file>は、 バッ クアップのフル パス名のリ ス トが格納されているファ イル
です。

backintは、 以下の形式のファイル リ ス ト を受け取り ます。

<pathName_1> 

<pathName_2> 

<pathName_3> 

バックアップが開始時に失敗し、 「Internal heap ERROR 17112」 メ ッセージが表示される場
合
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問題

HP-UX 11.11上で SAP 4.6D カーネルを使用している場合は、 BRBACKUP コア ダンプが原因
となって、 バッ クアップが開始直後に失敗します。 メ ッセージの先頭には、 以下のよ うな行が示
されます。

Internal heap ERROR 17112 addr=0x800003ffff7f3660

対策

1. バッ クアップ仕様のオーナーになっているユーザーと して SAPサーバにログインします。

2. 以下のコマンドを実行します。

env | grep NLS_LANG

以下のよ う な出力が得られます。

NLS_LANG=AMERICAN_AMERICA.US7ASCII

3. バッ クアップ仕様に NLS_LANG変数を追加します。 詳細は、 158 ページの 「Data Protector 
SAP R/3構成ファイル パラ メータの設定、 取得、 表示、 および削除 (CLI を使用 )」 を参照
して ください。

4. バッ クアップを再開します。

復元に関する問題

この段階では、 前項の検証手順をすべて実行している必要があ り ます。 前項の検証手順の終了後
に、 以下の手順を実行します。

1. バックアップ オブジェク トがバックアップ メディアと IDBにあるかどうか確認します。

これは、 次のコマンドを実行する と確認できます。

<Data_Protector_home>\bin\omnidb -SAP "<object_name>" -session 
"<Session_ID>" -media

このコマンドは、 SAP R/3 Database Server上で実行してください。

コマンドの出力には、 指定したバッ クアップ オブジェク トに関する詳細、 このオブジェク ト
を含むバッ クアップ セッシ ョ ンのセッシ ョ ン ID、 使用したメディアの リ ス トが表示されま
す。 

omnidb コマンドの構文の詳細については、 以下を実行します。

<Data_Protector_home>\bin\omnidb -help 

SAP R/3 ユーティ リ ティを使用しても、 同じ こ とを実行できます。
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backint を使用する と、 SAPDBA でも このコマンドを使って情報が照会されます。

<Data_Protector_home>\bin\backint.exe -f inquiry -u <ORACLE_SID> -i 
<input_file> 

<input_file>の指定内容が照会されます。

正し く実行できなかった場合は、 バッ クアップ セッシ ョ ンが正常に行われたかど うか、 また
適切なユーザー アカウン トで照会を行ったかど うかを確認します。

backintは、 以下の形式のファイル リ ス ト を受け取り ます。

<backup_ID_1> <pathName_1> [<targetDirectory_1>]

<backup_ID_2> <pathName_2> [<targetDirectory_2>]

<backup_ID_3> <pathName_3> [<targetDirectory_3>]

<backup_ID>の番号を取得するには、 次のコマンドを入力します。

echo #NULL #NULL | backint － f inquiry － u <ORACLE_SID>

また、 <input_file>内で <backup_ID_1> と して #NULL を指定しても、 同じ結果が得られ

ます。 この場合、 ファ イルの最新バッ クアップ セッシ ョ ンが復元に使用されます。

2. Data Protectorユーザー インタフェースを使って復元を確認します。

このテス トは backint を使ってバッ クアップされたオブジェク トに対して実行できます。

202 ページの 「SAP R/3データベースの復元」 を参照して ください。

正し く実行できなかった場合は、 バッ クアップ セッシ ョ ンが正常に行われたかど うか、 また
適切なユーザー アカウン トで照会を行ったかど うかを確認します。

3. 復元セッシ ョ ンのシミ ュレーシ ョ ン

復元するオブジェク トに関する情報が分かれば、 Data Protector の testbar2ユーティ リ

ティ を使って、 復元をシ ミ ュレートできます。

testbar2 を実行する前に、 SAP R/3 Database Serverで Cell Manager名が正し く定義さ
れているかを検証します。 

Cell Manager システムの名前が記述されている
<Data_Protector_home>\Config\client\cell_server をチェッ ク します。

次に、 testbar2ユーティ リ ティ を使って、 Data Protectorの内部データ転送をテス ト しま
す。

 <Data_Protector_home>\bin\testbar2 -type:SAP
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  -appname:<ORACLE_SID> 

  -perform:restore  

  -object:<object_name>  

  -version:<object_version> 

  -bar:<backup_specification_name>

「正常」 という メ ッセージだけが画面に表示されます。 そ うでない場合は、 Data Protector
の [モニター ] コンテキス トの [詳細 ]ボタンをク リ ッ ク して、 testbar2ユーティ リ ティ

から報告されたエラーをチェッ ク します。

4. backint による復元の確認

以下のコマンドを実行します。

<Data_Protector_home>\bin\backint.exe -f restore -u <ORACLE_SID> -i 
<input_file>

<input_file>の内容が復元されます。

正し く実行できなかった場合は、 セッシ ョ ンが正常に行われたかど うか、 また適切なユー
ザー アカウン トで復元を開始したかど うかを確認します。

backintは、 以下の形式のファイル リ ス ト を受け取り ます。

<backup_ID_1> <pathName_1> [<targetDirectory_1>]

<backup_ID_2> <pathName_2> [<targetDirectory_2>]

<backup_ID_3> <pathName_3> [<targetDirectory_3>]

<backup_ID>の番号を取得するには、 次のコマンドを入力します。

echo "#NULL #NULL" | backint － f inquiry － u <ORACLE_SID>

ファ イル名に不正な文字が含まれるために復元セッシ ョ ンが失敗する場合

問題

Windows システムでは、 Oracle Database Character Set (DBCS)が非 Unicodeプログラム用の
デフォルトのWindows文字セッ ト と同じ値に設定されていない場合と、 Oracleデータファ イル
の作成に SAP ツールが使用されている場合は、 データファ イルに非 ASCII文字または非 Latin 
1文字が含まれている と復元に失敗します。

対策

次のいずれかの方法で解決します。
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• Oracle を新規にインス トールする場合は、 DBCS を UTF-8に設定します。

• 他の非Unicodeプログラムを使用していない場合は、非Unicodeプログラム用の言語をDBCS
と同じ値に設定します。

• ファ イル名に非 ASCII文字または非 Latin 1文字を使用しないよ うにします。

UNIX システムでのト ラブルシューテ ィング

Data Protector Oracle用統合ソフ トウェア削除後の Oracleの使用

この項の説明は、 SAP R/3データファ イルのバッ クアップに Oracle RMAN を使用し、 その後
Oracleサーバ上で Data Protector Oracle用統合ソフ ト ウェアをアンインス トールした場合にの
み関係します。

Oracleサーバ上の Data Protector Oracle用統合ソフ ト ウェアをアンインス トールしても、
Oracleサーバ ソフ ト ウェアの Data Protectorデータベース  ラ イブラ リへのリ ンクはそのまま残
り ます。 このリ ンクを削除するには、 Oracleバイナリ を再構築する必要があ り ます。 これを行
わないと、 統合ソフ ト ウェアを削除した後で Oracleサーバを開始できな くな り ます。 

Oracleサーバを再び使用可能にする方法については、 111 ページの 「UNIXおよび OpenVMS
システムにおける Data Protector Oracle用統合ソフ ト ウェア削除後の Oracleの使用」 を参照し
て ください。

統合ソフ トウェアの Oracle側に関する前提条件

以下の手順で、 統合ソフ ト ウェアが正常に動作するよ うに Oracleがインス トールされているか
を確認します。 これらの手順には、 Data Protector コンポーネン トの確認は含まれません。

1. Oracle ターゲッ ト  データベースにアクセスできるか検証し、以下の方法で Oracle ターゲッ
ト  データベースがオープンするかどうかを検証します。

<ORACLE_HOME > と <ORACLE_SID> を以下のよ うにエクスポート します。

• sh型のシェルを使用している場合は、 以下のコマンドを入力します。

ORACLE_HOME="<ORACLE_HOME>"

export ORACLE_HOME

ORACLE_SID="<ORACLE_SID>"

export ORACLE_SID

• csh型のシェルを使用している場合は、 以下のコマンドを入力します。
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setenv ORACLE_HOME "<ORACLE_HOME>"

setenv ORACLE_SID "<ORACLE_SID>"

<ORACLE_HOME>ディ レク ト リから Server Manager (Oracle8/9iの場合 ) または SQL Plus 
(Oracle9i の場合 ) を起動します。

bin\svrmgrl (Oracle8/8i)

bin\sqlplus (Oracle9i)

SVRMGR (Oracle8/8i) または SQL (Oracle9i)プロンプ トで以下のよ うに入力します。

connect <user>/<passwd>@<service>

select * from dba_tablespaces;

exit

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracle ターゲッ ト  データベースをオープンします。

2. TNS リスナがOracle ターゲッ ト  データベースに対して正常に構成されているかどうか確認
します。 これは適切なネッ トワーク接続の確立に必要です。

223 ページの手順に従って <ORACLE_HOME> をエクスポート し、 <ORACLE_HOME>ディ レク ト

リから リ スナを起動します。

bin/lsnrctl start <service>

exit

上記が正し く実行されなかった場合は、 TNS リ スナを起動し、 Oracleのマニュアルで、
TNS構成ファイル (LISTENER.ORA)の作成方法に関する項を参照して ください。

223 ページの手順に従って、 <ORACLE_HOME> をエクスポート し、 <ORACLE_HOME>ディレク
ト リから Server Manager (Oracle8/8iの場合 ) または SQL Plus (Oracle9iの場合 ) を起動し
ます。

bin/svrmgrl (Oracle8/8i)

bin/svrmgrl (Oracle9i)

SVRMGR (Oracle8/8i) または SQL (Oracle9i)プロンプ トで以下のよ うに入力します。

connect <Target_Database_Login>

exit

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracle マニュアルの TNS構成ファイル
(TNSNAMES.ORA)の作成方法に関する項目を参照してください。
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3. RMAN モードでバックアップを実行する場合は、Oracle ターゲッ ト  データベースの構成に
おいて、 システム特権でのリモート接続が可能になっていることを確認します。

223 ページの手順に従って、 <ORACLE_HOME > をエクスポート し、 <ORACLE_HOME>ディレク
ト リから Server Manager (Oracle8/8iの場合 ) または SQL Plus (Oracle9iの場合 ) を起動し
ます。

bin/svrmgrl (Oracle8/8i)

bin/svrmgrl (Oracle9i)

SVRMGR (Oracle8/8i) または SQL (Oracle9i)プロンプ トで以下のよ うに入力します。

connect <Target_Database_Login> as SYSDBA;

exit

SYSDBAの代わりに SYSOPER を使って、 上記の手順を繰り返します。 <ORACLE_HOME>ディ レ
ク ト リ を設定します。

リ カバリ  カタログを使用する場合 :

bin/rman target <Target_Database_Login> rcvcat <Recovery_Catalog_Login>

リ カバリ  カタログを使用しない場合 :

bin/rman target <Target_Database_Login> nocatalog 

上記が正し く実行されなかった場合は、 Oracleのマニュアルを参照し、 パスワード  ファ イ
ルの設定と、 init<ORACLE_SID>.ora ファ イル内の関連パラ メータの設定を行ってくださ

い。

4. RMAN モードでバックアップを実行する場合は、 Recovery Manager チャネル タイプの
ディスクを使って、 ディスクへの直接バックアップと復元を実行できることを確認します。

リ カバリ  カタログを使用する場合 :

223 ページの手順に従って <ORACLE_HOME> をエクスポート し、 Recovery Manager を起動
します。

bin/rman target <Target_Database_Login> rcvcat <Recovery_Catalog_Login> 
cmd_file=rman_script

リ カバリ  カタログを使用しない場合 :

223 ページの手順に従って <ORACLE_HOME> をエクスポート し、 Recovery Manager を起動
します。

bin/rman target <Target_Database_Login> nocatalog cmd_file=rman_script
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rman_scriptの例を以下に示します。

run {allocate channel ‘dev0' type disk;

backup (tablespace <tablespace_name>

format ‘<ORACLE_HOME>/tmp/<datafile_name>');}

バッ クアップが正常に終了したら、 以下の復元スク リプ ト を実行し、 バッ クアップしたテー
ブルスペースを復元します。

run {

allocate channel 'dev0' type disk;

sql ‘alter tablespace <tablespace_name> offline immediate';

restore tablespace <tablespace_name>;

recover tablespace <tablespace_name>;

sql 'alter tablespace <tablespace_name> online'

release channel 'dev0';}

上記のいずれかの手順が正し く実行されなかった場合は、 Oracleのマニュアルで、
Recovery Manager を使ったディ スクへの直接バッ クアップと復元を実行する方法に関する
項目を参照してください。

統合ソフ トウェアの SAP R/3側に関する前提条件

以下の手順を行って、 統合ソフト ウェアが正常に動作するよう に SAP R/3がインスト ールされて
いるかを確認します。 これらの手順には、 Data Protector コンポーネント の確認は含まれません。

1. ディスクに対して直接バックアップできるかどうかを確認します。

brbackup -d disk -u <user>/<password>

上記が正し く実行されなかった場合は、 エラー メ ッセージを確認して、 考えられる問題を解
決してから次の手順に進んでください。

2. ディスクに対して直接復元できるかどうかを確認します。

brrestore -d disk -u <user>/<password>

上記が正し く実行されなかった場合は、 エラー メ ッセージを確認して、 考えられる問題を解
決してから次の手順に進んでください。

3. RMAN モードでバックアップを実行する場合は、以下のように、Recovery Manager チャ
ネル タイプのディスクを使って、 ディスクへ直接バックアップと復元を実行できることを確
認します。
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a. Oracle ソフ ト ウェアと、SAP R/3が提供するデータベース  ライブラ リ (libobk.sl)を再

リ ンク します。 

b. Data Protectorデータベース  ラ イブラ リの リ ンク時と同様の手順を実行します。 

この手順の詳細については、 14 ページの 「UNIX システム上での Oracle と Data 
Protector Oracle用統合Media Management Library (MML) との リ ンク」 を参照して
ください。

重要 Data Protector を RMANモードで再び使用できるよ うにするには、 最初
に Oracle を Data Protectorデータベース  ラ イブラ リ と再リ ンクする必
要があ り ます。

c. 初期化ファイル init<ORACLE_SID>.oraでパラ メータ init を定義する必要があ り ます。

以下のコマンドを実行します。

brrestore -d pipe -u <user>/<password> -t online -m all

brrestore -d disk -u <user>/<password>

これが失敗した場合は、 SAP R/3 オンライン ヘルプを参照し、 SAP R/3 バッ クアップ 
ユーティ リ ティでディ スクへの直接バッ クアップと復元を実行する方法を学習してくだ
さい。

エラー メ ッセージを確認し、 問題を解決してから次の手順に進んでください。 

4. SAP R/3バックアップ ツールが backint(実際にData Protectorから配布されているプログ
ラム ) を正常に起動することを確認します。

元の backint を移動して、 backint という名前のテス ト  スク リプ ト を作成し、 SAP R/3
バッ クアップ ユーティ リ ティが保存されているディ レク ト リに保存します。 このスク リプ ト
には、 以下のエン ト リ を記述して ください。

#!/usr/bin/sh

echo "Test backint called as follows:"

echo "$0 $*"

echo "exiting 3 for a failure"

exit 3

次に SAP R/3 ユーザーと して以下のコマンドを実行します。 詳細は 163 ページの 「Data 
Protectorでの SAP R/3ユーザーの構成 (UNIX システムのみ )」 を参照して ください。
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brbackup -t offline -d util_file -u <user>/<password> -c

backint の引き数が返された場合、 SAP R/3は backint を使用してバッ クアップを行えるよ う正
し く構成されているこ とを示します。 引き数が返されない場合は、 SAP R/3 を再構成する必要が
あ り ます。

164 ページの 「SAP R/3 Database Serverの構成」 を参照して ください。 

構成に関する問題

重要 前項の手順を行ってから Data Protectorの構成をチェッ ク して ください。

1. Data Protector ソフ トウェアが正し く インス トールされているかどうかを検証します。

詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス  ガ
イ ド』 を参照して ください。

2. Data Protectorデータベース ライブラリが Oracleの実行可能ファイルにリンクしているこ
とを確認します。

以下のコマンドを使用して、 Solarisの場合は libob2oracle8.soが、 HP-UX の場合は
libob2oracle8.sl (libob2oracle8_64bit.sl)が Oracle実行可能ファ イルと リ ンク さ
れているこ とを確認します。

<ORACLE_HOME> と <ORACLE_SID> を 223 ページに示された手順でエクスポート します。

 HP-UXプラ ッ ト フォームの場合 :

/usr/bin/chatr <ORACLE_HOME>/bin/oracle

 Solarisプラ ッ ト フォームの場合 :

/usr/bin/ldd -s <ORACLE_HOME>/bin/oracle

出力には、 Oracle実行可能ファイルによ り各 Data Protector ラ イブラ リが要求されるこ と
が示されます。

HP-UX上のコマンド出力の抽出例を以下に示します。

bin/oracle:

   shared executable

   shared library dynamic path search:

    SHLIB_PATH enabled second

    embedded path disabled first Not Defined
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   shared library list:

    static
/opt/omni/lib/libob2oracle8.sl(libob2oracle8_64bit.sl)

    dynamic /usr/lib/librt.2

    dynamic /usr/lib/libnss_dns.1

    dynamic /usr/lib/libdld.2

SHLIB_PATH で始まっている行は、 上の例のとおりの形で返されるはずです。 この行が異
なる場合は、 Data Protectorデータベース  ラ イブラ リのダイナミ ッ ク  パスを以下の手順で
有効にして ください。

/usr/bin/chatr +s enable <ORACLE_HOME>/bin/oracle

3. SAP R/3 Database Serverのファイルシステム バックアップを実行します。

SAP R/3 Database Server システムのファ イルシステム バッ クアップを行って、 SAP R/3 
Database Server と Data Protector Cell Manager システムとの間で考えられる通信の問題
を解決します。 

SAP R/3 Database Server システムのファ イルシステム バッ クアップが正常に終了しない限
り、 オンライン データベース  バッ クアップの ト ラブルシューティングを開始しないでくだ
さい。

ファ イルシステムのバッ クアップ方法についての詳細は、 オンライン ヘルプの検索キーワー
ド 「標準バッ クアップ手順」 で表示される内容を参照してください。

4. 環境変数をチェ ッ クします。

Oracle Server Manager、 TNS リ スナ、 またはその他の Oracle ユーティ リ ティ を起動する
前に変数をエクスポートする必要がある場合は、 それらの変数を Cell Manager上の Data 
Protector SAP R/3構成ファ イルの Environmentセクシ ョ ンに定義しておいてください。 
156 ページの 「Data Protector SAP R/3 構成ファ イル」 を参照して ください。

5. 現在使用されているユーザー アカウン トの権限を確認します。

使用中のユーザー アカウン トは、 Data Protector を使用したバッ クアップおよび復元が可能
でなければなり ません。 testbar2ユーティ リ ティを使って権限をチェッ ク して ください。

/opt/omni/bin/utilns/testbar2 -perform:checkuser

ユーザー アカウン トが必要な権限をすべて保持している場合は、 [正常 ] メ ッセージが画面
上に表示されるだけです。 

163 ページの 「Data Protectorでの SAP R/3ユーザーの構成 (UNIX システムのみ )」 も参
照して ください。
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6. システム エラーをチェ ッ クします。

SAP R/3 サーバ上の /var/opt/omni/log/debug.log ファ イル (HP-UX システムと
Solaris システムの場合 ) または /usr/omni/log/debug.log ファ イル ( その他の UNIX シ
ステムの場合 )でシステム エラーが報告されます。

バックアップに関する問題

この段階では、 前項の検証手順をすべて実行している必要があ り ます。 それでもバッ クアップに
失敗する場合は、 以下の手順を実行します。

1. SAP R/3サーバの構成をチェ ッ クします。

構成をチェ ッ クするには、 SAP R/3 サーバ システムで以下のコマンドを起動します。

/opt/omni/lbin/util_sap.exe -CHKCONF <ORACLE_SID> (HP-UX システムと Solaris シ
ステムの場合 )
または

/usr/omni/bin/util_sap.exe -CHKCONF <ORACLE_SID> ( その他の UNIX システムの場
合 )

エラーが検出された場合は、 そのエラーの番号が *RETVAL*<Error_number>の形式で表
示されます。 

エラーの説明を見るには、 次のコマンドを実行します。

 /opt/omni/lbin/omnigetmsg 12 <Error_number> (HP-UX システムと Solaris システム
の場合 )
または

/usr/omni/bin/omnigetmsg 12 <Error_number> ( その他の UNIX システムの場合 )

*RETVAL*0は、 構成に問題がないこ とを示します。

2. testbar2ユーティ リテ ィ を使って、 Data Protectorの内部データ転送を検証します。

testbar2ユーティ リ ティを実行する前に、 SAP R/3 Database Server で Cell Manager名
が正し く定義されているかを検証します。 Cell Manager システムの名前が記述されている
/etc/opt/omni/client/cell_server ファ イル (HP-UX システムと Solaris システムの場
合 ) または /usr/omni/config/cell/cell_server ファ イル ( その他の UNIX システムの
場合 ) をチェッ ク します。 その後、 以下のコマンドを実行します。

/opt/omni/bin/utilns/testbar2 -type:SAP -appname:<ORACLE_SID> 

-bar:<backup_specification_name> -perform:backup (HP-UX システムと Solaris シ
ステムの場合 )
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/usr/omni/bin/utilns/testbar2 -type:SAP -appname:<ORACLE_SID> 

-bar:<backup_specification_name> -perform:backup ( その他の UNIX システムの場
合 )

Data Protectorの [モニター ] コンテキス トの [詳細 ]ボタンをク リ ッ ク して、 testbar2

ユーティ リ ティから報告されたエラーをチェ ッ ク します。

統合ソフ ト ウェアの Data Protector側に問題がある と メ ッセージに表示された場合は、 以下
の手順を実行します。

a. 163 ページの「Data Protectorでの SAP R/3 ユーザーの構成 (UNIX システムのみ )」に説
明されている とおり、 バッ クアップ仕様のオーナーが SAP R/3バッ クアップ オーナーで
あ り、 Data Protectorの operator グループまたは admin グループに所属しているこ と

を確認します。

b. そのData Protectorユーザー グループのユーザー権限[プライベート オブジェク トを表示]

が有効になっていること を確認します。

c. SAP R/3バッ クアップ仕様を作成し、 nullデバイスまたはファイル デバイスへバッ ク
アップします。 バッ クアップが正常に終了した場合は、 バッ クアップ デバイスに関連し
た問題の可能性があ り ます。

デバイスの ト ラブルシューティングについては、 『HP OpenView Storage Data 
Protector ト ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

テス トが失敗した場合は、 サポート担当へご連絡ください。

3. backint によるバックアップの確認

export OB2BARLIST=<barlist_name>

export OB2APPNAME=<ORACLE_SID>

/opt/omni/lbin/backint -f backup -t file -u <ORACLE_SID> -i <input_file> 

(HP-UX システムと Solaris システムの場合 )

/usr/omni/bin/backint -f backup -t file -u <ORACLE_SID> -i <input_file> ( そ
の他の UNIX システムの場合 )

こ こで、 <input_file>は、 バッ クアップのフル パス名のリ ス トが格納されているファ イル
です。

backintは、 以下の形式のファイル リ ス ト を受け取り ます。

<pathName_1> 

<pathName_2> 
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<pathName_3> 

バックアップが開始時に失敗し、 「Internal heap ERROR 17112」 メ ッセージが表示される場
合

問題

HP-UX 11.11上で SAP 4.6D カーネルを使用している場合は、 BRBACKUP コア ダンプが原因
となって、 バッ クアップが開始直後に失敗します。 メ ッセージの先頭には、 以下のよ うな行が示
されます。

Internal heap ERROR 17112 addr=0x800003ffff7f3660

対策

1. バッ クアップ仕様のオーナーになっているユーザーと して SAPサーバにログインします。

2. 以下のコマンドを実行します。

env | grep NLS_LANG

以下のよ う な出力が得られます。

NLS_LANG=AMERICAN_AMERICA.US7ASCII

3. バッ クアップ仕様に NLS_LANG変数を追加します。 詳細は、 158 ページの 「Data Protector 
SAP R/3構成ファイル パラ メータの設定、 取得、 表示、 および削除 (CLI を使用 )」 を参照
して ください。

4. バッ クアップを再開します。

Util_File_Online SAPのバックアップが失敗し、 「semop() エラー」 が表示される

問題

util_file_onlineオプシ ョ ンを BRBACKUP と と もに使用する と き ( たとえば、
Brbackup_Util_File_Onlineテンプレート を選択する場合 )、 テーブルスペースは、 個別に
バッ クアップ モードに、 あるいはバッ クアップ モードから切り替えられます。 BRBACKUP と
の通信には 1つのプロセスしかあ り得ないため、 いくつかの sapback プロセスはセマフォを使
用して BRBACKUP との対話の同期をと り ます。

sapback プロセスの数は、 バッ クアップで使われるすべてのデバイスの同時処理数の合計と して
算出されます。 sapback プロセスが多数ある場合、 システム上の IPC セマフォに 「元に戻す」
操作を留保しておく こ とができるプロセスの最大数を超過する可能性があ り ます。 このよ う な場
合、 いくつかの sapback エージェン トは失敗し、 次のエラーが表示されます。 
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[28] デバイスに空き領域が残っていません。

対策

次の対策のいずれかを実行して問題を解決してください。

• バッ クアップ デバイスの数またはその同時処理数を減らします。

• semmnu カーネル パラ メータの値を増やします。 この値を増やした後、 カーネルを再構築し
てシステムを リブート します。

復元に関する問題

この段階では、 前項の検証手順をすべて実行している必要があ り ます。 前項の検証手順の終了後
に、 以下の手順を実行します。

1. 復元セッシ ョ ンのユーザーを確認します。

復元セッシ ョ ンに指定されているユーザーが、 バッ クアップ セッシ ョ ンと同じユーザーで、
かつ Data Protector operator グループまたは admin グループに所属しているこ とを確認し

ます。

163 ページの 「Data Protectorでの SAP R/3ユーザーの構成 (UNIX システムのみ )」 を参
照して ください。

2. バックアップ オブジェク トがバックアップ メディアと IDBにあるかどうか確認します。

これは、 次のコマンドを実行する と確認できます。

/opt/omni/bin/omnidb -SAP "<object_name>" -session "<Session_ID>" -media 
(HP-UXおよび Solaris システムの場合 )

/usr/omni/bin/omnidb -SAP "<object_name>" -session "<Session_ID>" -media (
その他の UNIX システムの場合 )

このコマンドは、 SAP R/3 Database Server上で実行してください。

コマンドの出力には、 指定したバッ クアップ オブジェク トに関する詳細、 このオブジェク ト
を含むバッ クアップ セッシ ョ ンのセッシ ョ ン ID、 使用したメディアの リ ス トが表示されま
す。 

omnidb コマンドの構文の詳細については、 以下を実行します。

/opt/omni/bin/omnidb -help (HP-UX システムと Solaris システムの場合 )

/usr/omni/bin/omnidb -help ( その他の UNIX システムの場合 )

SAP R/3 ユーティ リ ティを使用しても、 同じ こ とを実行できます。
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backint を使用する と、 SAPDBA でも このコマンドを使って情報が照会されます。

/opt/omni/lbin/backint -f inquiry -u <ORACLE_SID> -i <input_file> (HP-UXシ

ステムと Solarisシステムの場合 )

/usr/omni/bin/backint -f inquiry -u <ORACLE_SID> -i <input_file> ( その他の
UNIX システムの場合 )

<input_file>の指定内容が照会されます。

正し く実行できなかった場合は、 バッ クアップ セッシ ョ ンが正常に行われたかど うか、 また
適切なユーザー アカウン トで照会を行ったかど うかを確認します。

backintは、 以下の形式のファイル リ ス ト を受け取り ます。

<backup_ID_1> <pathName_1> [<targetDirectory_1>]

<backup_ID_2> <pathName_2> [<targetDirectory_2>]

<backup_ID_3> <pathName_3> [<targetDirectory_3>]

<backup_ID>の番号を取得するには、 次のコマンドを入力します。

echo "#NULL #NULL" | backint － f inquiry － u <ORACLE_SID>

また、 <input_file>内で <backup_ID_1> と して #NULL を指定しても、 同じ結果が得られ

ます。 この場合、 ファ イルの最新バッ クアップ セッシ ョ ンが復元に使用されます。

3. Data Protectorユーザー インタフェースを使って復元を確認します。

このテス トは backint を使ってバッ クアップされたオブジェク トに対して実行できます。

202 ページの 「SAP R/3データベースの復元」 を参照して ください。

正し く実行できなかった場合は、 バッ クアップ セッシ ョ ンが正常に行われたかど うか、 また
適切なユーザー アカウン トで照会を行ったかど うかを確認します。

4. 復元セッシ ョ ンのシミ ュレーシ ョ ン

復元するオブジェク トに関する情報がわかれば、 Data Protector の testbar2ユーティ リ

ティ を使って、 復元をシ ミ ュレートできます。

testbar2 を実行する前に、 SAP R/3 Database Serverで Cell Manager名が正し く定義さ
れているかを検証します。 

Cell Manager システムの名前が記述されている /etc/opt/omni/client/cell_server

ファ イル (HP-UX システムと Solaris システムの場合 ) または
/usr/omni/config/cell/cell_server ファ イル ( その他の UNIX システムの場合 ) を
チェ ッ ク します。
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次に、 testbar2ユーティリティを使って、 Data Protectorの内部データ転送をテストします。

/usr/omni/bin/utilns/testbar2 -type:SAP  

  -appname:<ORACLE_SID>   
  -perform:restore  
  -object:<object_name>  
  -version:<object_version>  

  -bar:<backup_specification_name>  (HP-UX システムと Solaris システムの場合 )
または

/usr/omni/bin/utilns/testbar2 -type:SAP  

  -appname:<ORACLE_SID>   
  -perform:restore  
  -object:<object_name>  
  -version:<object_version>  
  -bar:<backup_specification_name>  ( その他の UNIX システムの場合 )

「正常」 という メ ッセージだけが画面に表示されます。 そ うでない場合は、 Data Protector
の [モニター ] コンテキス トの [詳細 ]ボタンをク リ ッ ク して、 testbar2ユーティ リ ティ

から報告されたエラーをチェッ ク します。

5. backint による復元の確認

以下のコマンドを実行します。

• HP-UXおよび Solarisの場合 : /opt/omni/lbin/backint -f restore -u 
<ORACLE_SID> -i <input_file>

• その他のUNIXの場合 : /usr/omni/bin/backint -f restore -u <ORACLE_SID> -i 
<input_file>

<input_file>の内容が復元されます。 

正し く実行できなかった場合は、 セッシ ョ ンが正常に行われたかど うか、 また適切なユー
ザー アカウン トで復元を開始したかど うかを確認します。

backintは、 以下の形式のファイル リ ス ト を受け取り ます。

<backup_ID_1> <pathName_1> [<targetDirectory_1>]
<backup_ID_2> <pathName_2> [<targetDirectory_2>]
<backup_ID_3> <pathName_3> [<targetDirectory_3>]

<backup_ID>の番号を取得するには、 次のコマンドを入力します。

echo #NULL #NULL | backint － f inquiry － u <ORACLE_SID>
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SAP R/3データベースの復元例
この項では、 SAP R/3データベースの復元例を示します。 以下の場合について、 例を示します。

• 239 ページの 「データベース全体の復元および復旧の例」

• 242 ページの 「部分的な復元の例」

• 243 ページの 「喪失ファイルの復元の例」

• 244 ページの 「アーカイブ ログ ファ イルの復元の例」

重要 SAP R/3データベースの復元は、 SAP R/3 ユーティ リ ティを使用して行います。 
この SAP R/3 ユーティ リ ティは Data Protectorの一部ではあ り ません。 こ こで
は、 SAPDBAから BRRESTOREユーティ リ ティを使って復元を実行する方法の
例についてのみ説明します。 この例は、 復元が必要などの状況にも適用できるわ
けではあ り ません。 BRRESTORE ユーティ リ ティ を使用した SAP R/3データ
ベースの復元方法の詳細は、 SAP R/3のドキュ メン ト を参照して ください。

SAP R/3データベースの復元準備

データベース全体を復元する場合は、 どのよ う な方法でバッ クアップを行ったか (Oracle RMAN
チャネルを使用したか、 BRBACKUP ツールのみを使用したか ) を知る必要があ り ます。 RMAN
を使用した場合は、 svrmgrl (Oracle8/8iの場合 ) または sqlplus (Oracle9i の場合 ) と RMAN
コマンドで復元を行います。 BRBACKUP ユーティ リ ティ を使用した場合は、 SAPDBA で復元
を行います。

データベースの一部を復元する場合は、 SAP R/3 BRBACKUP ユーティ リ ティに付属の
BRRESTORE ツールを使用できます。

復元実行前に以下の環境変数を設定する必要があ り ます。

• ORACLE_SID:データベースのインスタンスのシステム ID

例 :P01

SAPSIDは SAP R/3 システムの名前、 DBSIDはデータベースのインスタンス名です。 イン
ス トールされているインスタンスが 1つの場合は、 SAPSID と DBSIDは同じになり ます。
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• ORACLE_HOME: Oracle ソフ ト ウェアのホーム ディレク ト リ 。 デフォルトの位置は
<Oracle_home>\<DBSID> (Windows システムの場合 ) または /opt/oracle/<DBSID> 
(UNIX システムの場合 )です。

• SAPDATA_HOME: データベース  ファ イルのホーム ディレク ト リ 。 デフォルトの位置は
<Oracle_home>\<DBSID> (Windows システムの場合 ) または /opt/oracle/<DBSID> 
(UNIX システムの場合 )です。

重要 環境変数 ORACLE_SID、 ORACLE_HOME、 SAPDATA_HOMEは必ず設定す
る必要があ り ます。

以下の環境変数は、 対応するパスがデフォルト位置と異なる場合にのみ設定します。

• SAPARCH: BRARCHIVE ログのディ レク ト リ 。 デフォルトの位置は
<SAPDATA_HOME>/saparch (UNIX システムの場合 ) または <SAPDATA_HOME>\saparch 
(Windows システムの場合 )です。

• SAPBACKUP: BRBACKUP ログのディ レク ト リ 。 デフォルトの位置は
<SAPDATA_HOME>/sapbackup (UNIX システムの場合 ) または
<SAPDATA_HOME>\sapbackup (Windows システムの場合 )です。

• SAPCHECK: sapdba -check/analyzeのログのディ レク ト リ 。 デフォル トの位置は
<SAPDATA_HOME>/sapcheck (UNIX システムの場合 ) または <SAPDATA_HOME>\sapcheck 
(Windows システムの場合 )です。

• SAPREORG: その他のすべての SAPDBA ログ、 シェル、 SQL スク リプ トのディ レク ト リ 。
デフォルトの位置は <SAPDATA_HOME>/sappreorg (UNIX システムの場合 ) または
<SAPDATA_HOME>\sappreorg (Windows システムの場合 )です。 

また、 init<DBSID>.dbaプロファ イルの exireo_dumpdirパラ メータが設定されていない

場合のエクスポート  ファ イルおよびアンロード  ダンプ ファ イルの標準ディレク ト リ 。

• SAPTRACE:Oracle の ト レース  ファ イルおよびアラート  ファ イルのディ レク ト リ 。
<SAPDATA_HOME>/saptrace  (UNIX システムの場合 ) または
<SAPDATA_HOME>\saptrace  (Windows システムの場合 )です。

• SAPDATA1: データベースのデータ  ファ イルのディ レク ト リ 。 デフォルトの位置は
<SAPDATA_HOME>/sapdata1 (UNIX システムの場合 ) または <SAPDATA_HOME>\sapdata1 
(Windows システムの場合 )です。

SAPDATA<n>は、 n=1, ..., 99の構文で指定します。 環境変数 SAPDATA<n>は、 ディ レク ト
リがデフォルト位置と異なる場合にのみ定義する必要があ り ます。
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• TWO_TASK: リ モート  データベース  システムの ID

この環境変数は設定しないでください。

設定可能なその他の環境変数は以下のとおりです。

• LINES:画面の高さを定義

• COLUMNS:画面の幅を定義

• SAPDBA_DEBUG: エラー解析用のト レース機能を設定
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データベース全体の復元および復旧の例

データベース全体の復元や復旧を行う場合は、 以下の手順に従ってください。

1. SAPDBA ユーティ リ ティにログインします。 SAPDBA で m を選択して [User and 

Security]オプシ ョ ンを表示します。 Expert mode を選択して Expert のパスワードを入力
します。

図 2-19 SAPDBA を Expert Mode で起動する
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2. メニューが表示されたら [Restore/Recovery]オプシ ョ ンを選択します。

図 2-20 Restore/Recoveryオプシ ョ ンを選択する

3. 新しいメニューが表示される と、 復元の種類を選択できます。 [Full restore and 
recovery]オプシ ョ ンを選択します。 SAPDBAはデータベースが起動および実行されてい
るかを確認します。

図 2-21 [Full Restore and Recovery] を選択する
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4. SAPDBA がデータベースの状態をチェッ クする と、 新しいウ ィンド ウが表示され、 結果が表
示されます。 [Select a backup of type]オプシ ョ ンを指定して復元に使用するバッ ク

アップ バージ ョ ンを選択します。

図 2-22 復元するバックアップの種類とバージ ョ ンを選択する

5. その後、 バッ クアップ ツール パラ メータ  ファ イルのフルパス名を入力します。

6. [Start restore and recover]オプシ ョ ンを選択して復元セッシ ョ ンを開始します。

図 2-23 復元セッシ ョ ンを開始する
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7. 復元パラ メータを指定または変更する場合は、 [Return to restore procedure and 
continue] を選択します。

図 2-24 [Return to restore process and continue]オプシ ョ ンを選択

する

重要 データベースの不完全な復旧後または制御ファイルの復旧後は、 ALTER 

DATABASE OPEN コマンドを RESETLOGSオプシ ョ ンで実行して ください。

データベースを RESETLOGSオプシ ョ ンでオープンした後は、 データベース全体を

ただちにバッ クアップするこ とを強くお勧めします。 

データベースを RESETLOGSオプシ ョ ンでオープンする と、 以前の redo ログ ファ
イルは上書きされます。 データベースをオープンする前に、 オフライン REDO ロ
グ ファ イルをバッ クアップして ください。

部分的な復元の例

データベースの一部を復元または復旧する場合、 バッ クアップ ファ イルまたはアーカイブ
REDO ログを復元する必要があるかど うかを判断する必要があ り ます。 SAPDBAの復旧機能
は、 特定のメディアやユーザー エラーを修復できます。 ユーザー エラーが生じる と、 通常デー
タベース  ファ イルが消失します。 これらのデータベース  ファ イルには Oracleのディ クシ ョナ リ  
セグメン ト、 一時セグメン ト、 ロールバッ ク  セグメン ト、 ユーザー セグメン ト ( テーブルおよ
びインデッ クス ) などのさまざまなオブジェク トが含まれます。 

SAPDBA ユーティ リ ティでは、 以下のファ イルが消失した場合でもデータベースの復元がサ
ポート されます。
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• SAP テーブルスペースデータファ イル (PSAP<name>D/I)

• システムテーブルスペースファイル (SYSTEM)

• ロールバッ クテーブルスペースファ イル (PSAPROLL)

• 一時テーブルスペースファイル (PSAPTEMP)

[Check (and repair) database] メニュー オプシ ョ ンを使用した場合、 現時点までのデータ
ベースの復旧のみが可能です。

喪失ファイルの復元の例

喪失ファイルを復元するには、 以下の手順を実行してください。

1. SAPDBA でバッ クアップ ファ イルを検索する際の対象期間を定義します。 デフォルト値は
30日です。 その後 Start finding backup files メニュー オプシ ョ ンを選択します。
SAPDBA ユーティ リ ティは BRBACKUP ログ ファ イルを使ってバッ クアップ ファ イルを検
索します。

SAPDBA ユーティ リ ティは、 バッ クアップ ファ イルを特定する と、 各喪失ファイルについ
て最新の BRBACKUP ファ イルを取得し、 各ログ シーケンス番号の中から一番小さい値を
選択するこ とで、 必要なログ シーケンス番号を決定します。

2. [Show the list of damaged files] を選択して復元の必要なファイルを決定します。 

SAPDBA ユーティ リ ティはすべての喪失ファイルと喪失ファイルのバッ クアップ ファ イル
のリ ス ト を表示します。 リ ス トに表示される各ファイルには以下のいずれかのコ メン トが含
まれます。

• バッ クアップ ファ イル : <name> on <tape/disk>

Backed up by <name of the external backup program>

表示されたプログラムを使ってこのファ イルがバッ クアップされたこ とを意味します。 
このコ メン トは、 init<DBSID>.dbaプロファ イルの backup_util_nameパラ メータに

外部バッ クアップ プログラムの名前が含まれている場合に表示されます。 含まれていな
い場合は、 このコ メン トは ext. backup utilityのよ うに表示されます。

• No restore of a backup file required

既存のファイルが使用できるこ とを意味します。

• No backup file found

指定した期間内にこのファイルに対するバッ クアップが存在しなかったこ とを意味しま
す。
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3. [Show the list of backup files]オプシ ョ ンを選択し、使用可能なバッ クアップ ファ イ
ルを確認したい喪失ファイルを指定します。 1つの喪失ファイルに対して複数のバッ クアッ
プ ファ イルが存在する場合があ り ます。

4. 復元候補と して表示されたバッ クアップ ファ イルを変更する場合は、 [Select a backup 
file for restore] を選択します。復元対象と して選択したファ イルには、Selected for 

restore フラグが付与されます。

5. 指定されたファイルの復元に使用する個々のファイルに対する最新のバッ クアップ ファ イル
を変更する場合は、 [Select a BRBACKUP run for restore] を選択します。 たとえば、

すべての復元対象ファイルが同一のバッ クアップ セッシ ョ ン内でバッ クアップされ、 その
バッ クアップ セッシ ョ ンのみを復元対象と して指定したい場合、 この設定を変更できます。
以下の情報が表示されます。

• 照会されたバッ クアップ ファ イルのシーケンス番号

• 暗号化されたバッ クアップのタイムスタンプ、 日付、 時刻

• バッ クアップに使用したメディア

• このバッ クアップに対し、 復元対象と して照会されたファイルの数

6. 復旧プロセスを続行するには、 Returnオプシ ョ ンを選択します。

喪失ファイルは SAP ユーティ リ ティの BRRESTORE を使って復元されます。

7. [Start restore of backup files] を選択します。

SAPDBAは復元対象のファイルが現在も使用可能かど うかを確認します。 これらのファ イ
ルが現在も使用可能な場合、 エラー メ ッセージが表示されます。 SAPDBA に対し、 これら
のファ イルの上書きを承認します。 SAPDBAに対してファイルの上書きを承認しなければ、
この時点で復元手順が終了します。

SAPDBAは消失した各データファイルに対してバッ クアップ ファ イルがあるか確認します。
バッ クアップ ファ イルがない場合は、 この時点で復元手順が終了します。

SAPDBA が復元パラ メータを表示します。 ファ イルの復元のために SAP ユーティ リ ティの
BRRESTOREが起動されます。

アーカイブ ログ ファイルの復元の例

アーカイブ ログ ファ イルを復元するには、 以下の手順に従ってください。

1. [Restore archive files]オプシ ョ ンを選択します。
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アーカイブ ログ ファ イルは SAP ユーティ リ ティの BRRESTORE を使用して復元します。 
アーカイブ作成用ディレク ト リ <Oracle_home>/saparch (UNIX システムの場合 ) または
<Oracle_home>\saparch (Windows システムの場合 )に、 必要なすべての REDO ログ ファ
イルを復元するための十分な空きスペースがないと SAPDBAが判断した場合、 使用済みの
REDO ログ ファ イルを削除して復旧を行いながら次に必要な REDO ログを復元します。

2. [Start restore of archive files]オプシ ョ ンを選択します。

このオプシ ョ ンは、 復旧に必要なオフライン REDO ログ ファ イルがこのアーカイブ作成用
ディレク ト リにない場合に選択する必要があ り ます。 必要なアーカイブ REDO ログが復元
されるまで復旧は開始できません。

SAPDBA によって以下の情報が画面に表示されます。

• 最初に復元されるアーカイブ ファ イルのログ シーケンス番号

• 特定されたアーカイブ ファ イル

• アーカイブ REDO ログ ファ イルの最大サイズ

• [Specify restore parameters]オプシ ョ ンを使って変更可能な構成済み復元パラ メー

タ

SAPの BRRESTORE ユーティ リ ティが必要なファイルを復元します。 ディ スク上の
REDO ログが有効な場合は、 復元する必要はあ り ません。 

3. Return を選択して復旧プロセスを続行します。
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3 SAP DBや MaxDB と Data Protector との
統合
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この章の内容

この章では、 HP OpenView Storage Data Protectorの SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアの
構成方法および使用方法を説明します。 また、 Data Protector を使用して SAP DBデータベース
やMaxDBデータベースのバッ クアップや復元を行う うえで理解が必要な概念や方法を説明しま
す。

この章の構成は、 以下に示すとおりです。

249 ページの 「前提条件および制限事項」

251 ページの 「はじめに」

255 ページの 「統合ソフ ト ウェアの概念」

258 ページの 「Data Protector SAP DB/MaxDB構成ファイル」

262 ページの 「統合ソフ ト ウェアの構成」

280 ページの 「SAP DBデータベースやMaxDBデータベースのバッ クアップ」

289 ページの 「SAP DBデータベースやMaxDBデータベースの復元」

309 ページの 「SAP DBやMaxDB のバッ クアップと復元のモニター」

312 ページの 「 ト ラブルシューティング」
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前提条件および制限事項

この項では、 統合ソフ ト ウェアを使用する前に理解しておく必要のある前提条件および制限事項
を示します。

前提条件

• Data Protectorの SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアを使用するにはライセンスが必要で
す。 ライセンスの詳細については、 『HP OpenView Storage Data Protector インス トールお
よびライセンス  ガイ ド』 を参照して ください。

• 統合環境をインス トールする前に、SAP DBやMaxDB、および Data Protector システムがす
でにインス トールされており、 適切に構成されているこ とを確認して ください。 以下のド
キュ メン ト を参照して ください。

— サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォーム、 デバイスなどに関する最新情報や

制限事項については、『HP OpenView Storage Data Protector Product Announcements 
ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 を参照して ください。

— 各種アーキテクチャに Data Protector をインス トールする方法および Data Protectorの
SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアをインス トールする方法については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector インス トールおよびライセンス  ガイ ド』 を参照して
ください。

— SAP DBサーバやMaxDBサーバの情報については、SAP DBサーバと MaxDBサーバの
マニュアルを参照して ください。

• SAP DBMaxDB インスタンスの ト ランザクシ ョ ン  バッ クアップ ( ログ バッ クアップ ) を可能
にするためには、 SAP DBやMaxDB自動ログバッ クアップ機能が有効になっていなければ
なり ません。

制限事項

Data Protector全般に関する制限事項の一覧については、 『HP OpenView Storage Data 
Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 を参照して くだ
さい。 前提条件および制限事項は、 以下に示すとおりです。

• この統合ソフ ト ウェアでは、 UNICODE形式のインスタンス名はサポート されていません。

• この統合ソフ ト ウェアでは、 バッ クアップ仕様レベルの実行前オプシ ョ ン、 実行後オプシ ョ

ンはサポート されていません。

• SAP DBやMaxDB の復元セッシ ョ ンでは、 プレビューは使用できません。
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このマニュアルは、 SAP DBデータベースやMaxDBデータベースの管理と Data Protectorの
基本機能に関して十分な知識があるユーザーを対象と して作成されています。
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はじめに

バックアップ

Data Protector を SAP DBデータベースやMaxDBデータベース  サーバと統合する と、
SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスのオンライン バックアップが可能になり ます。 
Data Protectorの SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアでは、 以下の SAP DB インスタンス  オ
ブジェク トやMaxDB インスタンス  オブジェク トがバッ クアップの対象とな り ます。

• SAP DBデータやMaxDBデータ

• SAP DB構成やMaxDB構成

• SAP DB アーカイブ ログやMaxDB アーカイブ ログ

オンライン バッ クアップという概念は、 アプリ ケーシ ョ ンの高可用性という ビジネス  ニーズに
対応しており、 広く受け入れられています。 バッ クアップ中もデータベースはオンラインでつな
がっており、 アクティブな状態で使用できます。 バッ クアップは迅速かつ効果的に行われるった
め、 データベース性能への影響が最小限に抑えられます。 Data Protectorの SAP DB/MaxDB用
統合ソフ ト ウェアを使用して SAP DBデータベースやMaxDBデータベースをバッ クアップす
る と、 選択したオプシ ョ ンに従って Adminモードまたは Onlineモードに切り替わり ます。

SAP DB/MaxDBオブジェク トのオフライン バックアップは統合されていません。 オフライン 
バッ クアップを行うには、標準の Data Protector ファ イルシステム バッ クアップを実行します。 
Data Protector ファ イルシステム バッ クアップの実行方法については、 オンライン ヘルプの検
索キーワード 「標準バッ クアップ手順」 で表示される内容を参照してください。 また、 オフライ
ンのファイルシステム バッ クアップから、 統合 Data Protector SAP DB/MaxDBの復元を行う
こ と もできません。

SAP DBやMaxDB のデータおよびアーカイブ ログは、 複数のス ト リームでバッ クアップまた
は復元され、 SAP DBやMaxDBの構成は通常のファイルと してバッ クアップまたは復元されま
す。 バッ クアップの完了後、 アーカイブ ログは選択されたオプシ ョ ンに従って、 削除するか
SAP DBサーバやMaxDBサーバに保持するこ とができます。

統合ソフ ト ウェアは、 SAP DBやMaxDBのバッ クアップ モードをサポート しており、 SAP DB
フル バックアップ (データのバックアップ )、 SAP DBやMaxDBの差分バックアップ (ページ
のバックアップ )、 または SAP DBやMaxDBの ト ランザクシ ョ ン バックアップ ( ログのバック
アップ ) を実行するこ とができます。
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252 ページの表 3-1に、 選択した SAP DBバッ クアップやMaxDBバッ クアップの種類と Data 
Protector GUIオブジェク トで、 実際にバッ クアップされる内容を示します。

復元と復旧

Data Protectorでは、 復元セッシ ョ ンの最初に、 SAP DBデータベースやMaxDBデータベース
が Adminモードに切り替えられます。 データベースを Adminモードに切り替えるこ とができな

い場合、 Data Protector モニターからエラーが出されます。

完全な SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスのみ復元するこ とができます。 統合ソフ ト
ウェアを使用して、 以下から SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスを復元可能です。

• フル バッ クアップ セッシ ョ ン

• フル バッ クアップ、 差分バッ クアップ、 ト ランザクシ ョ ン  バッ クアップのセッシ ョ ンの組
み合わせ

Data Protectorでは、 復元セッシ ョ ンの最後に、 Data Protectorの復元オプシ ョ ンや復旧オプ
シ ョ ンに従って、 SAP DBデータベースやMaxDBデータベースが Onlineモードまたは Admin

モードのいずれかに切り替えられます。

統合ソフ ト ウェアでは、 復元とはバッ クアップ済みデータ (データ、 アーカイブ ログ、 構成 ) を
バッ クアップ メディアから復元対象のシステムに転送する処理を指します。 復旧は、 復元に続い
て行われる処理を指し、 データベースを Onlineモードに切り替える際に REDO ログを適用す
る処理 (SAP DB サーバやMaxDBサーバにある場合 )がこれに含まれます。 

統合ソフ ト ウェアは、 SAP DBやMaxDBの移行をサポート しています。 これは、 SAP DB イン
スタンスやMaxDB インスタンスを元とは異なる SAP DBやMaxDBのサーバまたはインスタ
ンスに復元できる という こ とです。 この場合、 SAP DB サーバやMaxDBサーバが Data 

表 3-1 SAP DB/MaxDBバックアップ モード と Data Protector GUIの選択

SAP DB/MaxDBバックアップ モード

フル 差分 ト ランザク
シ ョ ン

 G
U

I
の
選
択

データ データ データの差分 アーカイブ ロ
グ

構成 構成 構成 構成

インスタンス データ +構成 データ +構成
の差分

アーカイブ ロ
グ +構成
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Protectorの SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェア用にまだ構成されていなければ、 復元を開始
する前に構成する必要があ り ます。 またインスタンスが存在しない場合は、 復元を開始する前に
これを構成しな くてはなり ません。 移行の際、 既存のデータは上書きされ、 既存の REDO ログ
は削除されます。

復元または移行の際、 SAP DBサーバ上やMaxDBサーバ上のアーカイブ ログが削除されるこ
とはあ り ません。

並列処理数

またこの統合ソフ ト ウェアでは、 SAP DBやMaxDBのメディアおよびメディア グループ とい
う概念が利用されています。 これによ り SAP DBオブジェク トやMaxDB オブジェク トの並行
バッ クアップと並行復元が可能です。 複数の SAP DB メディアまたはMaxDB メディアが 1つの
SAP DB メディア グループまたはMaxDB メディア グループにグループ化され、 このグループ
がス ト リームでバッ クアップまたは復元されます。 これを SAP DB並列処理またはMaxDB並
列処理と呼びます。 SAP DB並列処理またはMaxDB並列処理は、 Data Protectorの [並列処理

数 ]オプシ ョ ンの値が、 バッ クアップ仕様で選択されているすべてのバッ クアップ デバイスの
Data Protector同時処理数の合計値以下である場合のみ利用できます。 Data Protectorの [並列

処理数 ]オプシ ョ ンの詳細については、 270 ページの 「SAP DB固有または MaxDB固有のバッ
クアップ オプシ ョ ン」 を参照して ください。

パーミ ッシ ョ ン

SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスに対する Data Protectorのバッ クアップ処理お
よび復元処理には、 SAP DB/MaxDB Restoring backups (Recovery)パーミ ッシ ョ ンおよび
Saving backups (Backup)パーミ ッシ ョ ンが必要です。 また、 Data Protectorの構成処理でも、
SAP DB Installation management (InstallMgm)パーミ ッシ ョ ンおよび Parameter access 
(ParamCheckWrite)パーミ ッシ ョ ンが必要です。 バッ クアップは、 SAP DB/MaxDB Online
モードでも、 Adminモードでも実行できます。

サポート されるプラ ッ ト フォーム

この統合でサポート されているプラ ッ ト フォームの最新情報は、 『HP OpenView Storage Data 
Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノート  および リ ファレンス』 または
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

利点

Data Protector を SAP DBデータベース  サーバやMaxDB データベース  サーバと組み合わせて
使用する と、 SAP DBやMaxDB を単独で使用する場合に比べ、 以下のよ うな利点が得られま
す。

http://www.hp.com/support/manuals
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• すべてのバッ クアップ処理の集中管理

バッ クアップ処理を集中管理するこ とができます。 これは、 大規模な事業環境では特に重要
です。

• メディア管理

Data Protectorは、 高度なメディア管理システムを備えています。 すべてのメディアや各メ
ディアのステータスの ト ラ ッキングを行ったり、 保存データの保護設定、 操作の完全な自動
化や、 デバイスやメディアの編成および管理ができます。

• バッ クアップ管理

バッ クアップ処理中または処理後にバッ クアップ済みデータを複製して、 バッ クアップの
フォールト  ト レランスを向上したり、 データのセキュ リ テ ィ と可用性を強化、 ボールティン
グの目的で使用できます。

• スケジュール設定

Data Protectorには、 スケジューラが組み込まれており、 バッ クアップを自動で、 定期的に
行えます。 この Data Protector スケジューラによ り、 指定した時刻に無人でバッ クアップを
実行できます。

• ローカル バッ クアップとネッ ト ワーク  バッ クアップ

Data Protectorで SAP DBバッ クアップやMaxDBバッ クアップを構成する際、 デバイスの
位置はユーザーに対して完全に透過的です。 デバイスは、 ネッ ト ワークに接続されている
SAP DBデータベース  サーバ、 MaxDBデータベース  サーバ、 または、 その他の任意の
Data Protector ク ラ イアン トへ接続できます。

• デバイスのサポート

Data Protectorは、 スタンドアロン ド ラ イブから複雑なマルチド ライブ ラ イブラ リ まで、
幅広いデバイスをサポート しています。 サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォーム、
デバイスなどに関する最新の情報については、 『HP OpenView Storage Data Protector 
Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ ファレンス』 または
http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

• モニター

Data Protectorでは、 Data Protectorユーザー インタフェースがインス トールされているシ
ステムであれば、 どのシステムからでも、 実行中のセッシ ョ ンをモニターし、 また、 完了し
たセッシ ョ ンを確認するこ とができます。

すべてのバッ クアップ セッシ ョ ンは、 IDB と SAP DB構成、 MaxDB構成にログと して記
録されます。 これらのログに記録された履歴情報は、 後からバッ クアップ処理の内容を確認
する際に役立ちます。

http://www.hp.com/support/manuals
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統合ソフ トウェアの概念

Data Protector SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアによ り、 Data Protector と SAP DBや
MaxDB のデータベース管理ソフ ト ウェアが統合されます。 SAP DB側やMaxDB側からみた場
合、 Data Protectorはメディア管理ユーティ リ ティ と して機能します。 また、 も う一方の側から
みた場合、 SAP DBデータベース管理システムやMaxDBデータベース管理システムは、 Data 
Protectorが制御する メディアを使用する、 バッ クアップ用のデータ  ソース とみなすこ とができ
ます。

統合ソフ ト ウェアは、 SAP DBやMaxDBのデータベース管理サーバ、 および、
SAP DB/MaxDBの backint インタフェースを使用して、 バッ クアップと復元を実行します。

Data Protectorのコンポーネン ト

Data Protector統合ソフ ト ウェアは、 以下のコンポーネン トからな り ます。

• sapdbbar.exeモジュール - SAP DBサーバ システムやMaxDBサーバ システムにインス トー
ルされます。 SAP DBサーバやMaxDBサーバと、 Data Protector のバッ クアップおよび復
元プロセス との間の動作を制御します。

• sapdb_backintコンポーネン ト  - SAP DBサーバ システムやMaxDBサーバ システムにイン
ス トールされます。 Data Protector と SAP DBやMaxDBのバッ クアップおよび復元機能と
の間のバイナリ  インタフェースです。

• DMA (Data Mover Agent) コンポーネン ト  -  SAP DBサーバ システムやMaxDBサーバ シス
テムにインス トールされます。 sapdb_backintから呼び出されるデータ転送モジュールで

す。

• util_sapdbユーティ リ ティ  - Data Protectorによって使用されるユーティ リ ティで、
SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスが、 Data Protector で使用するために構成さ
れます。 インスタンスの構成がチェッ ク されます。

サポート されるインタフェース

統合ソフ ト ウェアを使用する と、 以下のインタフェースで SAP DBデータベースやMaxDB
データベースをバッ クアップまたは復元するこ とができます。

• Data Protector GUI または CLI

• SAP DB ユーティ リ ティ またはMaxDBユーティ リ ティ
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バックアップの流れ

バッ クアップ セッシ ョ ンが開始される と、 Cell Managerは sapdbbar.exeモジュールを起動

し、 バッ クアップ対象となっている SAP DBサーバやMaxDBサーバ上のインスタンス名をこ
のモジュールに渡します。 次に sapdbbar.exeモジュールは、 SAP DB/MaxDB dbmcli を使用
して SAP DB セッシ ョ ンやMaxDB セッシ ョ ンを起動します。 sapdbbar.exeモジュールは、
SAP DBやバッ クアップ メディア MaxDBバッ クアップ メディア (並列処理 ) を構成する
dbmcli コマンドを発行し、 sapdb_backint を構成した後、 SAP DB dbmcliやMaxDB dbmcli
を使用してバッ クアップを開始します。 次に SAP DBやMaxDBは、 構成済みの
sapdb_backint コンポーネン ト を起動します。 すべての SAP DB メディアやMaxD メディア (
パイプ )に対して sapdb_backintは DMA を開始し、 DMAはデータを SAP DB メディアや
MaxD メディア (パイプ )から Data Protector メディアに転送します。 この処理はフル バッ ク
アップ、 差分バッ クアップ、 ト ランザクシ ョ ン バッ クアップ (transactional backup) でも同様で
す。 さ らに、 バッ クアップに構成 ( メディア仕様 (media specification) とバッ クアップ履歴を含
む )が選択されている場合、 この構成は sapdbbar.exeモジュールと DMAによ り直接バッ ク
アップされます。 バッ クアップ対象の構成ファイルのリ ス トは dbmcliによ り取得されます。

257 ページの図 3-1 を参照して ください。

注記 SAP DB ユーティ リ ティやMaxDBユーティ リ ティを使用してバッ クアップを実
行する場合、 SAP DBやMaxDBのメディアおよびパイプは手動で構成する必要
があ り ます。

復元の流れ

復元セッシ ョ ンが開始される と、 Cell Managerは sapdbbar.exeモジュールを起動し、 このモ

ジュールは SAP DB dbmcliやMaxDB dbmcli を起動します。 sapdbbar.exeモジュールは、
SAP DB/MaxDB dbmcli コマンドを発行して sapdb_backint と SAP DBやMaxDBのバッ ク
アップ メディア (並列処理 ) を構成します。 次に SAP DBやMaxDBは構成済みの
sapdb_backint を起動し、 sapdb_backintは SAP DBやMaxDBの作成したメディア (パイプ
)へのデータのス ト リーミ ングを開始します。 すべての SAP DB メディアやMaxDB メディア (
パイプ )に対して sapdb_backintは DMA を開始し、 DMAはデータを Data Protector メディ
アから SAP DB メディア (パイプ )やMaxDB メディアに転送します。 SAP DB構成やMaxDB
構成を復元する場合、 sapdbbar.exe と DMAが復元が実行します。

257 ページの図 3-1 を参照して ください。
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注記 SAP DB ユーティ リ ティやMaxDBユーティ リ ティを使用して復元を実行する場
合、 SAP DB メディアやMaxDB メディアおよびパイプは手動で構成する必要が
あ り ます。

図 3-1 SAP DBや MaxDBのバックアップと復元の概念
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Data Protector SAP DB/MaxDB構成ファイル
Data Protectorは SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアのパラ メータを、 構成済み SAP DB イ
ンスタンスまたはMaxDB インスタンスごとに、 Cell Manager上の以下のファイルに保存しま
す。

• /etc/opt/omni/server/integ/config/SAPDB/<client_name>%<instance_name> 
(HP-UX システムおよび Solaris システム )

• <Data_Protector_home>\Config\server\integ\config\SAPDB\<client_name>%<insta

nce_name> (Windows システム )

構成ファイルに保存されるパラ メータは、 この統合ソフ ト ウェアの構成中に 262 ページの 「統合
ソフ ト ウェアの構成」 の説明に従って入力されたパラ メータです。 パラ メータには以下のものが
あ り ます。

• 262 ページの 「ユーザーの構成」 の説明に従って作成または識別される SAP DB ユーザーま
たはMaxDBユーザーのユーザー名。

• 262 ページの 「ユーザーの構成」 の説明に従って作成または識別される SAP DB ユーザーま
たはMaxDBユーザーのパスワード。

• SAP DBやMaxDB のバージ ョ ン。

• SAP DBやMaxDB の独立プログラムのパスのパラ メータ。 このパラ メータは、SAP DBサー
バやMaxDBサーバへの SAP DB アプリ ケーシ ョ ンやMaxDB アプ リ ケーシ ョ ンのインス
トールで指定された、 独立プログラムのパスのディ レク ト リです。

• Data Protector SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェア関連の環境変数。

注記 ユーザー名と SAP DBやMaxDB の独立プログラムのパスのパラ メータには、 単
一引用符 (') を含めるこ とはできません。

構成パラ メータは、 以下のタイ ミ ングで Data Protector SAP DB/MaxDB構成ファイルに書き込
まれます。

• 統合ソフ ト ウェアの構成中

• バッ クアップ仕様の作成中

• 構成パラ メータの変更時
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構成ファイルの構文

構成ファイルの構文は、 以下のとおりです。

重要 構成ファイルの作成時には、 バッ クアップに関する問題が発生しないよ うに、 こ
こに示す構文を正確に守ってください。

Username='<username>'
Password='<password>'

Version='<SAPDB_version>' //SAP DBのバージョ ン

Home='<SAPDB_independent_program_directory>' //SAP DBの独立プログラムのパス

構成ファイルの例

Data Protector SAP DB/MaxDB構成ファ イルの例を以下に示します。

Username='dba';

Password='FHBBDHBBCHBB';

Version='7.4.3.27';

Home='/opt/sapdb/indep_prog';

CLI を使用した Data Protector SAP DB/MaxDB構成ファイルのパラメータの設
定、 取得、 および表示

Data Protector SAP DB/MaxDB構成ファ イルのパラ メータは通常、 Data Protectorでの
SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスの構成が完了した後に Data Protector 
SAP DB/MaxDB構成ファイルに書き込まれます。

util_cmd コマンド

このコマンドを使う と、 Data Protector SAP DB/MaxDB ク ラ イアン ト上で Data Protector 
SAP DB/MaxDB構成ファイルのパラ メータを設定、 取得、 および表示できます。 パラ メータを
設定するには util_cmd -putopt、 取得するには util_cmd -getopt、 一覧表示するには

util_cmd -getconf をそれぞれ使用します。 このコマンドは、 /opt/omni/lbinディレク ト リ
(HP-UX システム )、 /usr/omni/bin/ディ レク ト リ ( その他の UNIX システム )、 または
<Data_Protector_home>\bin (Windows システム )に用意されています。

ク ラスター環境では、 コマンド行 ( ク ラ イアン ト上 )から util_cmd コマンドを実行する前に、

仮想ホス ト名と して環境変数 OB2BARHOSTNAME を設定しておく必要があ り ます。 
OB2BARHOSTNAME変数は、 以下のよ うに設定します。
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UNIXの場合

export OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

Windowsの場合

set OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

util_cmdの構文

util_cmd コマンドの構文は、 以下のとおりです。

util_cmd -getconf[ig] SAPDB <SAPDB_instance> [-local \ <filename>]

util_cmd -getopt[ion] [SAPDB <SAPDB_instance>] \ <option_name> [-sub[list] 

<sublist_name>] [-local \ <filename>]

util_cmd -putopt[ion] [SAPDB <SAPDB_instance>] \ <option_name> 

[<option_value>] [-sub[list] <sublist_name>] \ [-local <filename>]

こ こで、

<option_name> － パラ メータの名前。

<option_value> － パラ メータの値。

[-sub[list] <sublist_name>] －構成ファイル内のパラ メータの書き込み先または取得元と
なるサブリ ス ト を指定します。

[-local <filename>] － 以下のいずれかを指定します。

• -getconf[ig]オプシ ョ ンを使用した場合、 コマンド出力の書き込み先となるファ イル名を

指定します。 -localオプシ ョ ンを指定しなかった場合、 出力は標準出力に書き込まれます。

• -getopt[ion]オプシ ョ ンを使用した場合、 パラ メータ とその値の取得元となるファ イル名

を指定します。 取得されたパラ メータ とその値は、 標準出力に書き込まれます。 -localオプ
シ ョ ンを指定しなかった場合、 パラ メータ とその値は Data Protector SAP DB/MaxDB構成
ファイルから取得され、 標準出力に書き込まれます。

• -putopt[ion]オプシ ョ ンを使用した場合、 コマンド出力の書き込み先となるファ イル名を

指定します。 -localオプシ ョ ンを指定しなかった場合、 出力は Data Protector 
SAP DB/MaxDB構成ファイルに書き込まれます。
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戻り値

util_cmd コマンドでは、 各処理の実行後に短いステータス  メ ッセージが表示され、 標準エラー
に書き込まれます。 これらのメ ッセージは、 以下のとおりです。

• 構成の読み込み /書き込み操作が正常に実行されました。

このメ ッセージは、 要求されたすべての処理が正常に完了した場合に表示されます。

• 構成オプション / ファイルが見つかりません。

このメ ッセージは、 指定した名前のオプシ ョ ンが構成ファイルに含まれていないか、 または
-local と して指定したファイル名が存在しない場合に表示されます。

• 構成の読み込み /書き込み操作に失敗しました。

このメ ッセージは、 致命的なエラーが起きた場合に表示されます。 たとえば、 Cell Manager
が使用できないか、 または Data Protector SAP DB/MaxDB用構成ファイルの 1つが Cell 
Manager で見つからない場合などです。
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統合ソフ トウェアの構成

こ こでは、 SAP DBサーバ システム上やMaxDBサーバ システム上の Data Protector ソフ ト
ウェア コンポーネン トのインス トールが正常に終了しているこ とを前提に説明します。

構成の概要

Data Protector SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアのバッ クアップを実行またはスケジュール
設定するには、 以下の作業を実行する必要があ り ます。

• 特定のパーミ ッシ ョ ンを持つ 1人の SAP DB/MaxDBユーザを、Data Protector adminグルー
プに追加する。 262 ページの 「ユーザーの構成」 を参照して ください。

• バッ クアップ デバイス、 メディア、 およびメディア プールを構成する。 手順については、
Data Protectorのオンライン ヘルプを参照してください。

• バッ クアップの対象とする SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスを、Data Protector
のバッ クアップ仕様の作成の一環と して、 Data Protector で使用できるよ うに構成する。 
263 ページの 「SAP DBバッ クアップやMaxDBバッ クアップの構成」 を参照して くださ
い。

• Data Protector SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアのバッ クアップ仕様を作成する。 263 
ページの 「SAP DBバッ クアップやMaxDBバッ クアップの構成」 を参照して ください。

SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスは、 Data Protector で使用するよ うに構成した
後、 再構成するこ と も可能です。 271 ページの 「Data Protector での SAP DB インスタンスや
MaxDB インスタンスの構成の修正」 を参照して ください。

ユーザーの構成

SAP DB上やMaxDB上でバッ クアップ、 復元、 またはその他の操作を行うには、 特定の
SAP DBパーミ ッシ ョ ンやMaxDBパーミ ッシ ョ ンが与えられた SAP DB ユーザーやMaxDB
ユーザーを SAP DB サーバ上やMaxDBサーバ上に構成し、 OSユーザーを Data Protector 
admin グループに追加する必要があ り ます。 これは以下の手順で実行します。

1. SAP DBサーバやMaxDBサーバで、 少なく と も以下の SAP DBパーミ ッシ ョ ンやMaxDB
パーミ ッシ ョ ンを持つ SAP DB ユーザーやMaxDB ユーザーを作成または特定します。

• バックアップ

• Recovery
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• InstallMgm

• ParamCheckWrite

2. Data Protector admin グループに OSユーザーを追加します。 SAP DBやMaxDはこのユー
ザー アカウン トで実行されます。 詳細については、 オンライン ヘルプのキーワード 「追加 , 
ユーザー」 を参照して ください。

3. SAP DBサーバ上やMaxDBサーバ上のオペレーティング システムのrootユーザーを、Data 
Protectorの adminユーザー グループまたは operatorユーザー グループのいずれかに追加
します。 詳細については、 オンライン ヘルプのキーワード 「追加 , ユーザー」 を参照して く
ださい。

SAP DBバックアップや MaxDBバックアップの構成

SAP DBバッ クアップやMaxDBバッ クアップを構成するには、 以下の手順に従ってください。

1. バッ クアップ デバイス、 バッ クアップ メディア、 バッ クアップ メディア プールを構成しま
す。

手順については、 オンライン ヘルプを参照してください。

2. SAP DBバッ クアップ仕様やMaxDBバッ クアップ仕様を作成します。

Data Protectorバッ クアップ仕様は Cell Manager システム上に保存されます。 バッ クアッ
プ仕様には、 Data Protector SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアがバッ クアップを実行す
るのに必要な情報が含まれています。

バッ クアップ仕様を作成し保存すれば、 以下を実行できるよ うにな り ます。

• 無人バッ クアップのスケジュールを設定する。

• 対話型バッ クアップを開始する。

• バッ クアップ仕様を変更する。

バックアップ仕様の作成

SAP DB/MaxDBオブジェク ト用のバッ クアップ仕様を作成するには、 以下の手順に従って くだ
さい。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scopingペインで、 [バックアップ ]、 [バックアップ仕様 ]の順に展開します。 
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3. [SAP DBサーバ]を右ク リ ッ ク して、[バックアップの追加]を選択します。 [バックアップの新
規作成 ]ダイアログ ボッ クスが表示されます。

4. [Blank SAPDB Backup]テンプレート を選択します。 このテンプレートにはオプシ ョ ンもス
ケジュール設定も定義されておらず、 すべてがデフォルト値に設定されています。

[OK] をク リ ッ ク します。

5. 結果エリ アの [ クライアント ] ド ロ ップダウン リ ス トから、SAP DBサーバやMaxDBサーバ
が実行されているク ライアン ト を選択します。 ク ラスター環境では、 SAP DBサーバや
MaxDBサーバが実行されているシステムの仮想ホス ト名を選択します。

[アプリケーション データベース ] ド ロ ップダウン リ ス トに、 SAP DBサーバ上やMaxDB
サーバ上にあって Data Protectorで構成されているすべての SAP DB インスタンスや
MaxDB インスタンスが リ ス ト されます。 構成対象の SAP DB インスタンスか MaxDB イン
スタンスを入力または選択します。
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UNIXの場合、 SAP DBサーバやMaxDBサーバでの SAP DB アプ リケーシ ョ ンやMaxDB
アプ リ ケーシ ョ ンの実行に使用するアカウン ト を持つ OS ユーザーの、 ユーザー名とグルー
プ名を入力します ( たとえば、 sapsys グループの sapdbユーザーなど )。

図 3-2 UNIX システムでの SAP DBサーバおよびインスタンスの選択
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図 3-3 Windows システムでの SAP DBサーバおよびインスタンスの選択

[次へ ] をク リ ッ ク します。

選択した SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスが Data Protector で使用するよ う
に構成されていない場合、 構成を行うためのダイアログ ボッ クスが表示されます。 

[SAP DBの構成 ]ダイアログ ボッ クスで、 SAP DB independent program pathパラ メー

タを指定します。 このパラ メータは、 SAP DBサーバやMaxDBサーバに対する SAP DB ア
プリ ケーシ ョ ンやMaxDB アプ リ ケーシ ョ ンのインス トールで指定された、 独立プログラム
のパスのディ レク ト リです。 SAP DBサーバ上やMaxDBサーバ上で自動的にディレク ト リ
を検出するため、 [自動検出 ]オプシ ョ ンは選択されたままにしておきます。

262 ページの 「ユーザーの構成」 の説明に従って作成または特定したユーザーの、 ユーザー
名とパスワードを入力します。

構成が完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。
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6. 引き続きウ ィザードの指示に従い、 バッ クアップ対象のデータベース  オブジェク ト を選択し
ます。 データベース  オブジェク トの選択の詳細については 252 ページの表 3-1 を参照して く
ださい。

重要 SAP DB アーカイブ ログやMaxDB アーカイブ ログをバッ クアップするに
は、 結果エリアで [Data] を選択します。 バッ クアップのスケジュール設定

または対話型バッ クアップの実行時に、 バッ クアップの種類と して [Trans]

を選択する と、 アーカイブ ログのバッ クアップが開始されます。 バッ クアッ
プのスケジュール設定、 対話型バッ クアップの実行については、 280 ページ
の 「SAP DBデータベースやMaxDBデータベースのバッ クアップ」 を参照
して ください。

図 3-4 SAP DB オブジェク トの選択

7. ウ ィザードの指示に従って、 デバイス、 オプシ ョ ン、 スケジュールを定義します。
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バッ クアップ デバイス、 バッ クアップ仕様、 および一般的なアプリ ケーシ ョ ンのオプシ ョ ン
については、 Data Protectorのオンライン ヘルプを参照して ください。

バッ クアップに使用するデバイスを選択します。 [プロパティ ] をク リ ッ ク し、 デバイスの

同時処理数、 メディア プール、 および事前割り当てポ リシーを設定します。 上記オプシ ョ ン
の詳細については、 [ヘルプ ] をク リ ッ ク して参照して ください。

また、 バッ クアップ セッシ ョ ン中にバッ クアップの追加コピー ( ミ ラー ) を作成するかど う
かを指定するこ と もできます。 [ ミ ラーの追加 ] または [ ミ ラーの削除 ] をク リ ッ ク して必要

な数だけ ミ ラーを設定します。 ミ ラーごとに別々のバッ クアップ デバイスを選択します。 
SAP DP統合オブジェク トやMaxDB統合オブジェク トの ミ ラーリ ングに必要な最小デバイ
ス数は、 バッ クアップに使用されるデバイス数に等し くな り ます。

オブジェク トの ミ ラー機能の詳細については、 オンライン  ヘルプのキーワード 「オブジェク
ト  ミ ラー」 を参照して ください。

SAP DBバッ クアップやMaxDBバッ クアップのオプシ ョ ン ( アプリ ケーシ ョ ン固有のオプ
シ ョ ン )の詳細については、 270 ページの 「SAP DB固有またはMaxDB固有のバッ クアッ
プ オプシ ョ ン」 を参照して ください。

バッ クアップ仕様のスケジュール設定を行う方法については、 281 ページの 「スケジュール
設定の例」 を参照して ください。

8. すべてのバッ クアップ オプシ ョ ンを定義したら、 作成した SAP DBバッ クアップ仕様や
MaxDBバッ クアップ仕様に名前を付けて保存します。 SAP DBバッ クアップ仕様やMaxDB
バッ クアップ仕様はすべて、 SAP DB Integration グループに保存するこ とをお勧めしま

す。 

図 3-5 バックアップ仕様の保存
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保存したバッ クアップ仕様は、 Data Protector GUI または Data Protector CLIから開始で
きます。 また、 Data Protector スケジューラを使う と、 バッ クアップ仕様を自動的に実行す
るよ うにスケジュールを設定できます。 また、 バッ クアップ仕様は変更するこ とができま
す。 Data Protector GUI または Data Protector CLI を使用したバッ クアップの開始方法と
バッ クアップ仕様のスケジュールの設定方法については、 280 ページの 「SAP DBデータ
ベースやMaxDBデータベースのバッ クアップ」 を参照して ください。

作成して保存したバッ クアップ仕様は、 [バックアップ ] コンテキス トでチェッ クできます。 
バッ クアップ仕様が保存されるパスは、
<Data_Protector_home>\Config\server\barlists\sapdb\<backup_specification_

name> (Windows Cell Manager システム ) または
/etc/opt/omni/server/barlists/sapdb/<backup_specification_name> (UNIX Cell 
Manager システム )です。

[プレビュー開始 ]ボタンをク リ ッ ク してバッ クアップ仕様をテス トするこ とをお勧めしま

す。 詳細な手順については、 277 ページの 「統合ソフ ト ウェアのテス ト 」 を参照して くださ
い。 このテス トは対話型のテス トで、 データのバッ クアップは行われません。 ただし、 この
テス トの結果と して以下のファイルが SAP DB サーバ システムやMaxDBサーバ システム
に作成されます。

• Windowsの場合 : 
<Data_Protector_home>\tmp\<Backup_Specification_Name>_TEST_FILE

• UNIXの場合 : /var/opt/omni/tmp/<Backup_Specification_Name>_TEST_FILE

このファ イルは、 テス ト後に削除して ください。

[バックアップ開始 ]ボタンをク リ ッ クする と、 データ転送を含む対話型バッ クアップを開

始できます。
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SAP DB固有または MaxDB固有のバックアップ オプシ ョ ン

SAP DB固有やMaxDB固有のバッ クアップ オプシ ョ ンには、 [オプション ] タブをク リ ッ ク

し、 次に [アプリケーション固有オプション ]の横にある [拡張 ]ボタンをク リ ッ クするこ とに

よ り、 Data Protector GUI を使用してアクセスするこ とができます。

図 3-6 バックアップ オプシ ョ ン

SAP DBやMaxDB に固有のバッ クアップ オプシ ョ ンは、 以下のとおりです。

[データベースを次の状態に変更 ] 
バッ クアップ処理中の SAP DBデータベースか MaxDBデータベース  モード
を選択します。 データベースを Adminモードまたは Onlineモードのいずれ

かに変更するこ とができます。 このオプシ ョ ンが設定されていない場合、 デー
タベースは現在のモードのまま変更されません。

[ アーカイブ ログを保持 ] 
このオプシ ョ ンが選択されている と、 SAP DBやMaxDB のアーカイブ ログ
はバッ クアップ終了後も SAP DB サーバやMaxDBサーバに保持されます。
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このオプシ ョ ンが選択されていない場合、 SAP DBやMaxDBのアーカイブ 
ログはバッ クアップ終了後に、 SAP DBサーバやMaxDBサーバから削除され
ます。

[並列処理数 ] [並列処理数 ]オプシ ョ ンには、 SAP DBサーバやMaxDBサーバに作成され
ている SAP DB メディアやMaxDB メディアの数、 およびその結果の
SAP DBやMaxDBのバッ クアップ データのス ト リーム数を設定します。 デ
フォルト値は 1で、 最大値は 32 です。 バッ クアップ対象の SAP DBや
MaxDB のデータ  ボ リ ューム数と同じ数に設定するこ とをお勧めします。

[並列処理数 ]オプシ ョ ンの値は、 SAP DB/MaxDB MAXBACKUPDEVSパラ メー
タ以下の値でなくてはなり ません。

また [並列処理数 ]オプシ ョ ンはバッ クアップ仕様で選択されているすべての

バッ クアップ デバイスの、 同時処理数の合計値以下である必要があ り ます。 
Data Protectorの [同時処理数 ]オプシ ョ ンの詳細については、 オンライン  
ヘルプのキーワード 「同時処理数」 を参照して ください。

Data Protector での SAP DB インスタンスや MaxDB インスタンスの構成の修
正

Data Protectorで SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスを構成する際に指定する必要
のあるパラ メータは、 262 ページの 「ユーザーの構成」 に記述された手順で作成または識別され
る SAP DB ユーザーやMaxDB ユーザーのユーザー名とパスワード、 および SAP DB または
MaxDB の独立プログラムのパスのパラ メータです (デフォルトでは独立プログラムのパスは自
動的に検出されます )。 バッ クアップ対象のオブジェク トの リ ス ト表示など、 ユーザーが Data 
Protectorでバッ クアップや復元に直接関係しない操作を開始する場合にも、 SAP DBサーバ シ
ステムやMaxDB サーバ システムへの接続を確立するため、 これらのパラ メータが必要にな り
ます。

この構成作業は、 新しいバッ クアップ仕様の作成時と既存のバッ クアップ仕様の修正時のどちら
にも実施できます。 SAP DBバッ クアップ仕様やMaxDBバッ クアップ仕様を作成する詳細な手
順については、 263 ページの 「バッ クアップ仕様の作成」 を参照して ください。

正し く構成される と、 入力された SAP DBユーザーやMaxDBユーザーは SAP DBサーバや
MaxDBサーバのデータベース  オブジェク ト をバッ クアップまたは復元するこ とができるよ うに
な り ます。 Data Protector を通じて SAP DB オブジェク トやMaxDBオブジェク トのバッ クアッ
プを開始するためには、 このユーザーが Data Protectorバッ クアップ仕様のオーナーになって
いる必要があ り ます。

各種接続、 SAP DBデータベース管理者やMaxDBデータベース管理者の役割と権限、 考慮すべ
きセキュ リ ティ事項の詳細については、 SAP DBやMaxDBのマニュアルを参照してください。 
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Data Protectorでの SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスの構成は、 Data Protector 
GUI または CLI を使用して変更するこ とができます。

GUI を使用した SAP DB インスタンスや MaxDB インスタンスの構成の変更

以下に、 既存のバッ クアップ仕様で Data Protectorの SAP DB インスタンスやMaxDB インス
タンスを再構成する手順を説明します。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scopingペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]、[SAP DBサーバ ]の順に展開しま

す。 既存のバッ クアップ仕様をク リ ッ ク します。

3. [ソース]プロパティ  ページに表示されている SAP DB インスタンス名やMaxDB インスタン
ス名を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから [構成 ] を選択します。

4. [SAP DBの構成 ]ダイアログ ボッ クスで、SAP DB independent program pathパラ メータ

を指定します。 このパラ メータは、 SAP DBサーバやMaxDBサーバへの SAP DB アプリ
ケーシ ョ ンやMaxDB アプリ ケーシ ョ ンのインス トールで指定された、 独立プログラムのパ
スのディ レク ト リです。 SAP DBサーバ上やMaxDBサーバ上で自動的にディ レク ト リ を検
出するため、 [自動検出 ]オプシ ョ ンは選択されたままにしておきます。
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262 ページの 「ユーザーの構成」 の説明に従って作成または特定したユーザーの、 ユーザー
名とパスワードを入力します。

図 3-7 SAP DBや MaxDBの構成

構成が完了したら、 [OK] をク リ ッ ク します。

CLI を使用した SAP DB インスタンスや MaxDB インスタンスの構成の変更

UNIXの場合

SAP DBサーバ上やMaxDBサーバ上で SAP DB アプリ ケーシ ョ ンやMaxDB アプ リ ケーシ ョ
ンを実行しているユーザー アカウン トで、 SAP DB サーバやMaxDBサーバにログインします (
たとえば、 sapsys グループの sapdbユーザー )。

ク ラスター環境では、 コマンド行 ( ク ラ イアン ト上 )から util_sapdb.exe コマンドを実行する

前に、 仮想ホス ト名と して環境変数 OB2BARHOSTNAME を設定しておく必要があ り ます。 
OB2BARHOSTNAME変数は、 以下のよ うに設定します。

export OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>
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その後で以下のコマンドを実行します。

HP-UX の場合 :

/opt/omni/lbin/util_sapdb.exe \

[-homedir <SAPDB_independent_program_directory>] \
-config <Instance_Name> <username> <password>

その他の UNIXの場合 :

/usr/omni/bin/util_sapdb.exe \

[-homedir <SAPDB_independent_program_directory>] \
-config <Instance_Name> <username> <password>

Windowsの場合

ク ラスター環境では、 util_sapdb.exe コマンドを ( ク ラ イアン ト上から )実行する前に、 仮想
ホス ト名と して環境変数 OB2BARHOSTNAME を設定しておく必要があ り ます。 OB2BARHOSTNAME変
数は、 以下のよ うに設定します。

set OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

SAP DBサーバ システムやMaxDBサーバ システムで以下のコマンドを実行します。

<Data_Protector_home>\bin\util_sapdb.exe \

[-homedir <SAPDB_independent_program_directory>] \
-config <Instance Name> <username> <password>

パラ メータの意味は、 以下のとおりです。

<SAPDB_independent_program_directory> 
SAP DBやMaxDBの独立プログラムのパスのパラ メータ。 
このパラ メータは、 SAP DBサーバやMaxDBサーバへの
SAP DB アプリ ケーシ ョ ンやMaxDB アプリ ケーシ ョ ンの
インス トールで指定された、 独立プログラムのパスのディ レ
ク ト リです。

このパラ メータは省略可能です。 省略した場合、 ディ レク ト
リは自動的に検出されます。

<Instance_Name> 構成対象の SAP DB インスタンスまたはMaxDB インスタ
ンス。

<username> 262 ページの 「ユーザーの構成」 の説明に従って作成または
識別される SAP DB ユーザーやMaxDB ユーザーのユー
ザー名。
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<password> 262 ページの 「ユーザーの構成」 の説明に従って作成または
識別される SAP DB ユーザーやMaxDB ユーザーのパス
ワード。

注記 ユーザー名と SAP DBやMaxDB の独立プログラムのパスのパラ メータには、 単
一引用符 (') を含めるこ とはできません。

例

以下は、 SAP DB またはMaxDBの独立プログラムのパスが /opt/sapdb/indep_prog (UNIX
システム ) または c:\program files\sapdb\indep_prog (Windows システム )で、 インスタン
ス名が sapdb_inst、 ユーザー名が sapdb_user、 パスワードが sapdb_passである場合の例で

す。

UNIXの場合

HP-UX の場合 :

/opt/omni/lbin/util_sapdb.exe -homedir 

<SAPDB_independent_program_directory>/indep_prog -config sapdb_inst 
sapdb_user sapdb_pass

その他の UNIXの場合 :

/usr/omni/bin/util_sapdb.exe -homedir 

<SAPDB_independent_program_directory>/indep_prog -config sapdb_inst 
sapdb_user sapdb_pass

Windowsの場合

<Data_Protector_home>\bin\util_sapdb.exe -homedir 
"<SAPDB_independent_program_directory>" -config sapdb_inst sapdb_user 
sapdb_pass

SAP DB インスタンスや MaxDB インスタンスの構成のチェ ック

SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスの構成をチェ ッ クするには、 GUI または CLIの
いずれかを使用します。
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GUI を使用した SAP DB インスタンスや MaxDB インスタンスの構成のチェ ッ ク

GUI を使用して SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスの構成をチェ ッ クするには、 以
下の手順に従います。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scopingペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]、[SAP DBサーバ ]の順に展開しま

す。 既存のバッ クアップ仕様をク リ ッ ク します。

3. [ソース ]プロパティ  ページに表示されている SAP DB インスタンス名を右ク リ ッ ク し、ポッ
プアップ メニューから [構成のチェック ] を選択します。

チェ ッ クのステータスが表示されたダイアログ ボッ クスが表示されます。 [OK] をク リ ッ ク
してダイアログ ボッ クスを閉じます。

CLI を使用した SAP DB インスタンスや MaxDB インスタンスの構成のチェ ッ ク

UNIXの場合

SAP DB/MaxDB アプ リ ケーシ ョ ンを実行しているユーザー アカウン トで、 SAP DBサーバ シ
ステムまたはMaxDBサーバ システムにログインします ( たとえば、 sapsys グループの sapdb

ユーザー )。 

ク ラスター環境では、 コマンド行 ( ク ラ イアン ト上 )から util_sapdb.exe コマンドを実行する

前に、 仮想ホス ト名と して環境変数 OB2BARHOSTNAME を設定しておく必要があ り ます。 
OB2BARHOSTNAME変数は、 以下のよ うに設定します。

export OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

その後で以下のコマンドを実行します。

/opt/omni/lbin/util_sapdb.exe -chkconf <Instance_Name> (HP-UX システム )

/usr/omni/bin/util_sapdb.exe -chkconf <Instance_Name>  ( その他の UNIX システム )

Data Protectorは、 構成中に指定および保存された情報をも とに、 SAP DBサーバ システムや
MaxDBサーバ システムへ接続します。

 エラーが検出された場合は、 そのエラーの番号が *RETVAL*<Error_number>の形式で表示さ
れます。

エラーに関する説明を入手するには、 以下のコマンドを SAP DBサーバ システムやMaxDB
サーバ システム上で起動します。
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HP-UX の場合 :

 /opt/omni/lbin/omnigetmsg 12 <Error_number>

その他の UNIXの場合 :

 /usr/omni/bin/omnigetmsg 12 <Error_number>

Windowsの場合

ク ラスター環境では、 コマンド行 ( ク ラ イアン ト上 )から util_sapdb.exe コマンドを実行する

前に、 仮想ホス ト名と して環境変数 OB2BARHOSTNAME を設定しておく必要があ り ます。 
OB2BARHOSTNAME変数は、 以下のよ うに設定します。

set OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

構成をチェ ッ クするには、 SAP DBサーバ システムやMaxDBサーバ システムで以下のコマン
ドを起動します。

<Data_Protector_home>\bin\util_sapdb.exe -chkconf <Instance_Name>

エラーが発生した場合は、 その説明が表示されます。

統合ソフ トウェアのテスト

バッ クアップ仕様を作成して保存した後、 実際のバッ クアップを行う前にバッ クアップ仕様をテ
ス ト して ください。

Data Protector GUI を使用したテスト

テス ト手順

テス トでは、 統合ソフ ト ウェアの Data Protector側がチェッ ク され、 Data Protector内の通信
が確立されており、 データ転送が正常に行われるこ とが確認されます。 統合ソフ ト ウェアのテス
ト を行うには、 以下の手順に従ってください。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scopingペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様 ]、[SAP DBサーバ ]の順に展開し、

次にプレビュー対象のバッ クアップ仕様を右ク リ ッ ク します。
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3. ［バックアップのプレビュー］ をク リ ッ ク して ［プレビュー開始］ ダイアログ ボッ クスを表示
します。 実行するバッ クアップの種類とネッ ト ワークの負荷を選択します。 上記のオプシ ョ
ンに関する記述については、 [F1] を押して ください。

図 3-8 バックアップのプレビュー

Data Protector コマンド行インタフェースを使用したテスト

バッ クアップ仕様をテス トするには、 omnib コマンドを -test_barオプシ ョ ン付きで実行しま

す。

取得する情報に応じて、 以下のコマンドを実行します。

• HP-UX の場合 : /opt/omni/bin/omnib -sapdb_list <backup_specification_name> 
-test_bar

• その他の UNIXの場合 : /usr/omni/bin/omnib -sapdb_list 
<backup_specification_name> -test_bar

• Windowsの場合 : <Data_Protector_home>\bin\omnib -sapdb_list 
<backup_specification_name> -test_bar
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omnib コマンドの詳細については、 omnibのマンページを参照してください。

どのような処理が実行されるか

どのよ うな処理が実行されるか コマンドの実行中には、 セッシ ョ ン  メ ッセージが表示されます。

sapdbbar.exeプログラムが起動され、 このプログラムから Data Protector testbar2 コマンド
が実行されます。 これによ り、 以下のこ とがチェッ ク されます。

• Data Protector内の通信が正常かど うか

• SAP DB/MaxDB統合用ソフ ト ウェアのバッ クアップ仕様の構文が正しいかど うか

• 使用するデバイスが正し く構成されているかど うか

• 必要なメディアがデバイスに格納されているかど うか

上記のチェ ッ ク後、 SAP DB側またはMaxDB側のプレビューが開始され、 すべてのバッ クアッ
プ オブジェク トが存在し、 バッ クアップに適した正しいモードになっているかど うかがチェッ
ク されます。
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SAP DBデータベースや MaxDBデータベースのバックアップ
バッ クアップ処理中、 データベースを Adminモードまたは Onlineモードのいずれかにするこ と

ができます。 SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスのオフライン バッ クアップを行うに
は、 通常の Data Protector ファ イルシステム バッ クアップを構成して ください。 ファ イルシス
テム バッ クアップの詳細については、 オンライン ヘルプの検索キーワード 「標準バッ クアップ
手順」 で表示される内容を参照してください。

Onlineモードでのバッ クアップ中は、 データベースは開いた状態とな り、 ほかのアプ リケー

シ ョ ンからの使用が可能になり ます。 Adminモードでのバッ クアップ中は、 データベースへの操

作は停止されます。

バックアップ方法

バッ クアップは、 以下のいずれかの方法で実行できます。

• Data Protector スケジューラを使って、 既存の SAP DBバッ クアップ仕様やMaxDBバッ ク
アップ仕様のバッ クアップ スケジュールを設定します。

• Data Protector GUI または Data Protector CLI を使って対話型バッ クアップを開始します。

既存のバックアップ仕様のスケジュール設定

Data Protectorでは、 指定した時刻、 または定期的に無人でバッ クアップを行えます。 優れた
Data Protector スケジューラを使えば、 バッ クアップの効率や性能を大幅に向上するこ とができ
ます。

スケジュール設定の詳細については、 オンライン ヘルプのキーワード 「スケジュール バッ ク
アップ」 を参照して ください。

既存のバッ クアップ仕様のスケジュールを設定するには、 HP OpenView Storage Data 

Protector Managerで以下の手順を行ってください。

スケジュール設定手順

1. コンテキスト リストで、 [バックアップ ] を選択します。

2. Scopingペインで、[バックアップ ]、[バックアップ仕様]の順に展開します。 [SAP DB用統合

ソフ トウェア ] をク リ ッ ク します。

構成済みのバッ クアップ仕様のリ ス トが結果エリ アに表示されます。
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3. スケジュール設定するバッ クアップ仕様をダブルク リ ッ ク します。[スケジュール ] タブをク

リ ッ ク して、 [スケジュール ]プロパティ  ページを開きます。

4. [スケジュール]プロパティ  ページでカレンダー上の日付を選択し、[追加]をク リ ッ ク して [

バックアップのスケジュール ]ダイアログ ボッ クスを開きます。

5. [繰り返し ]、[時間オプション ]、[繰り返しオプション ]および[セッション オプション ]を指

定します。 282 ページの図 3-9 を参照して ください。

重要 SAP DB アーカイブ ログやMaxDB アーカイブ ログをバッ クアップするに
は、 バッ クアップ仕様の [ ソース ]プロパティ  ページで [Data] を選択して

ください。 さ らに、 [バックアップのスケジュール ]ダイアログ ボッ クスの [
セッシ ョ ン オプシ ョ ン ]の下で [Trans] を選択する必要があ り ます。

6. [OK] をク リ ッ ク して [スケジュール ]プロパティ  ページに戻り ます。

7. [適用 ] をク リ ッ ク して変更内容を適用します。

スケジュール設定の例

バッ クアップ仕様に対して、 平日の午前 8時にフル バッ クアップ、 午後 1時および午後 6時に
差分バッ クアップを実行するよ うにスケジュールを設定するには、 上述の手順に従ってバッ ク
アップ仕様の [スケジュール ]プロパティ  ページを開いた後、 以下の手順に従ってください。

1. [スケジュール]プロパティ  ページで、[追加]をク リ ッ ク して [バックアップのスケジュール]

ダイアログ ボッ クスを開きます。

2. [繰り返し ]で、[週単位]を選択します。[時間オプション ]で時刻[8]時を選択します。 [繰り
返しオプション ]で、 [月 ]、 [火 ]、 [水 ]、 [木 ]、 [金 ] を選択します。 [セッション オ
プション ]で、 バッ クアップの種類と して [ フル ] を選択します。 [OK] をク リ ッ ク します。
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282 ページの図 3-9 を参照して ください。

図 3-9 バックアップ仕様のスケジュール設定

3. 手順 1 と 2 を繰り返して、ほかのバッ クアップのスケジュールを設定します。時刻は [13]時に

設定し、 バッ クアップの種類は [差分 ]に設定します。 それ以外のオプシ ョ ンは記述どおり

に設定して ください。

4. 手順 1 と 2 を繰り返して、ほかのバッ クアップのスケジュールを設定します。時刻は [13]時に

設定し、 バッ クアップの種類は [差分 ]に設定します。 それ以外のオプシ ョ ンは記述どおり

に設定して ください。

5. [適用 ] をク リ ッ ク して変更内容を保存します。

以上でバッ クアップのスケジュール設定ができました。 バッ クアップは、 無人で行う方法と、 次
項で説明する対話型で行う方法があ り ます。

スケジュール設定の詳細については、 オンライン ヘルプのキーワード 「スケジュール バッ ク
アップ」 を参照して ください。
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注記 SAP DBバッ クアップ仕様やMaxDBバッ クアップ仕様を作成する際は、 [バッ
クアップ ] ウ ィザード経由で Data Protector スケジューラにアクセスします。 [
バッ クアップ ] ウ ィザードへのアクセスについての詳細は、 263 ページの 「バッ
クアップ仕様の作成」 を参照して ください。

Data Protector GUI を使用した対話型バックアップの実行

対話型バッ クアップは、 バッ クアップ仕様を作成し、 保存した後であればいつでも実行できま
す。

バックアップ手順

SAP DBバッ クアップ オブジェク トやMaxDBバッ クアップ オブジェク トの対話型バッ クアッ
プを開始するには、 Data Protector GUI を使用し、 以下の手順に従ってください。

1. HP OpenView Storage Data Protector Managerで、[バックアップ ] コンテキス ト を選択

します。

2. Scopingペインで、 [バックアップ ]、 [バックアップ仕様 ]の順に展開します。

[SAP DB用統合ソフ トウェア ] を展開します。 バッ クアップ仕様のリ ス トが表示されます。

3. バッ クアップ対象のバッ クアップ仕様を右ク リ ッ ク し、 ポップアップ メニューから [バック

アップ開始 ] を選択します。

[バックアップ開始 ]ダイアログ ボッ クスが表示されます。 

バッ クアップの種類とネッ ト ワーク負荷を選択します。 上記のオプシ ョ ンに関する記述につ
いては、 [F1] を押して ください。

重要 SAP DB アーカイブ ログやMaxDB アーカイブ ログをバッ クアップするに
は、 バッ クアップ仕様の [ ソース ]プロパティ  ページで [Data] を選択して

ください。 さ らに、 バッ クアップの種類と して [Trans] を選択します。
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[OK] をク リ ッ ク します。

図 3-10 対話型バックアップの開始

バッ クアップ セッシ ョ ンの経過に従って結果エリ アにメ ッセージが表示されます。 バッ ク
アップ セッシ ョ ンが正常に終了する と、 「セッションは正常に終了しました」 とい う メ ッセー
ジとバッ クアップのサイズが表示されます。

Data Protector CLI を使用した対話型バックアップの実行

Data Protector CLIから対話型バッ クアップを実行するこ とができます。 ディ レク ト リ を
/opt/omni/bin (HP-UX システム )、 /usr/omni/bin ( その他の UNIX システム )、 または
<Data_Protector_home>\bin (Windows システム )に変更し、 以下のコマンドを実行します。

omnib -sapdb_list <ListName> [-barmode <sapdbmode>] [<list_options>] 
[-preview]

こ こで、 <ListName>パラ メータには、 バッ クアップ仕様の名前を指定します。

<sapdbmode>パラ メータには、 バッ クアップの種類を指定します。

<list_options>パラ メータには、 保護レベルを設定するオプシ ョ ン、 セッシ ョ ンで生成する

ネッ ト ワーク  ト ラフ ィ ッ クのレベルを設定するオプシ ョ ン、 CRCチェッ クサムの書き込みを有
効化するオプシ ョ ン、 およびバッ クアップ セッシ ョ ンのモニターを無効化するオプシ ョ ンを指
定します。

<sapdbmode>バッ クアップ モードは以下の中から選択します。 

{full | diff | trans}

以下の <list_options>の中から選択できます。
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-protect {none | weeks n | days n | until date | permanent}
-load {low | medium | high}

-crc

-no_monitor

詳細については、 omnibのマンページを参照して ください。

例

次のサンプル コマンドでは、 TEST とい う名前の既存の SAP DBバッ クアップ仕様か MaxDB
バッ クアップ仕様を使用し、 データ保護を 10週間に設定してフル バッ クアップを開始します。

omnib -sapdb_list TEST -barmode full -protect weeks 10

SAP DBユーティ リテ ィや MaxDBユーティ リテ ィを使用した対話型バックアッ
プの実行

この統合ソフ ト ウェアでは、 SAP DB ユーティ リ ティやMaxDB ユーティ リ ティから SAP DB
サーバやMaxDB サーバの統合型の Data Protectorバッ クアップを実行するこ とができます。 

前提条件

• SAP DBサーバやMaxDBサーバがこの統合ソフ ト ウェアで使用できるよ う構成されているこ
と。 統合ソフ ト ウェアで使用するために SAP DBサーバやMaxDBサーバを構成する方法に
ついては、 262 ページの 「統合ソフ ト ウェアの構成」 を参照して ください。

• Data Protector SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアのバッ クアップ仕様が作成されている
こ と。 Data Protector SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアのバッ クアップ仕様の作成方法
については、 263 ページの 「SAP DBバッ クアップやMaxDBバッ クアップの構成」 を参照
して ください。

SAP DBユーティ リ ティやMaxDBユーティ リ ティを使用して対話型バッ クアップを実行するた
めには、 以下が実行済みであるこ とが必要です。

• SAP DB メディアやMaxDB メディアの作成。

• SAP DB ファ イルやMaxDB bsi_env ファ イルの作成。

Data Protector SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアの既存のバッ クアップ仕様を使用して、
SAP DBユーティ リ ティやMaxDBユーティ リ ティからバッ クアップを実行するには、 以下の数
ページの手順に従ってください。 この手順では、 次の規則が適用されます。

<inst_name> - バッ クアップ対象のインスタンス名。
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<name_of_backup_spec> - バッ クアップで使用する Data Protectorバッ クアップ仕様の名前。

<username>,<password> - 262 ページの 「ユーザーの構成」 の手順で作成または識別した
SAP DBユーザーやMaxDBユーザーの接続文字列。

<location> - bsi_env ファ イルの場所。

<media_group_name> - SAP DB メディア グループやMaxDB メディア グループの名前。

<medium_name> - SAP DB メディアやMaxDB メディアの名前。

<pipe_name> - SAP DBパイプやMaxDBパイプの名前

<medium_type> - SAP DB メディアやMaxDB メディアの種類。

1. SAP DBサーバ上やMaxDBサーバ上の任意のディ レク ト リに bsi_env ファ イルを作成しま

す。 このファ イルには、 データベースの実行に使用する OS ユーザーに対する読み取りパー
ミ ッシ ョ ンを設定する必要があ り ます ( このユーザーについては 262 ページの 「ユーザーの
構成」 で説明しています )。 また、 このファ イルには以下の行が含まれていなくてはなり ま
せん。

Windowsの場合

BACKINT <Data_Protector_home>\bin\sapdb_backint.exe

INPUT <Data_Protector_home>\tmp\<inst_name>.bsi_in

OUTPUT <Data_Protector_home>\tmp\<inst_name>.bsi_out

ERROROUTPUT <Data_Protector_home>\tmp\<inst_name>.bsi_err

PARAMETERFILE <name_of_backup_spec>

TIMEOUT_SUCCESS 60

TIMEOUT_FAILURE 30

UNIXの場合

HP-UX の場合 :

BACKINT /opt/omni/bin/sapdb_backint

INPUT /var/opt/omni/tmp/<inst_name>.bsi_in

OUTPUT /var/opt/omni/tmp/<inst_name>.bsi_out

ERROROUTPUT /var/opt/omni/tmp/<inst_name>.bsi_err

PARAMETERFILE <name_of_backup_spec>
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TIMEOUT_SUCCESS 60

TIMEOUT_FAILURE 30

その他の UNIXの場合 :

BACKINT /usr/omni/bin/sapdb_backint

INPUT /var/opt/omni/tmp/<inst_name>.bsi_in

OUTPUT /var/opt/omni/tmp/<inst_name>.bsi_out

ERROROUTPUT /var/opt/omni/tmp/<inst_name>.bsi_err

PARAMETERFILE <name_of_backup_spec>

TIMEOUT_SUCCESS 60

TIMEOUT_FAILURE 30

2. 262 ページの 「ユーザーの構成」 の手順で作成または識別した SAP DBユーザーやMaxDB
ユーザーと して、 SAP DBデータベース  マネージャか MaxDBデータベース  マネージャに
ログインします。 ログインするには、 SAP DBサーバやMaxDBサーバで、 以下のコマンド
を実行します。

dbmcli -d <inst_name> -u <username>,<password>

3. SAP DBデータベース  マネージャやMaxDBデータベース  マネージャに、この手順の1で作成
した bsi_env ファ イルの場所を登録します。

Windowsの場合

dbm_configset -raw BSI_ENV <location>\<inst_name>.bsi_env

UNIXの場合

dbm_configset -raw BSI_ENV <location>/<inst_name>.bsi_env

4. SAP DB メディア グループやMaxDB メディア グループにSAP DB メディアやMaxDBメディ
アを作成します。 作成したすべてのメディアに対し、 以下のコマンドを実行します。

medium_put <media_group_name>/<medium_name> <pipe_name> <medium_type> 

<backup_type>

<backup_type>には、 以下のいずれかを指定できます。

• DATA - フル バッ クアップ

• PAGES - 差分バッ クアップ
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• LOG - ログ バッ クアップ

重要 Data Protectorのバッ クアップおよび復元を目的と して SAP DB メディアや
MaxDB メディアを作成する際は、 "BACK" で始まる メディア グループ名を付
ける必要があ り ます。 以下のコマンドでは、 メディア グループに 2つのメ
ディアと 2つのパイプ (並列処理数 = 2) を作成しています。

Windowsの場合

medium_put BACKDP-Data[2]/1 \ \\.\Pipe\<inst_name>.BACKDP_Data[2]0.1 
PIPE DATA

medium_put BACKDP-Data[2]/2 \ \\.\Pipe\<inst_name>.BACKDP_Data[2].2 
PIPE DATA

UNIXの場合

medium_put BACKDP-Data[2]/1 \ 
/var/opt/omni/tmp/<inst_name>.BACKDP_Data[2].1 PIPE DATA

medium_put BACKDP-Data[2]/2 \ 
/var/opt/omni/tmp/<inst_name>.BACKDP_Data[2]0.2 PIPE DATA

5. 以下のコマンドで、SAP DBユーティ リ ティやMaxDBユーティ リ ティのセッシ ョ ンを開始し
ます。

util_connect

6. バッ クアップを開始します。 次のコマンド例では、 前の手順で作成したメディアのフル バッ
クアップを開始しています。

backup_start BACKDP-Data[2] DATA

7. Data Protector Monitorのコンテキス トで、 セッシ ョ ンの進行状況を確認します。 この手順
の詳細については、 309 ページの 「SAP DBやMaxDB のバッ クアップと復元のモニター」
を参照して ください。
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SAP DBデータベースや MaxDBデータベースの復元
SAP DBデータベースやMaxDBデータベースは、 Data Protector GUI または CLI を使用して
復元できます。 統合された復元が実行されます。

また、 SAP DBデータベースやMaxDBデータベースは復元または移行するこ とができます。 い
ずれの処理も以下を使用して実行できます。

• Data Protector GUI: 293 ページの 「Data Protector GUI を使用した復元」 を参照して くだ
さい。

• Data Protector CLI: 296 ページの 「Data Protector CLI を使用した復元」 を参照して くださ
い。

• SAP DB ユーティ リ ティおよびMaxDBユーティ リ ティ : 298 ページの「SAP DB ユーティ リ
ティやMaxDB ユーティ リ ティを使用した復元」 を参照して ください。

上記のいずれかを使用して SAP DBやMaxDB の移行を実行する場合、 SAP DBサーバ、
MaxDBサーバ、 またはインスタンスの準備を行うために、 初めに実行しておくべき追加作業が
いくつかあ り ます。 これらの作業については 293 ページの 「SAP DBやMaxDB の移行の前提条
件」 で説明しています。

復元と復旧の概要

この項では、 Data Protectorの復元および復旧のオプシ ョ ン選択に関連して、 復元および復旧処
理の概要を説明しています。 これらのオプシ ョ ンの詳細については、 303 ページの 「SAP DBや
MaxDB の復元および復旧のオプシ ョ ン」 を参照して ください。

Data Protectorでは、 復元セッシ ョ ンの始めに、 SAP DBデータベースやMaxDBデータベース
が Adminモードに切り替えられます。 データベースを Adminモードにするこ とができない場合、

Data Protectorモニターからエラーが発行されます。

復元後、 SAP DBデータベースやMaxDBデータベースは、 復元の種類と選択された復元および
復旧オプシ ョ ンに従って、 以下のモードに切り替えられます。

• Data Protectorの[復旧]オプシ ョ ンが選択されている と、データベースは復元後Onlineモー

ドに切り替えられます。

• Data Protectorの [復旧]オプシ ョ ンが選択されていない場合に、アーカイブ ログが復元され
ていなければ ( フル バッ クアップまたは差分バッ クアップから復元した場合 )、 データベー
スは復元後も Adminモードのまま とな り ます。
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• Data Protectorの [復旧]オプシ ョ ンが選択されていない場合に、アーカイブ ログが復元され
ている と、 データベースは Onlineモードに切り替えられます (復元されたアーカイブ ログ
で許可されている場合 )。 データベースを Onlineモードに変更できない場合 (復元された
アーカイブ ログで許可されていないこ とによる )、 データベースは Adminモードのまま とな

り ます。

重要 バッ クアップ オプシ ョ ン [アーカイブ ログを保持 ] と復元オプシ ョ ン [既存の

アーカイブ ログを使用 ]の選択によっては、 SAP DBサーバ上ぁ MaxDBサーバ
上の REDO ログのシーケンス と復元されたボ リ ュームの間で、 ト ランザクシ ョ ン
のずれが生じるこ とがあ り ます。 復元を実行する と き (データベースが Online

モードに切り替えられたと き )には、 選択した復元のポイン ト  イン タイムにかか
わらず、 このよ う なずれがないかど うかが SAP DBやMaxDBによ り常にチェッ
ク されます。 ずれがある と復元は実行されず、 データベースは Adminモードのま

まになり ます。 復元を開始するには、 事前に既存の REDO ログを手動で削除する
必要があ り ます。

フル バッ クアップまたは差分バッ クアップのセッシ ョ ンを復元する と、 選択したバッ クアップ 
セッシ ョ ンからデータのみ ( アーカイブ ログは含まれません )が復元されます。 SAP DBサーバ
上やMaxDBサーバ上のデータは上書きされます。

ト ランザクシ ョ ン バッ クアップのセッシ ョ ンを復元する と、 選択したバッ クアップ セッシ ョ ン
からアーカイブ ログのみ (データは含まれません )が復元されます。

復元前に SAP DBサーバやMaxDBサーバに存在していた REDO ログは、 復元処理では削除さ
れません。 SAP DBやMaxDBの移行では、 復元前に SAP DBサーバやMaxDBサーバに存在し
ていた REDO ログは復元処理で削除されます。

復元の際、 SAP DBサーバ上やMaxDBサーバ上に既存の REDO ログは、 Data Protectorの [

既存のアーカイブ ログを使用 ]オプシ ョ ンの選択 ([復旧 ]オプシ ョ ンが選択されている場合の

み選択可能 )に基づいて、 以下のよ うに処理されます。

• [既存のアーカイブ ログを使用 ]オプシ ョ ンが選択されている場合、 SAP DBサーバ上や
MaxDBサーバ上に既存のアーカイブ ログが REDO ログに適用されます。

復元に ト ランザクシ ョ ン バッ クアップ セッシ ョ ンが選択されている場合、 またはト ランザ
クシ ョ ン バッ クアップ セッシ ョ ンが必要な復元チェーンの一部である場合に、 [既存のアー
カイブ ログを使用 ]が選択されている と、 Data Protector メディアのアーカイブ ログが
REDO ログに適用されます。 この後、 SAP DBサーバ上やMaxDBサーバ上のアーカイブ ロ
グが REDO ログに適用されます。
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• [既存のアーカイブ ログを使用]オプシ ョ ンが選択されていない場合、ト ランザクシ ョ ン  バッ
クアップ セッシ ョ ンの復元ではバッ クアップ メディアにバッ クアップされたアーカイブ ロ
グが REDO ログに適用され、 フルまたは差分バッ クアップ セッシ ョ ンの復元では、 REDO
ログは SAP DBサーバやMaxDBサーバに既存のアーカイブ ログと と もにそのまま保持さ
れます。

注記 SAP DBやMaxDBの移行では [既存のアーカイブ ログを使用 ]は使用でき

ません。 そのため、 バッ クアップ メディアにバッ クアップされたアーカイブ 
ログから REDO ログを復元するこ とのみが可能です ( ト ランザクシ ョ ン バッ
クアップ セッシ ョ ンの復元の場合 )。

図 3-11 SAP DBや MaxDBの復元処理
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図 3-12 SAP DB/MaxDB アーカイブ ログのリス トア処理 - REDO ログの詳
細

差分または ト ランザクシ ョ ン バッ クアップ セッシ ョ ンの復元を選択した場合、 統合ソフ ト ウェ
アを以下を行う よ うに設定できます。

• データベース全体の復元を実行するよ うにします。 この場合、 統合ソフ ト ウェアは復元の実

行時に必要なフル、 差分、 またはト ランザクシ ョ ン  バッ クアップ セッシ ョ ンのチェーンを
自動的に判断します。 [復旧 ]オプシ ョ ンが選択されていれば、 復元の終了後、 データベー

スは Onlineモードに切り替えられます。

• 選択した差分バッ クアップ セッシ ョ ンまたは選択した ト ランザクシ ョ ン  バッ クアップ セッ
シ ョ ンのみを復元するよ うにします。 この復元の後データベースに整合性がある場合、 [復

旧 ]オプシ ョ ンが選択されていれば、 データベースは Onlineモードに切り替えられます。

そ うでない場合、 データベースは Adminモードのままにな り ます。

選択した ト ランザクシ ョ ン バッ クアップ セッシ ョ ンまたは差分バッ クアップ セッシ ョ ンか
ら復元する方法は、 次に差分またはト ランザクシ ョ ン  バッ クアップ セッシ ョ ンが続く フル 
バッ クアップ セッシ ョ ンからの復元が終了した後で、 データベースがオフラインのままであ
るか、 Adminモードのままである場合に有効です。
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注記 復元または移行の際、 SAP DBサーバ上やMaxDBサーバ上のアーカイブ ログが
削除されるこ とはあ り ません。

SAP DBや MaxDBの移行の前提条件

統合ソフ ト ウェアは、 SAP DBやMaxDBの移行をサポート しています。 これは、 SAP DB イン
スタンスやMaxDB インスタンスを元とは異なる SAP DBやMaxDBのサーバまたはインスタ
ンスに復元できるこ とを意味します。

SAP DBサーバやMaxDBサーバが Data Protectorの SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェア用
にまだ構成されていない場合、 復元を開始する前に構成する必要があ り ます。 またインスタンス
が存在しない場合は、 復元を開始する前にこれを構成しな くてはなり ません。 移行の際、 既存の
データは上書きされ、 既存の REDO ログは削除されます。

SAP DBやMaxDB の移行を開始する前に、 以下に挙げる作業を実行してください。

• Data Protector SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアを、 バッ クアップ済み SAP DB インス
タンスやMaxDB インスタンスの移行先とする SAP DBサーバやMaxDBサーバにインス
トールします。 インス トールが終了したら、 Data Protectorのセルに SAP DBサーバや
MaxDBサーバを追加します。

• SAP DBやMaxDBの実行に使用するアカウン ト を持つ OSユーザーを特定または作成し、こ
のユーザーを Data Protector admin グループに追加します。 この手順の詳細については、
262 ページの 「ユーザーの構成」 を参照して ください。

• SAP DBやMaxDBの移行を実行する場合、最初に復元の実行先とするためのインスタンスを
構成します。 インスタンスの構成方法については、 271 ページの 「Data Protectorでの SAP 
DB インスタンスやMaxDB インスタンスの構成の修正」 を参照して ください。

Data Protector GUI を使用して SAP DBやMaxDBの移行を実行する と きには、 インスタ
ンスをあらかじめ設定しておく必要はあ り ません。 これは復元プロセスの間に設定できま
す。

Data Protector GUI を使用した復元

SAP DBやMaxDB の移行を実行する場合、 SAP DBサーバやMaxDBサーバまたはインスタン
スの準備を行うため、 初めに実行しておくべき追加作業がいくつかあ り ます。 これらの作業につ
いては 293 ページの 「SAP DBやMaxDBの移行の前提条件」 で説明しています。

データを復元するには、 HP OpenView Storage Data Protector Managerで以下の手順を行

います。
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1. コンテキスト リストで、 [復元 ] を選択します。

[復元オブジェク ト ]、 [SAP DBサーバ ]の順に展開し、 次に復元対象の SAP DBデータ
ベースまたはMaxDBデータベース  サーバを展開します。

SAP DB インスタンスか MaxDB インスタンスを選択します。 結果エリ アにバッ クアップ オ
ブジェク トの リ ス トが表示されます。

2. 復元対象の SAP DB オブジェク トやMaxDB オブジェク ト を選択します。

図 3-13 復元のための SAP DB オブジェク トや MaxDB オブジェク トの選択

重要 SAP DB アーカイブ ログやMaxDB アーカイブ ログを復元するには、 結果エ
リ アで [Data] を選択します。 これによ り、 次の手順で [Trans]バッ クアッ

プ セッシ ョ ンのいずれかを選択する と、 アーカイブ ログの復元が開始されま
す。
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3. [Data] を右ク リ ッ ク し、ポップアップ メニューから [プロパティ ] を選択して [プロパティ  
Data] ダイアログ ボッ クスを開きます。

図 3-14 [ プロパテ ィ  Data] ダイアログ ボックス

[プロパティ  Data] ダイアログ ボッ クスで、 [バックアップ バージョン ] ド ロ ップダウン リ
ス ト から復元するバッ クアップ セッシ ョ ンを選択します。

重要 [Config]のバッ クアップ セッシ ョ ンは選択しないでください。 [Config]で
の選択に関わらず、 [Data]で選択されたセッシ ョ ンと同じセッシ ョ ンが使用

されます。

[Trans] または [差分 ]バッ クアップ セッシ ョ ンを選択した場合、 以下を行う こ とができ
ます。

• データベースの完全復元 ([データベースの完全復元 ]オプシ ョ ン )。この場合、統合ソフ ト
ウェアは復元の実行時に必要なフル、 差分、 またはト ランザクシ ョ ン バッ クアップ セッ
シ ョ ンのチェーンを自動的に判断します。 [復旧 ]オプシ ョ ンが選択されていれば、 復

元の終了後、 データベースは Onlineモードに切り替えられます。
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• 選択したバッ クアップ セッシ ョ ンだけを復元 ([このバックアップのみ復元]オプシ ョ ン )。
この復元後、 データベースの整合がとれている場合、 [復旧 ]オプシ ョ ンが選択されて

いれば、 データベースは Onlineモードに切り替えられます。 そ うでない場合、 データ

ベースは Adminモードのままになり ます。

選択した ト ランザクシ ョ ン バッ クアップ セッシ ョ ンまたは差分バッ クアップ セッシ ョ
ンから復元する方法は、 次に差分またはト ランザクシ ョ ン  バッ クアップ セッシ ョ ンが続
く フル バッ クアップ セッシ ョ ンからの復元が終了した後で、 データベースがオフライン
のままであるか、 Adminモードのままである場合に有効です。

[OK] をク リ ッ ク して [プロパティ  Data] ダイアログ ボッ クスを閉じます。

4. [オプション ] タブをク リ ッ ク して復元および復旧オプシ ョ ンを設定します。 SAP DBや
MaxDB の復元および復旧オプシ ョ ンの詳細については、 303 ページの 「SAP DBや
MaxDB の復元および復旧のオプシ ョ ン」 を参照して ください。

5. [復元 ] をク リ ッ ク して復元セッシ ョ ンを開始します。

セッシ ョ ンが開始される と、 結果エリ アにメ ッセージが表示されます。 セッシ ョ ンが正常に

終了する と、 [セッション情報 ]ダイアログ ボッ クスにメ ッセージが表示されます。

Data Protector CLI を使用した復元

SAP DBやMaxDB の移行を実行する場合、 SAP DBやMaxDBのサーバまたはインスタンスの
準備を行うため、 初めに実行しておくべき追加作業がいくつかあ り ます。 これらの作業について
は 293 ページの 「SAP DBやMaxDB の移行の前提条件」 で説明しています。

復元の実行に必要な情報を照会する

復元の実行に必要な情報を照会するには、 以下に示す手順に従ってください。

取得する情報に応じて、 以下のコマンドを実行します。

• omnidb -sapdb

SAP DB オブジェク トやMaxDBオブジェク トの リ ス トが表示されます。

• omnidb -sapdb <object_name>

特定のオブジェク トに関して、 SessionID を含む詳細情報を照会するコマンドです。
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復元

omnir コマンドの構文

omnir コマンドで SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスを復元するには、 以下の構文
を使用します。

omnir -sapdb -barhost <ClientName> -instance <InstanceName>

[-destination <ClientName>]

[-newinstance <DestinationInstanceName>]

[-session <SessionID>]

[-recover [-endlogs | -time: <YYYY-MM-DD.hh.mm.ss>] [-from_disk]]

[-nochain]

-sapdb: SAP DBやMaxDBの復元を選択するオプシ ョ ンです。

-barhost: バッ クアップされている SAP DBサーバやMaxDB サーバの名前を設定するオプ
シ ョ ンです。

-instance: バッ クアップされている SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンス名を設定す
るオプシ ョ ンです。

-session: 復元対象のバッ クアップ セッシ ョ ンを選択するオプシ ョ ンです。 このオプシ ョ ンを
省略する と、 -endlogsオプシ ョ ンや -timeオプシ ョ ンの設定にかかわらず、 前回のバッ クアッ

プ セッシ ョ ンが復元されます。

コピーが存在しているオブジェク ト を復元する場合は、 コピー セッシ ョ ン ID ではなく、 オブ
ジェク トのバッ クアップ ID ( オブジェク トのバッ クアップ セッシ ョ ン ID と同じ ) を使用しま
す。

-nochain: 選択したバッ クアップ セッシ ョ ンまたは前回のバッ クアップ セッシ ョ ンだけを復元
するよ う統合ソフ ト ウェアに指示するためのオプシ ョ ンです。 統合ソフ ト ウェアはフル、 差分、
ト ランザクシ ョ ン バッ クアップの復元チェーンを部分的に実行します。

その他すべてのオプシ ョ ンについては 303 ページの 「SAP DBやMaxDBの復元および復旧の
オプシ ョ ン」 を参照して ください。 omnirのマンページも参照して ください。

例

以下のコマンドの例では、 「srv1.company.com」 とい う名前の SAP DBサーバ上か MaxDB
サーバ上にバッ クアップされている 「inst1」 とい う名前のインスタンスを、 前回のバッ クアッ
プ セッシ ョ ンから (構成と と もに )復元しています。
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UNIXの場合

HP-UX の場合 :

/opt/omni/bin/omnir -sapdb -barhost srv1.company.com -instance inst1 -recover 
-endlogs

その他の UNIXの場合 :

/usr/omni/bin/omnir -sapdb -barhost srv1.company.com -instance inst1 -recover 
-endlogs

Windowsの場合

<Data_Protector_home>\omnir -sapdb -barhost srv1.company.com -instance inst1 
-recover -endlogs

復元セッシ ョ ンは、 Data Protectorのモニター ウ ィ ンド ウでモニターできます。 このウ ィンド ウ
には、 必要なメディアに対するマウン ト  プロンプ ト も表示されます。

SAP DBユーティ リテ ィや MaxDBユーティ リテ ィを使用した復元

この統合ソフ ト ウェアでは、 SAP DB ユーティ リ ティやMaxDB ユーティ リ ティから、 SAP DB
サーバやMaxDB サーバの統合型の Data Protector復元を実行するこ とができます。

既存の SAP DBサーバやMaxDBサーバのインスタンスに対して復元を行う場合は、 299 ペー
ジの 「SAP DBやMaxDBの復元と復旧」 を参照して ください。

SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスを移行するには、 302 ページの 「SAP DBや
MaxDB の移行」 を参照して ください。

復元の実行に必要な情報の照会

復元の実行に必要な情報を照会するには、 以下に示す手順に従ってください。

取得する情報に応じて、 以下のコマンドを実行します。

• omnidb -sapdb

SAP DB オブジェク トやMaxDBオブジェク トの リ ス トが表示されます。

• omnidb -sapdb <object_name>

特定のオブジェク トに関して、 SessionID を含む詳細情報を照会するコマンドです。
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SAP DBや MaxDBの復元と復旧

SAP DBユーティ リ ティやMaxDBユーティ リ ティを使用して、 既存の Data Protector SAP DB
バッ クアップ セッシ ョ ンやMaxDBバッ クアップ セッシ ョ ンから復元と復旧を実行するには、
以下の数ページの手順に従ってください。 この手順では、 次の規則が適用されます。

<inst_name> - 復元対象のインスタンス名。

<username>,<password> - 262 ページの 「ユーザーの構成」 の手順で作成または識別した
SAP DBユーザーまたはMaxDBユーザーの接続文字列。

<location> - bsi_env ファ イルの場所。

<media_group_name> - SAP DB メディア グループまたはMaxDB メディア グループの名前。

<medium_name> - SAP DB メディアまたはMaxDB メディアの名前。

<pipe_name> - SAP DBパイプまたはMaxDBパイプの名前

<medium_type> - SAP DB メディアまたはMaxDB メディアの種類。

<SessionID> - 復元対象となるセッシ ョ ンの Data Protector セッシ ョ ン ID。

復元

1. SAP DBサーバ上かMaxDBサーバ上にbsi_envファ イルがすでに存在し構成済みである場合

には、 この手順は省略してください。

SAP DBサーバ上か MaxDBサーバ上の任意のディレク ト リに bsi_env ファ イルを作成し

ます。 このファ イルには以下の行を含めます。

Windowsの場合

BACKINT <Data_Protector_home>\bin\sapdb_backint.exe

INPUT <Data_Protector_home>\tmp\<inst_name>.bsi_in

OUTPUT <Data_Protector_home>\tmp\<inst_name>.bsi_out

ERROROUTPUT <Data_Protector_home>\tmp\<inst_name>.bsi_err

TIMEOUT_SUCCESS 60

TIMEOUT_FAILURE 30

UNIXの場合

HP-UX の場合 :
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BACKINT /opt/omni/bin/sapdb_backint

INPUT /var/opt/omni/tmp/<inst_name>.bsi_in

OUTPUT /var/opt/omni/tmp/<inst_name>.bsi_out

ERROROUTPUT /var/opt/omni/tmp/<inst_name>.bsi_err

TIMEOUT_SUCCESS 60

TIMEOUT_FAILURE 30

その他の UNIXの場合 :

BACKINT /usr/omni/bin/sapdb_backint

INPUT /var/opt/omni/tmp/<inst_name>.bsi_in

OUTPUT /var/opt/omni/tmp/<inst_name>.bsi_out

ERROROUTPUT /var/opt/omni/tmp/<inst_name>.bsi_err

TIMEOUT_SUCCESS 60

TIMEOUT_FAILURE 30

2. 262 ページの 「ユーザーの構成」 の手順で作成または識別した SAP DBユーザーまたは
MaxDB ユーザーと して、 SAP DBデータベースやMaxDBデータベース  マネージャにログ
インします。 ログインするには、 SAP DB サーバかMaxDBサーバで、 以下のコマンドを実
行します。

dbmcli -d <inst_name> -u <username>,<password>

3. SAP DBデータベース  マネージャやMaxDBデータベース  マネージャで、以下のコマンドを
実行してデータベースを Adminモードにします。

db_admin

4. SAP DBサーバやMaxDBサーバにbsi_envファ イルの場所がすでに登録されている場合は、

この手順は省略してください。

以下のコマンドによ り、 bsi_env ファ イルの場所を登録します。

Windowsの場合

dbm_configset -raw BSI_ENV <location>\<inst_name>.bsi_env

UNIXの場合

dbm_configset -raw BSI_ENV <location>/<inst_name>.bsi_env
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5. Data Protectorで使用する SAP Dや /MaxDBのメディアとパイプが SAP DBサーバ上や
MaxDBサーバ上にすでに存在する場合は、 この手順は飛ばしてください。

Data Protectorの SAP DBバッ クアップ セッシ ョ ンやMaxDBバッ クアップ セッシ ョ ンを
復元するには、 バッ クアップ セッシ ョ ン中に使用される並列処理の値と同じ数の SAP DB
やMaxDB のメディアとパイプが必要です。

SAP DB メディア グループやMaxDB メディア グループに SAP DB メディアやMaxDB メ
ディアを作成します。 作成したすべてのメディアに対し、 以下のコマンドを実行します。

medium_put <media_group_name>/<medium_name> <pipe_name> <media_type> 

<backup_type>

<backup_type>には、 以下のいずれかを指定できます。

• DATA - フル バッ クアップ

• PAGES - 差分 (diff)バッ クアップ

• LOG - ト ランザクシ ョ ン (trans)バッ クアップ。

重要 Data Protectorのバッ クアップおよび復元を目的と して SAP DBやMaxDB
のメディアとパイプを作成する際は、 「BACK」 で始まる メディア グループ名
を付ける必要があ り ます。 以下のコマンドでは、 メディア グループに 2つの
メディアと 2つのパイプ (並列処理数 = 2) を作成しています。

Windowsの場合

medium_put BACKDP-Data[2]/1 \ \\.\Pipe\<inst_name>.BACKDP_Data[2]0.1 
PIPE DATA

medium_put BACKDP-Data[2]/2 \ \\.\Pipe\<inst_name>.BACKDP_Data[2].2 
PIPE DATA

UNIXの場合

medium_put BACKDP-Data[2]/1 \ 
/var/opt/omni/tmp/<inst_name>.BACKDP_Data[2].1 PIPE DATA

medium_put BACKDP-Data[2]/2 \ 
/var/opt/omni/tmp/<inst_name>.BACKDP_Data[2]0.2 PIPE DATA

6. 以下のコマンドで、SAP DBユーティ リ ティやMaxDBユーティ リ ティのセッシ ョ ンを開始し
ます。
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util_connect

7. 以下のコマンドによ り、 Data Protectorバッ クアップ セッシ ョ ンからの復元を開始します。

recover_start <media_group_name> <backup_type> EBID "<inst_name> 
<SessionID>:1 <pipe_name1>,<inst_name> <SessionID>:2 <pipe_name2>[, ...]"

Windowsの場合

recover_start BACKDP-Data[2] DATA EBID "<inst_name> <SessionID>:1 

\\.\Pipe\<inst_name>.BACKDP-Data[2].1,TEST <SessionID>:2 

\\.\Pipe\<inst_name>.BACKDP-Data[2].2"

UNIXの場合

recover_start BACKDP-Data[2] DATA EBID "<inst_name> <SessionID>:1 
/var/opt/omni/tmp/<inst_name>.BACKDP-Data[2].1,<inst_name> <SessionID>:2 
/var/opt/omni/tmp/<inst_name>.BACKDP-Data[2].2"

この手順を、 必要なバッ クアップ セッシ ョ ンのチェーンでセッシ ョ ンごとに繰り返します。

Recovery

8. 復元が完了したら、 最後の REDO ログまで、 または指定した時点までデータベースを復旧す
るこ とができます。

a. データベースを最後の REDO ログまで復旧するには、SAP DBデータベース  マネージャ
やMaxDBデータベース  マネージャで以下のコマンドを実行します。

db_online

b. データベースを指定した時点まで復旧するには、 SAP DBデータベース  マネージャや
MaxDBデータベース  マネージャで以下のコマンドを実行します。

db_warm -f -u <yyyymmdd> <hhmmss>

<yyyymmdd>パラ メータ と <hhmmss>パラ メータには、 最後の REDO ログが適用された
時刻を指定します。

SAP DBや MaxDBの移行

SAP DBやMaxDB の移行を実行する場合、 SAP DB またはMaxDBのサーバまたはインスタン
スの準備を行うため、 初めに実行しておくべき追加作業がいくつかあ り ます。 これらの作業につ
いては 293 ページの 「SAP DBやMaxDBの移行の前提条件」 で説明しています。
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SAP DBユーティ リ ティやMaxDBユーティ リ ティを使用して既存の Data Protector SAP DB
バッ クアップ セッシ ョ ンやMaxDBバッ クアップ セッシ ョ ンから SAP DBデータベースや
MaxDBデータベースを移行するには、 299 ページの 「SAP DBやMaxDB の復元と復旧」 で説
明されている手順に従います。 この手順を行う際、 recover_start コマンドを実行する前に、
SAP DBデータベース  マネージャやMaxDBデータベース  マネージャで以下のコマンドを実行
して SAP DB サーバやMaxDBサーバに既存の REDO ログを削除して ください。

util_execute clear log

SAP DBや MaxDBの復元および復旧のオプシ ョ ン

SAP DBやMaxDB の復元および復旧のオプシ ョ ンは、 SAP DB オブジェク トやMaxDBオブ
ジェク ト を選択した後、 [復元 ] コンテキス トの [オプション ] タブをク リ ッ クするこ とによ り、

Data Protector GUIでアクセス可能です。

図 3-15 SAP DBや MaxDBの復元および復旧のオプシ ョ ン

SAP DBやMaxDB に固有のバッ クアップ オプシ ョ ンは、 以下のとおりです。
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移行オプシ ョ ン

選択した SAP DB オブジェク トやMaxDBオブジェク ト を同じ SAP DBやMaxDB のサーバお
よびインスタンスに復元する場合は、 各移行オプシ ョ ンを変更しないでください。 移行オプシ ョ
ンは、 SAP DBやMaxDBの移行 (バッ クアップ時とは異なる SAP DBやMaxDB のサーバま
たはインスタンスへの復元 ) を行う場合のみ使用します。

各移行オプシ ョ ンについて、 以下に説明します。 初めに GUIオプシ ョ ンを記載し、 スラ ッシュ
(/)の後に同等の CLI を挙げています。 その後にオプシ ョ ンの説明が続きます。

[ クライアン トに復元 ] / -destination <ClientName> GUI を使用する場合、 ド ロ ップダウン 
リ ス トからデータベースの復元先とする SAP DBサーバか MaxDB サーバを
選択します。

CLI を使用する場合、 -destination を指定し、 <ClientName>引数に
SAP DBサーバか MaxDBサーバの名前を指定します。

選択した SAP DBサーバやMaxDBサーバは Data Protectorの一部でなくて
はならず、 また Data Protector SAP DB用統合ソフ トエウェアコンポーネン ト

がインス トールされている必要があ り ます。

[ インスタンスに復元 ] / -newinstance <DestinationInstanceName> 
GUI を使用する場合、 以下のいずれかを実行できます。

• [インスタンスに復元]ド ロ ップダウン リ ス ト から インスタンスを選択でき
ます。 ド ロ ップダウン リ ス トには、 統合ソフ ト ウェアで使用できるよ う構
成済みであるインスタンスのみが表示されます。 統合ソフ ト ウェアで使用
するために SAP DB サーバやMaxDBサーバを構成する方法については、
262 ページの 「統合ソフ ト ウェアの構成」 を参照して ください。

• まだ統合ソフ ト ウェアで使用するよ うに構成されていない、 既存のインス

タンス名を入力できます。 この場合、 [設定内容 ]ボタンをク リ ッ ク して

指定したインスタンスを構成します。

CLI を使用する場合、 -newinstance オプシ ョ ンの
<DestinationInstanceName>引数にインスタンスを指定します。 このイン

スタンスは統合ソフ ト ウェア用に構成済みのものでなくてはなり ません。 統合
ソフ ト ウェアで使用するために SAP DBサーバやMaxDBサーバを構成する
方法については、 262 ページの 「統合ソフ ト ウェアの構成」 を参照して くださ
い。

[ユーザー名 ] と [ユーザー グループ ] / 該当なし  
UNIXの場合、 SAP DB サーバやMaxDBサーバでの SAP DB アプ リケー
シ ョ ンやMaxDB アプリ ケーシ ョ ンの実行に使用するアカウン ト を持つ OS



SAP DBや MaxDB と Data Protector との統合
SAP DBデータベースや MaxDBデータベースの復元

第 3 章 305

ユーザーの、 ユーザー名とグループ名を変更できます ( たとえば、 sapsys グ
ループの sapdbユーザーなど )。 このオプシ ョ ンにはデフォルトで、 Data 
Protector GUI を起動したユーザーが設定されます。

CLI を使用する場合、 ユーザー名とグループ名を変更するこ とはできません。
バッ クアップ セッシ ョ ンで使用したユーザーと同じユーザーが使用されます。

[設定内容 ] / 該当なし  
復元先とするインスタンスが、 まだ統合ソフ ト ウェアで使用するよ うに構成さ
れていない場合に、 このボタンをク リ ッ ク します。 入力する必要のあるパラ
メータについては、 272 ページの手順 4 を参照して ください。

CLI では、 このオプシ ョ ンは使用できません。 インスタンスを構成するには、
273 ページの 「CLI を使用した SAP DB インスタンスやMaxDB インスタン
スの構成の変更」 で説明されている util_sapdb.exeユーティ リ ティを使用

して ください。

復旧オプシ ョ ン

復旧オプシ ョ ンは、 REDO ログを最新バージ ョ ンまで、 または指定した日時まで適用するこ と
によ り、 データベースを復旧するために使用します。 

重要 バッ クアップ オプシ ョ ン [アーカイブ ログを保持 ] と復元オプシ ョ ン [既存の

アーカイブ ログを使用 ]の選択によっては、 SAP DBサーバ上か MaxDBサーバ
上の REDO ログのシーケンス と復元されたボ リ ュームの間で、 ト ランザクシ ョ ン
のずれが生じるこ とがあ り ます。 復元を実行する と き (データベースが Online

モードに切り替えられたと き )には、 選択した復元のポイン ト  イン タイムにかか
わらず、 このよ う なずれがないかど うかが SAP DBやMaxDBによ り常にチェッ
ク されます。 ずれがある と復元は実行されず、 データベースは Adminモードのま

まになり ます。 復元を開始するには、 事前に既存の REDO ログを手動で削除する
必要があ り ます。

各復旧オプシ ョ ンについて、 以下に説明します。 初めに GUIオプシ ョ ンを記載し、 スラ ッシュ
(/)の後に同等の CLI を挙げています。 その後にオプシ ョ ンの説明が続きます。

[復旧 ] / -recover 
このオプシ ョ ンが選択されている と、 REDO ログを最新バージ ョ ンまで適用
する ([最新バージョン ]オプシ ョ ンを選択した場合 )か、 指定した日時まで適
用する ([期日 ]オプシ ョ ンを選択した場合 ) こ とによ り、 復元後のデータ
ベースが復旧されて Onlineモードに切り替わり ます。
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重要 このオプシ ョ ンを使用する場合は、 [Data] ダイアログ ボッ クス
のプロパティ (GUI を使用する場合 ) または -sessionオプ

シ ョ ン (CLI を使用する場合 )で選択したバッ クアップ セッ
シ ョ ンによ り、 最新バージ ョ ンまたは指定した日時まで REDO
ログを適用するのに十分なデータが復元されるかど うかを確認
して ください。 [Data] ダイアログ ボッ クスのプロパティにアク
セス方法については、 295ページの手順 3 を参照して くださ
い。 -sessionオプシ ョ ンの詳細については、 296 ページの
「Data Protector CLI を使用した復元」 を参照して ください。

このオプシ ョ ンが選択されていない場合、 他の復旧オプシ ョ ンはすべて無効と
な り、 復元後は以下の処理が行われます。

• アーカイブ ログが復元されていない場合 (フル バッ クアップ セッシ ョ ンか
ら復元した場合 )、 データベースは復元後も Adminモードのまま とな り ま

す。

• アーカイブ ログが復元されている場合、 復元されたアーカイブ ログで許
可されていれば、 データベースは Onlineモード とな り ます。 データベー

スを Onlineモードに変更できない場合 (復元されたアーカイブ ログで許
可されていないこ とによる )、 データベースは Adminモードのまま とな り

ます。

[最新バージョ ン ] / -endlogs 
このオプシ ョ ンを選択する と、 データベースは最新のログまで復旧されます。

CLI を使用している場合、 これはデフォルトの動作です。

[期日 ] / -time: <YYYY-MM-DD.hh.mm.ss> 
GUI を使用している場合、 このオプシ ョ ンを選択する と、 データベースは [

期日 ] ド ロ ップダウン メニューで選択した日時まで復旧されます。

CLI を使用している場合、 -time: オプシ ョ ンの <YYYY-MM-DD.hh.mm.ss>

引数にその日時を指定する と、 データベースがその日時まで復旧されます。

注記 時刻の指定には、 Data Protectorの GUI または CLI を実行し
ているシステム上のシステム時刻を使用します。 復元対象シス
テムと、 Data Protector の GUI または CLI を実行しているシ
ステムのタイム ゾーンが異なっている場合は、 復元対象システ
ム上のローカル時刻設定に合わせて復元期日が調整されます。
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[既存のアーカイブ ログを使用 ] / -from_disk  
このオプシ ョ ンを選択する と、 SAP DBサーバやMaxDBサーバにある既存の
アーカイブ ログが SAP DBサーバやMaxDBサーバの REDO ログにコピーさ
れます。

このオプシ ョ ンを選択しなかった場合、 ト ランザクシ ョ ン  バッ クアップ セッ
シ ョ ンの復元ではバッ クアップ メディアにバッ クアップされているアーカイ
ブ ログが REDO ログに適用され、 フルまたは差分バッ クアップ セッシ ョ ンの
復元では、 REDO ログは SAP DBサーバやMaxDBサーバにすでにあるアー
カイブ ログと と もにそのまま保持されます。

復元に ト ランザクシ ョ ン バッ クアップ セッシ ョ ンが選択されている場合、 ま
たは ト ランザクシ ョ ン バッ クアップ セッシ ョ ンが必要な復元チェーンの一部
である場合に、 [既存のアーカイブ ログを使用 ]が選択されている と、 REDO
ログに Data Protector メディアのアーカイブ ログが適用されます。 この後、
SAP DBサーバ上やMaxDBサーバ上のアーカイブ ログが REDO ログに適用
されます。

注記 SAP DBやMaxDBの移行では [既存のアーカイブ ログを使用

]は使用できません。 そのため、 バッ クアップ メディアにバッ
クアップされたアーカイブ ログから REDO ログを復元するこ
とのみが可能です ( ト ランザクシ ョ ン バッ クアップ セッシ ョ ン
の復元の場合 )。

他のデバイスの使用

Data Protectorでは、 バッ クアップ時に使用したデバイス以外のデバイスを使って復元するこ と
もできます。

Data Protector GUI を使って復元を実行する場合、 ほかのデバイスを使用した復元の方法につ
いては、 オンライン ヘルプの索引キーワード 「選択 , 復元対象のデバイス」 で表示される内容を
参照してください。

障害復旧

障害復旧は、 複数のメーカーの製品に関係する非常に複雑なプロセスです。 それだけに、 障害復
旧が正し く実行されるかど うかは関係するすべてのメーカーに依存します。 障害復旧の際、 以下
に示す情報をガイ ド ラインと して使用して ください。
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障害復旧に対する準備方法については、 データベース / アプ リ ケーシ ョ ン メーカーの指示に従っ
てください。 Data Protector を使ってシステムの障害復旧を行う方法は、 『HP OpenView 
Storage Data Protector 障害復旧ガイ ド』 を参照して ください。

以下に、 アプリ ケーシ ョ ンの一般的な復旧手順を示します。

1. オペレーティング システムの復旧を完了します。

2. データベース / アプ リ ケーシ ョ ンのインス トール、 構成、 初期化を行い、 Data Protector メ
ディア上のデータをシステムにロード します。 データベースの準備に必要な手順の詳細につ
いては、 各データベース / アプリ ケーシ ョ ンのマニュアルを参照して ください。

3. データベース / アプ リ ケーシ ョ ン サーバに、必要な Data Protector ク ラ イアン ト  ソフ ト ウェ
アがインス トールされ、 データベース / アプリ ケーシ ョ ンに適した構成になっているこ とを
確認します。 この章および 「 ト ラブルシューティング」 の項の手順に従ってください。

4. 復元を開始します。 復元が完了したら、 データベースやアプリ ケーシ ョ ンのメーカーの指示
に従って、 データベースを再びオンラインにするために必要な追加手順を行います。
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SAP DBや MaxDBのバックアップと復元のモニター
Data Protector GUIによ り、 現在 ( または以前 )のバッ クアップ セッシ ョ ンまたは復元セッ
シ ョ ンをモニターできます。

復元またはバッ クアップを対話型で開始した場合は、 モニター機能が自動的に起動されます。

現在のセッシ ョ ンのモニター

Data Protector GUI を使用して実行中のセッシ ョ ンをモニターするには、 以下の手順に従って
ください。

1. コンテキス ト  リ ス トで [モニター ] をク リ ッ ク します。

結果エリ アに、 現在実行中のすべてのセッシ ョ ンが表示されます。

2. モニターしたいセッシ ョ ンをダブルク リ ッ ク します。 図 3-16 を参照して ください。

図 3-16 現在のセッシ ョ ンをモニターする

セッシ ョ ンのクリア

完了あるいは中断したすべてのセッシ ョ ンを [モニター ] コンテキス トの結果エリ アから削除す

るには、 以下の手順を実行します。

1. Scopingペインで、 [現在のセッション ] をク リ ッ ク します。

2. [アクション] メニューで、[セッションのクリア]を選択します。 あるいはツールバーの[セッ

ションのクリア ]アイコンをク リ ッ ク します。

完了あるいは中断した特定のセッシ ョ ンを現在のセッシ ョ ン  リ ス トから削除するには、 その
セッシ ョ ンを右ク リ ッ ク して [ リストから削除 ] を選択します。 
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注記 Data Protector GUI を再起動した場合、 完了あるいは中断したすべてのセッシ ョ
ンは自動的に [モニター ] コンテキス トの結果エ リアから削除されます。 

完了または中断したセッシ ョ ンの詳細については、 「以前のセッシ ョ ンの表示」 を参照して くだ
さい。

以前のセッシ ョ ンの表示

Data Protector GUI を使用して以前のセッシ ョ ンを表示するには、 以下の手順を実行します。

1. コンテキス ト  リ ス トで [内部データベース ] をク リ ッ ク します。

2. Scopingペインで、 [セッション ] を展開し、 IDBに保存されているすべてのセッシ ョ ンを表
示します。 

セッシ ョ ンは日付でソート されています。 各セッシ ョ ンは、 YY/MM/DD書式の日付と一意
の番号からなるセッシ ョ ン ID で識別されます。

3. セッシ ョ ンを右ク リ ッ ク して [プロパティ ] を選択し、 セッシ ョ ンの詳細を表示します。
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4. [一般 ]、[ メ ッセージ ]、または [ メディア ] タブをク リ ッ ク して、それぞれセッシ ョ ンについ

ての一般情報、 セッシ ョ ンのメ ッセージ、 またはこのセッシ ョ ンで使われる メディアについ
ての情報を表示します。 図 3-17 を参照して ください。

図 3-17 以前に実行したセッシ ョ ンを表示する
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ト ラブルシューテ ィ ング

この項では、 Data Protectorの SAP DB/MaxDB用統合ソフ ト ウェアの使用時に発生する可能性
がある問題を挙げます。

Data Protector全般に関する ト ラブルシューティ ング情報については、 『HP OpenView Storage 
Data Protector ト ラブルシューティング ガイ ド』 を参照して ください。

作業を開始する前に

✓ 最新の Data Protectorパッチがインス トールされているこ とを確認します。 パッチの確認方
法については、 オンライン ヘルプのキーワード 「パッチ」 を参照して ください。

✓ Data Protector全般に関する制限事項、 既知の問題とその回避方法については、 『HP 
OpenView Storage Data Protector Product Announcements ソフ ト ウェア ノー ト  および リ
ファレンス』 を参照して ください。

✓ サポート されているバージ ョ ン、 プラ ッ ト フォームなどに関する最新の情報については、

http://www.openview.hp.com/products/datapro/spec_0001.html を参照して ください。

問題

問題

バックアップ中または復元中に Data Protectorにより次のエラーが報告される

[致命的 ] 場所 : OB2BAR_SAPDBBAR@machine.company.com "INSTANCE"  時間 : 
02/06/04

18:17:18 エラー : SAPDBの応答 :

-24920,ERR_BACKUPOP: backup operation was unsuccessful The database was 
unable to fulfill a request

(-2025, Invalid number of backup devices).

対策

SAP DBやMaxDB の MAXBACKUPDEVSパラ メータの値を、 Data Protectorの [並列処理数 ]オ

プシ ョ ンの値以上に増やすか、 または Data Protectorの [並列処理数 ]オプシ ョ ンの値を減ら

します。

http://www.hp.com/products/support/manuals
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問題

復元後、 SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスを起動できない

対策

SAP DB db_restartinfo コマンドやMaxDB db_restartinfo コマンドでインスタンスの再
起動が可能かど うかをチェッ ク します。

• インスタンスの再起動が不可能である場合、 最も可能性の高い原因と して、 既存のログ ボ
リ ューム (log volume)にデータ  ボ リ ュームからインスタンスを起動するのに十分なデータが
ないという こ とが考えられます。 必要な差分または ト ランザクシ ョ ン バッ クアップが復元さ
れていない可能性があ り ます。

• インスタンスの再起動が可能である場合、 SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスの
カーネル エラー ファ イルでエラーをチェッ ク して ください。

ある時点で SAP DB ログやMaxDB ログに十分なスペースがなかった場合、 ログが破損して
いる可能性があ り ます。 ログを削除 (dbmcliの util_execute clear log コマンドを使用 )
するか、 SAP DB、 MaxDB、 または Data Protectorのサポート担当に連絡して ください。

問題

オブジェク ト  コピーからの復元がハングする

対策

復元を再開する前に以下を実行します。

• 復元に使用されるデバイスの Disk Agentバッファの数を増やします。

• バッ クアップのすべてのオブジェク トが IDB に記録されている場合、 以下の手順を実行しま
す。

1. Data Protector GUIの内部データベースのコンテキス トで、 同じバッ クアップに属する
すべてのオブジェク ト を検索します。 オブジェク トは同じバッ クアップ ID で識別されま
す。

2. 別のオブジェク ト  コピー セッシ ョ ンにある各オブジェク ト を別のデバイス ( たとえば
ファイル ラ イブラ リ )にコピーします。 各オブジェク トについて、 追加不可能メディア 
ポ リ シーを備えた別のメディアを使用します。

3. 新し く作成したコピーを メディア収納場所と して最優先に設定します。
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問題

Data Protectorから以下のエラーが報告される

エラー : SAPDBの応答 : 

Error! Connection failed to node (local) for database CLUSTER: 

connection refused: x_server not running.

対策

SAP DB x_serverやMaxDB x_server を起動します。 手順については、 SAP DBやMaxDBの
ドキュ メン ト を参照して ください。

問題

Data Protectorから以下のエラーが報告される

エラー : SAPDBの応答 : 

-24988,ERR_SQL: sql error

1,database not running 

対策

SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスを起動します。 手順については、 SAP DBや
MaxDB のドキュ メン ト を参照して ください。

問題

Data Protectorから以下のエラーが報告される

エラー : SAPDBの応答 : 

-24988,ERR_SQL: sql error

1,utility session is already in use 

対策

他のユーザーが SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスに接続しており、 管理タスク (
ユーティ リ ティ  セッシ ョ ン ) を実行しています。 この SAP DB タスクやMaxDB タスクは
"Utility" タイプで、 dbmcliの show task コマンドで表示するこ とができます。 表示されたタス

クを削除します。
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問題

Data Protectorから以下のエラーが報告される

エラー : SAPDBの応答 : 

-24950,ERR_USRFAIL: user authorization failed

対策

271 ページの 「Data Protectorでの SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスの構成の修
正」 の説明に従って、 SAP DB インスタンスやMaxDB インスタンスを再構成してください。

問題

バックアップ中または復元中に Data Protectorにより次のエラーが報告される

エラー : SAPDBの応答 : 

-24920,ERR_BACKUPOP: backup operation was unsuccessful

The backup tool was killed with -1 as sum of exit codes. The database 
request ended with code 0.

対策

以下のコマンドを実行して、 Cell Managerの TimeoutSuccess環境変数を設定してください。

util_cmd -putopt SAPDB <SAPDB_instance> TimeoutSuccess 1000 -sublist 
Environment

util_cmd コマンドの詳細については、 258 ページの 「Data Protector SAP DB/MaxDB構成
ファイル」 を参照して ください。

TimeoutSuccess環境変数は、 Data Protector GUIでも設定するこ とができます。 Scopingペイ
ンでバッ クアップ仕様を選択し、 次に [ ソース ] タブの下にある結果エリ アで SAP DB インス
タンスやMaxDB インスタンス  オブジェク ト を右ク リ ッ ク して、 ポップアップ メニューから [

環境変数を設定 ] を選択して ください。

SAP DBや MaxDBのクラスターに関連する ト ラブルシューテ ィング

ク ラスター環境では、 コマンド行 ( ク ラ イアン ト上 )から何らかの手順を開始する前に、 仮想ホ
ス ト名と して環境変数 OB2BARHOSTNAME を設定しておく必要があ り ます。 OB2BARHOSTNAME変数
は、 以下のよ うに設定します。
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UNIXの場合

export OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>

Windowsの場合

set OB2BARHOSTNAME=<virtual_hostname>
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ACSLS
(StorageTek固有の用語 )
Automated Cartridge System Library Server 
の略語。 ACS (Automated Cartridge System: 
自動カート リ ッジ システム ) を管理するソフ
ト ウェア。

Active Directory
(Windows固有の用語 )
Windows ネッ ト ワークで使用されるディ レク
ト リ  サービス。 ネッ ト ワーク上のリ ソースに
関する情報を格納し、 ユーザーやアプ リ ケー
シ ョ ンからアクセスできるよ うに維持します。
このディ レク ト リ  サービスでは、 サービスが
実際に稼動している物理システムの違いに関
係なく、 リ ソースに対する名前や説明の付加、
検索、 アクセス、 および管理を一貫した方法
で実行できます。 

AML
(EMASS/GRAU固有の用語 )
Automated Mixed-Media library (自動混合
メディア ラ イブラ リ ) の略。

ASR セッ ト
フロ ッピー ディ スク上に保存されたファイル
のコレクシ ョ ン。 交換用ディ スクの適切な再
構成 (ディ スク  パーティシ ョ ン化と論理ボ
リ ュームの構成 ) およびフル ク ラ イアン ト  
バッ クアップでバッ クアップされた元のシス
テム構成とユーザー データの自動復旧に必要
とな り ます。
これらのファ イルは、 バッ クアップ メディア
上に保存される と共に、 Cell Manager上の 
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥dr¥asrディ レク ト リ  (Windows用 Cell 
Managerの場合 ) または
/etc/opt/omni/server/dr/asr/ディレク

ト リ  (UNIX用 Cell Managerの場合 ) に保存
されます。 ASR アーカイブ ファ イルは、 障害
発生後に複数のフロ ッピー ディ スクに展開さ
れます。 32 ビッ ト版のWindows XP/.NET で

は 3枚のフロ ッピー ディ スクに展開され、 64
ビッ ト版のWindows XP/.NETの場合は 4枚
のフロ ッピー ディ スクに展開されます。 これ
らのフロ ッピー ディ スクは、 ASRの実行時に
必要とな り ます。

BACKINT
(SAP R/3固有の用語 )
SAP R/3 バッ クアップ プログラムが、 オープ
ン インタフェースへの呼び出しを通じて
Data Protector backint インタフェース ソフ
ト ウェアを呼び出し、 Data Protector ソフ ト
ウェアと通信できるよ うにします。 バッ ク
アップ時および復元時には、 SAP R/3 プログ
ラムが Data Protector backint インタフェー
スを通じてコマンドを発行します。

BC
(EMC Symmetrix固有の用語 )
Business Continuanceの略。 BCは、 EMC 
Symmetrix標準デバイスのインスタン ト  コ
ピーに対するアクセスおよび管理を可能にす
るプロセスです。
BCV も参照。

BC
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
Business Copy XPの略。 BC を使う と、 HP 
StorageWorks Disk Array XP LDEVの内部
コピーをデータ  バッ クアップやデータ複製な
どの目的で維持できます。 これらのコピー 
( セカンダ リ  ボ リ ュームまたは S-VOL) は、
プライマ リ  ボ リ ューム (P-VOL) から分離し
て、 バッ クアップや開発などの用途に応じた
別のシステムに接続するこ とができます。
バッ クアップ目的の場合、 P-VOL をアプリ
ケーシ ョ ン システムに接続し、S-VOL ミ ラー 
セッ トのいずれかをバッ クアップ システムに
接続する必要があ り ます。
HP StorageWorks Disk Array XP LDEV、
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CA、 Main Control Unit、 アプリケーシ ョ
ン システム、 およびバックアップ システムも
参照。

BC EVA
(HP StorageWorks EVA固有の用語 )
Business Copy EVAは、 ローカル複製ソフ ト
ウェア ソ リ ューシ ョ ンです。 EVA ファーム
ウェアのスナップシ ョ ッ ト機能と ク ローン機
能を使用して、 ソース  ボ リ ュームのポイン ト
インタイム コピー (複製 ) を作成できます。
 複製、 ソース ボリューム、 スナップシ ョ ッ
ト、 および CA+BC EVA も参照。

BC Process
(EMC Symmetrix固有の用語 )
保護されたス ト レージ環境のソ リ ューシ ョ ン。
特別に構成された EMC Symmetrixデバイス
を、 EMC Symmetrix標準デバイス上でデー
タを保護するために、 ミ ラーと して、 つま り
Business Continuance Volumes と して規定し
ます。
BCV も参照。

BCV
(EMC Symmetrix固有の用語 )
Business Continuance Volumes の略。 BCV
デバイスは ICDA内であらかじめ構成された
専用の SLDです。 ビジネスの継続運用を可能
にするために使用されます。 BCVデバイスに
は、 これらのデバイスによ り ミ ラー化される
SLDのアドレス とは異なる、 個別の SCSI ア
ドレスが割り当てられます。 BCVデバイス
は、 保護を必要とする一次 EMC Symmetrix 
SLDの分割可能な ミ ラーと して使用されま
す。
BCおよび BC Process も参照。 

BC VA
(HP StorageWorks Virtual Array固有の用語 )
BCは Business Copyの略。 Business Copy 
VAによ り、 HP StorageWorks Virtual Array 

LUNの内部コピーをデータ  バッ クアップや
データ複写の目的で同じ仮想アレイ内に保持
するこ とができます。 コピー (子または
Business Copy LUN) は、 バッ クアップや
データ解析、 開発などさまざまな目的に使用
できます。 バッ クアップ目的で使用される と
きは、 元 (親 ) の LUNはアプ リ ケーシ ョ ン 
システムに接続され、 Business Copy (子 ) 
LUNはバッ クアップ システムに接続されま
す。
HP StorageWorks Virtual Array LUN、
アプリケーシ ョ ン システム、 およびバック
アップ システムも参照。

BRARCHIVE
(SAP R/3固有の用語 )
SAP R/3 バッ クアップ ツールの 1つ。 アーカ
イブ REDO ログ ファ イルをバッ クアップで
きます。 BRARCHIVE では、 アーカイブ プ
ロセスのすべてのログとプロファ イルも保存
されます。
SAPDBA、 BRBACKUPおよび
BRRESTORE も参照。

BRBACKUP
(SAP R/3固有の用語 )
SAP R/3 バッ クアップ ツールの 1つ。 制御
ファイル、 個々のデータ  ファ イル、 またはす
べてのテーブルスペースをオンラインでもオ
フラインでもバッ クアップできます。 また、
必要に応じて、 オンライン REDO ログ ファ
イルをバッ クアップするこ と もできます。
SAPDBA、 BRARCHIVEおよび
BRRESTORE も参照。

BRRESTORE
(SAP R/3固有の用語 )
SAP R/3 のツール。 以下の種類のファイルを
復元するために使います。



用語集

CDF ファイル

用語集 G-3

• BRBACKUP で保存されたデータベース  
データ  ファ イル、 制御ファイル、 オンラ
イン REDO ログ ファ イル

• BRARCHIVEでアーカイブされた REDO
ログ ファ イル

• BRBACKUP で保存された非データベー
ス  ファ イル

ファイル、 テーブル スペース、 バッ クアップ
全体、 REDO ログ ファ イルのログ シーケン
ス番号、 またはバッ クアップのセッシ ョ ン ID
を指定するこ とができます。
SAPDBA、 BRBACKUPおよび
BRARCHIVE も参照。

BSM
Data Protector Backup Session Manager の
略。 バッ クアップ セッシ ョ ンを制御します。
このプロセスは、 常に Cell Manager システ
ム上で稼動します。

CA
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
Continuous Access XPの略。 CAでは、 デー
タ複製、 バッ クアップ、 および障害復旧など
の目的で HP StorageWorks Disk Array XP 
LDEV のリモート  コピーを作成および維持で
きます。 CA を使用するには、 メ イン (プライ
マ リ ) ディ スク  アレイ と リモート  ( セカンダ
リ ) ディ スク  アレイが必要です。 オ リジナル
のデータを格納し、 アプ リ ケーシ ョ ン システ
ムに接続されている CA プライマ リ  ボ リ ュー
ム (P-VOL) がメ イン ディ スク  アレイに格納
されます。 リモート  ディ スク  アレイには、
バッ クアップ システムに接続されている CA
セカンダ リ  ボ リ ューム (S-VOL) が格納されま
す。
BC (HP StorageWorks Disk Array XP固有の

用語 )、 Main Control Unitおよび HP 
StorageWorks Disk Array XP LDEV も参
照。

CA+BC EVA
(HP StorageWorks EVA固有の用語 )
Continuous Access (CA) EVA と Business 
Copy (BC) EVA を併用する と、 リモート EVA
上にソース  ボ リ ュームのコピー (複製 ) を作
成して保持でき、 その後、 これらのコピーを
その リモート  アレイ上でローカル複製のソー
ス と して使用できます。
 BC EVA、 複製、 ソース ボリュームも参照。

CAP
(StorageTek固有の用語 ) 
Cartridge Access Portの略。 ライブラ リのド
ア パネルに組み込まれたポートです。 メディ
アの出し入れに使用されます。

CDB
カタログ データベース  (Catalog Database) の
略。 CDBは、 IDBのうち、 バッ クアップ、 オ
ブジェク ト  コピー、 復元、 メディア管理セッ
シ ョ ンおよびバッ クアップしたデータに関す
る情報を格納する部分。 選択したロギング レ
ベルによっては、 ファ イル名とファ イル バー
ジ ョ ンも格納されます。 CDBは、 常にセルに
対してローカルとな り ます。
MMDB も参照。

CDF ファイル
(UNIX固有の用語 )
Context Dependent File ( コンテキス ト依存
ファイル ) の略。 CDF ファ イルは、 同じパス
名でグループ化された複数のファイルからな
るファ イルです。 通常、 プロセスのコンテキ
ス トに基づいて、 これらのファ イルのいずれ
かがシステムによって選択されます。 このメ
カニズムによ り、 ク ラスタ内のすべてホス ト
から同じパス名を使って、 マシンに依存する
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実行可能ファイル、 システム データ、 および
デバイス  ファ イルを正し く動作させるこ とが
できます。 

Cell Manager
セル内のメ イン システム。 Data Protectorの
運用に不可欠なソフ ト ウェアがインス トール
され、 すべてのバッ クアップおよび復元作業
がこ こから管理されます。 管理タスク用の
GUIは、 異なるシステムにインス トールでき
ます。 各セルは、 1つの Cell Manager システ
ムによって管理されます。

CMMDB
Data Protectorの CMMDB (Centralized 
Media Management Database: メディア集中
管理データベース ) は、 MoM セル内で、 複数
セルのMMDB をマージするこ とによ り生成
されます。 この機能を使用するこ とで、 MoM
環境内の複数のセルの間でハイエンド  デバイ
スやメディアを共有するこ とが可能になり ま
す。 いずれかのセルからロボティ クスを使用
して、 他のセルに接続されているデバイスを
制御するこ と もできます。
CMMDB はMoM Manager上に置く必要があ
り ます。 MoM セルとその他の Data Protector
セルの間には、 できるだけ信頼性の高いネッ
ト ワーク接続を用意してください。
MoM も参照。

COM+登録データベース
(Windows固有の用語 )
COM+登録データベース と Windows レジス
ト リには、 COM+ アプリ ケーシ ョ ンの属性、
ク ラスの属性、 およびコンピュータ  レベルの
属性が格納されます。 これによ り、 これらの
属性間の整合性を確保でき、 これらの属性を
共通の方法で操作できます。

Command View (CV) EVA

(HP StorageWorks EVA固有の用語 )
HP StorageWorks EVA ス ト レージ システム
を構成、 管理、 モニターするためのユーザー 
インタフェース。 さまざまなス ト レージ管理
作業を行うために使用されます。 たとえば、
仮想ディ スクファ ミ リの作成、 ス ト レージ シ
ステム ハードウェアの管理、 仮想ディ スクの
スナップク ローンやスナップシ ョ ッ トの作成
などに使用されます。 Command View EVA
ソフ ト ウェアは HP OpenView Storage マネ
ジメン ト  アプライアンス上で動作し、 Web ブ
ラウザからアクセスできます。
HP StorageWorks EVA SMI-S Agent も参
照。

CRS
Data Protector Cell Manager上で実行され
る、 Cell Request Serverのプロセス  (サービ
ス )。 バッ クアップ セッシ ョ ンと復元セッ
シ ョ ンを開始および制御します。 このサービ
スは、 Data Protectorが Cell Manager上に
インス トールされる とすぐに開始されます。
CRSは、 UNIX システムでは root アカウン ト
で実行されます。 Windows では、 いかなるア
カウン トでも実行できます。 デフォルトでは、
インス トール時に使用したユーザー アカウン
トで実行されます。

CSM
Data Protector コピーおよび集約セッシ ョ ン 
マネージャ (Copy and Consolidation Session 
Manager)の略。 このプロセスは、 オブジェ
ク ト  コピー セッシ ョ ンとオブジェク ト集約
セッシ ョ ンを制御し、 Cell Manager システム
上で動作します。

Data Protector イベン ト  ログ
イベン ト  ログには、 Data Protector関連のす
べての通知が書き込まれます。 デフォルトの
送信方法では、 すべての通知がイベン ト  ログ
に送信されます。
イベン トは、 Cell Managerの
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<Data_Protector_home>¥log¥server¥Ob

2EventLog.txt ファ イルに記録されます。 こ
のイベン ト  ログにアクセスできる Data 
Protectorユーザーは、 Adminユーザー グ
ループに所属しているか、 または 「レポート
と通知」 のユーザー権限が付与されている
Data Protectorユーザーだけです。 イベン ト  
ログに書き込まれているイベン トは、 いずれ
も表示と削除が可能です。

Data Protectorユーザー アカウン ト
Data Protectorおよびバッ クアップ データに
対する無許可のアクセスを制限するために、
Data Protectorユーザーと して許可を受けた
ユーザーにしか Data Protector を使用できな
いよ うになっています。 Data Protector管理
者がこのアカウン ト を作成する と きには、
ユーザー ログオン名、 ユーザーのログオン元
と して有効なシステム、 および Data 
Protectorユーザー グループのメンバーシッ
プを指定します。 ユーザーが Data Protector
のユーザー インタフェースを起動するか、 ま
たは特定のタスクを実行する と きには、 この
アカウン トが必ずチェッ ク されます。

Data Replication (DR)グループ
(HP StorageWorks EVA固有の用語 )
EVA仮想ディ スクの論理グループ。 共通の性
質を持ち、 同じ CA EVA ログを共有していれ
ば、 最大 8組のコピー セッ ト を含めるこ とが
できます。
コピー セッ ト も参照。

Dbobject
(Informix Server固有の用語 )
Informix Serverの物理的なデータベース  オ
ブジェク ト 。 blobspace、 dbspace、 または論
理ログ ファ イルなどがそれにあたり ます。

DCBF

DCBF (Detail Catalog Binary Files: 詳細カタ
ログ バイナリ  ファ イル ) ディ レク ト リは、
IDBの一部です。 IDB の約 80% を占める
ファ イル バージ ョ ンと属性に関する情報を格
納します。 バッ クアップに使用される Data 
Protector メディアごとに 1つの DCバイナリ  
ファ イルが作成されます。

DCディ レク ト リ
詳細カタログ (DC) ディレク ト リは、 詳細カタ
ログ バイナリ  ファ イル (DCBF) で構成されて
おり、 そのファ イルの中にはファイル バー
ジ ョ ンについての情報が保管されています。
これは、 IDBの DCBF部分を表し、 IDB全体
の約 80%の容量を占めます。 デフォルトの
DCディレク ト リは、 dcbfディ レク ト リ と呼
ばれ、 <Data_Protector_home>¥db40ディ

レク ト リ  (Windows用 Cell Managerの場合 ) 
または /var/opt/omni/server/db40ディレ

ク ト リ  (UNIX用 Cell Managerの場合 ) に配
置されています。 他の DCディ レク ト リ を作
成して、 適切な場所に置く こ とができます。 1
つのセルでサポート される DCディレク ト リ
は 10個までです。 DCディ レク ト リのデフォ
ルト最大サイズは 4GBです。

DHCPサーバ
Dynamic Host Configuration Protocol 
(DHCP) を通じて、 DHCP ク ライアン トに IP
アド レスの動的割り当て機能とネッ ト ワーク
の動的構成機能を提供するシステム。

Disk Agent
ク ラ イアン トのバッ クアップと復元を実行す
るためにク ライアン ト  システム上にインス
トールする必要があるコンポーネン トの 1つ。
Disk Agentは、 ディ スクに対するデータの読
み書きを制御します。 バッ クアップ セッシ ョ
ン中には、 Disk Agent がディ スクからデータ
を読み取って、 Media Agent に送信してデー
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タをデバイスに移動させます。 復元セッシ ョ
ン中には、 Disk Agentが Media Agent から
データを受信して、ディ スクに書き込みます。 

Disk Agentの同時処理数
1つの Media Agentに対して同時にデータを
送信できる  Disk Agentの数。 

DMZ
DMZ (Demilitarized Zone) は、 企業のプライ
ベート  ネッ ト ワーク  ( イン ト ラネッ ト ) と外
部のパブリ ッ ク  ネッ ト ワーク  ( インターネッ
ト ) の間に 「中立地帯」 と して挿入された
ネッ ト ワークです。 DMZによ り、 外部のユー
ザーが企業のイン ト ラネッ ト内のサーバに直
接アクセスするこ とを防ぐこ とができます。 

DNSサーバ
DNS ク ラ イアン ト  サーバ モデルでは、 DNS
サーバにインターネッ ト全体で名前解決を行
うのに必要な DNSデータベースに含まれて
いる情報の一部を保持します。 DNSサーバ
は、 このデータベースを使用して名前解決を
要求するク ライアン トに対してコンピュータ
名を提供します。

DR OS
障害復旧オペレーティング システムとは、 障
害復旧を実行するためのオペレーティング シ
ステム環境です。 Data Protectorに対して基
本的な実行時環境 (ディ スク、 ネッ ト ワーク、
テープ、 およびファイルシステムへのアクセ
ス ) を提供します。 Data Protector障害復旧
を実行する前に、 DR OS をインス トールおよ
び構成しておく必要があ り ます。 DR OSは、
Data Protector障害復旧プロセスのホス ト と
して機能するだけでなく、 復元後のシステム
の一部にもな り ます。 その場合、 DR OS の構
成データは元の構成データに置き換わり ます。

DR イ メージ

一時障害復旧オペレーティング システム (DR 
OS) のインス トールおよび構成に必要なデー
タ。

EMC Symmetrix Agent (SYMA)
(EMC Symmetrix固有の用語 )
Symmetrix Agent (SYMA) を参照。

FC ブリ ッジ
Fibre Channel ブリ ッジを参照。

Fibre Channel
Fibre Channelは、 高速のコンピュータ相互
接続に関する ANSI標準です。 光ケーブルま
たは銅線ケーブルを使って、 大容量データ  
ファ イルを高速で双方向送信でき、 数 km離
れたサイ ト間を接続できます。
Fibre Channelは、 ノード間を 3種類の物理
トポロジー ( ポイン ト  ト ゥ  ポイン ト、 ルー
プ、 スイ ッチ式 ) で接続できます。

Fibre Channel ブリ ッジ
Fibre Channelブリ ッジ ( マルチプレクサ ) 
は、 RAID アレイ、 ソ リ ッ ド  ステート  ディ ス
ク  (SSD)、 テープ ラ イブラ リ などの既存のパ
ラレル SCSIデバイスを Fibre Channel環境
に移行できるよ うにします。 ブ リ ッジ ( マル
チプレクサ ) の片側には Fibre Channel イン
タフェースがあ り、 その反対側にはパラレル
SCSI ポートがあ り ます。 このブリ ッジ ( マル
チプレクサ ) を通じて、 SCSIパケッ ト を
Fibre Channel とパラレル SCSIデバイスの
間で移動するこ とができます。

fnames.dat
IDBの fnames.dat ファ イルには、 バッ ク
アップしたファ イルの名前に関する情報が格
納されます。 一般に、 ファ イル名が保存され
ている場合、 それらのファイルは IDB の 20%
を占めます。

GUI
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Data Protectorには、 各種プラ ッ ト フォーム 
(HP-UX、 Solaris、 Windows) に対応したグラ
フ ィカル ユーザー インタフェース  (GUI) が用
意されており、 すべての構成タスク、 管理タ
スクおよび処理タスクに容易にアクセスでき
ます。

Holidays ファイル
休日に関する情報を格納するファ イル。 この
ファ イルを通じて、 休日の設定を変更できま
す。 Holidays ファ イルのパスは、
/etc/opt/omni/server/Holidays (UNIX
用 Cell Managerの場合 ) または
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥holidays (Windows用 Cell Managerの場
合 ) です。

HP ITO
OVO を参照。

HP OpC
OVO を参照。

HP OpenView SMART Plug-In (SPI)
ド メ イン監視機能を強化する完全に統合され
たソ リ ューシ ョ ンで、 HP OpenView 
Operations に追加するだけですぐに使えま
す。 HP OpenView SMART Plug-In と して実
装される Data Protector用統合ソフ ト ウェア
を使用して、 ユーザーは HP OpenView 
Operations (OVO) の拡張機能と して任意の数
の Data Protector Cell Manager を監視でき
ます。

HP OVO
OVO を参照。

HP StorageWorks Disk Array XP LDEV
HP StorageWorks Disk Array XPの物理ディ
スクの論理パーティシ ョ ン。 LDEVは、
Continuous Access XP (CA) 構成および
Business Copy XP (BC) 構成で複製するこ と

ができるエンティティで、 スタンドアロンの
エンティティ と しても使用できます。
BC (HP StorageWorks Disk Array XP固有の
用語 )、CA (HP StorageWorks Disk Array XP 
固有の用語 )、 および複製も参照。

HP StorageWorks EVA SMI-S Agent
Data Protectorのソフ ト ウェア モジュール。 
HP StorageWorks Enterprise Virtual Array
用統合ソフ ト ウェアに必要なタスクをすべて
実行します。 EVA SMI-S Agent を使用する
と、 受信した要求と CV EVA間のやり取り を
制御する HP StorageWorks SMI-S EVA プロ
バイダを通じてアレイを制御できます。
Command View (CV) EVA、 およびHP 
StorageWorks SMI-S EVA プロバイダも参
照。

HP StorageWorks SMI-S EVA プロバイダ
HP StorageWorks Enterprise Virtual Array
を制御するために使用されるインタフェース。
SMI-S EVA プロバイダは HP OpenView ス ト
レージ マネジメン ト  アプライアンス  システ
ム上で個別のサービス と して動作し、 受信し
た要求と Command View EVA間のゲート
ウェイ と して機能します。Data Protector HP 
StorageWorks EVA用統合ソフ ト ウェアでは、
SMI-S EVA プロバイダは EVA SMI-S Agent
から標準化された要求を受け入れ、
Command View EVA とやり取り して情報ま
たは方法を呼び出し、 標準化された応答を返
します。
HP StorageWorks EVA SMI-S Agentおよ
び Command View (CV) EVA も参照。

HP StorageWorks Virtual Array LUN
HP StorageWorks Virtual Array内の物理
ディ スクの論理パーティシ ョ ン。 LUNは HP 
StorageWorks Business Copy VA 構成で複製
するこ とができるエンティティで、 スタンド
アロンのエンティティ と しても使用できます。
BC VA および複製も参照。
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HP VPO
OVO を参照。

ICDA
(EMC Symmetrix固有の用語 )
EMC's Symmetrixの統合キャッシュ  ディ ス
ク  アレイ  (ICDA) は、 複数の物理ディ スク、
複数の FWD SCSIチャネル、内部キャ ッシュ  
メモ リ、 およびマイク ロコード と呼ばれる制
御 /診断ソフ ト ウェアを備えたディ スク  アレ
イ  デバイスです。

IDB
Data Protector内部データベースは、 Cell 
Manager上に維持される埋込み型データベー
スです。 どのデータがどのメディアにバッ ク
アップされるか、 バッ クアップ セッシ ョ ンと
復元セッシ ョ ンがどのよ うに実行されるか、
さ らに、 どのデバイス上やライブラ リ上に構
成されているかについての情報が格納されま
す。

IDB復旧ファイル
IDBバッ クアップ、 メディア、 バッ クアップ
用デバイスに関する情報を含む IDB ファ イル
(obrindex.dat) 。 この情報によ り、 IDBの復
旧を大幅に簡素化できます。 IDB ト ランザク
シ ョ ン ログと共にこのファイルを他の IDB
ディレク ト リ とは別の物理ディ スクに移動し、
さ らにこのファ イルのコピーを作成するこ と
をお勧めします。

Inet
Data Protector セル内の各 UNIX システムま
たはWindows システム上で動作するプロセ
ス。 このプロセスは、 セル内のシステム間の
通信と、 バッ クアップおよび復元に必要なそ
の他のプロセスの起動を受け持ちます。 シス
テムに Data Protector をインス トールする
と、 Inetサービスが即座に起動されます。
Inet プロセスは、 inetd デーモンによ り開始
されます。

Informix Server
(Informix Server固有の用語 )
Informix Dynamic Serverのこ とです。

Informix Server用の CMD スクリプ ト
(Informix Server固有の用語 ) 
Informix Serverデータベースの構成時に
INFORMIXDIR内に作成される Windows 
CMD スク リプ ト。 環境変数を Informix 
Serverにエクスポートするコマンド一式が含
まれています。

Internet Information Server (IIS)
(Windows固有の用語 )
Microsoft Internet Information Serverは、
ネッ ト ワーク用ファイル / アプリ ケーシ ョ ン 
サーバで、 複数のプロ ト コルをサポート して
います。 IIS では、 主に、 HTTP (Hypertext 
Transport Protocol) によ り HTML 
(Hypertext Markup Language) ページと して
情報が転送されます。

IP アドレス
IP ( インターネッ ト  プロ ト コル ) アドレスは、
ネッ ト ワーク上のシステムを一意に識別する
アドレスで、 数字で表されます。 IP アドレス
は、 ピ リオド  ( ド ッ ト ) で区切られた 4組の
数字からな り ます。

ISQL
(Sybase固有の用語 )
Sybaseのユーティ リ ティの 1つ。 Sybase 
SQL Serverに対してシステム管理作業を実行
できます。

ITO
OVO を参照。

keychain
 秘密キーを復号化する際、 手動でパスフレー
ズを入力する手間を省く ツール。 セキュア 
シェルを使用して リモート  インス トールを実
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行する場合、 このツールをインス トール サー
バにインス トールして構成する必要があ り ま
す。

LBO
(EMC Symmetrix固有の用語 )
Logical Backup Object (論理バッ クアップ オ
ブジェク ト ) の略。 LBOは、 EMC 
Symmetrix/Fastrax環境内で保存 /取得され
るデータ  オブジェク トです。 LBOは EMC 
Symmetrixによって 1つのエンティティ と し
て保存 /取得され、 部分的には復元できませ
ん。

LISTENER.ORA
(Oracle固有の用語 )
Oracleの構成ファイルの 1つ。 サーバ上の 1
つまたは複数の TNS リ スナを定義します。

log_full シェル スクリプ ト
(Informix Server UNIX固有の用語 )
ON-Barに用意されているスク リプ トの 1つ
で、 Informix Server で logfull イベン ト警告
が発行された際に、 論理ログ ファ イルのバッ
クアップを開始するために使用できます。
Informix Serverの ALARMPROGRAM構成
パラ メータは、 デフォルトで、
<INFORMIXDIR>/etc/log_full.shに設定さ

れます。 こ こで、 <INFORMIXDIR>は、

Informix Server ホーム ディレク ト リです。
論理ログ ファ イルを継続的にバッ クアップし
た くない場合は、 ALARMPROGRAM構成パ
ラ メータを <INFORMIXDIR>/etc/no_log.sh

に設定してください。

Lotus C API
(Lotus Domino Server固有の用語 )
Lotus Domino Server と Data Protector など
のバッ クアップ ソ リ ューシ ョ ンの間でバッ ク
アップ情報および復元情報を交換するための
インタフェース。

LVM
LVM (Logical Volume Manager: 論理ボ
リ ューム マネージャ ) は、 HP-UX システム上
で物理ディ スク  スペースを構造化し、 論理ボ
リ ュームにマッピングするためのサブシステ
ムです。 LVM システムは、 複数のボ リ ューム 
グループで構成されます。 各ボ リ ューム グ
ループには、 複数のボ リ ュームが含まれます。

Main Control Unit (MCU)
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
Continuous Access構成用のプライマ リ  ボ
リ ュームを含み、 マスター デバイス と しての
役割を果たす HP StorageWorks XPディ スク  
アレイ。
BC(HP StorageWorks Disk Array XP固有の
用語 )、CA (HP StorageWorks Disk Array XP
固有の用語 ) およびHP StorageWorks 
Disk Array XP LDEV も参照。 

Manager-of-Managers (MoM)
エンタープライズ Cell Manager を参照。

MAPI
(MS Exchange固有の用語 )
MAPI (Messaging Application Programming 
Interface) は、 アプリ ケーシ ョ ンおよびメ ッ
セージング ク ラ イアン トがメ ッセージング シ
ステムおよび情報システムと対話するための
プログラ ミ ング インタフェースです。

Media Agent
デバイスに対する読み込み /書き込みを制御
するプロセス。 制御対象のデバイスはテープ
などのメディアに対して読み込み /書き込み
を行います。 バッ クアップ セッシ ョ ン中、
Media Agentは Disk Agentからデータを受
信し、 デバイスに送信します。 データを受信
したデバイスはメディアに書き込みます。
Media Agentは、 ライブラ リのロボティ クス
制御も管理します。
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MFS
Migrating Filesystemの略。 MFSは、
HP-UX 11.00 において、 移行能力を持つ標準
的な JFS ファ イルシステムを実現します。
MFSは、 標準ファ イルシステム インタ
フェース  (DMAPI) 経由でアクセスでき、 通常
の HP-UX ファ イルシステムと同様にディレ
ク ト リにマウン ト されます。 MFS では、 スー
パーブロッ ク、
i ノード情報、 および "拡張属性 "情報のみが
ハードディ スク上に永続的に保持され、 これ
らが移動されるこ とはあ り ません。
VBFS も参照。 

Microsoft Exchange Server
多様な通信システムへの透過的接続を提供す
るク ライアン ト /サーバ型のメ ッセージング /
ワークグループ システム。 電子メール システ
ムの他、 個人とグループのスケジュール、 オ
ンライン フォーム、 ワークフロー自動化ツー
ルなどをユーザーに提供します。 また、 開発
者に対しては、 情報共有およびメ ッセージン
グ サービス用のカスタム アプ リ ケーシ ョ ン開
発プラ ッ ト フォームを提供します。

Microsoft SQL Server 
分散型ク ライアン ト /サーバ コンピューティ
ングのニーズを満たすよ うに設計されたデー
タベース管理システム。

Microsoft Volume Shadow Copy Service 
(VSS)
VSS対応アプリ ケーシ ョ ンのバッ クアップと
復元をそのアプリ ケーシ ョ ンの機能に関係な
く統合管理する統一通信インタフェースを提
供するソフ ト ウェア サービスです。 このサー
ビスは、 バッ クアップ アプリ ケーシ ョ ン、 ラ
イター、 シャ ド ウ  コピー プロバイダ、 および
オペレーティング システム カーネルと連携し
て、 ボ リ ューム シャ ド ウ  コピーおよびシャ ド

ウ  コピー セッ トの管理を実現します。
シャ ドウ コピー、 シャ ドウ コピー プロバイ
ダ、 ライターも参照。

Microsoft管理コンソール (MMC)
(Windows固有の用語 ) 
Windows環境における管理モデル。 シンプル
で一貫した統合型管理ユーザー インタフェー
スを提供します。 同じ GUI を通じて、 さまざ
まな MMC対応アプリ ケーシ ョ ンを管理でき
ます。 

MMD
Media Management Daemon ( メディア管理
デーモン )の略。 MMDプロセス  (サービス ) 
は、 Data Protector Cell Manager上で稼動
し、 メディア管理操作およびデバイス操作を
制御します。 このプロセスは、 Data 
Protector を Cell Managerにインス トールし
たと きに開始されます。

MMDB
Media Management Database ( メディア管理
データベース ) の略。 MMDBは、 IDBの一部
です。 セル内で構成されている メディア、 メ
ディア プール、 デバイス、 ラ イブラ リ、 ラ イ
ブラ リ  デバイス、 スロ ッ トに関する情報と、
バッ クアップに使用されている Data 
Protector メディアに関する情報を格納しま
す。 エンタープライズ バッ クアップ環境で
は、 データベースをすべてのセル間で共有で
きます。
CMMDBおよび CDB も参照。 

MoM
複数のセルをグループ化して、 1つのセルか
ら集中管理するこ とができます。 集中管理用
のセルが、 MoM(Manager-of-Managers) ク ラ
イアン トです。 MoM を通じて、 複数のセルを
一元的に構成および管理できます。

MSM
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Media Session Manager ( メディア セッシ ョ
ン マネージャ ) の略。 MSMは、 Cell 
Manager上で稼動し、 メディア セッシ ョ ン (
メディアのコピーなど ) を制御します。

MU番号
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
MU番号は、 Mirror Unit Number ( ミ ラー ユ
ニッ ト番号 ) の略語。 ファース ト  レベル ミ
ラーを示すために使う整数 (0、 1 または 2) で
す。
ファース ト  レベル ミ ラーも参照。

obdrindex.dat
IDB復旧ファイルを参照。

OBDR対応デバイス
ブート可能ディ スクを装填した CD-ROM ド

ライブをエミ ュレートできるデバイス。 バッ
クアップ デバイス と してだけでなく、 障害復
旧用のブート  デバイス と しても使用可能で
す。

OmniStorage
透過的な移行を可能にするソフ ト ウェア。 使
用頻度の高いデータをハード  ディ スク上に残
したまま使用頻度の低いデータを光磁気ライ
ブラ リに移動します。 HP OmniStorageは、
HP-UX システム上で動作します。

ON-Bar
(Informix Server固有の用語 )
Informix Serverのためのバッ クアップと復元
のシステム。 ON-Barによ り、 Informix 
Serverデータのコピーを作成し、 後でその
データを復元するこ とが可能になり ます。
ON-Barのバッ クアップと復元のシステムに
は、 以下のコンポーネン トが含まれます。

• onbar コマンド

• バッ クアップ ソ リ ューシ ョ ンと しての
Data Protector

• XBSA インタフェース
• ON-Bar カタログ テーブル。 これは、

dbobject をバッ クアップし、 複数のバッ
クアップを通して dbobjectのインスタン
スを ト ラ ッキングするために使われます。

ONCONFIG
(Informix Server固有の用語 )
アクティブな ONCONFIG構成ファイルの名
前を指定する環境変数。 ONCONFIG環境変
数が存在しない場合、 Informix Serverが 
<INFORMIXDIR>¥etc (Windowsの場合 )、 ま
たは <INFORMIXDIR>/etc/ (UNIXの場合 ) 
ディ レク ト リの ONCONFIG ファ イルにある
構成値を使います。

OpC
OVO を参照。

OpenSSH
さまざまな認証方式と暗号化方式を採用する
こ とによ り、 リモート  マシンへの安全なアク
セスを提供するネッ ト ワーク接続ツールの
セッ ト。 セキュア シェルを使用して リモート  
インス トールを実行する場合、 インス トール 
サーバと ク ラ イアン トにこれをインス トール
して構成する必要があ り ます。

Oracle Data Guard
(Oracle固有の用語 ) 
Oracle Data Guardは Oracleの主要な障害復
旧ソ リ ューシ ョ ンです。 プロダクシ ョ ン (一
次 )データベースのリ アルタイム コピーであ
るスタンバイ  データベースを最大 9個まで保
持するこ とによ り、 破損、 データ障害、 人為
ミ ス、 および災害からの保護を提供します。
プロダクシ ョ ン (一次 )データベースに障害が
発生する と、 フェイルオーバーによ り スタン
バイ  データベースの 1つを新しい一次データ
ベースにするこ とができます。 また、 プロダ
クシ ョ ン処理を現在の一次データベースから
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スタンバイ  データベースに迅速に切り替えた
り、 元に戻したりできるため、 保守作業のた
めの計画ダウンタイムを縮小するこ とができ
ます。

ORACLE_SID
(Oracle固有の用語 )
Oracle Server インスタンスの一意な名前。 別
の Oracle Serverに切り替えるには、 目的の
<ORACLE_SID> を指定します。 <ORACLE_SID>

は、 TNSNAMES.ORA ファ イル内の接続記述子

の CONNECT DATA部分と LISTENER.ORA

ファ イル内の TNS リ スナの定義に含まれてい
ます。

Oracle インスタンス
(Oracle固有の用語 )
1つまたは複数のシステムにインス トールさ
れた個々の Oracleデータベース。 1つのコン
ピュータ  システム上で、 複数のデータベース  
インスタンスを同時に稼動させるこ とができ
ます。

Oracle ターゲッ ト  データベースへのログイン
情報
(Oracleおよび SAP R/3固有の用語 )
ログイン情報の形式は、
<user_name>/<password>@<service>です。

• <user_name>は、 Oracle Serverおよび
その他のユーザーに対して公開される
ユーザー名です。 ユーザー名には必ずパ
スワードが関連付けられます。 各ユー
ザーが Oracle ターゲッ ト  データベースに
接続するには、 ユーザー名とパスワード
の両方を入力しなければなり ません。 こ
のユーザーは Oracle SYSDBA権限また
は SYSOPER権限を持っている必要があ
り ます。

• <password>は、 Oracle パスワード  ファ
イル (orapwd) に指定されているパスワー
ドに一致する必要があ り ます。 これは、
データベース管理を行うユーザーの認証
に使用されるファ イルです。

• <service>は、 ターゲッ ト  データベース
の SQL*Net サーバ プロセスを識別する
名前です。

OVO
HP ネッ ト ワーク内の多数のシステムとアプ
リ ケーシ ョ ンの運用管理を強力な機能でサ
ポートする OpenView Operations for Unixの
略称。 Data Protectorには、 この管理製品を
使用するための統合ソフ ト ウェアが用意され
ています。 この統合ソフ ト ウェアは、 HP-UX
および Solaris上の OVO管理サーバ用の
SMART Plug-In と して実装されています。 以
前のバージ ョ ンの OVOは、 IT/Operation、
Operations Center、 および Vantage Point 
Operations と呼ばれていました。
マージも参照。 

P1S ファイル
P1S ファ イルには、 システムにインス トール
されているすべてのディ スクを高度な自動障
害復旧 (EADR) 中にどのよ うにフォーマッ ト
するかに関する情報が格納されます。 この
ファ イルはフル バッ クアップ中に作成され、
バッ クアップ メディアと Cell Manager に
recovery.p1s という ファ イル名で保存されま
す。 保存場所は、
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥dr¥p1sディ レク ト リ  (Windows用 Cell 
Managerの場合 ) または
/etc/opt/omni/server/dr/p1sディ レク ト

リ  (UNIX用 Cell Managerの場合 ) です。

RAID
Redundant Array of Inexpensive Disksの略。
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RAID Manager XP 
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
RAID Manager XP アプ リケーシ ョ ンには、
CA アプリ ケーシ ョ ンおよび BC アプリ ケー
シ ョ ンのステータスを報告 /制御するコマン
ドが豊富に用意されています。 これらのコマ
ンドは、 RAID Manager インスタンスを通じ
て、 StorageWorks Disk Array XP Disk 
Control Unit と通信します。 このインスタン
スは、 コマンドを一連の低レベル SCSI コマ
ンドに変換します。

RAID Manager ライブラリ
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
Solaris システム上の Data Protector では、
RAID Manager ラ イブラ リ を内部的に使用し
て、 HP StorageWorks Disk Array XPの構成
データ、 ステータス  データ、 およびパフォー
マンス  データにアクセスします。 さ らに、 一
連の低レベル SCSI コマンドに変換される関
数呼び出しを通じて、 StorageWorks Disk 
Array XPの主要な機能にアクセスします。

rawディスクのバックアップ
ディスク  イ メージのバックアップを参照。

RCU
(HP StorageWorks固有の用語 )
Remote Control Unit (RCU) は、 CA構成の
中でMCU (Main Contol Unit) のスレーブと
しての役割を果たします。 双方向の構成の中
では、 RCUはMCU と しての役割を果たしま
す。

RDBMS
Relational Database Management System (
リ レーシ ョナル データベース管理システム ) 
の略。

RDF1/RDF2

(EMC Symmetrix固有の用語 )
SRDF デバイス  グループの一種。 RDF グ
ループには RDF デバイスだけを割り当てるこ
とができます。 RDF1 グループ タイプには
ソース  デバイス  (R1) が格納され、 RDF2 グ
ループ タイプにはターゲッ ト  デバイス  (R2) 
が格納されます。

RDS
Raima Database Serverの略。 RDS (サービ
ス ) は、 Data Protectorの Cell Manager上で
稼動し、 IDB を管理します。 このプロセスは、
Data Protector を Cell Managerにインス
トールしたと きに開始されます。

RecoveryInfo
Windows 構成ファイルのバッ クアップ時、
Data Protectorは、 現在のシステム構成に関
する情報 (ディ スク  レイアウ ト、 ボ リ ューム、
およびネッ ト ワークの構成に関する情報 ) を
収集します。 この情報は、 障害復旧時に必要
になり ます。

Recovery Manager (RMAN)
(Oracle固有の用語 )
Oracle コマンド行インタフェース。 これによ
り、 Oracle Serverプロセスに接続されている
データベースをバッ クアップ、 復元、 および
復旧するための指示が Oracle Serverプロセ
スに出されます。 RMAN では、 バッ クアップ
についての情報を格納するために、 リ カバリ  
カタログまたは制御ファイルのいずれかが使
用されます。 この情報は、 後の復元セッシ ョ
ンで使う こ とができます。

REDO ログ
(Oracle固有の用語 )
各 Oracleデータベースには、 複数の REDO 
ログ ファ イルがあ り ます。 データベース用の 
REDO ログ ファ イルのセッ ト をデータベース
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の REDO ログと呼びます。 Oracle では、
REDO ログを使ってデータに対するすべての
変更を記録します。

Remote Control Unit
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
Remote Control Unit (RCU) は、 CA構成の
中でMCU (Main Contol Unit) のスレーブと
しての役割を果たします。 双方向の構成の中
では、 RCUはMCU と しての役割を果たしま
す。

RMAN

(Oracle固有の用語 )
Recovery Manager を参照。

RSM
Data Protector Restore Session Managerの
略。 復元セッシ ョ ンを制御します。 このプロ
セスは、 常に Cell Manager システム上で稼
動します。

RSM
(Windows固有の用語 )
Removable Storage Manager の略。 RSMは、
アプ リ ケーシ ョ ン、 ロボティ クス  チェン
ジャ、 およびメディア ラ イブラ リの間の通信
を効率化する メディア管理サービスを提供し
ます。 これによ り、 複数のアプ リ ケーシ ョ ン
がローカル ロボティ クス  メディア ラ イブラ
リ とテープまたはディ スク  ド ラ イブを共有で
き、 リ ムーバブル メディアを管理できます。

SAPDBA
(SAP R/3固有の用語 )
BRBACKUP ツール、 BRARCHIVE ツール、
BRRESTORE ツールを統合した SAP R/3
ユーザー インタフェース。

SIBF

サーバレス統合バイナリ  ファ イル (SIBF) は、
IDBのうち、 NDMP の raw メ タデータが格
納される部分です。 これらのデータは、
NDMP オブジェク トの復元に必要です。

SMB
スプリ ッ ト  ミ ラー バックアップを参照。

SMBF
セッシ ョ ン メ ッセージ バイナリ  ファ イル
(SMBF)は、 IDB のうち、 バッ クアップ、 復
元、 オブジェク ト  コピー、 オブジェク ト集
約、 およびメディア管理のセッシ ョ ン中に生
成されたセッシ ョ ン メ ッセージが格納される
部分です。 セッシ ョ ンごとに 1つのバイナリ  
ファ イルが作成されます。 バイナリ  ファ イル
は、 年と月に基づいて分類されます。

sqlhosts ファイル
(Informix Server固有の用語 )
Informix Serverの接続情報ファイル (UNIX)
またはレジス ト リ (Windows)。 各データベー
ス  サーバの名前の他、 ホス ト  コンピュータ上
のク ライアン トが接続できるエイ リ アスが格
納されます。

SRDF
(EMC Symmetrix固有の用語 )
EMC Symmetrix Remote Data Facilityの略。
SRDFは、 異なる位置にある複数の処理環境
の間での効率的な リアルタイム データ複製を
実現する Business Continuation プロセスで
す。 同じルート  コンピュータ環境内だけでは
なく、 互いに遠距離にある環境も対象とな り
ます。

SRD ファイル
SRD (System Recovery Data: システム復旧
データ ) ファ イルには、 障害発生時にオペ
レーティング システムをインス トールおよび
構成するために必要なシステム情報が含まれ
ています。 SRD ファ イルは ASCII ファ イル
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で、 CONFIGURATIONバッ クアップが
Windows ク ラ イアン ト上で実行され Cell 
Managerに保存される時に生成されます。

SSE Agent
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 ) 
スプ リ ッ ト  ミ ラー バッ クアップの統合に必要
なタスクをすべて実行する Data Protector ソ
フ ト ウェア モジュール。 RAID Manager XP
ユーティ リ ティ  (HP-UX システムおよび
Windows システムの場合 ) または RAID 
Manager ラ イブラ リ  (Solaris システムの場
合 ) を使い、 HP StorageWorks Disk Array 
XP の保管システムと通信します。

sst.conf ファイル
/usr/kernel/drv/sst.conf ファ イルは、 マ

ルチド ライブ ラ イブラ リ  デバイスが接続され
ている Data Protector Sun Solaris ク ラ イア
ン トのそれぞれにインス トールされていなけ
ればならないファイルです。 このファ イルに
は、 ク ライアン トに接続されている各ライブ
ラ リ  デバイスのロボッ ト機構の SCSI アドレ
ス  エン ト リが記述されてなければなり ませ
ん。

st.conf ファイル
/kernel/drv/st.conf ファ イルは、 バッ ク
アップ デバイスが接続されている Data 
Protector Solaris ク ライアン トのそれぞれに
インス トールされていなければならないファ
イルです。 このファ イルには、 ク ライアン ト
に接続されている各バッ クアップ ド ラ イブの
デバイス情報と SCSI アドレスが記述されて
いなければなり ません。 シングルド ライブ デ
バイスについては単一の SCSI エン ト リが必
要で、 マルチド ライブ ラ イブラ リ  デバイスに
ついては複数の SCSIエン ト リが必要です。

StorageTek ACS ライブラリ

(StorageTek固有の用語 )
ACS (Automated Cartridge System) は、 1つ
のライブラ リ管理ユニッ ト  (LMU) と、 このユ
ニッ トに接続された 1～ 24個のライブラ リ記
憶域モジュール (LSM) からなるライブラ リ  シ
ステム (サイロ ) です。

Sybase Backup Server API
(Sybase固有の用語 )
Sybase SQL Server と Data Protector などの
バッ クアップ ソ リ ューシ ョ ンの間でのバッ ク
アップ情報および復旧情報交換用に開発され
た業界標準インタフェース。

Sybase SQL Server
(Sybase固有の用語 )
Sybaseのク ライアン ト /サーバ アーキテク
チャにおけるサーバ。 Sybase SQL Serverは、
複数のデータベース と複数のユーザーを管理
し、 ディ スク上のデータの実位置を追跡しま
す。 さ らに、 物理データ  ス ト レージ域に対す
る論理データ記述のマッピングを維持し、 メ
モ リ内のデータ  キャッシュ とプロシージャ  
キャ ッシュを維持します。

Symmetrix Agent (SYMA)
(EMC Symmetrix固有の用語 )
EMC Symmetrix 環境でのバッ クアップ操作
と復元操作を可能にする Data Protector ソフ
ト ウェア モジュール。

System Backup to Tape
(Oracle固有の用語 )
Oracleがバッ クアップ要求または復元要求を
発行したと きに正しいバッ クアップ デバイス
をロード、 ラベリ ング、 およびアンロードす
るために必要なアクシ ョ ンを処理する Oracle 
インタフェース。

SysVol
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(Windows固有の用語 )
ド メ インのパブリ ッ ク  ファ イルのサーバ コ
ピーを保存する共有ディレク ト リで、 ド メ イ
ン内のすべてのド メ イン コン ト ローラ間で複
製されます。 

TimeFinder
(EMC Symmetrix固有の用語 )
単一または複数の EMC Symmetrix 論理デバ
イス  (SLD) のインスタン ト  コピーを作成する
Business Continuationプロセス。 インスタ
ン ト  コピーは、 BCV と呼ばれる専用の事前構
成 SLD上に作成され、 システムに対する別個
のプロセスを経由してアクセスできます。

TLU
Tape Library Unit ( テープ ラ イブラ リ  ユ
ニッ ト ) の略。

TNSNAMES.ORA
(Oracleおよび SAP R/3固有の用語 )
サービス名にマッピングされた接続記述子を
格納するネッ ト ワーク構成ファイル。 この
ファ イルは、 1か所で集中的に管理してすべ
てのク ライアン トで使用するこ と も、 また、
ローカルに管理して各クライアン トで個別に
使用するこ と もできます。

TSANDS.CFG ファイル
(Novell NetWare固有の用語 )
バッ クアップを開始するコンテナの名前を指
定するファイル。 このファ イルはテキス ト  
ファ イルで、 TSANDS.NLMがロード される

サーバの SYS:SYSTEM¥TSAディ レク ト リにあ

り ます。

VBFS
(OmniStorage固有の用語 )
VBFS (Very Big File System) とは、 HP-UX 
9.x上の標準 HP-UX ファ イルシステムに対す
る拡張部分を指します。 VBFSは、 通常の
HP-UX ファ イルシステムと同様にディ レク ト

リにマウン ト されます。 VBFS では、 スー
パーブロッ ク、 i ノード情報、 および "拡張属
性 "情報のみがハードディ スク上に永続的に
保持され、 これらが移動されるこ とはあ り ま
せん。
MFS も参照。

Virtual Controller Software (VCS)
(HP StorageWorks EVA固有の用語 )
HSV コン ト ローラを介した Command View 
EVA との通信など、 記憶システムの処理すべ
てを管理するファームウェア。
Command View (CV) EVA も参照。

VOLSER
(ADICおよび STK固有の用語 )
ボ リ ューム シ リ アル (VOLume SERial) 番号
は、 メディア上のラベルで、 大容量ライブラ
リ内の物理テープの識別に使用されます。
VOLSERは、 ADIC/GRAUデバイスおよび
StorageTekデバイス固有の命名規則です。

Volume Shadow Copyサービス
Microsoft Volume Shadow Copy Service
を参照。

VPO
OVO を参照。

VSS
Microsoft Volume Shadow Copy Service
を参照。

VxFS
Veritas Journal Filesystemの略。

VxVM (Veritas Volume Manager)
Veritas Volume Managerは、 Solaris プラ ッ
ト フォーム上でディ スク  スペースを管理する
ためのシステムです。 VxVM システムは、 論
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理ディ スク  グループに編成された 1つまたは
複数の物理ボリ ュームの任意のグループから
な り ます。

Wake ONLAN
節電モードで動作しているシステムを同じ
LAN上の他のシステムからのリモート操作に
よ り電源投入するためのサポート。

Web レポート
Data Protectorの機能の 1つ。 バッ クアップ 
ステータス と Data Protector構成に関するレ
ポート を Web インタフェース経由で表示でき
ます。

Windows CONFIGURATIONバックアップ
Data Protectorでは、 Windows 
CONFIGURATION (構成データ ) をバッ ク
アップできます。 Windows レジス ト リ、 ユー
ザー プロファ イル、 イベン ト  ログ、 WINS
サーバ データおよび DHCPサーバ データ  (
システム上で構成されている場合 ) を 1回の
操作でバッ クアップできます。 

Windows レジスト リ  
オペレーティング システムやインス トールさ
れたアプリ ケーシ ョ ンの構成情報を保存する
ため、 Windowsによ り使用される集中化され
たデータベース。

WINSサーバ
Windows ネッ ト ワークのコンピュータ名を
IP アドレスに解決する Windows インター
ネッ ト  ネーム サービス  ソフ ト ウェアを実行
しているシステム。 Data Protectorでは、
WINS サーバ データを Windowsの構成デー
タの一部と してバッ クアップできます。

XBSA インタフェース

(Informix Server固有の用語 )
ON-Bar と Data Protectorの間の相互通信に
は、 X/Open Backup Services Application 
Programmer's Interface (XBSA)が使用され
ます。

XCopy エンジン
( ダイレク ト  バックアップ固有の用語 )
SCSI-3のコピー コマンド。 SCSI ソース  アド
レスを持つス ト レージ デバイスから SCSI あ
て先アドレスを持つバッ クアップ デバイスに
データをコピーし、 ダイレク ト  バッ クアップ
を可能にします。 XCopy では、 ソース  デバイ
スからデータをブロ ッ ク  (ディ スクの場合 ) ま
たはス ト リーム ( テープの場合 ) と してあて先
デバイスにコピーします。 これによ り、 デー
タをス ト レージ デバイスから読み込んであて
先デバイスに書き込むまでの一連の処理が、
制御サーバをバイパスして行われます。
ダイレク ト  バックアップも参照。

ZDB
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) を参
照。

ZDBデータベース
(ZDB固有の用語 )
ソース  ボ リ ューム、 複製およびセキュ リ ティ
情報などの ZDB関連情報を格納する IDBの
一部。 ZDBデータベースは ZDB、 インスタ
ン ト  リ カバリ、 スプ リ ッ ト  ミ ラー復元に使用
されます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) も参
照。

アーカイブ REDO ログ
(Oracle固有の用語 )
オフライン REDO ログと も呼ばれます。
Oracleデータベースが ARCHIVELOGモー
ドで動作している場合、 各オンライン REDO
ログが最大サイズまで書き込まれる と、 アー
カイブ先にコピーされます。 このコピーを
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アーカイブ REDO ログと呼びます。 各データ
ベースに対してアーカイブ REDO ログを作成
するかど うかを指定するには、 以下の 2つの
モードのいずれかを指定します。

• ARCHIVELOG - 満杯になったオンライ
ン REDO ログ ファ イルは、 再利用される
前にアーカイブされます。 そのため、 イ
ンスタンスやディ スクにエラーが発生し
た場合に、 データベースを復旧するこ と
ができます。
「ホッ ト 」 バッ クアップを実行できるの
は、 データベースがこのモードで稼動し
ている と きだけです。

• NOARCHIVELOG - オンライン REDO
ログ ファ イルは、 満杯になってもアーカ
イブされません。

オンライン REDO ログも参照。

アーカイブ ロギング
(Lotus Domino Server固有の用語 )
Lotus Domino Serverのデータベース  モード
の 1つ。 ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルが
バッ クアップされて始めて上書きされるモー
ドです。

アクセス権
ユーザー権限を参照。

アプリケーシ ョ ン エージェン ト
ク ラ イアン ト上でオンライン データベース統
合ソフ ト ウェアを復元およびバッ クアップす
るために必要なコンポーネン ト。
Disk Agent も参照。

アプリケーシ ョ ン システム
(ZDB固有の用語 )
このシステム上でアプリ ケーシ ョ ンやデータ
ベースが実行されます。 アプリ ケーシ ョ ンま
たはデータベース  データは、 ソース  ボ リ ュー

ム上に格納されています。
バックアップ システムおよびソース ボリュー
ムも参照。

イベン ト  ログ
Windows上で発生したすべてのイベン ト  
( サービスの停止 /開始やユーザーのログオン
/ ログオフなど ) が記録されるファ イル。Data 
Protector では、 Windows構成データ  バッ ク
アップの一部と してWindows イベン ト  ログ
をバッ クアップできます。

インスタン ト  リカバリ
(ZDB固有の用語 )
ディ スクへの ZDB セッシ ョ ンまたはディ ス
ク / テープへの ZDB セッシ ョ ンで作成された
複製を使用して、 ソース  ボ リ ュームの内容を
複製が作成された時点の状態に復元するプロ
セスです。 これによ り、 テープからの復元を
行う必要がなくな り ます。 関連するアプリ
ケーシ ョ ンやデータベースによってはインス
タン ト  リ カバリだけで十分な場合もあれば、
完全に復旧するために ト ランザクシ ョ ン ログ 
ファ イルを適用するなどその他にも手順が必
要な場合もあ り ます。
複製、 ゼロ ダウンタイム バックアップ 
(ZDB)、 ディスクへの ZDB、 およびディスク
/ テープへの ZDB も参照。

インス トール サーバ
特定のアーキテクチャ用の Data Protector ソ
フ ト ウェア パッケージのレポジ ト リ を保持す
るコンピュータ  システム。 インス トール サー
バから Data Protector ク ラ イアン トの リモー
ト  インス トールが行われます。 混在環境で
は、 UNIX システム用と Windows システム用
の 2台のインス トール サーバが最低限必要に
なり ます。

インフォ メーシ ョ ン ストア
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(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
記憶域管理を行うMicrosoft Exchange Server 
のサービス。 Microsoft Exchange Server のイ
ンフォ メーシ ョ ン ス ト アは、 メールボッ クス  
ス ト アとパブリ ッ ク  フォルダ ス ト アの 2種類
を管理します。 メールボッ クス  ス ト アは個々
のユーザーに属する メールボッ クスから成り
ます。 パブ リ ッ ク  フォルダ ス ト アには、 複数
のユーザーで共有するパブリ ッ ク  フォルダお
よびメ ッセージがあ り ます。
キー マネージメン ト  サービスおよびサイ ト複
製サービスも参照。

上書き
復元中のファイル名競合を解決するモードの
1つ。 既存のファ イルの方が新し くても、 す
べてのファイルがバッ クアップから復元され
ます。
マージも参照。 

エクスチェンジャ
SCSIエクスチェンジャ と も呼ばれます。
ライブラリも参照。

エンタープライズ バックアップ環境
複数のセルをグループ化して、 1つのセルか
ら集中管理するこ とができます。 エンタープ
ライズ バッ クアップ環境には、 複数の Data 
Protector セル内のすべてのク ライアン トが含
まれます。 これらのセルは、 Manager of 
Managers (MoM) のコンセプ トによ り集中管
理用のセルから管理されます。
MoM も参照。

オートチェンジャー
ライブラリを参照。

オート ローダ
ライブラリを参照。

オブジェク ト
バッ クアップ オブジェク ト を参照。

オブジェク ト  ID
(Windows固有の用語 )
NTFS 5 ファ イルは、 オブジェク ト  ID (OID) 
を通じてアクセスできます。 これによ り、 シ
ステム内でファ イルが実際に置かれている場
所を意識する必要がなくな り ます。 Data 
Protector では、 OID をファ イルの代替ス ト
リームと して扱います。

オブジェク ト  コピー
特定のオブジェク ト  バージ ョ ンのコピー。 オ
ブジェク ト  コピー セッシ ョ ン中またはオブ
ジェク ト  ミ ラーのバッ クアップ セッシ ョ ン中
に作成されます。

オブジェク ト  コピー セッシ ョ ン
異なる メディア セッ ト上にバッ クアップされ
たデータの追加のコピーを作成するプロセス。
オブジェク ト  コピー セッシ ョ ン中に、 選択さ
れたバッ クアップ オブジェク トがソースから
ターゲッ ト  メディアへコピーされます。

オブジェク ト集約
フル バッ クアップと 1回以上の増分バッ ク
アップから成るバッ クアップ オブジェク トの
復元チェーンを、 新しい集約バージ ョ ンのオ
ブジェク トにマージするプロセス。 このプロ
セスは合成バッ クアップ処理の一部です。 こ
のプロセスの結果、 指定されたバッ クアップ 
オブジェク トの合成フル バッ クアップが生成
されます。

オブジェク ト集約セッシ ョ ン
フル バッ クアップと 1回以上の増分バッ ク
アップから成るバッ クアップ オブジェク トの
復元チェーンを、 新しい集約バージ ョ ンのオ
ブジェク トにマージするプロセス。

オブジェク トのコピー
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選択されたオブジェク ト  バージ ョ ンを特定の
メディア セッ トにコピーするプロセス。 1つ
または複数のバッ クアップ セッシ ョ ンからコ
ピーするオブジェク ト を選択できます。

オブジェク トのミ ラーリング
バッ クアップ セッシ ョ ン中に、 同一のデータ
を複数のメディア セッ トに書き込むプロセ
ス。 Data Protectorでは、 すべてまたは一部
のバッ クアップ オブジェク ト を 1つまたは複
数のメディア セッ トに ミ ラーできます。

オブジェク ト  ミ ラー
オブジェク トの ミ ラーリ ングを使用して作成
されるバッ クアップ オブジェク トのコピー。
オブジェク トの ミ ラーは通常オブジェク ト  コ
ピーと呼ばれます。

オフライン REDO ログ
アーカイブ REDO ログを参照。 

オフライン バックアップ
実行中はアプリ ケーシ ョ ン データベースがア
プリ ケーシ ョ ンから使用できな くなるバッ ク
アップ。

• 単純なバッ クアップ方法の場合 (ZDBで
はない )、 データベースはバッ クアップ中 
(数分から数時間 ) オフライン状態とな
り、 バッ クアップ システムからは使用で
きますが、 アプリ ケーシ ョ ン システムか
らは使用できません。 たとえばテープへ
のバッ クアップの場合、 テープへのデー
タ  ス ト リーミ ングが終わるまでの間とな
り ます。

• ZDB の方法を使う と、 データベースはオ
フライン状態になり ますが、 所要時間は
データ複製プロセス中のわずか数秒間で
す。 残りのバッ クアップ プロセスでは、
データベースは通常の稼動を再開できま
す。

ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) およ
びオンライン バックアップを参照。

オフライン復旧
オフライン復旧は、 ネッ ト ワーク障害などに
よ り Cell Managerにアクセスできない場合
に行われます。 オフライン復旧には、 スタン
ドアロン デバイス と SCSI ラ イブラ リ  デバイ
スだけを使用できます。 Cell Manager の復旧
は、 常にオフラインで行われます。

オンライン REDO ログ
(Oracle固有の用語 )
まだアーカイブされていないが、 インスタン
スでデータベース  アクテ ィビテ ィを記録する
ために利用できるか、 または満杯になってお
り、 アーカイブまたは再使用されるまで待機
している REDO ログ。
アーカイブ REDO ログも参照。 

オンライン バックアップ
データベース  アプリ ケーシ ョ ンを利用可能な
状態に維持したまま行われるバッ クアップ。
データベースは、 バッ クアップ アプ リ ケー
シ ョ ンが元のデータ  オブジェク トにアクセス
する必要がある間、 特別なバッ クアップ モー
ドで稼動します。 この期間中、 データベース
は完全に機能しますが、 パフォーマンスに多
少影響が出た り、 ログ ファ イルのサイズが急
速に増大した りする場合もあ り ます。

• 単純なバッ クアップ方法の場合 (ZDB で
はない )、 バッ クアップ モードはバッ ク
アップ期間全体 (数分から数時間 ) 必要と
な り ます。 たとえばテープへのバッ ク
アップの場合、 テープへのデータ  ス ト
リーミ ングが終わるまでの間とな り ます。
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• ZDB の方法を使う と、 バッ クアップ モー
ドに必要な時間はデータ複製プロセス中
のわずか数秒間です。 残りのバッ クアッ
プ プロセスでは、 データベースは通常の
稼動を再開できます。

場合によっては、 データベースを整合性を
保って復元するために、 ト ランザクシ ョ ン ロ
グもバッ クアップする必要があ り ます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB) およ
びオフライン バックアップも参照。

階層スト レージ管理 (HSM)
使用頻度の低いデータを低コス トの光磁気プ
ラ ッ タに移動するこ とで、 コス トの高いハー
ド  ディ スク記憶域を有効利用するための仕組
み。 移動したデータが必要になった場合は、
ハード  ディ スク記憶域に自動的に戻されま
す。 これによ り、 ハード  ディ スクからの高速
読み取り と光磁気プラ ッ タの低コス ト性のバ
ランスが維持されます。

拡張可能 スト レージ エンジン (ESE)
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
Microsoft Exchange Server で情報交換用の記
憶システムと して使用されているデータベー
ス  テク ノ ロジ。

拡張増分バックアップ
従来の増分バッ クアップでは、 最後のバッ ク
アップの後に変更されたファイルがバッ ク
アップされますが、 変更の検出には一定の制
限があ り ます。 拡張増分バッ クアップでは、
従来の増分バッ クアップとは異なり、 属性が
変更されたファイルに加えて、 名前が変更さ
れたファイルや移動されたファイルも確実に
検出され、 バッ クアップされます。

仮想サーバ
仮想マシンとは、 ネッ ト ワーク IP名および
IP アドレスでド メ イン内に定義されるク ラス
タ環境を意味します。 このアド レスは、 ク ラ
スタ  ソフ ト ウェアによってキャ ッシュされ、

仮想サーバ リ ソースを現在実行している ク ラ
スタ  ノードにマッピングされます。 こ う し
て、 特定の仮想サーバに対するすべての要求
が特定のクラスタ  ノードにキャ ッシュされま
す。

仮想ディスク
(HP StorageWorks EVA固有の用語 )
HP StorageWorks Enterprise Virtual Array 
のス ト レージ プールから割り当てられる記憶
領域の単位。 仮想ディ スクは、 HP 
StorageWorks Enterprise Virtual Array のス
ナップシ ョ ッ ト機能によ り複製されるエン
ティティです。
ソース ボリュームおよびターゲッ ト  ボリュー
ムも参照。

仮想デバイス インタフェース
(MS SQL Server 固有の用語 )
SQL Server のプログラ ミ ング インタフェー
スの 1つ。 大容量のデータベースを高速で
バッ クアップおよび復元できます。

仮想フル バックアップ
効率の良い合成バッ クアップのタイプ。 コ
ピーされる代わりに、 ポインタの使用によっ
てデータが集約されます。 すべてのバッ ク
アップ ( フル バッ クアップ、 増分バッ クアッ
プ、 およびその結果生成される仮想フル バッ
クアップ ) を、 配布ファイル メディア形式を
使用する単一のファイル ラ イブラ リに書き込
む場合に実行します。

カタログ保護
バッ クアップ データに関する情報 ( ファ イル
名やファ イル バージ ョ ンなど ) を IDBに維持
する期間を定義します。
データ保護も参照。

キー マネージメン ト  サービス
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(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
セキュ リ ティ強化のための暗号化機能を提供
する Microsoft Exchange Server のサービス。
インフォ メーシ ョ ン ストアおよびサイ ト複製
サービスも参照。

共有ディスク
(Windows固有の用語 )
システム状態データには、 レジス ト リ、
COM+ ク ラス登録データベース、 システム起
動ファイル、 および証明書サービス  データ
ベース  (証明書サーバの場合 ) が含まれます。
サーバがド メ イン コン ト ローラの場合は、
Active Directory ディレク ト リ  サービス と  
Sysvol ディ レク ト リ もシステム状態データに
含まれます。 サーバ上でク ラスタ  サービスが
実行されている場合は、 リ ソース  レジス ト リ  
チェ ッ クポイン ト と、 最新のク ラスタ  データ
ベース情報を格納するクォーラム リ ソース回
復ログもシステム状態データに含まれます。

共有ディスク
あるシステム上に置かれた Windowsのディ
スクをネッ ト ワーク上の他のシステムのユー
ザーが使用できるよ うに構成したもの。 共有
ディ スクを使用しているシステムは、 Data 
Protector Disk Agentがインス トールされて
いなくてもバッ クアップ可能です。

緊急ブート  ファイル
(Informix Server固有の用語 )
Informix Serverの構成ファイル。
ixbar.<server_id> (<server_id>は
SERVERNUM構成パラ メータの値 ) とい う名前
で <INFORMIXDIR>¥etcディ レク ト リ

(Windowsの場合 ) または
<INFORMIXDIR>/etcディレク ト リ (UNIXの
場合 )に保存されます (<INFORMIXDIR>は
Informix Serverのホーム ディ レク ト リ )。 緊
急ブート  ファ イルの各行は、 1つのバッ ク
アップ オブジェク トに対応します。

クライアン トまたはクライアン ト  システム
セル内で Data Protectorの機能を使用できる
よ うに構成された任意のシステム。

クライアン ト  バックアップ
ク ラ イアン トにマウン ト されているすべての
ライターとファ イルシステムのバッ クアップ。
ただし、 バッ クアップ仕様の作成後にク ライ
アン トにマウン ト されたファ イルシステムは、
自動検出されません。

クラスタ対応アプリケーシ ョ ン
ク ラスタ  アプリ ケーシ ョ ン プログラ ミ ング 
インタフェースをサポート しているアプリ
ケーシ ョ ン。 ク ラスタ対応アプリ ケーシ ョ ン
ごとに、 ク リ ティカル リ ソースが宣言されま
す。 これらのリ ソースには、 ディ スク  ボ
リ ューム (Microsoft Cluster Serverの場合 )、
ボ リ ューム グループ (MC/ServiceGuardの場
合 )、 アプ リ ケーシ ョ ン サービス、 IP名およ
び IP アドレスなどがあ り ます。

グループ
(Microsoft Cluster Server固有の用語 )
特定のク ラスタ対応アプリ ケーシ ョ ンを実行
するために必要な リ ソース  (ディ スク  ボ
リ ューム、 アプ リ ケーシ ョ ン サービス、 IP名
および IP アドレスなど ) の集合。

グローバル オプシ ョ ン ファイル
Data Protector をカスタマイズするための
ファイル。 このファ イルでは、 Data 
Protectorのさまざまな設定 (特に、 タイムア
ウ トや制限 ) を定義でき、 その内容は Data 
Protector セル全体に適用されます。 このファ
イルは、 HP-UX システムおよび Solaris シス
テムでは /etc/opt/omni/server/options 
ディ レク ト リに置かれ、 Windows システムで
は
<Data_Protector_home>¥Config¥Server

¥Optionsディ レク ト リに置かれます。
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検証
指定したメディア上の Data Protectorデータ
が読み取り可能かど うかをチェ ッ クする機能。
また、 CRC (巡回冗長検査 ) オプシ ョ ンをオ
ンにして実行したバッ クアップに対しては、
各ブロ ッ ク内の整合性もチェッ クできます。

合成バックアップ
合成フル バッ クアップを生成するバッ クアッ
プ ソ リ ューシ ョ ン。 データに関しては従来の
フル バッ クアップと同等ですが、 プロダク
シ ョ ン サーバまたはネッ ト ワークに負荷がか
かり ません。 合成フル バッ クアップは、 前回
のフル バッ クアップと任意の数の増分バッ ク
アップから作成されます。

合成フル バックアップ
バッ クアップ オブジェク トの復元チェーンを
新しい合成フル バージ ョ ンのオブジェク トに
マージする、 オブジェク ト集約処理の結果と
して生成されます。 合成フル バッ クアップ
は、 復元速度の点では、 従来のフル バッ ク
アップと同等です。 

コピー セッ ト
(HP StorageWorks EVA固有の用語 )
ローカル EVA上にあるソース  ボ リ ュームと
リモート EVA上にあるその複製とのペア。
 ソース ボリューム、 複製、 および CA+BC 
EVA も参照。

コマンド行インタフェース (CLI)
CLIには、 DOS コマンドや UNIX コマンド
と同じよ うにシェル スク リプ ト内で使用でで
きるコマンドが用意されています。 これらを
使用して、 Data Protectorの構成、 バッ ク
アップ、 復元、 管理の各タスクを実行するこ
とができます。

再解析ポイン ト

(Windows固有の用語 )
任意のディ レク ト リ またはファ イルに関連付
けるこ とができるシステム制御属性。 再解析
属性の値は、 ユーザー制御データをと るこ と
ができます。 このデータの形式は、 データを
保存したアプリ ケーシ ョ ンによって認識され、
データの解釈用にインス トールされており、
該当ファ イルを処理するファ イルシステム 
フ ィルタによっても認識されます。 ファ イル
システムは、 再解析ポイン ト付きのファイル
を検出する と、 そのデータ形式に関連付けら
れているファ イルシステム フ ィルタを検索し
ます。

サイ ト複製サービス
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
Exchange Server 5.5ディ レク ト リ  サービス
をエ ミ ュレートするこ とで Exchange 5.5 との
互換性を確保するMicrosoft Exchange Server 
2000/2003サービス。
インフォ メーシ ョ ン ストアおよびキー マネー
ジメン ト  サービスも参照。

差分同期 (再同期 )
(EMC Symmetrix固有の用語 )
BCV または SRDFの制御操作の 1つ。 BCV
制御操作では、 Incremental Establish (増分
的確立 ) によ り、 BCV デバイスが増分的に同
期化され、 EMC Symmetrix ミ ラー化メディ
アと して機能します。 EMC Symmetrix デバ
イスは、 事前にペアにしておく必要があ り ま
す。
SRDF制御操作では、 Incremental Establish 
(増分的確立 ) によ り、 ターゲッ ト  デバイス  
(R2) が増分的に同期化され、 EMC 
Symmetrix ミ ラー化メディアと して機能しま
す。 EMC Symmetrix デバイスは、 事前にペ
アにしておく必要があ り ます。

差分バックアップ (delta backup)
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差分バッ クアップ (delta backup) では、 前回
の各種バッ クアップ以降にデータベースに対
して加えられたすべての変更がバッ クアップ
されます。
バックアップの種類も参照。 

差分バックアップ (differential backup)
前回のフル バッ クアップよ り後の変更をバッ
クアップする増分バッ クアップ。 このタイプ
のバッ クアップを実行するには、 Incr1バッ
クアップ タイプを指定します。
増分バックアップを参照。

差分バックアップ (differential backup)
(MS SQL固有の用語 )
前回のフル データベース  バッ クアップ以降に
データベースに対して加えられた変更だけを
記録するデータベース  バッ クアップ。
バックアップの種類も参照。

差分リス トア
(EMC Symmetrix固有の用語 )
BCV または SRDF の制御操作の 1つ。
BCV制御操作では、 差分リ ス ト アによ り、
BCVデバイスがペア内の 2番目に利用可能な
標準デバイスのミ ラーと して再割り当てされ
ます。 これに対し、 標準デバイスの更新時に
は、 オ リジナルのペアの分割中に BCVデバイ
スに書き込まれたデータだけが反映され、 分
割中に標準デバイスに書き込まれたデータは
BCV ミ ラーからのデータで上書きされます。
SRDF制御操作では、 差分リ ス ト アによ り、
ターゲッ ト  デバイス  (R2) がペア内の 2番目
に利用可能なソース  デバイス  (R1) のミ ラーと
して再割り当てされます。 これに対し、 ソー
ス  デバイス  (R1) の更新時には、 オ リ ジナルの
ペアの分割中にターゲッ ト  デバイス  (R2)に書
き込まれたデータだけが反映され、 分割中に
ソース  デバイス  (R1) に書き込まれたデータは
ターゲッ ト  ミ ラー (R2) からのデータで上書き
されます。 

システム ディスク
オペレーティング システム ファ イルが入って
いるディ スク。Microsoft の用語では、 ブート  
プロセスの最初の手順に必要なファ イルが
入っているディ スク と定義されています。

システム データベース
(Sybase固有の用語 )
Sybase SQL Server を新規インス トールする
と以下の 4種類のデータベースが生成されま
す。

• マスター データベース  (master)
• 一時データベース  (tempdb)
• システム プロシージャ  データベース  

(sybsystemprocs)
• モデル データベース  (model)

システム パーティシ ョ ン
オペレーティング システム ファ イルが入って
いるパーティシ ョ ン。 Microsoftの用語では、
ブート  プロセスの最初の手順に必要なファ イ
ルが入っているパーティシ ョ ンと定義されて
います。

システム ボリューム /ディスク /パーテ ィ
シ ョ ン
オペレーティング システム ファ イルが格納さ
れているボ リ ューム /ディ スク /パーティシ ョ
ン。 ただし、 Microsoft の用語では、 ブート  
プロセスの開始に必要なファ イルが入ってい
るボ リ ューム /ディ スク /パーティシ ョ ンをシ
ステム ボ リ ューム /ディ スク /パーティシ ョ
ンと呼んでいます。

事前割当てリス ト
メディア プール内のメディアのサブセッ ト を
バッ クアップに使用する順に指定した リ ス ト 。

実行後
オブジェク トのバッ クアップ後、 またはセッ
シ ョ ン全体の完了後にコマンド またはスク リ
プ ト を実行するバッ クアップ オプシ ョ ン。 実
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行後コマンドは、 Data Protectorで事前に用
意されているものではあ り ません。 ユーザー
は、 コマンドを独自に作成する必要があ り ま
す。 Windows上で動作する実行可能ファイル
またはバッチファイル、 UNIX上で動作する
シェル スク リプ ト などを使用できます。
実行前コマンド も参照。

実行前
オブジェク トのバッ クアップ前、 またはセッ
シ ョ ン全体の開始前にコマンド またはスク リ
プ ト を実行するバッ クアップ オプシ ョ ン。 実
行前コマンドおよび実行後コマンドは、 Data 
Protectorで事前に用意されているものではあ
り ません。 ユーザーは、 コマンドを独自に作
成する必要があ り ます。 Windows上で動作す
る実行可能ファイルまたはバッチファイル、
UNIX上で動作するシェル スク リプ ト などを
使用できます。
実行後コマンド も参照。

実行前 /実行後コマンド
実行前コマンドおよび実行後コマンドは、
バッ クアップ セッシ ョ ンまたは復元セッシ ョ
ンの前後に付加的な処理を実行する実行可能
ファイルまたはスク リプ トです。 実行前コマ
ンドおよび実行後コマンドは、 Data 
Protectorで事前に用意されているものではあ
り ません。 ユーザーは、 コマンドを独自に作
成する必要があ り ます。 Windows上で動作す
る実行可能ファイルまたはバッチファイル、
UNIX上で動作するシェル スク リプ ト などを
使用できます。

自動スト レージ管理 
(Oracle固有の用語 ) 
自動スト レージ管理は、 Oracle 10gによって
統合された、 Oracleデータベース  ファ イルを
管理するファ イルシステムおよびボ リ ューム
のマネージャ機能です。 データ管理および
ディ スク管理の複雑さを軽減し、 パフォーマ
ンスを最適化するス ト ラ イピング機能および
ミ ラー機能を提供します。

シャ ドウ コピー
(MS VSS固有の用語 )
特定の時点におけるオ リジナル ボ リ ューム 
(元のボ リ ューム ) の複製を表すボ リ ューム。
オ リ ジナル ボ リ ュームからではなく、 シャ ド
ウ  コピーからデータがバッ クアップされま
す。 オ リジナル ボ リ ュームはバッ クアップ処
理中も更新が可能ですが、 ボ リ ュームのシャ
ド ウ  コピーは同じ内容に維持されます。
Microsoft Volume Shadow Copy Service
も参照。

シャ ドウ コピー セッ ト
(MS VSS固有の用語 )
同じ時点で作成されたシャ ド ウ  コピーのコレ
クシ ョ ン。
シャ ドウ コピーも参照。

シャ ドウ コピー プロバイダ
(MS VSS固有の用語 )
ボ リ ューム シャ ド ウ  コピーの作成と表現を行
うエンティティ。 プロバイダは、 シャ ド ウ  コ
ピー データを所有して、 シャ ド ウ  コピーを公
開します。 プロバイダは、 ソフ ト ウェアで実
装するこ と も  ( システム プロバイダなど )、
ハード ウェア ( ローカル ディ スクやディ スク  
アレイ ) で実装するこ と もできます。
シャ ドウ コピーも参照。

ジュークボックス
ライブラリを参照。

ジュークボックス デバイス
光磁気メディアまたはファイル メディアを格
納するために使用する、 複数のスロ ッ トから
なるデバイス。 ファ イル メディアの格納に使
用する場合、 ジュークボッ クス  デバイスは
「ファ イル ジュークボッ クス  デバイス」 と呼
ばれます。

循環ログ
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(Microsoft Exchange Server および Lotus 
Domino Server固有の用語 )
Microsoft Exchangeおよび Lotus Domino 
Serverのデータベース  モードの 1つ。 ト ラン
ザクシ ョ ン ログ ファ イルは、 対応するデータ
がデータベースにコ ミ ッ ト した後、 定期的に
上書きされます。 循環ログによ り、 ディ スク
記憶領域の消費が低減できます。

障害復旧
ク ラ イアン トのメ イン システム ディ スクを  
( フル ) バッ クアップの実行時に近い状態に復
元するためのプロセスです。

初期化
フォーマッ ト を参照。

所有権
バッ クアップの所有権は、 どのユーザーが
バッ クアップからデータを復元できるかを決
定します。 あるユーザーが対話型バッ クアッ
プを開始する と、 そのユーザーはセッシ ョ ン  
オーナーになり ます。 ユーザーが既存のバッ
クアップ仕様を修正せずにそのまま起動した
場合、 そのバッ クアップ セッシ ョ ンは対話型
とみなされません。 この場合、 バッ クアップ
仕様内でバッ クアップ オーナーが指定されて
いれば、 その指定が継承されます。 バッ ク
アップ仕様内でバッ クアップ オーナーが指定
されていなければ、 バッ クアップを開始した
ユーザーがセッシ ョ ン オーナーになり ます。
スケジューリ ングされたバッ クアップの場合、
UNIX用 Cell Managerでは root.sys@<Cell 
Manager> がデフォルトのセッシ ョ ン オー
ナーとな り、 Windows用 Cell Managerでは、
Cell Managerのインス トール時に指定された
ユーザーがデフォルトのセッシ ョ ン オーナー
とな り ます。 所有権は変更可能なので、 特定
のユーザーをセッシ ョ ン オーナーにするこ と
ができます。

スイッチオーバー
フェイルオーバーを参照。

スキャニング
デバイス内のメディアを識別する機能。 これ
によ り、 MMDB を、 選択した位置 ( たとえ
ば、 ラ イブラ リ内のスロ ッ ト ) に実際に存在
する メディアと同期させるこ とができます。
デバイスに含まれる実際のメディアをスキャ
ンしてチェ ッ クする と、 第三者が Data 
Protector を使用せずにメディアを操作 (挿入
または取り出しなど ) していないかど うかな
どを確認できます。

スキャン
デバイス内のメディアを識別する機能。 これ
によ り、 MMDB を、 選択した位置 ( たとえ
ば、 ラ イブラ リ内のスロ ッ ト ) に実際に存在
する メディアと同期させるこ とができます。

スケジューラ
自動バッ クアップの実行タイ ミ ングと頻度を
制御する機能。 スケジュールを設定するこ と
で、 バッ クアップの開始を自動化できます。

スタ ッカー
メディア記憶用の複数のスロ ッ ト を備えたデ
バイス。 通常は、 1 ド ラ イブ構成です。 ス
タ ッカーは、 スタ ッ クからシーケンシャルに
メディアを選択します。 これに対し、 ラ イブ
ラ リはレポジ ト リから メディアをランダムに
選択します。

スタンドアロン ファイル デバイス
ファ イル デバイス とは、 ユーザーがデータの
バッ クアップに指定したディ レク ト リにある
ファ イルのこ とです。

スト レージ グループ
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
同じ ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルを共有す
る複数のデータベース  ( ス ト ア ) のコレクシ ョ
ン。 Exchangeでは、 各ス ト レージ グループ
を個別のサーバ プロセスで管理します。

スト レージ ボリューム
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(ZDB固有の用語 )
ス ト レージ ボ リ ュームは、 オペレーティング 
システムまたはボ リ ューム管理システム、
ファ イル システム、 または他のオブジェク ト
が存在可能なその他のエンティティに提供可
能なオブジェク ト を表します ( たとえば仮想
化技法 )。 ボ リ ューム管理システム、 ファ イル 
システムはこの記憶域に構築されます。 これ
らは通常、 ディ スク  アレイなどの記憶システ
ム内に作成または存在します。

スナップシ ョ ッ ト
(HP StorageWorks VAおよび HP 
StorageWorks EVA固有の用語 )
スナップシ ョ ッ ト作成技法を使用して作成さ
れた複製の形式。 使用するアレイ /技法に応
じて、 特徴の異なるさまざまな種類のスナッ
プシ ョ ッ トが使用できます。 スナップシ ョ ッ
ト で作成された複製は動的なもので、 スナッ
プシ ョ ッ トの種類や作成時間によって、 ソー
ス  ボ リ ュームの内容に依存する仮想コピー
か、 独立した正確な複製 ( ク ローン ) かのいず
れかになり ます。
複製およびスナップシ ョ ッ ト作成も参照。

スナップシ ョ ッ ト作成
(HP StorageWorks VAおよび HP 
StorageWorks EVA固有の用語 )
ソース  ボ リ ュームのコピー ( ス ト レージ仮想
化技法を使用 ) を作成する複製技法。 複製は
ある一時点で作成されたものとみなされ、 事
前構成するこ とな く、 即座に使用できます。
ただし、 通常は複製作成後もコピー プロセス
はバッ クグラウンドで継続されます。
スナップシ ョ ッ ト も参照。

スナップシ ョ ッ ト  バックアップ
(HP StorageWorks VAおよび HP 
StorageWorks EVA固有の用語 )
テープへの ZDB、 ディスクへの ZDB、 およ
びディスク / テープへの ZDB を参照。

スパース ファイル
ブロ ッ クが空の部分を含むファイル。 一部の
データにゼロが含まれているマ ト リ ッ クス、
イ メージ アプリ ケーシ ョ ンで作成したファ イ
ル、 高速データベースなどの場合にスパース  
ファ イルが生じます。 スパース  ファ イルの処
理を復元中に有効にしておかないと、 スパー
ス  ファ イルを復元できな くなる可能性があ り
ます。

スプリ ッ ト  ミ ラー
(EMC Symmetrixおよび HP StorageWorks 
Disk Array XP固有の用語 )
スプ リ ッ ト  ミ ラー技法を使用して作成された
複製。 複製によ り、 ソース  ボ リ ュームの内容
について独立した正確な複製 ( ク ローン ) が作
成されます。
複製およびスプリ ッ ト  ミ ラー バックアップも
参照。

スプリ ッ ト  ミ ラーの作成
(EMC Symmetrixおよび HP StorageWorks 
Disk Array XP固有の用語 )
事前構成したターゲッ ト  ボ リ ュームのセッ ト  
( ミ ラー ) を、 ソース  ボ リ ュームの内容の複製
が必要になるまでソース  ボ リ ュームのセッ ト
と同期化し続ける複製技法。 その後、 同期を
停止 ( ミ ラーを分割 ) する と、 分割時点での
ソース  ボ リ ュームのスプリ ッ ト  ミ ラー複製は
ターゲッ ト  ボ リ ュームに残り ます。
スプリ ッ ト  ミ ラーも参照。

スプリ ッ ト  ミ ラー バックアップ
(EMC Symmetrix固有の用語 )
テープへの ZDB を参照。

スプリ ッ ト  ミ ラー バックアップ
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
テープへの ZDB、 ディスクへの ZDB、 およ
びディスク / テープへの ZDB を参照。
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スプリ ッ ト  ミ ラー復元
(EMC Symmetrixおよび HP StorageWorks 
Disk Array XP固有の用語 )
テープへの ZDB セッシ ョ ンまたはディ スク /
テープへの ZDB セッシ ョ ンでバッ クアップさ
れたデータをテープ メディアからスプリ ッ ト  
ミ ラー複製へ復元し、 その後ソース  ボ リ ュー
ムに同期させるプロセス。 この方法では、 完
全なセッシ ョ ンを復元するこ と も個々のバッ
クアップ オブジェク ト を復元するこ と も可能
です。
テープへの ZDB、 ディスク / テープへの
ZDBおよび複製も参照。

スレッ ド
(MS SQL Server 固有の用語 )
単一のプロセスにのみ所属する実行可能エン
ティティ。 プログラム カウンタ、 ユーザー 
モード  スタ ッ ク、 カーネル モード  スタ ッ ク、
および 1式のレジスタ値からな り ます。 同じ
プロセス内で複数のスレッ ドを同時に実行で
きます。

スロッ ト
ライブラ リ内の機械的位置。 各スロ ッ トがメ
ディア (DLT テープなど ) を 1つずつ格納し
ます。 Data Protectorでは、 各スロ ッ ト を番
号で参照します。 メディアを読み取る と きに
は、 ロボッ ト機構がメディアをスロ ッ トから
ド ラ イブに移動します。

制御ファイル
(Oracleおよび SAP R/3固有の用語 )
データベースの物理構造を指定するエン ト リ
が格納される Oracleデータ  ファ イル。 復旧
に使用するデータベース情報の整合性を確保
できます。

セカンダリ  ボリューム (S-VOL)
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
セカンダ リ  ボ リ ューム (S-VOL) は、 他の

LDEV (P-VOL) のセカンダ リ CA ミ ラーまた
は BC ミ ラーと しての役割を果たす XP 
LDEV。 CA の場合、 S-VOL を MetroCluster
構成内のフェイルオーバー デバイス と して使
う こ とができます。 S-VOLには、 P-VOLに
よって使用されるアドレス とは異なる、 個別
の SCSI アド レスが割り当てられます。
プライマリ  ボリューム (P-VOL) も参照。 

セッシ ョ ン
バックアップ セッシ ョ ン、 メディア管理セッ
シ ョ ンおよび復元セッシ ョ ンを参照。

セッシ ョ ン ID
バッ クアップ、 復元、 オブジェク ト  コピー、
オブジェク ト集約、 またはメディア管理セッ
シ ョ ンの識別子で、 セッシ ョ ンを実行した日
付と一意の番号から構成されます。

セッシ ョ ン キー
実行前スク リプ トおよび実行後スク リプ ト用
の環境変数。 プレビュー セッシ ョ ンを含めた 
Data Protector セッシ ョ ンを一意に識別しま
す。 セッシ ョ ン キーはデータベースに記録さ
れず、 CLI コマンドの omnimnt、 omnistat、
および omniabortのオプシ ョ ン指定に使用さ
れます。

セル
1台の Cell Manager に管理されているシステ
ムの集合。 セルには、 一般に、 同じ LANに
接続されたサイ トや組織エンティティ上のシ
ステムが含まれます。 バッ クアップおよび復
元のポ リシーと タスクは、 1か所から集中管
理できます。 

ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)
ディ スク  アレイによ り実現したデータ複製技
術を用いて、 アプリ ケーシ ョ ン システムの
バッ クアップ処理の影響を最小限に抑える
バッ クアップ アプローチ。 バッ クアップされ
るデータの複製がまず作成されます。 その後
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のすべてのバッ クアップ処理は、 元のデータ
ではなく複製データを使って実行し、 アプリ
ケーシ ョ ン システムは通常の処理に復帰しま
す。
ディスクへの ZDB、 テープへの ZDB、 ディ
スク / テープへの ZDB、 およびインスタン ト  
リカバリも参照。

増分 1 メールボックス バックアップ
増分 1 メールボッ クス  バッ クアップでは、 前
回のフル バッ クアップ以降にメールボッ クス
に対して行われた変更をすべてバッ クアップ
します。

増分 ZDB
保護されている最後のフル バッ クアップまた
は増分バッ クアップよ り後に変更された部分
のみをバッ クアップする、 ファ イルシステム
のテープへの ZDB セッシ ョ ンまたはディ スク
+ テープへの ZDB セッシ ョ ン。
フル ZDB も参照。

増分バックアップ
前回のバッ クアップよ り後に変更があった
ファイルのみを選択するバッ クアップ。 増分
バッ クアップには、 複数のレベルがあ り、 復
元チェーンの長さを詳細に制御できます。
バックアップの種類も参照。

増分バックアップ
(Microsoft Exchange Server固有の用語 )
前回のフル バッ クアップまたは増分バッ ク
アップ以降の変更だけをバッ クアップする
Microsoft Exchange Serverデータのバッ ク
アップ。 増分バッ クアップでは、 バッ クアッ
プ対象はト ランザクシ ョ ン ログだけです。
バックアップの種類も参照。

増分メールボックス バックアップ
増分メールボッ クス  バッ クアップでは、 前回
の各種バッ クアップ以降にメールボッ クスに
対して行われた変更をすべてバッ クアップし
ます。

ソース デバイス (R1)
(EMC Symmetrix固有の用語 )
ターゲッ ト  デバイス  (R2) との SRDF操作に
参加する  EMC Symmetrix デバイス。 このデ
バイスに対するすべての書き込みは、 リモー
ト  EMC Symmetrix ユニッ ト内のターゲッ ト  
デバイス  (R2) にミ ラー化されます。 R1 デバ
イスは、 RDF1 グループ タイプに割り当てる
必要があ り ます。
ターゲッ ト  デバイス (R2) も参照。

ソース ボリューム
(ZDB固有の用語 )
複製されたデータを含むス ト レージ ボ リ ュー
ム。

ターゲッ ト  システム
(障害復旧固有の用語 )
障害が発生したシステム。 ターゲッ ト  システ
ムは、 ブート不能な状態になっているこ とが
多く、 そのよ うな状態のシステムを元のシス
テム構成に戻すこ とが障害復旧の目標とな り
ます。 ク ラ ッシュしたシステムがそのまま
ターゲッ ト  システムになるのではなく、 正常
に機能していないハード ウェアをすべて交換
するこ とで、 ク ラ ッシュしたシステムがター
ゲッ ト  システムになり ます。 

ターゲッ ト  データベース
(Oracle固有の用語 )
RMANでは、 バッ クアップまたは復元対象の
データベースがターゲッ ト  データベース とな
り ます。

ターゲッ ト  デバイス (R2)
(EMC Symmetrix固有の用語 )
ソース  デバイス  (R1) との SRDF操作に参加
する EMC Symmetrixデバイス。 リモート  
EMC Symmetrix ユニッ ト内に置かれます。
ローカル EMC Symmetrix ユニッ ト内でソー
ス  デバイス  (R1) とペアにな り、 ミ ラー化ペア
から、 すべての書き込みデータを受け取り ま
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す。 このデバイスは、 通常の I/O操作では
ユーザー アプリ ケーシ ョ ンからアクセスされ
ません。 R2 デバイスは、 RDF2 グループ タ
イプに割り当てる必要があ り ます。
ソース デバイス (R1) も参照。

ターゲッ ト  ボリューム
(ZDB固有の用語 )
データの複製先のス ト レージ ボ リ ューム。

ターミナル サービス
(Windows固有の用語 )
Windowsのターミナル サービスは、 サーバ
上で実行されている仮想Windowsデスク
ト ップ セッシ ョ ンと Windowsベースのプロ
グラムにク ライアン トからアクセスできるマ
ルチセッシ ョ ン環境を提供します。

ダイレク ト  バックアップ
SCSI Extended Copy (Xcopy) コマンドを使用
してディ スクからテープ ( または他の 2次ス
ト レージ ) へのデータの直接移動を効率化す
る、 SANベースのバッ クアップ ソ リ ューシ ョ
ン。 ダイレク ト  バッ クアップは、 SAN環境内
のシステムへのバッ クアップ I/O負荷を軽減
します。 ディ スクからテープ ( または他の 2
次ス ト レージ ) へのデータの直接移動を SCSI 
Extended Copy (XCopy) コマンドで効率化し
ます。 このコマンドは、 ブ リ ッジ、 スイ ッチ、
テープ ラ イブラ リ、 ディ スク  サブシステムな
ど、 インフラス ト ラ クチャの各要素でサポー
ト されています。
XCopy エンジンも参照。

チャネル
(Oracle固有の用語 )
Oracle Recovery Manager のリ ソース割り当
て単位。 チャネルが割り当てられるごとに、
新しい Oracleプロセスが開始され、 そのプロ
セスを通じてバッ クアップ、 復元、 および復

旧が行われます。 割り当てられるチャンネル
の種類によって、 使用する メディアの種類が
決ま り ます。

• DISK タイプ
• SBT_TAPE タイプ

Oracleが Data Protector と統合されており、
指定されたチャネルの種類が SBT_TAPE タ
イプの場合は、 上記のサーバ プロセスが
Data Protectorに対してバッ クアップの読み
取り とデータ  ファ イルの書き込みを試行しま
す。

ディスク  イメージ (rawディスク ) のバック
アップ
ディ スク  イ メージのバッ クアップでは、 ファ
イルがビッ トマップ イ メージと してバッ ク
アップされるので、 高速バッ クアップが実現
します。 ディ スク  イ メージ (rawディ スク ) 
バッ クアップでは、 ディ スク上のファイルお
よびディ レク ト リの構造はバッ クアップされ
ませんが、 ディ スク  イ メージ構造がバイ ト  レ
ベルで保存されます。 ディ スク  イ メージ バッ
クアップは、 ディ スク全体か、 またはディ ス
ク上の特定のセクシ ョ ンを対象にして実行で
きます。

ディスク  クォータ
コンピュータ  システム上のすべてのユーザー
またはユーザーのサブセッ トに対してディ ス
ク  スペースの消費を管理するためのコンセプ
ト。 このコンセプ トは、 いくつかのオペレー
ティング システム プラ ッ ト フォームで採用さ
れています。

ディスク  グループ
(Veritas Volume Manager固有の用語 )
VxVM システムにおけるデータ  ス ト レージの
基本単位。 ディ スク  グループは、 1つまたは
複数の物理ボ リ ュームから作成できます。 同
じシステム上に複数のディ スク  グループを置
く こ とができます。
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ディスク検出
ディ スク検出では、 ク ラ イアン トのバッ ク
アップ中にディ スクを検出します。 このと き
Data Protectorが探索 (検出 ) するのは、 ク
ライアン ト上に存在するディ スクで、 バッ ク
アップの構成時にシステム上に存在しなかっ
たディ スク も検出の対象に含まれます。 検出
されたディ スクがバッ クアップされます。 こ
の機能は、 構成が頻繁に変更される動的な環
境の場合に特に役立ちます。 ディ スクが展開
される と、 それぞれのディ スクがマスター ク
ライアン ト  オブジェク トのオプシ ョ ンをすべ
て継承します。 実行前コマンド と実行後コマ
ンドは、 1回しか指定されていなくても、 オ
ブジェク ト ごとに繰り返し起動されるこ とに
な り ます。

ディスク検出によるクライアン トのバック
アップ
ク ラ イアン トにマウン ト されているすべての
ファイルシステムのバッ クアップ。 バッ ク
アップの開始時に、 Data Protectorがク ライ
アン ト上のディ スクを自動検出します。 ディ
スク検出による ク ラ イアン ト  バッ クアップで
は、 バッ クアップ構成が単純化され、 ディ ス
クのマウン ト / アンマウン トが頻繁に行われ
るシステムに対するバッ クアップ効率が向上
されます。

ディスク  ステージング
複数のフェーズでデータをバッ クアップする
プロセス。 これによ り、 バッ クアップと復元
のパフォーマンスが改善し、 バッ クアップ 
データの保存コス トが低減し、 復元に対する
データの可用性とアクセス性が向上します。
バッ クアップ ステージは、 最初に 1種類のメ
ディア ( たとえば、 ディ スク ) にデータをバッ
クアップし、 その後データを異なる種類のメ
ディア ( たとえば、 テープ ) にコピーするこ と
から構成されます。

ディスク / テープへの ZDB

(ZDB固有の用語 )
ゼロ  ダウンタイム バッ クアップの 1つの形
式。 ディ スクへの ZDB と同様に、 作成された
複製が特定の時点でのソース  ボ リ ュームの
バッ クアップと してディ スク  アレイに保持さ
れます。 ただし、 テープへの ZDB と同様、 複
製データはバッ クアップ メディアにもス ト
リーミ ングされます。 このバッ クアップ方法
を使用した場合、 同じセッシ ョ ンでバッ ク
アップしたデータは、 インスタン ト  リ カバ
リ、 Data Protector標準のテープからの復元
を使用して復元できます。 スプ リ ッ ト  ミ ラー 
アレイではスプ リ ッ ト  ミ ラー復元が可能で
す。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)、
ディスクへの ZDB、 テープへの ZDB、 イン
スタン ト  リカバリ、 複製、 および複製セッ ト  
ローテーシ ョ ンも参照。

ディスクへの ZDB
(ZDB固有の用語 )
ゼロ  ダウンタイム バッ クアップの 1つの形
式。 作成された複製が、 特定の時点でのソー
ス  ボ リ ュームのバッ クアップと してディ スク  
アレイに保持されます。 同じバッ クアップ仕
様を使って別の時点で作成された複数の複製
を、 複製セッ トに保持するこ とができます。
テープに ZDB した複製はインスタン ト  リ カ
バリ  プロセスで復元できます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)、
テープへの ZDB、 ディスク / テープへの
ZDB、 インスタン ト  リカバリ、 および複製
セッ ト  ローテーシ ョ ンも参照。

ディ レク ト リ接合
(Windows固有の用語 )
ディ レク ト リ接合は、 Windowsの再解析ポイ
ン トのコンセプ トに基づいています。NTFS 5 
ディ レク ト リ接合では、 ディ レク ト リ / ファ
イル要求を他の場所にリダイレク トできます。
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データ  スト リーム
通信チャネルを通じて転送されるデータの
シーケンス。

データ  ファイル
(Oracleおよび SAP R/3固有の用語 )
Oracleによって作成される物理ファ イル。 表
や索引などのデータ構造を格納します。 デー
タ  ファ イルは、 1つの Oracle データベースに
のみ所属できます。

データベース サーバ
大規模なデータベース  (SAP R/3データベース
やMicrosoft SQLデータベースなど ) が置か
れているコンピュータ。 サーバ上のデータ
ベースへは、 ク ラ イアン トからアクセスでき
ます。

データベースの差分バックアップ
前回のフル データベース  バッ クアップ以降に
データベースに対して加えられた変更だけを
記録するデータベース  バッ クアップ。

データベースの並列処理 (数 )
十分な台数のデバイスが利用可能で、 並列
バッ クアップを実行できる場合には、 複数の
データベースが同時にバッ クアップされます。

データベース ライブラリ
Data Protectorのルーチンのセッ ト。 Oracle 
Serverのよ うなオンライン データベース統合
ソフ ト ウェアのサーバと Data Protectorの間
でのデータ転送を可能にします。

データ保護
メディア上のバッ クアップ データを保護する
期間を定義します。 この期間中は、 データが
上書きされません。 保護期限が切れる と、 そ
れ以降のバッ クアップ セッシ ョ ンでメディア
を再利用できるよ うにな り ます。
カタログ保護も参照。

テープへの ZDB

(ZDB固有の用語 )
ゼロ  ダウンタイム バッ クアップの 1つの形
式。 作成された複製が、 バッ クアップ メディ
ア (通常はテープ ) にス ト リーミ ングされま
す。 このバッ クアップ形式ではインスタン ト  
リ カバリはできませんが、 バッ クアップ終了
後にディ スク  アレイ上に複製を保持する必要
があ り ません。 バッ クアップ データは Data 
Protector標準のテープからの復元を使用して
復元できます。 スプ リ ッ ト  ミ ラー アレイで
は、 スプ リ ッ ト  ミ ラー復元も使用するこ とが
できます。
ゼロ ダウンタイム バックアップ (ZDB)、
ディスクへの ZDB、 インスタン ト  リカバリ、
ディスク / テープへの ZDB、 および複製も参
照。

テーブルスペース (表領域、 表スペース )
データベース構造の一部。 各データベースは
論理的に 1つまたは複数の表スペースに分割
されます。 各表スペースには、 データ  ファ イ
ルまたは raw ボ リ ュームが排他的に関連付け
られます。

テープレス バックアップ
(ZDB固有の用語 )
ディスクへの ZDB を参照。

デバイス
ド ラ イブまたはよ り複雑な装置 ( ラ イブラ リ
など ) を格納する物理装置。

デバイス グループ
(EMC Symmetrix固有の用語 )
複数の EMC Symmetrix デバイスを表す論理
ユニッ ト。 デバイスは 1つのデバイス  グルー
プにしか所属できません。 デバイス  グループ
のデバイスは、 すべて同じ  EMC Symmetrix
装置に取り付けられている必要があ り ます。
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デバイス  グループによ り、 利用可能な EMC 
Symmetrix デバイスのサブセッ ト を指定し、
使用するこ とができます。

デバイス スト リーミ ング
デバイスがメディアへ十分な量のデータを継
続して送信できる場合、 デバイスはス ト リー
ミ ングを行います。 そ うでない場合は、 デバ
イスはテープを止めてデータが到着するのを
待ち、 テープを少し巻き戻した後、 テープへ
の書込みを再開します。 言い換える と、 テー
プにデータを書き込む速度が、 コンピュータ  
システムがデバイスへデータを送信する速度
以下の場合、 デバイスはス ト リーミ ングを行
います。 ス ト リーミ ングは、 スペースの使用
効率とデバイスのパフォーマンスを大幅に向
上します。

デバイス チェーン
デバイス  チェーンは、 シーケンシャルに使用
するよ うに構成された複数のスタンドアロン 
デバイスからな り ます。 デバイスチェーンに
含まれるデバイスのメディアで空き容量がな
くなる と、 自動的に次のデバイスのメディア
に切り替えて、 バッ クアップを継続します。 

統合セキュリテ ィ
(MS SQL固有の用語 )
統合セキュ リ ティは、 Microsoft SQL Server
がWindowsの認証メカニズムを使用して、
すべての接続に対する Microsoft SQL Server
ログインの妥当性をチェ ッ クできるよ うにし
ます。 統合セキュ リ ティ を使用していれば、
すべてのユーザーが同じパスワードで 
Windows と Microsoft SQL Serverの両方に
ログインできます。 すべてのク ライアン トが
信頼関係接続をサポート している環境では、
統合セキュ リ ティ を使う こ とをお勧めします。
信頼関係接続とは、 Windows Serverによっ
て妥当性がチェッ ク され、 Microsoft SQL 
Serverに受け付けられた接続を意味します。
信頼関係接続だけが許可されます。

統合ソフ トウェア オブジェク ト
Oracle または SAP DB などの Data Protector
統合ソフ ト ウェアのバッ クアップ オブジェク
ト 。

同時処理数
Disk Agentの同時処理数を参照。

動的 ( ダイナミ ック ) クライアン ト
ディスク検出によるクライアン ト  バックアッ
プを参照。

ド メイン コン ト ローラ
ユーザーのセキュ リ ティ を保護し、 別のサー
バ グループ内のパスワードを検証するネッ ト
ワーク内のサーバ。

ド ライブ
コンピュータ  システムからデータを受け取っ
て、 磁気メディア ( テープなど ) に書き込む物
理装置。 データを メディアから読み取って、
コンピュータ  システムに送信するこ と もでき
ます。

ド ライブのインデックス
ライブラ リ  デバイス内のド ライブの機械的な
位置を識別するための数字。 ロボッ ト機構に
よる ド ラ イブ アクセスは、 この数に基づいて
制御されます。

ト ランザクシ ョ ン
一連のアクシ ョ ンを単一の作業単位と して扱
えるよ うにするためのメカニズム。 データ
ベースでは、 ト ランザクシ ョ ンを通じて、
データベースの変更を追跡します。

ト ランザクシ ョ ン バックアップ
ト ランザクシ ョ ン バッ クアップは、 一般に、
データベースのバッ クアップよ り も必要とす
る リ ソースが少ないため、 データベースの
バッ クアップよ り も よ り高い頻度で実行でき
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ます。 ト ランザクシ ョ ン バッ クアップを適用
するこ とで、 データベースを問題発生以前の
特定の時点の状態に復旧するこ とができます。

ト ランザクシ ョ ン バックアップ
(Sybaseおよび SQL固有の用語 )
ト ランザクシ ョ ン ログをバッ クアップするこ
と。 ト ランザクシ ョ ン ログには、 前回のフル 
バッ クアップまたはト ランザクシ ョ ン  バッ ク
アップ以降に発生した変更が記録されます。

ト ランザクシ ョ ン ログ
(Data Protector固有の用語 )
IDB に対する変更を記録します。 IDB復旧に
必要な ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イル (前回
の IDBバッ クアップ以降に作成された ト ラン
ザクシ ョ ン ログ ) が失われるこ とがないよ う
に、 ト ランザクシ ョ ン ログのアーカイブを有
効化しておく必要があ り ます。

ト ランザクシ ョ ン ログ テーブル
(Sybase固有の用語 )
データベースに対するすべての変更が自動的
に記録されるシステム テーブル。

ト ランザクシ ョ ン ログ バックアップ
ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップは、 一般
に、 データベースのバッ クアップよ り も必要
とする リ ソースが少ないため、 データベース
のバッ クアップよ り も よ り高い頻度で実行で
きます。 ト ランザクシ ョ ン ログ バッ クアップ
を用いるこ とによ り、 データベースを特定の
時点の状態に復元できます。

ト ランザクシ ョ ン ログ ファイル
データベースを変更する ト ランザクシ ョ ンを
記録するファ イル。 データベースが破損した
場合にフォールト  ト レランスを提供します。

ト ランスポータブル スナップシ ョ ッ ト

(MS VSS固有の用語 )
アプ リ ケーシ ョ ン システム上に作成される
シャ ド ウ  コピー。 このシャ ド ウ  コピーは、
バッ クアップを実行するバッ クアップ システ
ムに提供できます。
Microsoft Volume Shadow Copy Service 
(VSS) も参照。

ハート ビート
特定のク ラスタ  ノードの動作ステータスに関
する情報を伝達するタイム スタンプ付きのク
ラスタ  データ  セッ ト。 このデータ  セッ ト  (パ
ケッ ト ) は、 すべてのク ラスタ  ノードに配布
されます。

ハード  リカバリ
(Microsoft Exchange Server固有の用語 )
ト ランザクシ ョ ン ログ ファ イルを使用し、
データベース  エンジンによる復元後に実行さ
れる Microsoft Exchange Serverのデータ
ベース復旧。

配布ファイル メディア形式
ファ イル ラ イブラ リで提供される メディア 
フォーマッ ト。 仮想フル バッ クアップと呼ば
れる、 容量効率の良い合成バッ クアップをサ
ポート しています。 仮想フル バッ クアップで
はこのフォーマッ トの使用が前提条件とな り
ます。 
仮想フル バックアップも参照。

バックアップ API
Oracleのバッ クアップ /復元ユーティ リ ティ
とバッ クアップ /復元メディア管理層の間に
ある Oracle インタフェース。 このインタ
フェースによってルーチンのセッ トが定義さ
れ、 バッ クアップ メディアのデータの読み書
き、 バッ クアップ ファ イルの作成や検索、 削
除が行えるよ うにな り ます。

バックアップ ID
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統合ソフ ト ウェア オブジェク トの識別子で、
統合ソフ ト ウェア オブジェク トのバッ クアッ
プのセッシ ョ ン ID と一致します。 バッ クアッ
プ IDは、 オブジェク トのコピー、 エクスポー
ト、 またはインポート時に保存されます。

バックアップ オーナー
IDB の各バッ クアップ オブジェク トにはオー
ナーが定義されてます。 デフォルトのオー
ナーは、 バッ クアップ セッシ ョ ンを開始した
ユーザーです。

バックアップ オブジェク ト
1つのディ スク  ボ リ ューム (論理ディ スクま
たはマウン ト  ポイン ト ) からバッ クアップさ
れた項目すべてを含むバッ クアップ単位。
バッ クアップ項目は、 任意の数のファイル、
ディ レク ト リ 、 ディ スク全体またはマウン ト  
ポイン トの場合が考えられます。 また、 バッ
クアップ オブジェク トはデータベース  エン
ティティ またはディ スク  イ メージ (rawディ
スク ) の場合もあ り ます。

バッ クアップ オブジェク トは以下のよ うに定
義されます。

• ク ラ イアン ト名 : バッ クアップ オブジェ
ク トが保存される Data Protector ク ラ イ
アン トのホス ト名

• マウン ト  ポイン ト : バッ クアップ オブ
ジェク トが存在するク ライアン ト上の
ディ レク ト リ構造 (Windowsではド ライ
ブ、 UNIXではマウン ト  ポイン ト ) にお
けるアクセス  ポイン ト

• 説明 : 同一のク ライアン ト名とマウン ト  
ポイン ト を持つバッ クアップ オブジェク
ト を一意に定義

• 種類 : バッ クアップ オブジェク トの種類 
( たとえば、 ファ イル システムや Oracle
など )

バックアップ システム
(ZDB固有の用語 )
1つ以上のアプリ ケーシ ョ ン システムのター
ゲッ ト  ボ リ ュームに接続しているシステム。
典型的なバッ クアップ システムは、 ZDB ディ
スクアレイ  バッ クアップ  デバイスに接続さ
れ、 複製内のデータのバッ クアップを実行し
ます。
アプリケーシ ョ ン システム、 ターゲッ ト  ボ
リュームおよび複製も参照。 

バックアップ仕様
バッ クアップ対象オブジェク ト を、 使用する
デバイスまたはド ライブのセッ ト、 仕様内の
すべてのオブジェク トに対するバッ クアップ 
オプシ ョ ン、 バッ クアップを行いたい日時と
と もに指定した リ ス ト 。 オブジェク ト となる
のは、 ディ スクやボ リ ューム全体、 またはそ
の一部、 たとえばファ イル、 ディ レク ト リ 、
Windows レジス ト リ などです。 インクルード  
リ ス トおよびエクスクルード  リ ス ト を使用し
て、 ファ イルを選択するこ と もできます。

バックアップ世代
1つのフル バッ クアップとそれに続く増分
バッ クアップを意味します。 次のフル バッ ク
アップが行われる と、 世代が新し くな り ます。

バックアップ セッシ ョ ン
データのコピーを記憶メディア上に作成する
プロセス。 バッ クアップ仕様に処理内容を指
定するこ と も、 対話式に操作を行う こ と もで
きます (対話式セッシ ョ ン )。 1つのバッ ク
アップ仕様の中で複数のク ライアン トが構成
されている場合、 すべてのク ライアン トが同
じバッ クアップの種類 ( フルまたは増分 ) を
使って、 1回のバッ クアップ セッシ ョ ンで同
時にバッ クアップされます。 バッ クアップ 
セッシ ョ ンの結果、 1式のメディア にバッ ク
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アップ データが書き込まれます。 これらのメ
ディアは、 バッ クアップ セッ ト またはメディ
ア セッ ト と も呼ばれます。
増分バックアップおよびフル バックアップも
参照。

バックアップ セッ ト
バッ クアップに関連したすべての統合ソフ ト
ウェア オブジェク トのセッ トです。

バックアップ セッ ト
(Oracle固有の用語 )
RMANバッ クアップ コマンドを使用して作
成したバッ クアップファ イルの論理グループ。
バッ クアップ セッ トは、 バッ クアップに関連
したすべてのファイルのセッ トです。 これら
のファ イルはパフォーマンスを向上するため
多重化するこ とができます。 バッ クアップ 
セッ トにはデータファ イルまたはアーカイブ 
ログのいずれかを含めるこ とができますが、
両方同時に使用できません。

バックアップ チェーン
復元チェーンを参照。 

バックアップ デバイス
記憶メディアに対するデータの読み書きが可
能な物理デバイスを Data Protectorで使用で
きるよ うに構成したもの。 たとえば、 スタン
ドアロン DDS/DAT ド ラ イブやライブラ リ な
どをバッ クアップ デバイス と して使用できま
す。

バックアップの種類
増分バックアップ、 差分バックアップ 
(differential backup)、 ト ランザクシ ョ ン 
バックアップ、 フル バックアップおよび差分
バックアップ (delta backup) を参照。

バックアップ ビュー

Data Protector では、 バッ クアップ仕様の
ビューを切り替えるこ とができます。 [種類
別 ] (デフォルト ) を選択する と、 バッ クアッ
プ / テンプレートで利用できるデータの種類
に基づいたビューが表示されます。 [ グループ
別 ] を選択する と、 バッ クアップ仕様 / テンプ
レートの所属先のグループに基づいたビュー
が表示されます。 [名前別 ] を選択する と、
バッ クアップ仕様 / テンプレートの名前に基
づいたビューが表示されます。 [Manager別 ] 
(MoMの実行時のみ有効 ) を選択する と、
バッ クアップ仕様 / テンプレートの所属先の
Cell Managerに基づいたビューが表示されま
す。

パッケージ
(MC/ServiceGuardおよび Veritas Cluster固
有の用語 ) 
特定のク ラスタ対応アプリ ケーシ ョ ンを実行
するために必要な リ ソース  ( ボ リ ューム グ
ループ、 アプリ ケーシ ョ ン サービス、 IP名お
よび IP アドレスなど ) の集合。 

パブリ ック  フォルダ ストア
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
インフォ メーシ ョ ン ス ト アのう ち、 パブリ ッ
ク  フォルダ内に情報を維持する部分。 パブ
リ ッ ク  フォルダ ス ト アは、 バイナリ  リ ッチ
テキス ト .edb ファ イルと、 ス ト リーミ ング 
ネイティブ インターネッ ト  コンテンツを格納
する .stm ファ イルから構成されます。

パブリ ック / プライベート  バックアップ デー
タ
バッ クアップを構成する際は、 バッ クアップ 
データをパブリ ッ クまたはプライベートのい
ずれにするかを選択できます。

• パブリ ッ ク  データ  － すべての Data 
Protector ユーザーに対してアクセス と復
元が許可されます。
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• プライベート  データ  － バッ クアップの所
有者および管理者に対してのみ表示と復
元が許可されます。

標準セキュリテ ィ
(MS SQL固有の用語 )
標準セキュ リ ティでは、 Microsoft SQL 
Serverのログイン妥当性チェッ ク  プロセスを
すべての接続に対して使用します。 標準セ
キュ リ ティは、 ネッ ト ワーク内にさまざまな
ク ライアン トが混在しており、 一部のク ライ
アン トでは信頼関係接続がサポート されてい
ない場合に使用できます。 また、 以前のバー
ジ ョ ンの SQL Server との下位互換性を確保
する必要がある場合にも、 標準セキュ リ ティ
を使用できます。
統合セキュリテ ィ も参照。 

ファース ト  レベル ミ ラー
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
HP StorageWorks Disk Array XP では、 プラ
イマ リ  ボ リ ュームのミ ラー コピーを最大 3つ
まで作成するこ とができ、 このコピー 1つに
つきさ らに 2つのコピーを作成できます。 最
初の 3つのミ ラー コピーはファース ト  レベル 
ミ ラーと呼ばれます。
プライマリ  ボリュームおよびMU番号を参
照。

ファイルシステム
ハード  ディ スク上に一定の形式で保存された
ファイルの集ま り。 ファ イルシステムは、
ファ イル属性とファ イルの内容がバッ クアッ
プ メディアに保存されるよ うにバッ クアップ
されます。

ファイル ジュークボックス デバイス
ファ イル メディアを格納するために使用す
る、 複数のスロ ッ トからなるディ スク上に存
在するデバイス。

ファイル デポ

バッ クアップからファ イル ラ イブラ リ  デバイ
スまでのデータを含むファイル。

ファイル バージ ョ ン
フル バッ クアップや増分バッ クアップでは、
ファ イルが変更されている場合、 同じファ イ
ルが複数回バッ クアップされます。 バッ ク
アップのロギング レベルと して [すべてログ
に記録 ] を選択している場合は、 ファ イル名
自体に対応する 1つのエン ト リ とファ イルの
各バージ ョ ンに対応する個別のエン ト リが 
IDB内に維持されます。

ファイル複製サービス (FRS)
Windowsサービスの 1つ。 ド メ イン コン ト
ローラのス ト ア ログオン スク リプ ト とグルー
プ ポ リシーを複製します。 また、 分散ファ イ
ルシステム (DFS) 共有をシステム間で複製し
たり、 任意のサーバから複製作業を実行する
こ と もできます。

ファイル ライブラリ  デバイス
複数のメディアからなるライブラ リ をエ ミ ュ
レートするディ スク上に存在するデバイス。
ファ イル デポと呼ばれる複数のファ イルが格
納されます。

ブート  ボリューム /ディスク /パーティシ ョ
ン
ブート  プロセスの開始に必要なファ イルが
入っているボ リ ューム /ディ スク /パーティ
シ ョ ン。 ただし、 Microsoftの用語では、 オペ
レーティング システム ファ イルが格納されて
いるボ リ ューム /ディ スク /パーティシ ョ ンを
ブート  ボ リ ューム /ディ スク /パーティシ ョ
ンと呼んでいます。 

ブール演算子
オンライン ヘルプ システムの全文検索には、
AND、 OR、 NOT、 NEAR の各ブール演算子
を使用できます。 複数の検索条件をブール演
算子で組み合わせて指定するこ とで、 検索対
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象をよ り正確に絞り込むこ とができます。 複
数単語の検索に演算子を指定しなければ、
AND を指定したものとみなされます。 たとえ
ば、 「consistency checkmanual disaster 
recovery」 とい う検索条件は、
「consistencymanual AND checkdisaster 
AND recovery」 と同じ結果になり ます。

フェイルオーバー
あるク ラスタ  ノードから別のク ラスタ  ノード
に最も重要なク ラスタ  データ  (Windowsの場
合はグループ、 UNIXの場合はパッケージ ) 
を転送するこ と。 フェイルオーバーは、 主に、
プライマ リ  ノードのソフ ト ウェア /ハード
ウェア障害発生時や保守時に発生します。

フェイルオーバー
(HP StorageWorks EVA 固有の用語 )
CA+BC EVA構成におけるソース とあて先の
役割を逆にする操作。
CA+BC EVA も参照 。

フォーマッ ト
メディアを Data Protectorで使用できるよ う
に初期化するプロセス。 メディア上の既存
データはすべて消去されます。 メディアに関
する情報 ( メディア ID、 説明、 および位置 ) 
が IDBに保存される と と もに、 メディア自体 
( メディア ヘッダ ) にも書き込まれます。 デー
タが保護されている Data Protector メディア
は、 保護の期限が切れるか、 保護解除 / リサ
イ クルされない限り再フォーマッ ト されませ
ん。

負荷調整
デフォルトでは、 デバイスが均等に使用され
るよ うに、 バッ クアップ用に選択されたデバ
イスの負荷 (使用率 ) が自動的に調整されま
す。 負荷調整では、 各デバイスに書き込まれ
るオブジェク トの個数を調整するこ とで、 使
用率を最適化します。 負荷調整はバッ クアッ
プ時に自動的に実行されるので、 データが実
際にどのよ うにバッ クアップされるかを管理

する必要はあ り ません。 使用するデバイスを
指定する必要があるだけです。 負荷調整機能
を使用しない場合は、 バッ クアップ仕様に各
オブジェク トに使用するデバイスを選択でき
ます。 Data Protectorは指定された順序でデ
バイスにアクセスします。

復元セッシ ョ ン
バッ クアップ メディアから ク ラ イアン ト シス
テムにデータをコピーするプロセス。

復元チェーン
バッ クアップ オブジェク ト をある時点まで復
元するのに必要なすべてのバッ クアップ。 復
元チェーンは、 オブジェク トのフル バッ ク
アップと任意の数の関連する増分バッ クアッ
プで構成されます。

複製
(ZDB固有の用語 )
ユーザー指定のバッ クアップ オブジェク ト を
含む、 特定の時点におけるソース  ボ リ ューム
のデータのイ メージ。 イ メージは、 作成する
ハードウェア / ソフ ト ウェアによって、 物理
ディ スク  レベルでの記憶ブロッ クの独立した
正確な複製 ( ク ローン ) になる  ( スプリ ッ ト  
ミ ラーなど ) 場合もあれば、 仮想コピーにな
る  ( スナップシ ョ ッ ト など ) 場合もあ り ます。
ホス トの視点では、 標準的な UNIX または
Windows システムについて、 バッ クアップ 
オブジェク ト を含む物理ディ スク全体が複製
されます。 しかし、 UNIX でボ リ ューム マ
ネージャを使用する と きは、 バッ クアップ オ
ブジェク ト を含むボ リ ューム /ディ スク  グ
ループ全体が複製されます。
スナップシ ョ ッ ト、 スナップシ ョ ッ ト作成、
スプリ ッ ト  ミ ラー、 およびスプリ ッ ト  ミ ラー
の作成も参照。

複製セッ ト
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(ZDB固有の用語 )
同じバッ クアップ仕様を使って作成される複
製のグループ。
複製および複製セッ ト  ローテーシ ョ ンも参
照。

複製セッ ト  ローテーシ ョ ン
(ZDB固有の用語 )
通常のバッ クアップ作成のために継続的に複
製セッ ト を使用するこ と。 複製セッ トの使用
を必要とする同一のバッ クアップ仕様が実行
されるたびに、 新規の複製がセッ トの最大数
になるまで作成され、 セッ トに追加されます。
その後、 セッ ト内の最も古い複製は置き換え
られ、 セッ ト内の複製の最大数が維持されま
す。
複製および複製セッ ト も参照。

物理デバイス
ド ラ イブまたはよ り複雑な装置 ( ラ イブラ リ
など ) を格納する物理装置。

プライマリ  ボリューム (P-VOL)
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
CA構成および BC構成用プライマ リ  ボ
リ ューム (P-VOL) と しての役割を果たす複数
の標準 HP StorageWorks Disk Array XP 
LDEV です。 P-VOLはMCU内に配置されて
います。
セカンダリ  ボリューム (S-VOL) も参照。

フラ ッシュ  リカバリ領域 
(Oracle固有の用語 )
フラ ッシュ  リ カバリ領域は、 Oracle 10g で管
理されるディ レク ト リ 、 ファ イル システム、
または自動ス ト レージ管理のディ スク  グルー
プです。 バッ クアップと復旧に関するファ イ
ル ( リ カバリ  ファ イル )の中央格納領域と し
て機能します。
リカバリ  ファイルも参照。

フリー プール
フ リー プールは、 メディア プール内のすべて
のメディアが使用中になっている場合にメ
ディアのソース と して補助的に使用できる
プールです。 ただし、 メディア プールでフ
リー プールを使用するには、 明示的にフ リー 
プールを使用するよ うに構成する必要があ り
ます。 

フル ZDB
以前に行ったバッ クアップに変更がない場合
でも、 選択したすべてのオブジェク トがテー
プにス ト リーミ ングされる、 テープまたは
ディ スク + テープへの ZDB セッシ ョ ン。
増分 ZDB も参照。

フル データベース バックアップ
最後に ( フルまたは増分 ) バッ クアップした後
に変更されたデータだけではなく、 データ
ベース内のすべてのデータのバッ クアップ。
フル データベース  バッ クアップは、 他のバッ
クアップに依存しません。

フル バックアップ
フル バッ クアップでは、 最近変更されたかど
うかに関係なく、 選択されたオブジェク ト を
すべてバッ クアップします。
バックアップの種類も参照。

フル メールボックス バックアップ
フル メールボッ クス  バッ クアップでは、 メー
ルボッ クス全体の内容をバッ クアップします。

分散ファイルシステム (DFS)
複数のファイル共有を単一の名前空間に接続
するサービス。 対象となるファ イル共有は、
同じコンピュータに置かれていても、 異なる
コンピュータに置かれていてもかまいません。
DFSは、 リ ソースの保存場所の違いに関係な
く ク ラ イアン トが リ ソースにアクセスできる
よ うにします。

ペア ステータス
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(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
ミ ラー化されたディ スクのペアは、 そのペア
上で実行されるアクシ ョ ンによって、 さまざ
まなステータス値を持ちます。 最も重要なス
テータス値は以下の 3つです。

• コピー - ミ ラー化されたペアは、 現在再同
期中。 データは一方のディ スクからも う
一方のディ スクに転送されます。 2つの
ディ スクのデータは同じではあ り ません。

• ペア - ミ ラー化されたペアは、 完全に同期
されており、両方のディ スク  (プライマ リ  
ボ リ ュームと ミ ラー ボ リ ューム ) は全く
同じデータを持ちます。

• 中断 - ミ ラー化されたディ スク間のリ ンク
は中断されています。 両方のディ スクが
別々にアクセスされ、 更新されています。
ただし、 ミ ラー関係はまだ保持されてお
り、 このペアは、 ディ スク全体を転送す
るこ とな く、 再同期するこ とができます。

並列処理 (数 )
オンライン データベースから複数のデータ  ス
ト リームを読み取るこ と。

並行復元
1つの Media Agent からデータを受信する
Disk Agent を複数実行して、 バッ クアップ 
データを複数のディ スクに同時に (並行して ) 
復元するこ と。 並行復元を行うには、 複数の
ディ スクまたは論理ボ リ ュームに置かれてい
るデータを選択し、 同時処理数を 2以上に設
定してバッ クアップを開始し、 異なるオブ
ジェク トのデータを同じデバイスに送信する
必要があ り ます。 並行復元中には、 復元対象
と して選択した複数のオブジェク トがメディ
アから同時に読み取られるので、 パフォーマ
ンスが向上します。

保護
データ保護およびカタログ保護を参照。

ホス ト  システム
Data Protector Disk Agentがインス トールさ
れており、 ディ スク  デリバリーによる障害復
旧に使用される稼動中の Data Protector ク ラ
イアン ト。

ホスト  バックアップ
ディスク検出によるクライアン ト  バックアッ
プを参照。

ボリューム グループ
LVM システムにおけるデータ  ス ト レージ単
位。 ボ リ ューム グループは、 1つまたは複数
の物理ボリ ュームから作成できます。 同じシ
ステム上に複数のボ リ ューム グループを置く
こ とができます。

ボリューム マウン トポイン ト
(Windows固有の用語 )
ボ リ ューム上の空のディ レク ト リ を他のボ
リ ュームのマウン トに使用できるよ うに構成
したもの。 ボ リ ューム マウン ト  ポイン トは、
ターゲッ ト  ボ リ ュームへのゲート ウェイ と し
て機能します。 ボ リ ュームがマウン ト されて
いれば、 ユーザーやアプリ ケーシ ョ ンがその
ボ リ ューム上のデータをフル ( マージ ) ファ イ
ルシステム パスで参照できます (両方のボ
リ ュームが一体化されている場合 )。

マージ
復元中のファイル名競合を解決するモードの
1つ。 復元するファ イルと同じ名前のファイ
ルが復元先に存在する場合、 変更日時の新し
い方が維持されます。 既存のファイルと名前
が重複しないファイルは、 常に復元されます。
上書きも参照。

マウン ト  ポイン ト
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ディレク ト リ構造内において、 ディ スクまた
は論理ボ リ ュームにアクセスするためのアク
セス  ポイン ト  (/optや d:など )。 UNIX で
は、 bdf コマンドまたは df コマンドを使って

マウン ト  ポイン ト を表示できます。

マウン ト要求
マウン ト要求時には、 デバイスにメディアを
挿入するよ うに促す画面が表示されます。 必
要なメディアを挿入して確認するこ とでマウ
ン ト要求に応答する と、 セッシ ョ ンが続行さ
れます。

マジック  パケッ ト
Wake ONLAN を参照。

マルチド ライブ サーバ
単一システム上でMedia Agent を無制限に使
用できるライセンス。 このライセンスは、
Cell Managerの IP アドレスにバインド され
ており、 新しいバージ ョ ンでは廃止されまし
た。

ミ ラー
(EMC Symmetrixおよび HP StorageWorks 
Disk Array XP固有の用語 )
ターゲッ ト  ボリュームを参照。

ミ ラー ローテーシ ョ ン
(HP StorageWorks Disk Array XP固有の用
語 )
複製セッ ト  ローテーシ ョ ンを参照。 

無人操作 (lights-out operation または
unattended operation)
オペレータの介在なしで、 通常の営業時間外
に実行されるバッ クアップ操作または復元操
作。 オペレータが手動で操作するこ とな く、
バッ クアップ アプリ ケーシ ョ ンやサービスの
マウン ト要求などが自動的に処理されます。

無人操作 (unattended operation)
無人操作 (lights-out operation) を参照。

メールボックス
(Microsoft Exchange Server固有の用語 )
電子メールが配信される場所。 管理者がユー
ザーごとに設定します。 電子メールの配信場
所と して複数の個人用フォルダが指定されて
いる場合は、 メールボッ クスから個人用フォ
ルダに電子メールがルーティングされます。

メールボックス ストア
(Microsoft Exchange Server 固有の用語 )
インフォ メーシ ョ ン ス ト アのう ち、 ユーザー 
メールボッ クス内の情報を維持する部分。
メールボッ クス  ス ト アは、 バイナリ  データを
格納する リ ッチテキス ト .edb ファ イルと、

ス ト リーミ ング ネイティブ インターネッ ト  
コンテンツを格納する .stm ファ イルからな

り ます。 

メディア ID
Data Protectorがメディアに割り当てる一意
な識別子。 

メディア管理セッシ ョ ン
初期化、 内容のスキャン、 メディア上のデー
タの確認、 メディアのコピーなどのアクシ ョ
ンを メディアに対して実行するセッシ ョ ン。

メディア集中管理データベース (CMMDB)
CMMDB を参照。

メディア状態要素
使用回数のしきい値と上書きのしきい値。 メ
ディアの状態の判定基準とな り ます。 

メディア セッ ト
バッ クアップ セッシ ョ ンでは、 メディア セッ
ト と呼ばれる メディアのグループにデータを
バッ クアップします。 メディアの使用法に
よっては、 複数のセッシ ョ ンで同じ メディア
を共有できます。 

メディアの位置
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バッ クアップ メディアが物理的に収納されて
いる場所を示すユーザー定義の識別子。
"building 4" や "off-site storage" のよ うな文
字列です。

メディアのインポート
メディアに書き込まれているバッ クアップ 
セッシ ョ ン データをすべて再読み込みして、
IDB に取り込むプロセス。 これによ り、 メ
ディア上のデータにすばやく、 簡単にアクセ
スできるよ うにな り ます。
メディアのエクスポート も参照。

メディアのエクスポート
メディアに格納されているすべてのバッ ク
アップ セッシ ョ ン情報 ( システム、 オブジェ
ク ト 、 ファ イル名など ) を IDBから削除する
プロセス。 メディア自体に関する情報やメ
ディアとプールの関係に関する情報も  IDBか
ら削除されます。 メディア上のデータは影響
されません。
メディアのインポート も参照。

メディアの種類
メディアの物理的な種類 (DDSやDLTなど )。 

メディアの状態
メディア状態要素から求められる メディアの
品質。 テープ メディアの使用頻度が高く、 使
用時間が長ければ、 読み書きエラーの発生率
が高くな り ます。 状態が [不良 ] になったメ
ディアは交換する必要があ り ます。

メディアの使用法
こ こでは、 メディアの使用法と して、 以下の
オプシ ョ ンのいずれかを選択します。 メディ
アの使用法は、 [追加可能 ]、 [追加不可能 ]、

[増分のみ追加可能 ]のいずれかに設定できま

す。

メディアのボールティ ング

メディアを安全な別の場所に収納するこ と。
メディアが復元に必要になった場合や、 今後
のバッ クアップにメディアを再使用する場合
は、 メディアをデータ  センターに戻します。
ボールティング手順は、 会社のバッ クアップ
戦略やデータ保護 /信頼性ポリシーに依存し
ます。

メディアの割り当て方針
メディアをバッ クアップに使用する順序を決
定します。 [Strict] メディア割り当てポ リシー
では、 特定のメディアに限定されます。
[Loose] ポ リシーでは、 任意の適切なメディア
を使用できます。 [ フォーマッ ト されていない
メディアを先に割り当てる ] ポ リシーでは、
ライブラ リ内に利用可能な非保護メディアが
ある場合でも、 不明なメディアが優先されま
す。 

メディア プール
同じ種類のメディア (DDS) などのセッ ト。 グ
ループと して追跡されます。 フォーマッ ト し
たメディアは、 メディア プールに割り当てら
れます。

メディア ラベル
メディアに割り当てられるユーザー定義の識
別子。 

元のシステム
あるシステムに障害が発生する前に Data 
Protectorによってバッ クアップされたシステ
ム構成データ。 

ユーザー アカウン ト
Data Protector を使用するには、 Data 
Protectorのユーザー アカウン トが必要です。
Data Protectorのユーザー アカウン トは、
Data Protectorやバッ クアップされたデータ
に対する無断アクセスを制限します。 Data 
Protector管理者がこのアカウン ト を作成する
と きには、 ユーザー ログオン名、 ユーザーの



用語集

リカバリ  カタログ

用語集 G-43

ログオン元と して有効なシステム、 および
Data Protectorユーザー グループのメンバー
シップを指定します。 ユーザーが Data 
Protectorのユーザー インタフェースを起動
するか、 または特定のタスクを実行する と き
には、 このアカウン トが必ずチェッ ク されま
す。

ユーザー グループ
各 Data Protector ユーザーは、 ユーザー グ
ループのメンバーです。 各ユーザー グループ
には 1式のユーザー権限があ り、 それらの権
限がユーザー グループ内のすべてのユーザー
に付与されます。 ユーザー権限を関連付ける
ユーザー グループの数は、 必要に応じて定義
できます。 Data Protectorには、 admin、
operator、 userの 3つのデフォルト  ユーザー 
グループがあ り ます。

ユーザー権限
特定の Data Protector タスクの実行に必要な
パーミ ッシ ョ ンをユーザー権限またはアクセ
ス権限と呼びます。 主なユーザー権限には、
バッ クアップの構成、 バッ クアップ セッシ ョ
ンの開始、 復元セッシ ョ ンの開始などがあ り
ます。 ユーザーには、 そのユーザーの所属先
ユーザー グループに関連付けられているアク
セス権限が割り当てられます。

ユーザー ディスク割り当て
NTFSのクォータ管理サポートによ り、 追跡
システムが強化されており、 共有ス ト レージ 
ボ リ ュームのディ スク  スペースの使用量を制
御できます。 Data Protectorでは、 システム
全体とすべての構成済みユーザーを対象に
ユーザー ディ スク  クォータを同時にバッ ク
アップします。

ユーザー プロファイル
(Windows固有の用語 )
ユーザー別に維持される構成情報。 この情報
には、 デスク ト ップ設定、 画面表示色、 ネッ

ト ワーク接続などが含まれます。 ユーザーが
ログオンする と、 そのユーザーのプロファ イ
ルがロード され、 Windows環境がそれに応じ
て設定されます。

ライセンス集中管理
Data Protector では、 複数のセルからなるエ
ンタープライズ環境全体にわたってライセン
スの集中管理を構成できます。すべての Data 
Protector ラ イセンスは、 エンタープライズ
Cell Manager システム上にインス トールされ
ます。 ラ イセンスは、 実際のニーズに応じて
エンタープライズ Cell Manager システムか
ら特定のセルに割り当てるこ とができます。
MoM も参照。

ライター
(MS VSS固有の用語 )
オリ ジナル ボ リ ューム上のデータの変更を開
始するプロセス。 主に、 永続的なデータをボ
リ ューム上に書き込むアプリ ケーシ ョ ンまた
はシステム サービスがライターとな り ます。
ライターは、 シャ ド ウ  コピーの同期化プロセ
スにも参加し、 データの整合性を保証します。

ライブラリ
オートチェンジャー、 ジュークボッ クス、
オート ローダ、 またはエクスチェンジャ と も
呼ばれます。 ライブラ リには、 複数のレポジ
ト リ  スロ ッ トがあ り、 それらにメディアが格
納されます。 各スロ ッ トがメディア 
(DDS/DAT など ) を 1つずつ格納します。 ス
ロ ッ ト / ド ラ イブ間でのメディアの移動は、
ロボッ ト機構によって制御され、 メディアへ
のランダム アクセスが可能です。 ライブラ リ
には、 複数のド ライブを格納できます。

リカバリ  カタログ
(Oracle固有の用語 )
Recovery Manager が Oracleデータベースに
ついての情報を格納するために使用する
Oracleの表とビューのセッ ト。 この情報は、
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Recovery Manager が Oracleデータベースの
バッ クアップ、 復元、 および復旧を管理する
ために使用されます。 リ カバリ  カタログに
は、 以下の情報が含まれます。

• Oracle ターゲッ ト  データベースの物理ス
キーマ

• データ  ファ イルおよび archived logバッ
クアップ セッ ト

• データ  ファ イルのコピー
• アーカイブ REDO ログ
• ス ト アド  スク リプ ト

リカバリ  カタログ データベース
(Oracle固有の用語 )
リ カバリ  カタログ スキーマを格納する
Oracleデータベース。 リ カバリ  カタログは
ターゲッ ト  データベースに保存しないでくだ
さい。

リカバリ  カタログ データベースへのログイン
情報
(Oracle固有の用語 )
リ カバリ  カタログ データベース  (Oracle) への
ログイン情報の形式は
<user_name>/<password>@<service>で、

ユーザー名、 パスワード、 サービス名の説明
は、 Oracle ターゲッ ト  データベースへの
Oracle SQL*Net V2 ログイン情報と同じで
す。 ただし、 この場合の <service>は

Oracle ターゲッ ト  データベースではなく、 リ
カバリ  カタログ データベースに対するサービ
ス名とな り ます。 

こ こで指定する Oracle ユーザーは、 Oracle
のリ カバリ  カタログのオーナー (所有者 ) で
なければならないこ とに注意して ください。

リカバリ  ファイル
(Oracle固有の用語 )
リ カバリ  ファ イルは、 フラ ッシュ  リ カバリ領
域に置かれる Oracle 10g固有のファイルで

す。 現在の制御ファイル、 オンライン REDO 
ログ、 アーカイブ REDO ログ、 フラ ッシュ
バッ ク  ログ、 制御ファ イル自動バッ クアッ
プ、 データファ イル コピー、 およびバッ ク
アップ ピースがこれにあたり ます。
フラ ッシュ  リカバリ領域も参照。 

リサイクル
メディア上のすべてのバッ クアップ データの
データ保護を解除して、 以降のバッ クアップ
で上書きできるよ うにするプロセス。 同じ
セッシ ョ ンに所属しているデータのう ち、 他
のメディアに置かれているデータも保護解除
されます。 リサイ クルを行っても、 メディア
上のデータ自体は変更されません。

リムーバブル記憶域の管理データベース
(Windows固有の用語 )
Windowsサービスの 1つ。 リ ムーバブル メ
ディア ( テープやディ スクなど ) と記憶デバイ
ス  ( ラ イブラ リ ) の管理に使用されます。 リ
ムーバブル記憶域によ り、 複数のアプリ ケー
シ ョ ンが同じ メディア リ ソースを共有できま
す。

ローカル復旧と リモート復旧
リ モート復旧は、 SRD ファ イルで指定されて
いる Media Agent ホス トがすべてアクセス可
能な場合にのみ実行されます。 いずれかのホ
ス トがアクセス不能になっている と、 障害復
旧プロセスがローカル モードにフェイルオー
バーされます。 これは、 ターゲッ ト  システム
にローカル接続しているデバイスが検索され
るこ とを意味します。 デバイスが 1台しか見
つからない場合は、 そのデバイスが自動的に
使用されます。 複数のデバイスが見つかった
場合は、 デバイスが選択できるプロンプ トが
表示され、 ユーザーが選択したデバイスが復
元に使用されます。 

ロギング レベル
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ロギング レベルは、 バッ クアップ、 オブジェ
ク トのコピー、 またはオブジェク トの集約時
にファイルとディ レク ト リに関する情報をど
の程度まで詳細に IDBに記録するかを示しま
す。 バッ クアップ時のロギング レベルに関係
なく、 データの復元は常に可能です。 Data 
Protector には、 [すべてログに記録 ]、 [ディ
レク ト リ  レベルまでログに記録 ]、 [ ファ イル 
レベルまでログに記録 ]、 および [ ログなし ]
の 4つのロギング レベルがあ り ます。 ロギン
グ レベルの設定によって、 IDBのサイズ増
加、 バッ クアップ速度、 復元対象データのブ
ラウズしやすさが影響を受けます。

ログイン ID
(MS SQL Server固有の用語 )
ユーザーが Microsoft SQL Serverにログオン
するための名前。 Microsoft SQL Serverの
syslogin システム テーブル内のエン ト リに対
応するログイン IDが有効なログイン ID とな
り ます。

ロッ ク名
別のデバイス名を使う こ とで同じ物理デバイ
スを違う特性で何度も構成するこ とができま
す。 

そのよ うなデバイス  (デバイス名 ) が複数同時
に使用された場合に重複を防ぐ目的で、 デバ
イス構成をロ ッ クするためにロ ッ ク名が使用
されます。 ロ ッ ク名はユーザーが指定する文
字列です。 同一の物理デバイスを使用するデ
バイス定義には、 すべて同じロ ッ ク名を使用
します。

論理ログ ファイル
論理ログ ファ イルは、 変更されたデータが
ディ スクにフラ ッシュされる前に書き込まれ
るファ イルです。 オンライン データベース  
バッ クアップの場合に使用されます。 障害発
生時には、 これらの論理ログ ファ イルを使用
するこ とで、 コ ミ ッ ト済みの ト ランザクシ ョ

ンをすべてロールフォワードする と と もに、
コ ミ ッ ト されていないト ランザクシ ョ ンを
ロールバッ クするこ とができます。

ワイルドカード文字
1文字または複数文字を表すために使用でき
るキーボード文字。 たとえば、 通常、 アスタ
リ スク  (*) は 1文字以上の文字を表し、 疑問
符 (?) は 1文字を示します。 ワイルドカード文
字は、 名前によ り複数のファ イルを指定する
ための手段と してオペレーティング システム
で頻繁に使用されます。
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